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思 、 

(⑪) 本 書 の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す . 

(② 本 書 の 内 容 に 関し て は 将来 予告 な し に 変更 する こと が あり ます . 

(③ 本 書 は 内 容 に つい て 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が , 万 一 ご 不審 な 点 や 誤り , 記載 も れ な ど お 気 
付き の こと が あり まし た ら ご 連絡 くだ さい . 

(⑭) 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は (③⑬ 項 に か か わら ず 南 任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい . 

⑤) 乱丁 , 落丁 は お 取り 替え 致し ます . 








PROGRAMMER'S GUIDE 








本 書 は , Na-BASIC シ ステ ム と Ns 日 本 語 BASIC シ ステ ム で プロ グラ ム 
を 作る 人 の た め に , 本 機 が 提供 し て いる プロ グラ ミン グ の 環境 と 本 機 を 使 
いこ と こなす うえ で の 初歩 的 な 手順 か ら 高 度 ・ 実 用 的 な プロ グラ ム ま で 幅広 く 
説明 し て いま す . 

本 機 の 特長 を 下記 に 示し ます . 

介 8SMHz の クロ ッ ク で 動作 する 8bit CPU PD70008C-8 の 搭載 に よ 
り 高速 処理 を 実現 する と と も に , 従来 機種 と の 換 性 を 保つ た め 
の 4MHz クロ ッ ク 動 作 モ ー ド を サポ ー ト . 

念 利 用 者 サイ ド の 設計 思想 が 反映 され , いろ いろ な バリ エー ショ ン 
が 選べ る 豊富 な 機種 (メモ リ 容 量 に よる バリ エー ンション , 供給 メ 
ディ ア に よる バリ エー ショ ン ). 

條 JIS 第 2 水準 漢字 ROM 標 準 実 装 , 日 本 語 入力 対応 キー ボー ド 採 
用 (シリ ー ズ 共通 ), 文節 変換 (PC-8801MH) , 苑 語 変換 (PC-8801 
FH) が 可能 な Na 日 本 語 BASIC 標準 添付 に よる 日 本 語 へ の 本 格 
対応 (た だ し , PC-8801FH の モデ ル 10 は 除く ). 

倫 PC-8801 mk IFR/PC-8801mkIMR の すぐ れ た 機能 (アナ ログ 対 
応 の 高速 グラ フィ ックス 機能 , FM 音源 に よる デジ タル シン セ サ 
イザ 機能 ) を その まま 継承 . 

但 PC-8800 ン リー ズ 用 の 豊富 な 周辺 機器 と アプ リケーション ソフ ト 
ウェ ア を サポ ー ト . 


本 書 が 実際 の プロ グラ ミン グ の うら うえ で お 役に立て ば 幸い で す . 


本 書 の 見 方 


本 書 は , Ns.BASIC シ ステ ム お よび Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム の 機能 に つい て 説明 し て いま す . 各 章 
の 二 な 内 容 は 下記 の と お り で す . 

第 1 章 , 第 2 章 で は , Na.BASIC シ ステ ム お よび Ns 日 本 語 BASIC シ ステ ム の 概要 と 起動 方 法 に つい 
て 記述 し て いま す . 

第 3 章 , 第 4 章 で は , 本 機 の キー ボー ド の 機能 と , Na-BASIC ン シン ス テム お よび Na- 日 本 語 BASIC シス 
テム で の スク リー ン エ ディ タ に つい て 記述 し て いま す . 

第 5 章 , 第 6 章 , 第 7 章 で は , Na 日 本 語 BASIC ンス テム で の 日 本 語 入力 の 概要 と 操作 法 お よび 日 本 
語 ユ ー テ ィ リ ティ に つい て 記述 し て いま す . 

第 8 章 , 第 9 章 , 第 10 章 , 第 11 章 で は , Na-BASIC シス テム お よび N。- 日 本 語 BASIC シ ステ ム で の テキ 
スト 画面 に 対す る 文字 の 表示 と グラ フィ ックス 機能 , カラ ー 表 示 , カラ テー コピ ー ユ ー テ ィ リ ティ に つい 
て 記述 し て いま す . 

第 12 章 で は , Ns-BASIC ン シス テム お よび Na- 日 本 語 BASIC シ ステ ム で の サウ ンド 機能 に つい て 記述 し 
て いま す . 

第 13 章 , 第 14 章 , 第 15 章 で は , Ns-BASIC シ ステ ム お よび Ns。- 日 本 語 BASIC シ ステ ム で の ファ イル に 
つい て の 概念 と 操作 法 に つい て 記述 し て いま す . 

第 16 草 で は , 本 機 で 使用 で きる ディ スク 関係 の テー ティ リティ プロ グラ ム の 操作 方 法 に つい て 記述 し 
て いま す . 

第 17 章 で は , 本 機 の 通信 モー ド の 概要 と 操作 法 に つい て 記述 し て いま す . 

第 18 章 で は , Na-BASIC シ ステ ム お よび Ng 日 本 語 BASIC シス テム で の BASIC プ ログ ラム の デベ バッグ 
の 手法 に つい て 記述 し て いま す . 

第 19 剖 で は , Na-BASIC シ ステ ム お よび Ns 日 本 語 BASIC シス テム で の 機械 語 モ ニタ の 操作 法 に つい 
て 記述 し て いま す . 

第 20 章 で は , Na BASIC シ ステ ム お よび Na 日 本 語 BASIC ン シス テム で の 機械 語 プ ログ ラム の 作り 方 に 
つい て 記述 し て いま す . 

資料 編 で は , キャ ラク タコ ュー ド 表 や コン トロ ー ル ュ コード 表 な ど , Ns-BASIC お よび N。 日 本 語 
BASIC を 使い こなす うえ で , 有用 な 資料 と な る も の を まとめ て 記載 し て いま す . 





この マニ ュ ア ル て で 使用 し て いる 用 語 


本 機 は 強力 な 2 つの BASIC 一 Ns-BASIC と Na 日 本 語 BASIC 一 を 装備 し て いま す . 
Ns-BASIC は いく つか の モー ド を 持ち , また , ディ スク 装置 を 使う 場合 , 使わ な い 場合 な ど で も 少し 
ずつ び 機 能 が 異な り ま す . 
ここ で は , BASIC の バー ジョ ン や モー ド を 中 心 と し て , こと の マニ ュ ア ル に 使用 し て いる 用 語 を まとめ 
て み ま し た . 


1. BASIC の 種類 や モー ド 名 


Nss-BASIC V1 人 徒 玉 の Nss-BASIC ( PC-8801, PC-8801wkI 用 の 
Nss- BASIC ) と 三 換 性 が ある モー ド . 本 機 の シス テム 
モー ドス イッ チ を V1S また は V1H に セッ ト し て ス 
に ト させ る . 

6 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使っ て スタ ー ト さき させ 
る V1 DISK と ,. ディ スク を 使わ な い V1 ROM の 2 
つの モー ド の 総称 . 

Nss-BASIC V2 PC-8801vrkISR/FR/MR 用 の , Nss-BASIC の 互換 
性 の ある モー ド . 本 機 の シス テム モー ドス イッ チ を 
V2 に セッ ト し て スタ ー ト させ る . 

Nss-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使っ て スタ ー ト させ 
る V2 DISK と , ディ スク を 使わ な い V2 ROM の 2 
つの モー ド の 総称 . 

















Nss- 日 本 語 BASIC Nss- BASIC V2 に , 日 本 語 処理 機能 を 付加 し て , 従 


来 の PC-8801wkIIMR/FR と 互 換 性 の ある BASIC 
本 機 の シス テム モー ドス イッ チ を V2 に セッ ト し , 
Nss- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ヂ ディス ク を 使っ て スタ ー 
ト さ せる . ディ スク ドラ イブ に , シス テム ディ スク 
を セッ ト し た 状態 で 動作 する . 


Nss-BASIC DISK version | V1 DISK と V2 DISK の 総称 








Nss- BASIC ROM yersion | V1 ROM と V2 ROM の 総称 . 


パソ コン で 一 般 的 に 広く 使わ れ て いる BASIC すべ 
て の 名 称 . 

狭義 に は 本 機 の Nss-BASIC V1, V2, Nss- 日 本 語 
BASIC を 意味 する . 

Nss-BASIC V2 お よび Nss- 日 本 語 BASIC で , NEW 
CMD コ マン ド を 実行 する こと に より , 使用 可能 に 
な る サウ ンド 機能 や アナ ログ バレ ッ ト 機 能 を サポ ー 
ト す る 命令 群 














己 . Nge- 日 本 語 BASIC で 使わ れる 用 


意 味 





日 本 語 モ ー 


SCREEN 文 の 第 1 バラ メー タ を 3, また は 4 に 指定 
し た と き の モ ー ド . 全角 文字 の 画面 表示 や キー 入力 
が 可能 . 

Nss- 日 本 語 BASIC の スタ ー ト 時 は , 標準 ディ スプ レ 
イ 使 用 の と き SCREEN 3, 専用 ディ スプ レイ 使用 の 

と き は SCREEN 4 に 設定 され て いる . 





日 本 語 モ ー ド に 対す る モー ド で , SCREEN 文 の 第 1 
2 マウ メー タダ 0: ルル, 2 に 指定 し た と き の モ ー ド . 
全角 文字 の 画面 家 赤 、 キ 一 入力 は で き な い . 全角 文 
字 に 相当 する コー ド を 表示 させ る と , グラ フィ ッ ク 
シン ボル を 含む 半角 文字 が 表示 さ れる . 





日 本 語 を 表す た め の 文 字 ( 日 本 語 コ ー ド に あげ ら 

れ て いる 時 )、BASIC は シフ ト JIS コー ド に よっ 

村 あ Ne い 、 MIDS な どの 関数 は 、 全 角 文 字 
を 半角 文字 2 文字 と 等 価 に 扱う . 





英 数 字 。 カタ カナ , コン トロ ー ル コー ド を 含む 文字 
(キャ ラク タコ ー ド に あげ られ て いる 256 文字 ) 

Na- BASIC な どの 日 本 語 処理 機能 を 持た な い BASIC 
で は , 半角 文字 し か 使用 で き な い . 





全角 文字 入力 モー ド 
半角 文字 入力 モー ド 





日 本 語 モ ー ド で は 、 全角 支 字 と 半角 文字 と を 混在 し 

て 使用 する こと が て * き る . キー 入力 時 に は 人 基 に 

よっ て , 間 る と 入力 する た め の モ ー ド (全角 文 
2 、 半角 文字 を 入力 する モー ド ( 平 角 
定 入 力 モー ド ) と を 切り 共 え な が ら 行 う . 
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第 1 草 Na-BASIC 
_ Nse- 日 本 語 BASIC の 世界 と 特徴 
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8. 各 キ ー の 使い 方 78 
9 注意 事項 81 
第 巳 章 日 本 語 処理 
(Nag- 日 本 語 BASIC) 
1. 日 本 語 処理 と は 85 
2. 日 本 語文 字 ( 全 角 文 字 ) 88 
3. 画面 構成 90 
4. 日 本 語 処理 用 関数 92 
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6. 注意 事項 97 
第 ノ 草 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 
1. 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ の 概要 101 
2. 外字 管理 102 
た ブリン あ べ 09 條 近 昌 ー ド 113 
4. ユー ザ 辞 書 管理 115 
5 コー ト 変 換 125 
第 日 章 画面 モー ド 
1. 画面 モー ド の 種類 と 各 画 面 モ ー ド の 特色 135 
2. 画面 モー ド 0, 1, 2 の 表示 137 
3. 画面 モー ド 3 , 4 の 表示 141 
第 明 章 グラ フィ ックス 
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2. 各 座 標示 の サイ ズ 149 
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5. FM 音源 の 原理 / シ ン セ サイ ザ IC の 構造 204 
第 13 章 入出 力 装置 の 管理 
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ユー ティ イリ テイ 目 次 





この 目次 は 、 ン シス テム ディ スク に 入っ て いる ユー ティ リティ を 使う 便宜 の た め に 、 各 ユー ティ リティ 
の 操作 法 が 、『 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 』『 プ ログ ラマ ー ズ ガイ ド 』 の どこ に 掲載 され て いる か を 示し た も の で す 。 


UGC ユー ザー ズ ガ イド の 略 
PC プロ グラ マー ズ ガ イド の 略 


(1) ディ スク ユー ティ リティ 





(その 1 ) 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ュ コピー (copy1 .j88) ぽ * UG 3 章 5 節 
coOpy2 . j88 
(その 2 ) 
dskut2 .j88 PG16 章 7 節 
(dskutl .j88) ぼ 
シス テム ディ スク の 作成 dskut2 .j88 PG16 章 7 節 
(dskutl .j88) ぽ 
デー タデ ィ ス ク の 作成 dskut2 .j88 PG16 章 7 節 
(dskutl .j88)\ 
ID セク タ の 書き 換え dskut2 .j88 PG16 章 7 人 節 
(dskutl .j88)* 
ファ イル 転送 xfiles . 88 PG16 章 7 節 
ディ スク コー ド の コピ ー sySgn2 . j88 PG16 章 7 節 


(sysgn1 .j88) ぎ 





(2) N。z 日 本 語 BASIC ユ ー テ ィ リ ティ 


外字 管理 font . mh(fh) き PG 7 章 2 館 
プリ ンタ へ の 外字 ロー ド prload . mh(fh)\ PG 7 章 2 節 
ユー ザ 辞 書 管理 usrdic.mh(fh)*  PG7 章 4 節 
ュ コード 変換 cdconv.mh(fh) ま 。 PG7 章 5 節 





(3) サウ ンド ユー ティ リティ 





スー パー キー ボー ド シ ス テム sks PG12 章 4 節 
ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト mek PG12 章 4 節 











カラ ー コ ピー ユー ティ リティ @cc2 . j88 PG11 章 
(@cc4y . j88 
@cc4h . j88 
@cc4m . j88 


ファ イル 名 の ( ) は PC-8801FH の 場合 の み を 示し ます . 





Nss-BASIC 
Nss- 日 本 語 BASIC 
の 世界 と 特徴 





本 機 は , 標準 プロ グラ ミン グ 言 語 と し て , Namm-BASIC と Naa- 日 本 
語 BAGIC の ど 種 の 言語 を 備え て いま す . 

Nms-BASIO に は , V 1 (バー ジョ ン 1 ) と V ら (バー ジョ ン ら ) の 
己 つ の モー ド が あり ます . V ツ ら モ ー ド は , V ] モー ド の 諸 機 能 に 加 
え , グラ フィ ッ ク 機 能 . サウ ンド 機能 , アナ ログ パレ ッ ト 機 能 な ど 
を 強化 し た も の で す . Nes- 日 本 語 BASIO は , Nsmmg-BASIC(V ら ) 
の 機能 を さら に 強化 し た も の で , 日 本 語 の 処理 が 行え ます . 

本 章 で は , 以上 の 種々 の BASIC の 関係 と.. それ ぞ れ の BAGSIO 
の 特徴 の 概略 を ご 紹介 し ます . 











1 . 本 機 で 使用 で きる 
各 BASIO 





本 機 で 使用 で きる 
各 BASIC の 関係 





本 機 で は , 次 の 3 つの BASIC を 使用 する こと が で きま す . 


(i) Na-BASIC V1 
( Ns-BASIC V2 
Na 日 本 語 BASIC 

この うち , Ns-BASIC V1 と Ns-BASIC V2 に は , それ ぞ れ ROM 
Version と DISK Version が あり ます . Ns- 日 本 語 BASIC は DISK Version 
の み で , ROM Version は あり ませ ん . 

ROM Version と は 本 体内 蔵 の ROM だ け で 作動 する も の の こと で , 
DISK Version と は Ns-BASIC ン シス テム ディ スク を 使い , ディ スク か ら 読 
み 出 し た 情報 と ROM の 情報 の 方 を も と に 作動 する も の の こと で す . 
V1, V2 モー ド と も , DISK Version は ROM Version の 全 機 能 を 含ん で い 
ます . 


DISK Version 





ROM Version 


. 各 BA9SIO の 関係 各 BASIC の 関係 を まとめ る と , 次 の 表 の よう に な り ま す 。 









BASIC 名 略 称 | 媒 体 EN 互換 性 


Version 





Nss_BASIC V1 














ROMI Version V1 ROM ROM 
Ns_ BASIC SR VI PC 8801 
V1 Ns-BASIC VI1 和 上 二 (VIH.V1S) | PC_-8801mkI 
psK Version 1VL DSK | NBAsic 
シス テム ディ スク 
Ns BASIC V2 | 
8S " 
ROM Version | "2 ROM ROM 
Ns BASIC 5 PC-8801 
V2 Na BASIC V2 | 5 PC-8801mkI 
DISK Version | "2 DSK | NaBAsic PC 8801mkISR 
シス テム ディ スク V2 PC-880ImkIFR 
| PC-880ImkIMR 
6 | 0 PC-8801mkITR 
Ns- 日 本 語 > Na_ 本 語 
BASIC KA し IN RT 本 機 


シス テム ディ スク 




















また , 機能 面 か ら 見 た BASIC の 関係 を 図 で ぶす と , 次 の よう に な り ま 
す . 


Nag- 日 本 語 BASIC 
Nss-BASIC V2 






Nss-BASIC V1 


日 本 語 処理 機能 
アナ ログ パレ 


グラ フィ ッ ク 機 能 ッ ト 機 能 


・Nss-BASIC V1 の と き 
PC-8801. PC-8801wkII の Nss-BASIC と 同様 で す . 
・Nss-BASIC V2 の と き 
高速 化 さ きれ て いま す . 








Naa-BASIC VI の 特徴 








Ns-BASIC V1 は 従来 の Na BASIC と 万 換 性 が あり ます の で , PC-8801 用 , PC-8801mkH 用 の ソフ ト 
ウェ ア の ほとん ど を 使用 する こと が で きま す . 


] . グラ フィ ックス 機 
能 の 強化 ・ 高 速 化 


パレット 機能 


d. その 他 の 機能 


(1) 48K バ イト も の グラ フィ ックス 専用 RAM を 持っ て いる た め , 
640X200 ド ッ ト (8 色 カラ ー 1 ペー ジ ま た は 白黒 3 ペー ジ ), 
640X400 ド ッ ト ( 帳 黒 1 ペー ジ ) の 高 分 解 能 グ ラフ ィ ッ クス を 実現 で 
きま す . 

(2) また これ を サポ ー ト する 種々 の グラ フィ ッ ク 命 令 は 強力 で , 特に 
WINDOW, VIEW に よる 論理 的 な 座標 系 の 設定 は , プロ グラ ミン グ を 
簡略 に し , 表示 を 多彩 に し ます . 

(3) リス ト な ど キ ャ ラク タ を 表示 する テキ スト RAM と , グラ フィ ッ ク 
RAM は 完全 に 区 別 さ れ て いる た め , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 
面 の 合成 が 簡単 に で きま す . 


(1) ペレ ッ ト と いう 概念 を 導入 し た こと に より , 多彩 な カラ ー 表 示 が 可 
能 で す . 


(1) プロ グラ ム 中 の 飛び 先 の 指定 と し て ラベ ル 名 が 使え る た め , ブログ 
ラム 開発, デベ ッ グ が 飛躍 的 に 向上 し ます . 

(② IF THEN ELSE/WHILE WEND 等 の 文 に より 構造 化 さ れ た プロ グ 
ラム に する こと が で きま す . 

(3) 倍 精度 関数 が 準備 され て お り , 科学 技術 計算 に も 適応 で きま す . ま 
た , 大 規模 な プロ グラ ム に 対し て オー バー レイ 機能 も 用 意 さ れ て お 
り , 必要 な 変数 の 受け 渡し も 可能 で す . 

(4) 各 ハ ムー ドウ ェ ア か ら の 割り 込み を BASIC 中 で 操作 で きま す . 

⑤5) 本 機 が 持っ て いる I/O イ ンタ フェ ー ス を Ns-BASIC で 制御 で きま 
す . 操作 可能 な IIO イ ンタ フェ ー ス は 次 の と お り で す . 

(a4) RS-232C イ ンタ フェー ス 

(b) ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 

(cO 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 

(d セン トロ ニク ス ・ イ ンタ フェ ー ス (プリ ンタ ) 
(e) CMT イ ンタ フェ ー ス (PC-8801FH の 場合 








Nsa-BASIC V ら の 特徴 





Ns-BASIC V2 は , 本 機 の ハー ドウ ェ ア に 対応 する た め に , Ns-BASIC V1 を 機能 拡張 し た も の で す . 
Ns-BASIC VI と 上 位 互換 性 が あり , Na.BASIC V1 で 書か れ た ソフ トウ ェ ア (BASIC で 書か れ た も の ) 
を 使用 する こと が で きま す . また , PC-8801mkISR 用 , PC-8801mkIFR 用 , PC-8801mkIMR 用 の ソフ 
トウ ェ ア ゃ 使用 する こと が で きま す . 

機能 拡張 され た 点 は , 次 の と お り で す . 


] . グラ フィ ッ ク フ 機 
能 の 強化 ・ 高 速 化 


己 . バレット 機能 


ご . サウ ンド 機能 


4. 日 本 語 表示 機能 


ら . その 他 の 機能 


超 高 速 CPU(8MHz) の 採 用 に より , グラ フィ ックス 処理 が 高速 化 さ れ 
て いま す . 


Na』_BASIC V2 で は , 本 体 に アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 接続 する こ 
と に より , 同一 画面 に 512 色 の 中 か ら 8 色 を 選ん で 表示 する こと が で き 
ます (アナ ログ ペレット 機能 ). 


シン セ サ イ ザ 1IC( 略 称 OPN……FM Operator Type-N) が 装備 され て お 
り , Ns-BASIC V2 で は FM 音源 と SSG 音源 に よる 6 重奏 が 可能 で す . 

また , OPN を 直接 制御 する こと に よっ て 効果 音 を 出力 する こと が で 
きま す . さら に , オー ディ オア ンプ な ど を 接続 する こと に よっ て , より 
本 格 的 な 演奏 を 楽し こと が で きま す . 


PUT@KANII 文 が 用 意 さ れ て お り , JIS 第 1 水準 まで の 漢字 を 表示 す 
る こと が で きま す (Ng- 日 本 語 BASIC 使用 時 は , JIS 第 2 水準 まで 表示 で 
きま す . 詳細 は 次 責 参 照 ). 


変数 名 は 40 文 字 ま で 使用 可能 で ある た め , わか りや すい 変数 名 を 付け 
る と と が で せき まず : 





Naa- 日 本 語 BASIC の 特徴 








Na- 日 本 語 BASIC は , N』-BASIC V2 の 機能 を さら に 拡張 し た も の で す . ハー ド 的 に も , 本 機 に お いて 
は 日 本 語 入力 に 適し た キー ボー ド の 採用 , JIS 第 2 水準 漢字 ROM の 標準 装備 に より , 日 本 語 表 現 の 可能 
性 と 操作 性 を 高め て いま す . 

Ns-BASIC V2 と 互換 性 が あり , Na-BASIC V2 で 書か れ た ソフ トウ ェ ア (BASIC で 書か れ た も の ) や , 
PC-8801mkI SR, PC-8801mkIFR, PC-8801mk IMR 用 の ソフ トウ ェ ア も 使用 する こと が で きま す . ま 
た , PC-8801MH の 日 本 語 BASIC は PC-8801FH の 日 本 語 BASIC と 万 換 性 を 持ち , PC-8801FH の 
Na 日 本 語 BASIC で 書か れ た ソフ トウ ェ ア を 使用 する こと が で きま す . 

Ns-BASIC V2 より 機能 拡張 され た 点 は 以下 の と お り で す . 


Na 日 本 語 BASIC は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が つい て いな いと 使用 で きま せん . 

















] . 全角 文字 の 入力 が 漢字 や ひら が な , カタ カナ な どの 全角 文字 が 使用 で きま す . 全角 文字 
可能 と し て は , JIS 第 1 水準 ・JIS 第 2 水準 の 漢字 (6349 語 ) と 漢字 以外 の 文字 
453 種 が 使用 で きま す . 
ら 。 ら 通り の 入力 方 式 全角 文字 の 入力 に は , か な 入力 , ロー マ 字 入力 の 2 通り の 方 式 が 使用 
で きま す . 
. 熟語 また は 文節 単 入力 し た か な は , 文法 処理 を 行い な が ら 文 節 単 位 で (PC-8801MH) , 熟 
位 で 漢字 変換 語 単 位 (PC-8801FH) で 漢字 に 変換 し て いく の で , 容易 に 日 本 語 の 文章 
を 作成 する こと が で きま す . 
4. 外字 処理 が 可能 添付 の Na- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に よっ て 外字 処理 が 可能 で 
ま 。 
口 . 独自 の ステ ー ト メ KLEN( 文 字 列 に 含ま れる 文字 数 を 返す ) な ど , Ne 日 本 語 BASIC 独 自 
2/ ト , 関数 の 追加 の 命令 を 追加 し まし た . これ に より , Ng 日 本 語 BASIC の 活用 の 範囲 か 
広がり ます . 





Nss-BASIC V8 
の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 





本 章 で は Nmm-BASIO シス テム ディ スク と Nm- 日 本 語 BASIO シ 
ステ ム デ ィ ス ク を 使用 し て Nsmm-BASIO と Nas- 日 本 語 BASIC の 
起動 や 終了 の 手順 , 本 機 を いろ いろ な 目的 で 使用 する 上 で 知っ て お 
か な けれ ば な ら な い ス イッ チ の 設定 方 法 を 説明 し ます . 











Naa-BASIC V シ ステ ム 
の 起動 








ンス テム ディ スク を 使っ て 本 機 を 起動 させ ます . シス テム ディ スク に は , Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス 
ク と N。- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の 2 種類 が あり ます . 

起動 時 の 初期 画面 に 違い は あり ます が , 起動 方 法 は どちら も 同じ で すか ら , 起動 の 操作 を する 際 に は 
どちら の シス テム ディ スク を 使用 し て も か まい ませ ん . 


] . 電源 UN (1) ディ スプ レイ スイ ッ チ な どの ハー ドス イッ チ が ト 下図 に 示す よう に 
な っ て いる の を 確認 し , ディ スプ レイ , 木 体 の 順に 電源 ON に し ます . 











ディ スプ レイ シス テム モー ド 
24K 15K V1S _ ViH V2 


ディ スプ レイ スイ ッ チ の 設定 は ,「 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 第 1 章 を 参 
照 し て くだ さい . 


(2 BASIC モー ドランプ, ディ スプ レイ の 電源 ラン プ が つい て いる の 
を 確認 し て , シス テム ディ スク を ドラ イブ 1 に 差し 込み ます . この と 
き , シス テム ディ スク を カチ ッ と 軽い 音 が する まで 静か に 差し 込ん で 
くだ さい . 
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(3) 本 体 の リセ ッ ト ボ タン を 押し て か ら , ドラ イブ ラン プ が 消え て いる 
間 に ド ライ ブ 1 の レベ バー を 下図 に 示す よう に し め ま す . も し , レベ ー 
が し ま ら な い 場 合 は , も うら 1 度 シ ステ ム デ ィ ス ク を きち ん と 奥 ま で 差 
し 込ん で くだ さい . 






























0 科 


デビ 






フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が 入っ て いな いと き は , レバー が し ま ら 
な いよ うに な っ て いま す . 無理 に 回 す と 故障 の 原因 に な り ま 
す の で , レベ ー は 無理 に 回 さ な い で くだ さい . 


(4) ディ スプ レイ の 画面 に 次 の メッ セー ジ が あら われ ます . 


N。-BASIC の 場合 


Disk version IOot 20, 19861 
How many Files(0-15)? 軒 








Ns 日 本 語 BASIC の 場合 


How many fileSs(0-15)? 是 





"How many files(0-15)?" は , コン ピュ ー タ が あな た に "同時 に いく 
つの ファ イル を 使い ます か ? "と いう 意味 の こと を 尋ね て いる の で 


す . ここ と では, ファ イル 数 を いく つ に 設定 し て も プロ グラ ム に 影響 し 
ませ ん か ら , その まま 2M を 押し ます (ファ イル に つい て は 「 第 13 章 
デー タフ ァイル の 入出 力 」 を 参照 し て くだ さい ). 


第 2 章 Nss-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 





(5) ディ スプ レイ の 画面 は 次 の よう に な り ま す . 











Ns-BASIC の 場合 


Disk version IOct 20.19861 
How many Files(0-15)? 
NEC _N-88 BASIC Version 2.3 


Copyright (C) 1981 by Miocrosoft 
ネネ ※※※※ ByteS freG 
Ok 時 








Na- 日 本 語 BASIC の 場合 


IN88- 日 本 語 BAS1C ネ * ネ * Version 2.0 
Copyright (C) 1981 icrosoft Corporation 
Copyrisht (C) 1985,1986 日 本 電気 株 式 会 社 


使用 可能 メモ リ 容 量 : **kk バ イト 
Ok 邊 








今 , ディ スプ レイ の 画面 表示 で "Ok" の 下 で 点滅 (ブリ ンク と いい ま 
す ) し て いた 長方形 の マー ク の こと を カー ソル と いい ます . 
この "Ok" と いう メッ セー ジ が 出れ ば , シス テム の 起動 は 完了 で す . 


PC-8801FH の モデ テル 10 で , NsBASIC シ ステ ム デ ィ ス ク や 
Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使用 する 場合 , 別売 り 
の 増設 用 ディ スク ドラ イブ を 購入 し て くだ さい . 
な お , Ne 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使用 し な い 
と Ns- 日 本 語 BASIC は 起動 で きま せん . 
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Nsa-BA8I ビ シ ステ ム の 
終了 





自分 の プロ グラ ム が 完了 し た り , 途中 で 一 度 中 断 し て 電源 を OFF に する と き は 次 の よう に し ます . 実 
際 に プロ グラ ム を 作る 前 に , 電源 OFF の 手順 を し っ か り 覚 えて お きま し ょ う . 


] . 電源 HFF に する 
前 に 


己 . ファ イル を 


CLOSE する 


G:- シス テム ディ スク 
を 抜き 取る 


4. 電源 DFFI 
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電源 を OFF に する 前 に , 自分 で 作っ た (ある い は , 作り か け の ) プ ログ 
ラム や デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 記録 (この こと を 書き 込む と いい 
ます ) す る こと を 忘れ て いな いか を 確認 し ます (記録 方 法 は 「 ニ ユー ザー ズ 
ガイ ド 第 4 章 11 節 」 を 参照 ). 


ファ イル を OPEN し た 場合 は , ファ イル 操作 終了 後 , 必ず CLOSE を 
実行 し て くだ さい . 特に ディ スク で は , ファ イル を OPEN し た まま 
(CLOSE せ ず に ) デ ィ ス ク を 差し か える と , 新た に 挿入 し た ディ スク の 

ー タ を こわ し て し ま ら 危険 性 か あり ます (CLOSE, OPEN 命令 の 詳細 
は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル ] を 参照). 


ドラ イブ ラン プ が 消え て いる こと を 確認 し た ら , レバ ベー を 動か し て シ 
ステ ム デ ィ ス ク を 抜き 出し て くだ さい . 























ディ スプ レイ , 木 体 の 順に 電源 を OFF に し ます . 


1. 





4 つの ハー ドス イ 
まま 





バハ バー ドス イッ チ の 設定 





電源 スイ ッ チ を ON に する 前 に 設定 し な けれ ば な ら な い 4 つの スイ ッ 
チ が あり ます . 











動作 クロ ックス イッ チ CRT クロ ックス イッ チ 


(1) シス テム モー ドス イッ チ 
3 ポジ ンション の スラ イド スイ ッ チ で , シス テム 起動 時 の Na-BASIC 
の 動作 モー ド を 設定 し ます . 
ンス テム モー ドス イッ チ の 設定 方 法 は 「 け ユー ザー ズ ガ イド 第 4 章 」 
を 参照 し て くだ さい . 
(2) 動作 クロ ックス イッ チ 
2 ポジ ンション の スラ イド スイ ッ チ で , メイ ン CPU の 動作 クロ ッ ク 
を 選択 し ます . 
(3) ディ スプ レイ スイ ッ チ 
2 ポジ ンション の スラ イド スイ ッ チ で , 専用 ディ スプ レイ ノ 標 準 デ ィ 
スプ レイ を 選択 し ます . 
ディ スプ レイ スイ ッ チ の 設定 に つい て は ,「 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 第 
1 章 」 を 参照 し て くだ さい . 
(4) CRT ク ロッ クス イッ チ 
2 つの ジャ ン パ スイ ッ チ で , 1 つ は CRT ク ロッ ク の 内 部 / 外 部 ク 
ロッ ク を 選択 し ます . も う 1 つ は デジ タル RGB コ ネ ク タ 内 クロ ッ ク 
の 方 向 を 選択 し ます . 
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己 . ハー ドス イッ チ の 
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初期 設定 


Nm 


ハー ドス イッ チ の 開 梱 時 の 初期 設定 は , 下図 に が す ア ミ の 項目 で す . 





シス テム モー ドス イッ チ 


V1S/V1H V2 





動作 クロ ックス イッ チ 


8MHz /4MHz 





ディ スプ レイ スイ ッ チ 


24.8kHz タ イプ /15.7kHz タ イプ 





CRT ク ロッ クス イッ チ 





内 部 クロ ッ ク / 外 部 クロ ッ ク 





外部 へ 出力 / 外部 か ら 入 力 








セッ ト ア ッ プ モー ド に よる 
初期 設定 








] . セッ ト ア ッ プ モー セッ ト ア ッ プ モー ド と は , シス テム 起動 時 の 状態 設定 を メニ ュー 形式 
ド と は で 人 筒 単に 行う モー ド で す . セッ ト ア ッ プ モー ド は , PC を 押し た まま 


電源 スイ ッ チ を ON, また は リセ ッ ト ボ タン を 押す こと に より 起動 し ま 
す . 開 梱 詩 に は 下記 の と お り 初 期 値 が 設定 され て いま す . 設定 を 変更 す 
る 場合 に の み , セットアップ モー ド を 起動 し ます . 

本 機 で は 不揮発 性 RAM を 利用 し た スモ リス イッ チ を 採用 し て お り , 
シス テム 起動 時 の 状態 設定 を 容易 に し まし た (本 章 以 降 ., セッ ト ア ッ プ 
モー ド で 行う 内 容 の 設定 を メモ リス イッ チ と 呼び ます ). 


セッ ト ア ッ プ モー ド の 選択 内 容 


: 開 梱 時 の 設定 






項 目 選択 内 容 
















PMS5 
立ち 上 げ モ ー ド ター ミナ ル / BASIC 
1 行 あ た り の 文字 数 | 80 字 /40 字 Nss- BASIC モ ー ド て で 有効 













1 画面 あたり の 行 数 | 25 行 / 20 行 





開 時 の 設定 

PC-8801FH モデ ル 10 一 ROM 
シス テム の 立ち 上 げ | ティ スク /ROM PC-8801FH モデ ル 20 
PC-8801FH モデ ル 30 
PC-8801MH 

開 租 時 の 設定 
PC-8801FH モデ ル 10 
内 蔵 FDD LF 貸 止 / 使 用 PC-8801FH モデ ル 20 | 
PC-8801FH モデ ル 30 | 使用 
PC-8801MH | 


ディ スク 











メモ リー ウェ イト ON/ OFF 











撤 張 スロ ッ ト タ イプ | タイ プ 1/ タイ プ 2 | PC-8801MH に は あり ませ ん 








・RS-232C 設 定 

1 : 開 梱 時 の 設定 
項 上 遂 NSNIS 内 人 き 間 較 | 
通信 速度 [ポー] 75 150 300 600 1200 2400 4800 9600 19200 
通信 方 式 半 - 重 / 全 二 重 


























XX パラメータ 有効 / 無効 





スト ッ プ ビッ ト 長 2bit 1bit 





デー タビ ッ ト 長 Sbit 7bit 





S バ パラ メー タ 有効 / 無効 





DEL コ ュー ド 有効 / 無 効 





パリ ティ チェ ッ ク 有り / 無し 











パリ ティ 偶数 / 合 数 
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己 . セッ ト ア ッ ブ モー 


ド の 内 容 


PC| を 押し な が ら 起 動き され る セッ ト ア ッ プ モー ド の 内 容 は , 
PC-8801FH に は 16 項 目 , PC-8801MH に は 15 項 目 あ り ま す . それ で は , 
各 項 目 に つい て 人 筒 単 に 説明 し ます . 

(1) 立ち 上 げ モ ー ド 
起動 時 の モー ド を BASIC モ ー ド に する か , ター ミナ ルモード に す 
る か を 設定 し ます . 
ター ミナ ルモード に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
(2) 1 行 あ た り の 文字 数 
Ns-BASIC モ ー ド 起動 時 の 1 行 あ た り の 文字 数 を 設定 し ます . 
(3) 、1 画面 あたり の 行 数 
Na-BASIC モ ー ド 起動 時 の 1 画面 あたり の 行 数 を 設定 し ます . 
(4) シス テム の 立ち 上 げ 
シス テム の 立ち 上 げ を , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 立 ち 上 げ る か , 
ROM か ら 立 ち 上 げ る か を 設定 し ます . 
(5) 内 蔵 FDD |/F 
内 蔵 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ イン タフ ェ ー ス を 使用 する か , 禁 
止 す る か を 設定 し ます . 
(6) メモ リー ウエ イト 
メモ リリ ー ド サイ クル に 1WAIT 動作 を させ る か どう か を 設定 し ま 
っ 
(7) 拡張 スロ ッ ト タ イプ (この 項目 は PC-8801MH に は あり ませ ん ) 
PC-8801mkISR の 拡張 スロ ッ ト バ ベス 3 と 同じ 信号 形態 に する か , 
バス 1 , ベス 2 と 同じ に する か を 設定 し ます . 
(8) 通信 速度 (ボー) 
通信 速度 を 設定 し ます . 
通信 速度 に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
(9) 通信 方 式 
通信 方 式 が 全 二 重 か 半 二 重 か を 設定 し ます . 
通信 方 式 に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
(0) X パ ラメ ー タ 
メメ パラメータ を 有効 に する か 無効 に する か を 設定 し ます . 
メメ パラ メー タ に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
⑪⑩ スト ッ プ ビッ ト 長 
スト ッ プ ビッ ト の 長 さ を 1 ビッ ト に する か , 2 ビッ ト に する か を 設 
定 し ます . 
スト ッ プ ビッ ト に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
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デー タビ ッ ト 長 
デー タビ ッ ト の 長 さ を 8 ビッ ト に する か , 7 ビッ ト に する か を 設定 
じ ま ボ 2 
デー タビ ッ ト に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
(3 S パ ラメ ー タ 
S パラメータ を 有効 と する か 無効 と する か を 設定 し ます . 
S パ ラメ ー タ に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
(4 DEL コ ー ド 
DEL ュ コー ド を 受信 し た と き , 処理 する か 無視 する か を 設定 し ます . 
DEL ュ コー ド に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
5 パリ ティ チェ ッ ク 
パリ ティ チェ ッ ク の 有無 を 設定 し ます . 
パリ ティ に つい て は , 本 書 第 17 章 を 参照 し て くだ さい . 
(5) パリ ティ 
偶数 ペリ ティ に する か 人 奇数 パリ ティ に する か を 設定 し ます . 


.。 セッ ト ア ッ プ モー 通常 , |PCI を 押し な が ら 起 動き され る セッ ト ア ッ プ モー ド で 初期 設定 


ド の 初期 設 w 定 の 変 を 変更 する 必要 は ほとん ど あ り ま せん が , 場合 に よっ て (特に 通信 関係 
更 方 法 の 設定 ) は 変更 する 必要 が あり ます . 
そこ で , まず セッ ト ア ッ プ モー ド で の 初期 設定 の 変更 方 法 を 説明 しま 
す . 


(1) セッ ト ア ッ プ モー ド の 起動 方 法 
セッ ト ア ッ プ モー ド を 起動 する に は , PCM を 押し た まま リセ ッ ト 
ボタ ン を 押し ます (PCN を 押し た まま 電源 スイ ッ チ を ON に し て も 同 
儀 の 機能 が 働き ます ). この と き 「 PC は , 画面 が 表れ る まで 押し 続け 
て くだ さい . 
ド 図 の よう な 画面 が 表れ ます . 


リー ナル 

1 ーー | 9 / 4[ 有 ぽ 
ーー 00 科 : 25f / 全 逢 区 圧 

ーーー ー | 9/ ROM 


PDD 0 * 上 * 用 1 : 蘭 
ーーーー : 0N/ 0 且 
f5: 遼 映 
邊 洒 
調 : 其 豚 





(PC-8801MH の 場合 ) 


(2) セッ ト ア ッ プ モー ド の 操作 方 法 
セッ ト ア ッ プ モー ド が 起動 し た ら , 変更 し た い 項 目 を 設定 し な お し 
まじ よう 。 
各 項 目 の う ち , 現在 カー ソル が ある 行 は 赤地 に 黒文字 で 表 さ れ , そ 
の 他 の 項目 は 水色 地 に 愚 文 字 で 表 さ れ ま す . そし て , それ ぞ れ の 項目 
で 現在 選択 され て いる 選択 肢 が 赤地 , 青 地 で 示さ れ , 選択 きれ て いな 
い 選 択 肢 は , た だ の 黒文字 で 示さ れ ま す . また , カー ソル は 点滅 し ま 


せん . 

使用 する キー は は 人 . 9 (00 外 
呈 呈 の 7 つ で す . 

5』 は 設定 画面 の 切り 替え に 使い ます . 設定 画面 は 次 ペー ジ の 
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第 2 章 Nas-BASIC V2 の 起動 / 終 了 と モー ド 設 定 


図 に ボ す よう に 初期 設定 と RS-232C 設 定 の 2 つが あり ます . 


1 が 毅 】 茜 訪 

プス ガ ーーー 0 了 。 7/ KUuM 

FDD | | 議 衝 二 4 | 1: 草 剛 

注 -91 1 --: 痢 
15: 玉 毅 
 : 殺 
謀 : 期 預 





1 





(PC-8801MH の 場合 ) 


ES939C 状 定 
いじ 


どど いり 設 赴 


遇 重 剛 醒 
削 億 講 計 


V 5) MI 


2 ト g ル 9 


*- 外 EE ・ 0 ht 人 月 身 


SG ノラ メー タ 了 / 間 * 2 ! 商人 


放 関 科 
放 チ 4 れ り 2 


15: 配 敵 
則 肌 人 
衣 : 期 騰 


ョ は 凌 四 : 還 


ルリ 了 ィ 





カー ツル 移動 キー は 項目 の 移動 , 設定 の 変更 に 使い ます . 

は | 人 ル | は 天目 則 を 移動 し , カー ツル 行 を 変更 し , | 
(は, メー ソル 行 の 選択 肢 を 変更 し ます . 

た と えば , 1 画面 あたり の 行 雪 を 25 行 に 設定 し た い 場 合 , | 代 』 ルレ 
を 使っ て カー ツル 移動 キー を "1 画面 あたり の 行 数 "の 項目 に 合わ 
せ , | (を を 使っ て カー ッ ル 移動 キー を 25 行 の と ころ に 合わ せま す . 
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六 骨 衣 


りあ 上 モ ー ド 
1 が 0X 和 


茜 応 


員 FDD 了 旨 中 ミ | / 症 員 1 : 萌 簡 

吐 較 呈 順 | 0h/ 3c: 源 
f5: 欄 曳 
四 : 親 
調 : 萌 結 


癌 1 





人 2 は , モッ ト ア ッ プ モー ド を 終了 し ます 。 人 2 を 押す と , 下図 
に 示す よう な 確認 の 表示 が 出 ま すか ら , よけれ ば YES, セッ ト ア ッ プ 
を 継続 し た けれ ば NO に カー ソル 移動 キー を 合わ せ て の M を 押し て 
くだ さい . 

YES を 選ん だ 輸 合 に は シス テム が 立ち 上 が り , NO を 選ん だ 場合 に 
は 設定 画面 に 戻り ます . 


97 ゅ 左 - ド 線 人 ル 寺 
員 :6 剛 | 操 人 


本 EIC 
自 : 
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1 ほ 唱 は , 各 項 目 の 簡 単 な 説明 を 表示 し ます . 

セッ ト ア ッ プ モー ド の と き | 隊 暗 を 押す と , 現在 カー ソ ル が ある 項 
日 の 内 容 が 画面 に 表示 され ます . また , 説明 画面 表示 中 に | 四 四 を 才 
す と , 各 項 目 の 内 容 が プリ ンタ に 出力 され ます の で , 各 項 目 を 設定 す 
る 場合 , 参考 に し て くだ さい . 
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キー ボー ド 





私 た ち が 人 こ て 会 話す る と き , 頭 の 中 で 理解 / 判 断 を し , 相手 の 話 に 対 
し て 答え ます ね . 

パソ コン で も 同じ こと が いえ ます . た だ , パソ コン と の 会 話 の 場合 , 
キー ボー ド が 私 た ちと パソ コン を 結ぶ ぷ “ イ ンタ フェ ー ス "で すか ら , 

まず キー ボー ド に 触れ な けれ ば 会 話 は 成り 立ち ませ ん . 

また , キー ボー ド に 慣れ る こと に よっ て , パソ コン へ の 親しみ も わ 
いて くる こと で し ょ う . 

この 章 で は , キー ボー ド の 外観 , 主 な キー の 働き を 説明 し , 最後 に 
キー 入力 の た め の 基 本 的 な こと が ら を 説明 し ます . 











1. キー ボード の 外観 


己 . キー の 配置 





キー ボー ド の 外観 / 
キー の 配置 





本 機 の キー ボー ド は , 本 体 と は 分 離し , カー ルケ ー ブ ル に よっ て 結ば 
れ , 自由 な 位置 で キー 入力 で きる よう に な っ て いま す . 

また , 背面 後部 に は 折り た た み ス タン ド が 組み 込ま れ て お り , スタ ン 
ド を 立て る と , キー が 打ち や すい 角度 に ボー ド を 傾け る こと が で きま 











キー の 角度 や キー トッ プ の 形 も タッ チ 感 覚 を 考慮 し て , 各 段 と も それ 
ぞ れ 前 度 を 変化 させ て あり , キー タッ チ 感 覚 の 向上 が 図ら れ て いま す . 


本 機 の キー ボー ド は , 下図 に が す キ ー 配 置 に な っ て いま す . 


回 賠 回 









































[EEE 用 EE ] 彫 峰 内 
ほう lk lil 回 還 
還 還 klklklkl 回 国 











NM 





前 


ほっ ょ jk] 








回 








キー ボー ド は 2 種類 に 色分け され て いて , 濃い ブラ ウン (上 の イラ ス 
ト で は ) に 塗ら れ た キー は 特殊 キー と 呼び , 他 の クリ ー ム 色 ( 上 
の イラ スト で は 白 ) に 塗ら れ た キー は 文字 キー と 呼び ます . キー ボー ド 
の 右側 に は 電卓 の キー と 似 た 数 値 入力 用 の キー( テ ン キ ー) が あり , 多く 
の 数 値 を 入力 する 場合 に 便利 で す . 
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1. 


28 


4 


し ー | 





キー ボー ド の 使い 方 





ト 図 に 示す が 文字 キー で す . これ ら の キー を 押す と , 対応 する 
文字 が ディ スプ レイ に 表示 され ます . 

文字 キー の 入力 方 式 に は , 英 数 字 モ ー ド , カナ モー ド , グラ フィ ッ ク 
キャ ラク タモ ー ド , 日 本 語 入力 モ ー ド の 4 つの モー ド が あり ます . 


岡 圏 | 本 BI 廊 | lr-e Fl fglfto 
mm 回 回 
























































(1) 英 数 字 を 入力 する と き に 使う キー 
アル ファ ベッ ト や 数 字 , " 十 ", "炒り"。 "2 "な どの 特殊 記号 な どの 入 
力 モ ー ド で す . 単独 で キー 入力 し た 場合 は , キー トッ プ の 中 段 左側 に 
書い て ある 文字 が 入力 され ます . アル ファ ベッ ト は , タイ プラ イタ と 
同様 に 小文字 が 入力 され ます . 


愉 」 es a | 2 の sa 3 


了 縛 を 1 度 押 す と , キー は 押し た まま の 状態 に 固定 され ます . こ 
れ を , ロッ ク す る と いい ます . 

この [陸中 は , 大 文字 を 続け て 入力 する 場合 に 使用 する と 大 変 便利 
で す . 

区 馬 の ロッ ク を 解除 する 場合 は , も 5 1 度 | だ 中 を 押し ます . 

(2) カタ カナ を 入力 する と き に 使う キー 

カタ カナ や 『"「" "、" !。" な どの 和文 の 特殊 記号 を 入力 する モー 
ド で す . 

カナ モー ド は , | 信 縛 を ロッ ク し た 状態 で キー 入力 し ます . 

この 場合 , キー トッ プ の ト 下段 に 書い て ある 文字 が 入力 され ます 
(キー トッ プ の 表記 は ひら が な で す が , 入力 され る の は カタ カナ で 
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⑬③ シフ トキ ー | シスト 』 
シフ トキ ー は 左右 に 2 つ あ り ま す が , どちら も 同じ 働き を し ます . 
① か な キー が ロッ ク さ れ て いな いと き 
か な キー が ロッ ク さ れ て いな いと き | シフ ト 有 を 押し な が ら 文 字 
キー を 押す と , キー トッ プ の 上 段 の 文字 や アル ファ ベッ ト の 大 文字 
が 入力 され ます . 


シッ ト + 條 | ik A 


また , | 放 呈 を ロッ ク し た 状態 で レフト を 二 し な が ら 入 力 する 
と , 小文字 が 入力 され ます -. 
② カナ モー ド の と き 
カナ モー ド の と き に | シフ ト 有 押し な が ら キ ー 入 力 する と , キー 
トッ プ の 中 段 右側 に 書い て ある 文字 が 入力 され ます . 














(4) テン キー 
テン キー は , 文字 キー の 最上 段 の キー の 数 字 と 同じ 機能 で す . 多く 
の 数 値 を 入力 する 場合 に 便利 で す . 























英 数 字 モ ー ド , カナ モー ド , 日 本 語 入 力 モ ー ド で は テン キー に 対応 
する 数 字 や 記号 が 入力 され , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド で は グラ 
フィ ッ ク キ ャ ラク タ が 入力 され ます . 
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. 特殊 キー 下図 に 示す の キー が 特殊 キー で す . 
これ ら の キー は , 使用 する ソフ トウ ェ ア に よっ て 機能 や 意味 が 異な り 
ます . 具体 的 な キー の 機能 に つい て は , それ ぞ れ の ソフ トウ ェ ア の 人 解説 
を 参照 し て くだ さい . ここ で は 特殊 キー の 代表 的 な 機能 を 紹介 し ます . 








[| 剛 賠 賠 | 較 | 図 図 | 
sjkklklkk」] 














| 


p 




















(① リタ ー ン キー 1 
と 書か れ た キー が [ 護 刀 の 下 に あり ます . リタ ー ン キー と 
呼ば れ て いま す . キー ボー ド 右 側 に も , 大 き さ は 違い ます が 12M と 
書か れ て いる キー が あり ます . どちら も コン ピュ ー タ に 対し て 入力 が 
あっ た こと を 知ら せる 働き を し ます . Ns-BASIC な どの コマ ンド は こ 
の キー を 押さ な けれ ば 実行 され ませ ん . 
(2) モー ド 変 換 
① か な キー 人 b 引 
この キー を 押す と キー は ロッ ク さ れ , 入力 は カナ モー ド に な り , 
キー の 下段 に 書か れ て いる カナ 文字 が 表示 され ます (た だ し , ディ 
スプ レイ に は カタ カナ で 表示 され ます ). また , キー 右側 に 表示 さ 
れ て いる 文字 は , [シフ ト を 押し な が ら 入 力 す る と 表示 され ます . 
ロッ ク さ れ た 伺 縛 を も う 1 度 押す と , | 引 の ロッ ク は 解除 され 


ます . 
か な KJ ト 育 
侯 絢 解除 状態 上 
〈② グラ フィ ッ ク キ ー 
この キー を 押し な が ら 文 字 キ ー を 押す と , 入力 は グラ フィ ッ ク 
キャ ラク タモ ー ド に な り , グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タ や "年 " "月 "な 
どの 簡単 な 漢字 を 表示 ・ 入 力 す る こと が で きま す . どの キー が どの 
キャ ラク タ に あたる か は ,「 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド ]」 の 人 巻末 資料 を ご 参照 
ぐだ さい 。 
グラ フィ ッ ク キ ャ ラク タモ ー ド は , Ng 日 本 語 BASIC で は 使用 で 
きま せん . 
⑧ 大 文字 キー [We 
この キー を 押し て ロッ ク す る と , それ 以後 , アル ファ ベッ ト を 入 
力 す る と 大 文字 が 入力 され ます . この と き , [シフ ト 』 を 押し な が ら 
入力 する と 小文字 が 入力 され ます . | 区 一 の ロッ ク を 解除 する 場合 
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は , も う 1 度 こ の キー を 押し ます -. 
3③ シフ トキ ー [シフト 
ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 の 表示 を 変え た り , 他 の 特殊 キー と 組み 
合わ せ て , カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジション に 移動 させ た り , ター ミナ ル 
モー ド か ら BASIC モ ー ド に 切り 替え た り し ます . 
(④⑳ コン トロ ー ル キー 仙骨 
他 の キー と 組み 合わ せ て , 特殊 な 機能 の ュー ド を 入力 し ます . 他 の 
文字 キー と の 組み 合わ せ と そ の 機能 は ソフ トウ ェ ア に よっ て 異な り ま 
す の で , それ ぞ れ の 解説 を 参照 し て くだ さい . 
⑤) 編集 キー 
① カー ツル 移 動 キ ー ( 條 | [し | (< 3! 
カー ソル を 上 下 左 右 の 方 向 に 移動 させ る キー で す . 
② 削除 キー 條 
カー ソル の 直前 の 文字 を 1 文字 消し ます . カー ソル の 後に 文章 が 
続い て いる 場合 に は , それ ら の 文字 が すべ て 前 へ 詰め られ ます . 
カー ソル より 後方 へ 向かっ て 文字 を 消 太 する の に 使用 し ます . 次 の 
後退 と 同じ 働き を し ます . 
③ 後退 キー ( 座 骨 
カー ソル の 直前 の 文字 を 1 文字 消し ます . カー ソル の 後に 文章 が 
続い て いる 場合 に は , それ ら の 文字 が すべ て 前 へ 詰め られ ます . 
カー ソル より 後方 へ 向かっ て 文字 を 消去 する の に 使用 し ます . 前 の 
| と 全く 同じ 働き を し ます . 
④ 挿入 キー | 際 
Ns-BASIC な どの 文字 入力 中 に この キー を 押す と , イン サー ト 
モー ド に 変わ り , その 後に 入力 し た 文字 は すべ て カー ソル の 直前 に 
挿入 され ます . [| シフ ト 有 を 地 し な が ら [ 機 財 | (( 量 ) を 押し て も イ 
ン サ ー ト モー ド に な り ま す . カー ソル 移動 キー を 押し た り , も ふう 1 
度 貞和 を 押す と イン サー トモ ー ド か ら ぬ け 出 し ます . 


⑧ タブ キー タプ 
カー ソル を 移動 させ る キー で す . た だ し , この キー を 使っ た と き 
の カー ソル 移動 の 仕方 は,, それ ぞ れ の ソフ トウ ェ ア で 異な り ま す . 
ソノ フトウェア に よっ て は , メニ ュー 項目 の 選択 に 使い ます . 
⑥ ョ ー ル テッ プ ブ ノ ョ ー ル ダッ ゥ ン キ ー [は (9 
[9M (| シフト | 人 | ) を 押し た と き や , EDIT ュ マ ンド を 実 
行 し た と き に お いて , 画面 に 表示 され て いる 行 の 前 後 を 表示 する と 
き に 使用 し ます . 
⑦ 画面 消 ま キー | 市 
画面 に 表示 され て いる 内 容 を 消し (クリ ア さ れる と いい ます ), 
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カー ソル は 左上 スミ (ホー ム ボ ポジ ンション と 呼び ます ) に 移動 し ます . 
消す 内 容 は , Na-BASIC に お いて は 文字 表示 の み で す が , Ns 日 本 
語 BASIC に お いて は 文字 表示 と グラ フィ ッ ク の 両方 を 消し ます . 
|| シフ ト を 地 し な が ら [ 還 を 押し た 場合 は , 現在 画面 に 表示 され 
て いる 内 容 は その まま で , カー ソル だ けが 画面 の 左上 スミ (ホー ム 

ポジ ンション) に 移動 し ます ( 消 を る の は 画面 表示 だ け で , メモ リ 上 の 

プロ グラ ム は 消え ませ ん ). 

(4) 日 本 語 入力 に 使う キー 
① 全角 キー 
Na 日 本 語 BASIC の と き に 意味 を 持つ キー で す . この キー を 押す 
と 全角 文字 入力 モー ド に な り , 日 本 語 の 漢字 や ひら が な な どの 全角 
文字 を 入力 する こと が で きま す (Ns-BASIC の と き に は 意味 を 持ち 
ませ ん ). 
も う 1 度 押 す と , 全角 文字 入力 モー ド が 解除 され ます . 
② 変換 キー ュー ュ 0 
入力 し た 文字 を 漢字 に 変換 し ます . た だ し , この キー は Ng 日 本 

語 BASIC の と き に 意味 を 持ち , Ne.BASIC の と き は | し を 意味 

し ます . 
⑨ 決定 キー (ューs1 

変換 キー で 変換 され た 文字 を 決定 し た り , ひら が な な ど を 変換 せ 

ず に 決定 し ます . この キー は , Ns 日 本 語 BASIC の と き に 意味 を 持 

ち , NeBASIC の と き は | し | を 意味 し ます . 

⑤ ファ ンク ショ ン キ ー ME 

この キー は , あな た の キー 操作 を 人 箇 略 化し , 手助け する た め に 設け 
られ た も の で す . 

各 ソ フト ウェ ア で キー の 内 容 は 異な り ま す . また , ユー ザ が 自分 で 
定義 する こと も で きま す . 

CONSOLE 文 の 第 3 パラ メー タ を "1" に 設定 し た 場合 ( 開 梱 時 の 初 
期 設 定 は 1 で す ), ー 人 19 を 表示 する に は [シフト と 同時 
(に n ン を 押し ます . Na 日 本 語 BASIC で CONSOLE 文 の 
第 83 ペラ メー タ を "2" に 設定 し た 場合 , 介 ・9 を その まま 提 


せ ば 表示 で きま す . 
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6) 停止 キー | 引 
プロ グラ ム の 実行 な ど を 中 断 す る と き に 使い ます . また [1 シフ ト 』+ 
人 W 朋 で ター ミナ ルモード か ら BASIC モ ー ド に 切り 替え る こと が で き 
ます . 
(⑦ エス ケー プ キ ー [ESCl 
この キー の 使い 方 は ソリ フトウェア に よっ て 異な り ま す の で , それ ぞ 
れ の 解説 を 参照 し て くだ さい . 
(8) 画面 コピ ー | 諾 
ディ スプ レイ に 表示 され て いる 画面 を プリ ンタ に 印字 し ます . す な 
わ ち 画面 の 表示 内 容 を 紙 の 上 に コピ ー し た いと き に この キー を 使い ま 
ま * 
セッ ト ア ッ プ モー ド の と き [ 計 財 を 押す と , 各 項 目 の 内容 が プリ ン 
タ に 出力 され ます . 
も し プリ ンタ が 接続 され て いな い 場 合 は , この キー は 意味 の な いも 
の に な り ま す . 押し て し まっ た と き は , [ 條 引 を 押し て 中 断 し て くだ 
さい . 
(⑨ 説明 キー | ほ 昌 
プロ グラ ム 実 行 中 に エラ ー が 発生 し た と き に | 半 昌 を 押す と , エ 
ラー 発生 行 が 表示 され , 箇 単 に プロ グラ ム を 修正 で きま す . 
また , セッ ト ア ッ プ モー ド の と き 隊 昌 を 押す と , 現在 カー ソル の あ 
る 項目 の 内 容 が 画面 に 表示 され ます . 
⑩) セッ ト ア ッ プ モー ド の 起動 |PCM + リ セッ ト ボ タン 
PC』 を 押し た まま リセ ッ ト ボ タン を 押す と , セッ ト ア ッ プ モー ド が 
起動 し ます ( PCI を 押し た まま 電源 スイ ッ チ を 投入 し て も 同じ 機能 が 
働き ます ). 
PC』 は , モット アッ プ モ ー ド の 起動 時 以外 の と き に 押さ れ て も 舞 
視 し ます . 
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英文 タイ プ の 経験 か ある 方 な ら ば ご 存 知 と 思い ます が , 





ホー ム ポ ボ ポジション 





の 基点 と な る の が ホー ム ポ ジン ョ ン で す . 
下図 に 示す が ホー ム ポ ジン ショ ン で す . 


回 剛 





lr-a ral-4- ドーーー ドレ ーー パッ ーーー 人 トー 4 回 | 
加悦 図 較 | 較 上 宰 悦 図 較 | 國 
オ & 




















キー に よっ て 使う 指 が 決め られ て いま す . こ 
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この ホー ム ボ ポジ ン ョ ン を 基点 に し て 各 キ ー の 位置 を 推測 し て キー タッ チ の 練習 を し て くだ さい . 
ト 図 は 各 キ ー に 対応 する 指 を 示し ます . 
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軸 由 回 










上 








スク リー ン エ ディ タダ 





この 章 で は 英 数 字 だ け を 使っ て , スク リー ン エ ディ タ の 基本 的 な 使 
い 方 を 説明 し て いき ます . 

Nss-BASIO お よび Ne- 日 本 語 BASIC で は , プロ グラ ム を 作っ 
た り , コマ ンド や ステ ー ト メン ト を ダイ レク ト に 実行 させ た りす る 
と き に スク リー ン エ ディ タ と いう 画面 編集 機能 を 使い ます . 

スク リー ン エ ディ タ は , ディ スプ レイ 画面 上 の どの 位置 に で も カー 
ソル を 移動 し て , 入力 , 修正 を する こと が で きま す . 

これ に よっ て , 修正 する 行 を 改め て 最初 か ら 入力 す る 必要 が な く な 
り , プロ グラ ム の 入力 や 修正 も 短 時 間 で 行う こと が で きま す . 
Neg- 日 本 語 BASIC で の 日 本 語文 字 を 混 じ え た スク リー ン エ ディ 
タ の 使い 方 は , 第 D 草 を ご 覧 くだ さい . 











スク リー ン エ ディ タ に 入る 
前 に 








文字 な ど を 入力 する 前 に , 必ず 覚え を て お か な けれ ば な ら な い 項 目 (用 語 ) が か いく つか あり ます . ここ で 
は , その 項目 (用 語 ) に つい て 説明 し ます . 


] "キー 入力 が 可能 Ne-BASIC を 起動 させ る と , 初め に 
な 状態 と は ? 


How many fiLes(9@-15)2 較 








と いう メッ セー ジ が 画面 に 表示 され ます . 
ここ で 作 ②M を 押し て くだ さい . そう する と , 


How many files(9-15)? 

NEC _N-88 BASIC Version 2.3 
Copyright (C) 1981 by Miorosoft 
※※※※ ByteS Free 


Ok 








と な り ま す . 
この 上 図 の メッ セー ジ が 画面 に 表示 され れ ば , いつ で も キー 入力 が 可 
能 で す . 


この "How many files(0-15)?" の 意味 に つい て は 本 書 の 第 2 
章 を 参照 し て くだ さい . 


. カー ソル "と は 先ほど の 画面 表示 で "Ok" の 下 で 点滅 (プリ ンク と いい ます ) し て いた 
長方形 の マー ク の こと を "カー ソル "と いい ます . 
この カー ソル の 位置 に , キー ボー ド に よっ て 文字 な ど が 入力 で きま 
す . し た が っ て , カー ソル を , カー ソル 移動 キー で ュ ン トロ ー ル する こ 
と に より , 画面 上 の 任意 の 位置 に 文字 な ど を 入力 する こと が で きま す . 
また カー ソル は , 文字 な ど が 入力 され る と 自動 的 に 隣 の 桁 へ 移動 し ま 
す . 





37 


. 全角 / 半 角 と は 


2 "と は や 
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入力 で きる 文字 に は , 全角 文字 と 半角 文字 が あり ます . 全角 文字 で 入 
力 する 場合 は , 漢字 を 扱う 日 本 語 入 力 の と き で す ( 詳 し く は 第 5 章 を 参 
照 し て くだ さい ). それ 以外 の と き は 半角 文字 で 入力 し ます . 

半角 文字 と 全角 文字 の 入力 モー ド は , 人 暗 を 押す こと に よっ て 切り 
替え られ ます . 


文字 を 画面 に た だ 入力 し た だ け で は , 入力 され た 文字 が 画面 に 表示 さ 
れる だ け で , コン ピュ ー タ は 何 の 働き も 起こ し ませ ん . 

コン ピュ ー タ に ,「 命 令 ( ま た は , デー タ ) を 受け 入れ な さい 」 と いう 命 
令 を 送る 必要 が ある の で す . この 命令 を 伝え る 役割 を 受け 持っ て いる の 
が の WM と いう ぅ キー で す . 

また , 和 4②M を 押し て コン ピュ ー タ を 働か せる こと を "実行 きせ る "と 
いい ます . 





編集 に 使う キー 








編集 の た め に 使う キー に は いろ いろ な 種類 が あり ます の で , ここ で 整理 し て まとめ て 記載 し ます . 使 
い 方 を 忘れ た と き に は 本 人 節 を 参考 に し て くだ さい . 
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機 


カーソル を 上 下 左右 に 動か し ます . 

コン ピュ ー タ に デー タ / 命 令 の 入力 が あっ た こと を 知ら せる 働き 
を し ます . 

単独 で 押す と カー ソル の 前 に ある 文字 を 1 文字 削除 し ます . 

を 押し な が ら イ ン サ ー ト モー ド に 入る と き , 抜け る と き 
に 使用 し ます . 


イン サー トモ ー ド に 入る と き , 抜け る と き に 使用 し ます . 














カー ソル の 前 に ある 文字 を 1 文字 削除 し ます . 
単独 で 押す と テキ スト 画面 (文字 ) を 消去 し ます . 

シッ ト ! を 押し な が ら 押 す と カー ソル を 画面 の 左上 (ホー ム ポ ジ 
ショ ン ) に 移動 し ます . 
キー の 内 容 を ユー ザ が 定義 むる こと も で きま す . 
アル ファ ベッ ト の 大 文字 キー トッ プ の 上 段 に 書い て ある 特殊 文 
字 の 入力 に 使用 し ます . 

シッ 1 を 押さ な く て も アル ファ ベッ ト の 大 文字 が 入力 で きる よ 
うに な り ま す . 


仮名 を 入力 する と き に 使い ます . た だ し , 画面 上 で , 半角 入力 モ 
ー ド の 場合 、 カ タカ ナ が 表示 され ます . 


グラ フィ ッ ク シ ン ボ ポル の 入力 に 使用 し ます . 





























プロ グラ ム の 中 断 に 使い ます . 


カー ソル を 水平 方 向 に 8 桁 ず つ 移 動 し ます (その と き , スペ ー ス 
が 入力 され て いま す )、. 


後述 の コン トロ ー ル コー ド の 入力 に 使用 し ます . 

















後述 の エディ ッ ト モ ー ド に お いて , 画面 に 表示 され て いる 行 の 前 
| 後 を 表示 する と き に 使用 し ます . 


後述 の 日 本 語 入力 モー ド に お いて , か な 漢字 変換 に 使用 し ます . 








後述 の 日 本 語 入力 モー ド に お いて , か な 漢字 変換 され た 文字 を 決 
定 し ます . 
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ダイ レク トモ ー ド に お ける 
スク リー ン エ ディ タ 





コマ ンド や ステ ー ト メン ト を プロ グラ ム に し な いで 単独 で 実行 させ る 使い 方 を , ダイ レク トモ ー ド と 
いい ます . 


] . 新規 入力 ここ で は 例 と し て , ディ スプ レイ 画面 上 に 図形 を 描く LINE 文 を 実生 
させ て み ま し ょ う . その 前 に 陣 呈 を 押し て くだ さい . この 画面 の 方 が 
見 や すい で し ょ う . で は , 下 の よ うに キー 入力 し て くだ さい . 


FE 


LINE 肖 前 -(3 本 1 聞 ) 四 








| 陸 唱 ロック (押さ れ た 状態 に な っ て いる こと ) さ れ て いれ ば 大 文字 , 
そう で な けれ ば 小文字 が 入力 され ます が , どちら で も か まい ませ ん . 
が ロッ ク さ れ て いる と カタ カナ が 入力 され て し まい ます か ら , 
ロッ ク を 解除 し て か ら 入力 し て くだ さい . 

ここ で 作 ②M を 押し て LINE 文 を 実行 きせ て み ま す が , も し , その 前 
に 入力 の 間違い に 気がつい た ら , カー ソル を 間違っ て いる 位置 に 移動 し 
て 入力 し な お し て くだ さい . 

で は , 9 を 押し て くだ さい . 


EiHNE、(@.9)-(389,199) 
Ok 


CEo 


SS 








LINE 文 が 実行 され て 画面 に 直線 が 描か れ ま し た . 

エラ ー が 出 て し まっ た 場合 は , も う 1 度 正確 に 入力 し な お し て みて く 
だ さい . 画面 に 何 も 表 示さ れ な い 場 合 は , リセ ッ ト ボ タン を 押し て , も 
う 1 度 BASIC の 起動 か ら や りな お し て くだ さい . 
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. 計 正 


d. 削除 


第 4 章 スク フリー ン エ ディタ 


スク リー ン ェ ディ タ を 使っ て , LINE(0, 0) -(300, 100) を LINE(0, 0) - 
(300, 200) に な お し て 実行 し て み ま す . 

| 條 』 と | ラ を 使っ て , カー ソル を 下 の 図 の よう に "1" の 位置 まで 移 
動 さ せま す . 


ENE、(8.9)-(388 鞭 8) 


の 








ここ で 2 を 入力 すれ ば , "100" を "200" に 変更 で きま す . 


LEHNE_ 人 8 的 -( は HB,296) 


違 





ERE、8, 的 -( は 86,288) 


Ok ヽ 








次 に , LINE(0, 0) -(300, 200) を LINE(0, 0) -(30, 200) に な お し て 実行 し 
て み ま す . 


FRE_(8.9)-(38 蘭 768) 
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4. 挿入 
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4 と |1 光 | を 使っ て , カー ソル を ト 下 の 図 の よら う に" ,"( カ ンマ) の 位 
置 まで 移動 させ ます . 
0 を 1 つつ 削除 する に は , ここ で | 関 量 を 押し ます . 


(8.8)-(3 瞳 66) 
ON NN 
NN 


2 ここ 








これ で 修正 が 終わ り まし た . 実行 させ て みみ まし ょ う . 八 ② を 押し て 
くだ さい . 


8,-(3H,2HB) 








挿入 の 練習 を し ます . 先ほど 実行 し た 命令 を LINE(10, 50)-(30, 200), 2, 
提 

まず , | 條 と ( マ | を 使っ て , カー ツル を 下 の 図 の 位置 まで 移動 させ 
ます . 





0 (38,298) 





ここ で [を 押す と イン サー トモ ー ド に な り ま す . 1 2M を 入力 す 
る と , カー ツル の 位置 六 章 SSH 


第 4 章 スワ リー ン エ ディ タダ 





培 Se 8)-(38,266) 


0 
時 


- 議 





続け て , 同じ よう に し て 5 を 挿入 し て くだ さい . 








そし て , 命令 の 最後 に ",2,BF" を 追加 し ます . 


DS 2 時 目 
NN 
0 


修正 が 終わ り ま し た の で , 作 ⑦ を 押せ ば 実行 され ます . 
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Fstt6 8)-(90.260) F 
OS ここ 
RA 





グラ フィック ス 画 面 は [ 詳 和 を 押し て も 消去 さ れ ま せん . グ 
ラフ ィ ッ クス 画面 を 消去 し た いと き は , CLS' 2 9M と 和え 
カカ し て くだ さい . 
また , CLSL1 は テキ スト 画面 (文字 ) の み , CLS_3 
人 人 訪 は テキ スト 画面 と グラ フィ ックス 画面 の 両方 を 消 玉 し 
ます . 


この よう に , 画面 に 表示 され て いる 文字 は 修正 し て 何 度 で も 実行 させ 
る こと が で きま す ( 修 正 し な く て も , 命令 の 表示 され て いる 行 に カー ソ 
ル を 移動 し て を 入力 すれ ば , 何 回 で も 実行 させ る こと が で きま 
す ). 





プロ グラ ム モ ー ド に お ける 
スク リー ン エ ディ タ 











BASIC の コマ ンド や ステ ー ト メン ト の 集まり を 続け て 実行 させ る と き は , プロ グラ ム を 作り , RUN ュ 
マン ド に よっ て 実行 し ます . プロ グラ ム を 入力 する モー ド を プロ グラ ム モ ー ド と いい , 前 述 の ダイ レク 
トモ ー ド と は 次 の 点 が 異な り ま す . 


@ 文 の 先頭 に 1 て 65529 まで の 数 字 を 付け て 入力 し ます . 
D で 1 行 (255 文 字 以 内 ) を 入力 し ます が , 実行 は され ませ ん . 実行 する に は , RUN コマ ンド ま 
た は GOTO 文 を 使い ます . 
e に よっ て 1 行 を 入力 し て も "Ok" は 表示 され ませ ん . 
ここ で は , プロ グラ ム モ ー ド の 入力 の 例 と し て 次 の よう な 短い プロ グラ ム を 入力 し , 変更 , 追加 , 削 
除 な どの 方 法 を 具体 的 に 説明 し ます . 


]. プロ グラ ム の 新規 まず NEW gl と キー 入力 し , スモ リ 上 に は プロ グラ ム が 何 も な い 
作成 状態 に し て お いて か ら , 次 の プロ グラ ム を 入力 し ます (た だ し , NEW ュ 
マン ド は , 今 ま で に 入力 し た プロ グラ ム を すべ て 消 友 し て し まい ます の 
で , NEW コマ ンド を 実行 する と き は , 大 事 な プ ログ ラム を 消去 し な い 
よう に 注意 し て くだ さい ). 大 文字 で も 小文字 で も か まい ませ ん . 
各行 と も 放 ⑦』 の 入力 に よっ て , プロ グラ ム と し て メモ リ 上 に 格納 さ 
れ ま す ( 人 2』 マー ク は 画面 上 に は 表示 され ませ ん ). 


18 SCREEN 8 
gHFOR IE8g4 T0 247? 
3H PRINT CHR1) 


46 NETI 
58 END 
還 








プロ グラ ム を 新しく 入力 し た り 変 更 な ど を し た 場合 , 必ず LIST ュ マ 
ンド で 正しく 入力 され た か どう か を 確か め ま す . LIST 人 か 2M と 入力 す 
る と , 次 ペー ジ の よう に 表示 され ます . 
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list 

18 SCREEN 8,8 

H FOR IEeg4 10 247 
39 PRINT CHR(1) 
和 NEATI 


S8 END 
Ok 
邊 








も し , LIST コマ ンド に よっ て 表示 さき れ た プロ グラ ム に 誤り が あっ た 
ら , ダイ レク トモ ー ド の 項 で 述べ た よう に し て 訂正 し ます . この と きも 
人 2 を 和 人力 し な けれ ば , 何 も 変更 し た こと と に な り ま せん . プロ グラ ム 
を 変更 する と き に は , 必ず 人 2 を 入力 し な けれ ば な り ま せん . 

RUN 放 ⑦M と 入力 する と , 下 の ブ ログ ラム が 実行 され ます . 





1iSt 

19 SCREEN 9,9 

29 FOR 1I=224 TO 247 
39 PRINT CHR$(1) : 
49 NEXT I 


S9 END 

Ok 

run 

ーー ロゴ 会 、 マ や や る ネ @ の OX 條 年 月 日時 分 柳 
Ok 








も し , エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され た ら , LIST コマ ンド で プロ グラ 
ム を 表示 し , カー ツル を 動か し て エラ ー の あっ た 部 分 を 修正 し , gl 
を 押し て プロ グラ ム を 変更 すれ ば よい の で す . 

スク リー ン エ ディ タ の 機能 を 用 いて プロ グラ ム の 訂正 を 行っ た 場合 
は , 各行 番号 の 訂正 が 終わ る た びに , 必ず リタ ー ン キー( 人 の ) を 入力 
し て くだ さい . 


. 行 の 挿入 と 追加 BASIC の プロ グラ ム は 。, 行 番号 の 小さ いも の か ら 順 に 実行 され ます . 
(1) 行 の 挿入 
先ほど の プロ グラ ム で , 行 番号 20 と 30 の 間 に 新 し く 行 を 挿入 する 場 
合 は , 21 て 29 の 行 番号 を 付け た 行 を 新しく 入力 すれ ば よい の で す . 
行 番号 を 25 と し て 下 の よ うに 入力 し て みみ ます . 





25 BEEP 還 
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コ . 行 番号 の 整理 


4. 行 の 複写 


第 4 章 スク リー ン エ ディ ツタ 


プロ グラ ム の 変更 を 行い まし た か ら , LIST コマ ンド を 実行 し て , 
正しく 入力 され て いる か 確か め て み ま す . 


list 

18 SCREEN 6.8 

e 呈 FOR 1=224 10 247 
25 EEEP 

39 PRINT CHRKI) 


48 NEXT 1 
58 END 

0 

邊 








RUN 作 』 と 入力 し て 実行 さき て み ま し ょ う . も し エラ ー が 出 た 
ら , カー ソル を 誤り の ある 部 分 に 移動 し て な お し , 人 の M を 押し ま 
放 。 
(2) 行 の 追加 
同じ く 先 ほど の プロ グラ ム で 行 番号 40 の 後に 追加 する 場合 は , 41 以 
上 の 行 番号 を 付け ます . 


行 を いく つか 挿入 し て 行 番号 が 混み 合っ て きた と き な ど に は , 
RENUM ユマ ンド を 使っ て 行 番号 を 整理 し ます . 下 の よ うに RENUM ュ 
マン ド を 実行 し , LIST コマ ンド で プロ グラ ム を 表示 し て み ま し ょ う . 

RENUN 1998 

K 


]jst 
1 SCREEN 8 
118 FOR 1=224 TO 247 


1826 PEEP 

1638 PRINT CHRKI) 
184 級 ET 1 

1956 END 

OK 

邊 








RENUM コマ ンド は , 各行 番号 の 間 の 増分 や , プロ グラ ム の どこ か ら 
行 番号 を 付け 替え る か の 指定 も で きま す . 詳し く は ,「 リ ファ レン スマ 
ニュ アル | を ご 覧 くだ さい . 


1 つの プロ グラ ム の 中 に , 内 容 が 同一 の 行 を 何 筒 所 か 作る 場合 は , 行 
番号 の 部 分 だ け を 書き 換え る だ け で 行 の コピ ビー が でき ます . 

た と えば , 先ほど の プロ グラ ム に 次 ペー ジ の よう な 2 行 を 追加 し た い 
場合 は , 行 番号 1010 と 1040 の ュ ピ ー を 作れ ば よい わけ で す . 
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18FOR Isgg4 TO 247 
eg NEAT 1 








カー ソル を 下図 の 位置 に 移動 し , | 凌 剛 を 2 回 押し て 人 2 を 電 し て 
くだ さい . 


ist 

1HBH SCREEN BB 

1 FOR =224 10 247 
1EH BEEP 

168G FRINT CHRK(I) 


948 HERT 1 
18S6 END 
OK 








同じ ょ うに 1040 を 20 と 書き 換え て 衝 ツ 』 を 押し ます . 


]jst 

4199 SCREEN 8.8 

419 FOR I=224 10 247 
46828 BEEP 

438 PRINT CHR*(I) 
49 NERT 1 

158 END 

Ok 








画面 上 か ら は 行 番号 1010 と 1040 は な く な っ て し まい まし た が , メモ 
リ 上 に は 残っ て いま す . LIST コマ ンド を 実行 し て プロ グラ ム を 表示 さ 
せ て み ま し ょ う . 


ist 

19 FOR lc2G4 10 847 
衣 NERT 1 

1 SCREEN BB 

1818 FOR I=2G4 10 247 


18gH EEEF 

18SH FRINT CHRK) 
84 相 ET I 

1658 END 

Ok 

四 








第 4 章 スク リー ン エ ディタ 


_ 行 の 削除 (1) 1 行 の 削除 
1 行 ずつ の 削除 は , 行 番 号 だ け を 入力 し て 人 12M を 押し ます . た と 


えば , 先ほど の プロ グラ ム で 下 の よ うに 入力 すれ ば , 行 番号 1020 が 削 
除 さ れ ま す . 





18ZH 








LIST ュ マ ンド を 実行 し て プロ グラ ム を 表示 させ て み ま し ょ う . 


list 

19 FOR 1=gg4 10 247 
呈 NEMT 1 

1988 SCREEN 8 

4849 FOR Isg24 10 847 


1839 PRINT CHRH) 
1949 NEATI 

1958 END 

Ok 

四 








(2) まとめ て 削除 
プロ グラ ム の ある 範囲 を まとめ て 削除 する 場合 は , DELETE ュ マ 
ンド が 便利 で す . た と えば , 先ほど の プロ グラ ム で 下 の よ うに 行い ま 
す . 


DELETE 18- 吸 








LIST コマ ンド を 実行 し て プロ グラ ム を 表示 させ て み ま し ょ う . 


]jst 

19H9 SCREEN 8 

1919 FOR I=224 10 247 
1838 PRINT CHR$KI) 
1848 NEAT 1 


1958 END 
Ok 








プロ グラ ム 全 体 を 削除 する と き は , NEW コマ ンド を 使用 し ます . 
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便利 な エディ ッ ト 機 能 








前 の 項 ま で で , スク リー ン エ ディ タ の 基本 的 な 使い 方 に つい て 説明 し まし た . ここ と では, プロ グラ ム 
作り に 慣れ た あと , より 能率 的 に スク リー ン エ ディ タ を 使い た いと き に 便利 な 機能 を 紹介 し ます . 


コン トロ ー ル コー 0①⑪ 1 行 北 作 + 條 | 
ド カー ソル が 点滅 し て いる 行 を 消去 する 場合 は , 司 則 + + 他 』 を 衝 
し ます . その 行 の 先頭 か ら , 行 の 最後 まで を 画面 か ら 消 去 し ます . こ 
の 場合 は 行 番号 も 消え て し まい ます か ら , 人 ②M を 入力 し て も ブロ グ 
ラム は 訂正 され ませ ん . 
(2 カー ソル か ら , その 行 の 終わ り まで の 消去 に 引 + | 
2 に 0 
は 。[ 層 昌 + ( 陸 】 を 入力 し ます . この 後 で 作 ②M を 入力 すれ ば , メモ 
"CAethFema。 で woGW9 ら YWP ー ソ ツル 
を 移動 し , [ 張 + ( 撤 』 を 入力 し , その 後 人 を 入力 する と , その 
Doo 
⑬ カー ソル の 参 動 記 引 +( 全 回 +( 可 回 人 回 
ボー ボー ド に は オー トリ ビー ト 機 能 が 備わっ て いる た め 。 カー ツル 
移動 キー を 押し 続け る と , カー ソル は 次 々 と 移動 し ます . し か し , さ 
ら に 便利 な 機能 と し て , 項目 ご と の 移動 が で きま す . 

3 本 2 と , カー ソル は 次 の ワー ド ( 単 語 ) の 先頭 へ 
移動 し ます . また (E+ 伺 』 を 入 カ する と 。 1 つ 前 の ワー ド ( 唱 語 
の 先頭 へ 移動 し ます . また , | 記 請 † 作 』 を 人 力 する と , その 行 の 最 
0 半 J 

(4④ 行 の 分 割 と ライ ン フィ ー ド コー ド の 挿入 ほ 旨 + 信 

1 行 の 内 容 を 2 行 に わた る よう に 書き な お し た い 答 合 に は 。 区 切り 
た い 箇 所 で カー ソル を 止め , | 旧 上 朋 で イン サー トモ ー ド に 切り 替え 
に し を 押す と , カー ツル の 後ろ か ら そ の 行 の 最後 まで が 次 へ 
移動 し ます . 移動 し た 行 の 先頭 に 行 番 号 を 付加 し を 押せ ば , こ 
れ ま で の 1 行 の 内 容 が 2 行 に わた っ て 書か れ ま す . 

また , イン サー トモ ー ド に な っ て いな いと き に 司 唱 + 公 を 入 カ 
する と , その 行 の 最後 に ライ ン フ ィ ー ド コー ド (LF) が 挿入 され ます . 


S0 


ロー ル ア ッ プ と 
ロー ル ダ ウ ン 


第 4 章 スクリーン エディ タ ヤ 


⑤) 1 項目 の 削除 に 当 + ml 


カー ソル の 点滅 し て いる 文字 か ら , その 項目 の 終わ り ま で を 消去 し 
ます . 


プロ グラ ム が 数 填 行 に も わた る 協 合 に は , 画面 上 に は その 一 部 し か 表 
示す る こと が で きま せん が , ロー ル ア ッ プ ブ ロー ル ダ ウ ン 機 能 を 使う と 
編集 は ずっ と 楽に で きま す . 

この 機能 は , 巻き 物 を 見 る よう に , 画面 に 表示 され て いる 行 の 前 後 を 
順に 表示 させ , 修正 する 部 分 を 探す た め に 使い ます . これ に より , 訂正 
し た い 部 分 を 短 時 間 で 探す こと が で きま す . 

(1) エディ ッ ト モ ー ド 
ロー ル ア ッ プ ブ ロー ル ダ ウ ン 機 能 は , 通常 の プロ グラ ム モ ー ド か 

ら , さら に エディ ッ ト モ ー ド に 移っ て 使用 し ます . 以下 の 2 つの 場合 

(に エディ ッ ト モ ー ド に 移り ます . 

① エラ ー に よっ て プロ グラ ム が 止ま り , エラ ー の 含ま れる 行 が 画面 

に 表示 され て いる と き ( す べ て の エラ ー が , この よう に 表示 され る 
わけ で は あり ませ ん ). 


Fuh 
lllegal fnctiah call in 1 明 
Ok 








② EDIT コマ ンド を 実行 し た と き . 
だ た と えば ぼ ば , プロ グラ ム を 実行 し て 上 の よう に な っ た と き ぎ , 
EDIT 「. 作 』 と 入力 する と 下 の よ うに 表示 され ます ( 人 了 ・9 を 押 
し て も 同じ 働き を し ます ). 





EDIT , 











49B CIRCLE (MT) ER 
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(2) ロー ル ア ッ ププ ロー ル ダ ウ ン 


(3③) 


① ま た は ② の 状態 で 前 の 行 が 見 た い 場 合 は [ び 』 を 入力 し ます . こ 
の キー を 押し 続け る と 前 の 行 が 次 々 と 表示 され て いき , 画面 に 入り き 
ら な い 行 は 画面 か ら 消 えて し まい ます . し か し , エディ ッ ト モ ー ド に 
入っ て いる と き は , [GO』 を 入力 する こと に より , 画面 か ら 消え て し 
まっ た 行 を 再度 表示 させ る こと が で きま す . スク リー ン エ ディ タ の 機 
能 を 利用 し て 行 を 訂正 し た あと , 衝 ⑳』 を 入力 し て くだ さい . 

エディ ッ ト モ ー ド の 終わ ら せ 方 

エディ ッ ト モ ー ド か ら 抜け 出す 場合 は , | 誠 吐 を 入力 し ます . 














「Nmm- 日 本 語 昌 AGBID シ ステ ム デ ィ ス ク 」 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 
起動 し た BASIC の 状態 を , 日 本 語 モ エモ ー ド と いい ます . この 日 本 語 
モー ド は , 半角 文字 が 入力 で きる モー ド (半角 文字 入力 モー ド と いい 
ます ) と 全角 文字 が 入力 で きる モー ド ( 全 角 文 字 入力 モ ー ド と いい ま 
す ) の ら ど つ の モー ド を 持っ て いま す . 

プロ グラ ム の 入力 や 実行 な ど コ ンピュータ の 通常 の 働き は , 半角 文 
字 入 力 モ ー ド の と き に 実行 し ます . 

そし て , 全角 文字 入力 モー ド の と き に は , 漢字 が 入力 で きま す ( 英 数 
字 な ども 全角 文字 で 入力 され ます ). た だ し , コン ピュ ー タ の 通常 の 
働き は , 実行 で きま せん . 

この 章 で は , 日 本 語 モ ー ド の と き の 人 入力 の 方 法 を 説明 し ます . 











日 本 語 入力 機能 の 特長 











Ns 日 本 語 BASIC の 日 本 語 入 力 機 能 の 特長 を まとめ ます . 


]. PO-B6HUIMH の ・JIS 第 1 水準 お よび 第 2 水準 の 文字 が 使用 で きま す . 
生 ・ カ ナ 入 力 と ロー マ 字 入力 の どちら も 使え ます . 
・ 恐 語 また は 文節 単位 で カナ を 漢 字 混 じ り の 語 に 変換 する こと が で き 
ます . 文法 処理 を 行い , 接頭 語 , 接尾 語 を 含ん だ 文節 を 一 度 に 変換 
で きま す . また , アラ ビア 数 字 を 漢 数 字 に 変換 する こと も で きま 
す . 


9900 つ 九 千 九 百 


・ 学 習 機能 の ある , 約 4 万 語 の 辞書 を ンス テム ディ スク 上 に 持っ て い 
ます か ら , 使用 頻度 の 高い も の か ら 順 に 変換 候補 の 順序 が 更新 され 


て いき ます . 
使用 し て いく に 従っ て , ユー ザ に 使い や すい 辞書 に な っ て いく わけ 
で す . 
ど .. PO-88UIFH の ・JIS 第 1 水準 お よび 第 2 水準 の 文字 が 使用 で きま す . 
場合 ・ カ ナ 入 力 と ロー マ 字 入力 の どちら も 使え ます . 


・ 英 語 単位 で カナ を 漢字 混じり の 語 に 変換 する こと が で きま す . 
・ 学習 機能 の ある , 約 3 万 5 千 語 の 辞書 を シン ステ ム デ ィ ス ク 上 に 持っ 
て いま すか ら , 使用 頻度 の 高い も の か ら 順 に 変換 候補 の 順序 が 更新 


され て いき ます . 
使用 し て いく 従って, ユーザ ヒ 使い や すい 辞書 に な っ て いく わけ 
で す . 


注意 Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トン シー 
ル が 貼っ て ある と き は , 辞書 の 学習 機能 は 働き ませ ん . 辞書 
を 更新 し な が ら 使い た いと き は , ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 
は が し て 使っ て くだ さい . 
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日 本 語 モ ー ド の 概要 











日 本 語 モ ー ド で は , 
・ 生 角 か な 肖 字 (ひら が な と 漢 字 ) 
・ 全 角 カ タカ ナ 全角 文字 入力 モー ド ( プ ログ ラム の 入力 や 実行 が 行え ない) 
・ 全 角 英 数 文字 
・ 半 角 カ タカ ナ 
・ 半 角 英 数 文字 

の 5 種類 の 文字 が 入力 で きま す . 
まとめ る と , 下図 の よう に な り ま す . 


| 半角 文字 入力 モー ド ( プ ログ ラム の 入力 や 実行 が 行え る ) 


(全角 文字 と 半角 文字 
の 混在 が で きる モー ド ) 






半角 文字 入力 モー ド 
EEE 時 ERGT 時 EEGE BUS Eri 






全角 文字 入力 モー ド 





すべ て の ファ ンク ショ ン キ ー は ユー ザ が すべ て の ファ ンク ショ ン キ ー は , 全角 文 
定義 で きま す . 字 の 入力 に 使わ れ て いる た め , 固定 され 
て いま す . 


S6 





主 角 文字 入力 モー ド と 半角 
文字 入力 モー ド の 切り 替え 














全角 文字 入力 モー ド と 半角 文字 入力 モー ド の 切り 替え は , キー ボー ド の 一 番 下 の 左側 か ら 7 番目 の 
愉 央 を 押す こと に よっ て 行い ます . 








別 較 | 

IE に に 賠 
画 Nm 

PBR 

に _ FCI 
































半角 文字 入力 モー ド の と き に | 際 暗 を 押す と 全角 文字 入力 モー ド に 切り 震 わ り , また , 全角 文字 入力 
モー ド の と き K 侍 端 を 押す と 半角 文字 入力 モー ド に 切り 替わり ます . 
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日 本 語 モ ー ド 時 の 画面 








日 本 語 モ ー ド の と き の 初 期 モ ー ド (BASIC が 起動 し た 直後 の モー ド ) は , 半角 文字 入力 モー ド で す . 下 
図 の よう な 画面 が 現 れ ま す が , この 画面 は Ns-BASIC と 同じ 画面 で す . 


How many files(0-15)? 





これ は 80 文 字 / 行 の と き の 表 示例 で す . 
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人 の 可 ま だ を 。 


\| 


88- 日 本 語 BAS 1 Cf* Version 2.0 
Copyright 〈C) 1981 Microsoft Corporation 
Copyright (C) 1985,1986 日 本 電気 株 式 会 社 
使用 可能 メモ リ 容 量 : rett パ イト 

Ok 





第 5 章 日 本 語 入力 





と いう 日 本 語 の メッ セー ジ が 表示 され ます . この 画面 が 日 本 語 モ キー ド の 半角 文字 入力 モー ド の 画面 で 


k 
ここ で 矯 呈 を 押し て , 全角 文字 入力 モー ド に し て くだ さい . 


IN88- 日 本 語 BAS IO*k Version 2.0 
Copyright (C) 1981 Microsoft Corporation 
Copyright (C) 1985,1986 日 本 電気 株 式 会 社 
使用 可能 メモ リ 容 量 : *fft バ イト 

Ok 








一 番 下 の 行 に 表示 され て いる ファ ンク ンション キー の 内 容 が 変わ り , 右端 に [ロー マ ]" と 表示 され ます 


(ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 と "[ ロ ー マ ]" の 意味 に つい て は 後述 し ます ). 
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CONSOLE,,.0 で ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 が 消え ます が , | 計 叶 を 押す と , ファ ンク ン ョ ン キ ー 
表示 が 現れ ます . 


和 び 人 贈 を 押し て 半角 文字 モー ド に する と , ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 が 消え ます . 


ファ ンク ン ョ ン キ ー 表 示 を 消し , カー ソル を 最 下行 に き | 愉 贈 を 押し て も , 全角 文字 入力 モ 
ー ド に は な り ま せん . 





入力 の 手順 








実際 に 下 の よ うな プロ グラ ム を 入力 し な が らち , 日 本 語 の 入力 の 手順 を 説明 し て いき ます . 


10 REM 入力 の 練習 

20 PRINT "カタ カナ と ひら が な の 入力 " 
30DATA abcABC123 

40 A$ 三 " 朋 " : B$ 三 " 廊 "「:C$ 三 " 出 " 


まず 半角 文字 入力 モー ド で 下 の よ うに 入 力 し ます . 入力 の 方 法 が わか 
ら な いと き は , も う 1 度 第 4 章 を 見 な お し て くだ さい 





1 REHH 邊 








は スペ ー ス を 表し ます . 
英字 は , 大 文字 で も 小文字 で も か まい ませ ん . 
を 押し て , 全角 文字 入力 モー ド に 切り 震え ます . 


]. ローY 字 入力 と 次 に , ' 語 語 各 鹿 要 者 2】' と キー ボー ド か ら 入 力 し て , 『" 入 力 の "に 変 
か な 入力 換 し ます . 
ひら が な を 入力 する に は , ロー マ 字 入力 方 式 と カナ 入力 方 式 の 2 通り 
が あり ます . 
(1) ロー マ 字 入力 


英文 の タイ プラ イタ に 慣れ て いる 方 な ら , ロー マ 字 で 下 の よ う タ 
イプ すれ ば よい で し ょ う . 


ロロ ロロ ロロ Qig 
! 





に ゅ うり ょ く の 


ロー マ 字 入力 と ひら が な 入力 の 変換 規則 は , 資料 4 を ご 覧 くだ さ 
い . 
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(2) カナ 入力 


本 機 の キー に は , それ ぞ れ カタ カナ が 割り 当て られ て いて , キー 
トッ プ に ひら が な で 記さ れ て いま す . カナ の 入力 に 慣れ て いる 方 は , 
カナ 入力 方 式 を 選ん で くだ さい . 

羽 縛 を ロッ ク す る と , 画面 の 和 有 下 の [ロー マ ]" が "[ か な ]" に 変 
わっ て , カナ 入力 の 準備 が で き て いる こと を 示し ます . 








以 紅 が ロッ ク さ れ た 状態 で , ドド の よう に タイ プ し ます . 
レラ リィ シフ ト + Luk 
! 


に ゅ うり ょ く の 





ロー マ 字 入力 と カナ 入力 は , |》 引 で 切り 尾 え ます . 


風 を ロッ ク す る 


ゅ 旨 の ロ ッ ク を 外す 








[ロー マ ] [か な ] 
. ひら が な を 漢字 に 画面 に は 下 の よ うに , 今 入力 し た 文字 が リバ ベー ス ( 自 と 黒 が 反転 し て ) 
変換 表示 され て いま す . 
8 REH 








リバ ー ス に な っ て いる 部 分 は , 入力 の 途中 で あり , これ か ら 変 換 さ れ 
る 部 分 で ある こと を 示し ます . 
ここ で (/ 生 太 W を 押す と , ひら が な は 漢字 に 変換 され ます . 





10 REM 人 人 力 の 
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第 5 章 日 本 語 入力 


希望 の 漢字 に 変換 で きま し た . この と き , 漢 字 に 変換 され た "入力 の " 

の 部 分 は アン ダー ライ ン が 付い て いま す . 

' 還 虹 記 鹿角 者 2 "に 対応 する 涯 字 泥 じ り の 語 は "入力 の "し か な い 
の で , ここ で は (一 m0 を 1 度 だ け 押す こと に よっ て , 希望 の 語 に 変 
換 さ れ ま す . 

同じ 読み を 持つ 語 が いく つか ある と き は , を 1 度 押 し た だ 
け で は 希望 の 語 に 変換 され な い 場 合 が あり ます . も し , 希望 の 漢字 に 変 
換 さ れ な か っ た 場合 は も う 1 度 =ーー0 を 押し ます . これ に よっ て , 同 
じ 読 み を 持つ 別 の 漢 字 候補 が 現れ ます . 

この よう に , を 押し な が らち 漢字 候補 を 選ん で いき ます . 

次 の "練習 "を 入力 する た め に , ロー マ 字 入力 の 慢 合 で は | 了 カナ 入 
の 場合 は ( 二 邊 を 押す と , "入力 の "の 変換 が 終わ っ た (決定 され た ) と 
みな され て ノー マル 表示 に な り ま す ( ア ンダ ー ラ イン や リバ ベー ス 表 示 は 
な く な り ま す ). 








19 REH 入力 の 還 











同じ よう に し て , "練習 "を 入力 し て み ま し ょ う . 
ロー マ 字 入力 で は ⑦ の ょ うに 入力 し , カナ 入力 で は ⑦) の よう に キー 
入力 し ます . 
の ロ 届 人 引 な 
GU Er 回 届 3 














16 RE 入力 の 練習 





行末 で (=ー ま 0 を 押す と , "練習 "が 決定 され ます . 作 ②』 を 押せ ば , 
の 

を 押し て 半角 文字 入力 モー ド に 切り 替え , 下 の よ うに 入力 し ま 
す . 





衣 FRINT 
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う 3. ひら が な を カタ カ を 押し て 全角 文字 入力 モー ド に 切り 替え て か ら , 下 の よ うに 入 
ナ に 変換 する カレ きす. 





HPRINT " 世 





た が 治 | | 











[10| ( 相 用 葉 軸 ) を 押す と , カタ カナ に 変換 で きま す . 





28 PRINT 「 証 議 牟 同 目 














4. ひら が な の まま に 続い て , ' 還 還 間 唆 衣 史 "と 入力 し て か ら [4 (堅調 同 ) を 押し 
し て お く に 












SED 目 


MM TRINT タカ 衣 











を 押す 前 と 何 も る 変化 が な いよ うに 見 えま す が , これ に 続け て 
・ 四 且 記 人 " と 入力 され る と , 下 の よう に リ ベ ペース 表示 は 4 以 
降 に 入力 され た 部 分 だ け に な り ま す . 





gg PRINT "カタ カナ と ひら が な の 還 証 認証 














テー そし て | 暗 と 押し , 行末 の " を 入力 し ます . 
を 押せ ば , 20 行 は 完成 で す . 





20 PRINT "カタ カナ と ひら が な の 人 力 " 
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り . 英 数 字 を 全 朋 で 
入力 


第 5 章 日 本 語 入力 


30 行 目 は , まず 半角 文字 で 下 の よ うに 入力 し ます . 





38 DRTR 自 





店 唱 を 押し て , 全角 文字 入力 モー ド に し ます . 
令 出 が ロッ ク さ れ て いた ら , ロッ ク を 外し て くだ さい . 画面 の 右 下 
端 に は "[ ロ ー マ ]" と 表示 され て いま すね . 




















ここ で | に 2 (本) を 放す と , 右 下 の [ロー マ ]" が 「[ 英 数 字 ]" に 
変わ り ま す . 








[l・2』 を 何 度 か 押し て みる と , "[ ロ ー マ ] "と "[ 英 数 字 ]' が 交互 に 
切り 替わり ます . 

つま り | に 2 ( 還 較 は , 英字 を その まま 全角 文字 で 入力 する 
か ("[ 英 数 字 ]), ロー マ 字 入力 と し て ひら が な に 変換 し な が ら 入 力 す る 


か で [ローマ] の 切り 杯 え を し ます . 
た だ し , ( 馬 較 大 名 ) が この よう な 働き を する の は 信 放 が 
ロッ ク さ れ て いな い 場 合 に 限り ます . 
f・2 


ふ \ 





[ロー マ ] [ 英 数 字 ] 


65 


B. 1 文字 ずつ 漢字 を 
入力 
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[ 英 数 字 ]" の 状態 で キー 入力 を 行う と , 全角 の 英 数 字 の 入力 が で きま 
す . 半角 文字 を 入力 する の と 同じ 要領 で す . 
ド の よう に 入力 し て か ら の M を 2 回 押せ ば , 30 行 も 完成 で す . 





8 DRTR 











39 haTA abcABO123 











を 別 を 押し て , 半角 文字 で 下 の よ うに 入力 し まし ょ う . 





物 上村 中 





同じ 読み の 漢字 が た くさ ん ある と き , その 中 の 1 つ を 誠 0 を 何 
度 も 押し な が ら 探 す の は 大 変 で す . この よう な と き は [|f・6』 ( 単 漢字 ) 
を 使い ます . 

s 草 を 押し て , 全角 文字 で "あい "と 入力 し て か ら に 6 (W 濾 を 
押し ます . 











"あい "と いう 読み が な の 差 字 が , 画面 の 最 下行 に 表示 され ます . | 
また は | を 者 すご と に リバ ー ス 表示 が 石 へ 移動 し て いき ます か 
ら , " 愛 " の と ころ まで 移動 し , 人 2M を 押し ます . 

* 出 を 押し て 半角 文字 入力 モー ド に 切り 替え , 続け て 入力 し ます ( ド 


線 の 部 分 ). 





49 6 生 り 愛生 








/. 特殊 文字 の 入力 


B. コー ド 入 力 


第 5 章 日 本 語 入力 


愉 暗 を 押し て , 全角 文字 入力 モー ド に し て お 8 きま す . 

記号 , ギ リ シ ャ 文 字 , ロシア 文字 な ど は 人 "7dF 滴 字 ) を 使っ て 入力 
し ます . 

7 ( 漢 字 ) を 押す と , 画面 の 最 下 行 に 候補 文字 が 10 個 ずつ 表示 
され ます . | 條 を 押し な が ら 目 的 の 文字 を 探し , | うま た は (し 
で 日 的 の " 放 " を 指し て 衝 ⑦』 を 押し ます . 








# 表 を 押し て 半角 文字 入力 モー ド に 切り 替え , 下線 部 分 を 続け て 入 
力 し ます . 





RM 本 「 納 り :H ま "次 " (本 





| 谷 を 押し て , 全角 文字 入力 モー ド に し て お きま す . 

全角 文字 は JIS コード , また は シフ ト JIS コー ド で 入力 する こと が で 
きま す . 入力 し た い 文 字 を 日 本 語 ユ コー ド 表 (「 リ ファ レン スマ ニュ アル 」 
資料 8 参照 ) で 保 し , その JIS コー ド ま た は シフ ト JIS コ ー ド を 調べ ま 
す . ここ で は " 嵐 "を 入力 し ます か ら , JIS コー ド は 16 進 数 で 5160H, シ 
フト JIS コー ド で は 16 進 数 で 9980H で す . (ft・9M ( 訪 較 呈 国 ) を 押し て か 
ら , "" を 入力 し た い 位置 に 5160 ま た は 9980 を 入力 し ます . 4 桁 目 を 入 
力 し 終わ る と , 文字 が 現れ ます . 





| 
| 
| 4 生 り 愛 り 8 「 表 「C 和 おり 販 四 
| 








人 $ 衣 を 押し て 半角 文字 入力 モー ド に し て , "(ダブ ルク ォ ー テ ー ン ショ 
ンマ ー ク ) を 入力 し , 作 ⑦M を 押せ ば プロ グラ ム の で き 上 が り で す . 
最後 に LIST を と っ て みろ ましょ う . 
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list 

10 REM 入力 の 練習 < 

20 PRINT "カタ カナ と ひら が な の 入力 " 
30 DATIA abcABG123 

40 A$=" 愛 " [PS=" 表 [DS=" 風 " 


MR 








も し 間違っ て いる 箇所 が 見 つか っ た ら , 第 4 章 を 参照 し て 修正 し て く 
だ さい . 





複数 の 文節 / 熟 語 の 変 撰 
(PC-86801IMH の 場合 7 








Na 日 本 語 BASIC の 日 本 語 入 力 機能 で は , 複数 の 文節 や 熟語 を 含む 文字 列 を 一 度 に 変換 する こと は で 
きま せん . た と えば , "あい じょう "を "愛情 "に , "ひょう げん "を "表現 "に 変換 する こと は で きま す が , 
"あい じょう ひょう げん "を 一 度 に "愛情 表現 "に 変換 する こと は で きま せん . 

この よう な と き は , 2 複数 の 文節 や 熱 請 の 先頭 か ら 1 つ ず つ 変 換 を 行い ま 
を 

ここ で は , 3 つの 例 を あげ て 入力 方 法 を 説明 し ます . 


] 複合 語 の 入力 "人 衛星" とい う 複合 語 ( 2 つ 以 選 の 熟語 か ら で きた 語 香 ) を 入力 し ま 
す . 
" 四 誰 写 影 玉 有 本 呈 全 "と 入力 し ます . 














ここ で (0 を 押し て みみ ます. 変換 は で きま せん . これ は , 辞書 に 
[ 合 語 が 入っ て いな いか ら で す . この よう な と き は , 人 H・5( 還 必中) 


を 使い ます . 
5 (語族 屋 還 ) を 押す と , 下 の よ うに "上 放 杉 " の 部 分 だ けが 変 
換 さ れ ま す . 














この ょ うに , 5 (本 論 本 ) は , 
(1) 複数 の 文節 や 難 語 か ら 成 る 語 の 先頭 の 語 だ け を 変換 する 


と いう 働き を し ます . 
アン ダー ライ ン の 付い て いる 部 分 を さら に 変換 する に は , 
を 使い ます . ュー=) を 何 度 か 押し て 希望 の 語 上 00BSRSHOSIN 
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. 複 駐 節 の 入力 
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アン ダー ライ ン の 付い て いる 部 分 が 現在 変換 の 対象 に な っ て いま す . 
(6 5 ( 避 還 を 提 す と , トト の よう に な り ま す . 





人 衛生 





この よう (5 回 叶 本 は , 
(2) アン ダー ライ ン の 部 分 を 決定 する 
(3) リ ベ ー ス 表示 の 部 分 を 変換 する 
と いう 働き を し ます . 
アン ダー ライ ン の 部 分 を さら に 変換 する に は () 評 一 呈 0 を 押し ます . 








炊 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "衛星 "が 決定 され ます . 


"何ら か の 方 法 で "と いう , 2 つの 文節 か ら 成 る こと ば を 入力 し ます . 


" 馬 あ 2 の 】E 導 物質 記 入力 し ます . 














[5 ( 固 層 本) を 押す と , 下 の よ うに "何ら か "の 部 分 が 対象 に な 
り ま す . 


第 5 章 日 本 語 入力 





何ら か 














ここ で 5 を 拓 し て し まう と , ' 押 務 更 台 記 の 部 分 が 変換 の 対 
象 に な っ て し まい ます . "" の 部 分 を ひら が な の まま に し て お くに は , 
| シフト] | う を 使い ます . 

| シフト 』 (| を 押す と , 下 の よ うに な り ま す . 











この ょ うと (シフト + ラ は , 

(1) アン ダー ライ ン の 部 分 を 決定 する . 

(2) リバ ベース 表示 に な っ て いる 部 分 を 1 文字 ずつ 決定 する . 
と いう 2 つの 働き を し ます . 

誤っ て | シレ フト | (を 押し 過ぎ て し まい , 決定 し た 部 分 が 長く 
な っ て し まっ た 場合 は [シフ ト 』 (を 』 で 1 文字 ずつ も と に 戻す と と が 
5 は Jame 有 シフ ト Ma を 
で きま す . た と えば , 下 の よ うに な っ て し まっ た 状態 で || ン フ (る 
を 2 回 押せ ば , も と に 戻り ます . 








何ら か の ほう 隊 計 葵 























* ネ この 場合 は (テー ュー を 使う こと も で きま す が , 複数 の 文節 や 笛 語 
か ら 成 る 語 の 変換 は , 原則 と し て [・5』( 還 識 園 ) を 使う よう に し 
て くだ さい . 

一 0 で , 残り の リ ベ ー ス 表示 の 部 分 を 変換 し ます . 
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何ら か の 方 法 で 置 








次 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "方 法 で "が 決定 され ます . 


d. ひら が な の 文節 と "そん な 馬鹿 な "と いう , ひら が な / 漢 字 混 じ り の 複 文 館 を 入力 し ま 
漢字 を 含む 文節 す 
" 葉 錠 殻 WE 更 且 紅 と 入力 し ます . 











これ を いき な り () テ ーー ゃ に 5 で 秋 換 する と , 文字 列 の 頭 の 部 分 
か らち 変換 し て し まい ます . た と えば , 下 の よ うに な っ て し まい ます . 


ce 








"そん な "の 部 分 は ひら が な の まま に し て お きた いわ け で すか ら , 
ESCW を 押し て も と に 戻し ます . 
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第 5 章 日 本 語 入 力 


を 押し て , 残り の 部 分 を 変換 し ます . 








そん な 馬鹿 な 是 








炊 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "馬鹿 な "が 決定 され ます . 
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複数 の 文節 / 熟 語 の 変換 
(PD-8801FH の 場合 ) 








Ns 日 本 語 BASIC の 日 本 語 入力 機能 で は , 複数 の 文節 や 悪 語 を 含む 文字 列 を 一 度 に 変換 する こと は で 
きま せん . た と えば , "あい じょう "を "愛情 "に , "ひょう げん "を "表現 "に 変換 する こと は で きま す が , 
"あい じょう ひょう げん "を 一 度 に "愛情 表現 " に 変換 する こと は で きま せん . 

文 館 や 熟語 の 区 切り が わか り に くく て , 文字 列 の 一 部 し か 渡 字 に 変換 で き な か っ た と き , 5 
( 医 謀 性 桂 ) を 使っ て 続け て 残り の 部 分 の 変換 を する こと が で きま す . ここ で は , 3 つの 例 を あげ て 入力 
方 法 を 説明 し ます . 


. 複合 語 の 入力 "人 芽 衛 星 " と いう 2 複合 語 (2 つ 以 上 の 熟語 か ら で き た 語 ) を 入力 し ま 
す . 
本 玉 本 回 本 "と 入力 し ます . 

















5 ( 還 還 ) を 才 す と , 下 の よ うに ' 馬 用 本 本 "の 部 分 だ けが 変 
換 さ れ ま す . 





人 ロ 導 











の まろ だ 。 [5 (回 只 本 ) は , 

(1) 複合 語 の 先頭 の 詩 だ け を 変換 する 
と いう 働き を し ます ( で も 同じ 働き を し ます ). 

アン ダー ライ ン の 付い て いる 部 分 を さら に 変換 する に は (ーーg0 を 
使い ます . ーー。 を 何 度 か 押し て , 希望 の 語 を 見 つけ て くだ さい . 

テン ダー ライ ン の 付い て いる 部 分 が , 現在 変換 の 対象 に な っ て いま 
ま 。 
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. 複 駐 節 の 入力 


第 5 章 日 本 語 入力 
ここ で [し 5』 (医科 較 ) を 押す と , 下 の よ うに な り ま す . 








| 信二 術 和 上 





この よう に fsl ( 医 疹 必 相 は , 
(1) アン ダー ライ ン の 部 分 を 決定 する 
(2) リ ベ ー ス 表示 の 部 分 を 変換 する 
と いう 2 つの 働き を し ます . 
アン ダー ライ ン の 部 分 を さら に 変換 する に は (ュー を 押し ます . 











炊 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "衛星 "が 決定 され ます . 


"何ら か の 方 法 で "と いう 2 つの 文節 か ら 成 る こと ば を 入力 し ます . 


"本 2AN2E 条 導 珠 重 紀 と 入力 し ます . 














(ーーm0 を 押す と , 下 の よ うに "何ら "の 部 分 が 変換 の 対象 に な り ま 











ここ で | 目 品 を 押し て し まう と , " 有 W2】E 更 放 匠 折 選 の 諸 分 が 変換 の 
対象 に な っ て し まい ます . " 呈 "の 部 分 を ひら が な の まま に し て お く 


に は , | シフ 上 1 う | を 使い ます . 
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レラ トマ | を 2 回 押す と , 下 の よ うに な り ます . 

















この ょ うに レフト l+ 人 うほ は , 
(1) アン ダー ライ ン の 部 分 を 決定 する 
(2) リバ ベース 表示 に な っ て いる 部 分 を 1 文字 ずつ 決定 する 
と いう 2 つの 働き を し ます . 
誤っ て | シフ トマ | を 押し 過ぎ て し まい , 決定 し た 部 分 が 長く 
な っ て し まっ た 場合 は , 人 シフト 』+ (を で 1 文字 ずつ も と に 戻す こと 
が で きま す . た と えば , 下 の よ うに な っ て し まっ た 状態 で [シフト l+ 
| を を 2 回 押せ ば , も と に 戻り ます . 























玉 こ の 場合 は を 使う こと も で きま す が , 複数 の 文節 や 元 語 
か ら と 成る 語 の 変換 は , 原則 と し て ( 医 必 彫 ) を 使う よう に し 
て くだ さい . 


で , 残り の リ ベ ー ス 表示 の 部 分 を 変換 し ます . 





何ら か の 方 法 四 





次 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "方 法 で "が 決定 され ます . 


第 5 章 日 本 語 入力 


9. ひら が な の 文節 と "そん な 馬鹿 な "と いう , ひら が な ン ノ 注 字 混じり の 複 文 節 を ' 攻 且 到 放 可 
漢字 を 含む 文節 基本 "と 入力 し ます . 














これ を いき な り で 変換 する と , 文字 列 の 頭 の 部 分 か ら 変換 
し て し まい ます . た と えば , 下 の よ うに な っ て し まい ます . 





隔 ぶ は か | 








" 臣 洲 請 の 部 分 は ひら が な の まま に し て お きた いわ け で すか ら , 
ESCI を 押し て も と に 戻し ます . 





























を 押し て , 残り の 部 分 を 変換 し ます . 





4 ん 人 な 馬鹿 な 軒 








傘 に 続く 文字 を 入力 する こと に よっ て , "馬鹿 な "が 決定 され ます . 


7Z 





日 本 語文 字 の 基本 的 な 入力 方 法 は , 
日 本 語 の 入力 に 慣れ た 方 が 参照 で きる よう に , 


ここ で な は, 





各 キ ー の 使い 万 





前 節 ま で で ひと と お り 説 明 し て きま し た . 
各 キ ー ご と に その 使い 方 を まとめ ます . 


機 能 








替え を 行い ます . 
この 表 に 示さ れ て いる 


全角 文字 入力 モー ド と 半角 
: 入 力 モ ー ド で は , 人 
に な り ま す . 


入力 モー ド と の 切り 


内 容 








ロー マ 字 
OT 
貴光 三 本 マ 
画面 の 右 下 に ロー マ 字 入力 モ 
ー ド の と き は [ロー マ ], 
入力 モー ド の と き は [ 英 数 字 ] と 
表示 され ます . 


英 数 字 


ロー マ 字 入力 モー ド と 英 数 字 入力 モー ド の 切り 替え を 行い ます . 
ロー マ 字 入力 モー ド で は , アル ファ ベッ ト (A 一 Z) を 入力 する と , 
マ 字 一 ひ ら が な 変換 規則 に 従っ た ひら が な に 変換 され ます . 

英 数 字 入力 モー ド で は , アル ファ ベッ ト は その まま 入力 され ます . 
# 作 が ロッ ク さ れ て いる と き は , 常に カナ 入力 に な り ま す の で , この キ 
ー は 意味 を 持ち ませ ん . 


ロー 








(な -*0 ( 條 3 引 ) 


リバ ー ス 表示 され て いる , また は アン ダー ライ ン の つい た 男 囲 の 文字 列 を 文節 
単位 (PC-8801MH の 場合 ), 熟語 単位 (PC-8801FH の 場合 ) に 漢字 に 変換 し ます . 
この キー を 繰り 返し 押す こと に より , 次 々 に 漢字 候補 が 現れ ます . 
候補 は 次 の いずれ か の 動作 に よっ て 決定 され ます 
(1) 次 の 文字 を 入力 する . 

(= を 0 また は 他 別 を 押す . 
単 漢字 変換 ( 人 5・@W ) の 途中 か ら で も , この キー を 押す こと に よっ て , こ 
の 変換 に 切り 替え る こと が で きま す . 








( 他 引 ) 


入力 され た 文字 列 を , 変換 せ ず に その まま 決定 し ます . また , 変換 中 の 


文字 列 を 入力 し た と き の 状 態 に 戻し ます . 





PC-8801MH 


複合 語 や 複 文 節 の 変換 に 使用 し ます . 

① 複数 の 文節 や 熟語 か ら な る 語 の 先頭 の 語 だ け を 変換 し ます . 

② 複合 語 や 複 文 節 の 途中 まで が 変換 の 対象 に な っ て いる (アン ダー ライ 
ン が 付い て いる ) と き , その 部 分 を 決定 し, それ に 続く 語 を 変換 し ます . 





PC-8801FH 
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複合 語 の 変換 を 行う 場合 に 使用 し ます . 
合 語 の 途中 まで が 変換 対象 に な っ て いる と き , [に 引 を 押す こと に よっ 
Ne 変換 ! hh の: 部 分 を 決定 し , それ に 続く 語 を 変換 し ます . 
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機 能 





EEG も ※ 


単 漢字 の 選択 中 は 。 画面 右 下 に 


[ 単 漢字 ] と 表示 され ます . 


変換 の 対象 の 読み を 持つ 
また 次 の よ うな 謎 を 液 中 の 好 に 人 控 し ま す 

「 ぎ り し あ 」 つ 人 伯 是 つ ギ り : 

「 ろ し あ 」 ー 人 ・6 ー ロ シア 文字 

「 か な 」 一 | 師 絢 一 特殊 か な ( ゎ ゐ る ワキ エッ カッ) 

「 が いじ 」 |f・6| っ 外字 

を 押す と , 画面 の 最 下行 に , 10 文 字 ず つ 候 補 文 字 が 表示 され ま 
す (40 文 字 / 行 の と き は 5 文字 ずつ ). 11 文 字 以 上 の 候補 が ある 場合 は , 
| 人 |, | に よっ て 次 の 候補 群 。 前 の 候補 群 を 表示 させ ます . [ 単 漢字 ] 
の 左 の 数 字 に よっ て , 全部 で 何 文字 の 候補 が あり , その 中 の 何 番 目 の 候 
補 が 表示 さき れ て いる か が わか り ま す . に Sg0820S4G 

る と き は , 49 文 字 の う ちの 20 番 目 の 候補 を 指し て いる と いう こと に な り 

ます . 





: 始 2 姉 33 次 生子 5: 展 6: 市 7: 師 8: 志 9: 思 Bi 席 29/49 [ 単 漂 字 ] 


候補 は 次 の 方 法 の いずれ か で 決定 し ます . 
(1) 0 一 9 の 数 字 を 入力 する . 


マ | (る | で 文字 を 選ん で を 押す . 





EGO E ※ 
非 漢字 の 選択 中 は , 画面 右 下 に 


[ 非 漢字 ] と 表示 され ます . 


この 機能 に よっ て , 次 の 文字 を 入力 し ます . 
1) 記号 (JIS コ ー ド 2121H 一 222EH) 
2) ギリ シャ 文字 
) ロシア 文字 
) 特殊 か な ( ゎ ゐ る ワ 吐 エ カ ヶ ) 
5) 外字 
| 記 を 押す と , 画面 の 最 下行 に 候補 文字 が 表示 され ます . 
た だ し , 未 決定 の 文字 が ある と き は 非 漢字 の 入力 を すす る こと は で きま せん . 





候補 の 選択 方 法 は , 単 漢 字 と 同じ で す . 











こよ っ て 。 候補 文字 列 を 選択 し て いる 途中 で , [に を 押す こ 

こよ っ て , 1 つ 前 の 候補 に 戻す こ 上 
82 誤っ て (に を 押し すぎ た 
と き に , 1 まき 
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機 





コー ド の 入力 中 は 画面 右 下 に [ コ 
ー ド ] と 表示 され ます . 


JIS コ ー ド また は , シフ ト JIS コ ー ド を 16 進 数 で 指定 する こと に よっ て , 
全角 文字 を 入力 し ます . 

(9 を 押し た 後 4 桁 目 の 16 進 数 を 入力 し ます (3 桁 日 まで で , 入力 を 
誤っ た と き は (前 剛 に よっ て 修正 する こと が で きま す ). 4 桁 目 の 入力 と 
同時 に , その コー ド で 表 さ れる 全角 文字 が 表示 され ます . 

た だ し , 未 決定 の 文字 が ある と き は コー ド の 入力 は で きま せん . 





カナ 





リバ ー ス 表示 され て いる , 変換 対象 文字 列 を カタ カナ に 変換 し ます . 
カタ カナ に 変換 し た あと で , 伯 ・4』 に よっ て , ひら が な に 戻し た り , 


ーー 


(な 0 に よっ て , 漢字 へ 変換 を 続け る こと が で きま す . 





__ ) 朱 決 定 の 文字 が ある 場 
決 定 0 合 、 そ の まま 決定 し ま 


す 、 
上 





未 決定 の 文字 が ある 場合 は , に よっ て 決定 し ます . 





未 決定 の 文字 が ある 場合 は , 作 に よっ て 決定 し ます . 
森 決 定 の 文字 が な い 場 合 は , 改行 を 行い ます . 





人 ESc 


EScl は 以下 の 2 つの 働き を し ます . 
GO な 、 し 5M (本 本 ). に OM (朋之 威 』 ) で 表示 され 
る 候補 (リバ ー ス 表示 , また は 下線 つき で 表示 され て いる も の ) を , 
入力 直後 の 状態 (ひら が な ) に 戻し ます . 
(⑫) 単 漢字 入力 ( 師 絢 ), 非 漢字 入力 ( 條 ) お よび コー ド 入 力 
( 師 絢 ) の 途中 で , 入力 を 中 断 し ます . 





M 


ロッ ク さ れ て いる と , 画面 の 右 
下 に [か な ] と 表示 され ます . 





人 絢 を ロッ ク す る と , カナ 入力 モー ド に な り , 各 キ ー に 記さ れ て いる カ 
タカ ナ に 相当 する ひら が な が 入力 で きま す . 

ロッ ク を 外す と , ロー マ 字 で の ひら が な 入力 また は , 
ド に な り ま す . 


英 数 字 の 入力 モー 





攻 ・ 





複 分 節 の 語 の 変換 の 際 , 現在 変換 の 対象 に な っ て いる 語 を 決定 し , それ 
に 続く 文字 を 1 文字 ずつ 決定 し ます . また は , [レスト + (| に よっ て 
未 決定 に し た 文字 列 の 左端 か ら 1 文字 ずつ 決定 し ます . 





ジロ る 





(レラ ト 』+ (| な ど に よっ て ひら が な , カタ カナ , 英 数 字 に 決定 し た 部 
分 を 1 文字 ずつ , も と の 未 決定 の 状態 に 戻し ます . 





(に 


全角 の スペ ー ス が 入力 され ます . 
スペ ー ス の 左 隣 の 文字 列 が 変換 の 途中 だ っ た 場合 は , スペ ー ス の 入力 に 
よっ て 決定 され ます . 
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変換 中 の 文字 列 を 決定 し , カー ソル を 左右 に 移動 し ます . 








注意 事項 








日 本 語 モ ー ド で の 入力 の 際 に は , 次 の 点 に ご 注意 くだ さい . 


変換 途中 の 文字 列 り ベース 表示 , また は 下線 付き に な っ て いる 文字 列 が ある と き ょ は , 4 人 
(こよ っ て カー ソル を 上 下 に 動か すこ と は で きま せん . 
e 音 滴 字 と 非 漠 字 の 文字 候補 の 語順 に は , 学習 機能 が あり ませ ん . 
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日 本 語 処理 
(Nae- 日 本 語 BASIC) 








本 機 は .、 JI 第 1 , 水準 の 日 本 語文 字 を 格納 し た HOM を 標準 で 
備え て いま す . 

また , プロ グラ ミン グ 言 語 と し て Nss-BASIOC に , 日 本 語 処理 機能 
を 付加 し た Nam- 日 本 語 BASIC を 用 意 し , 強力 な 日 本 語 処理 機能 
持っ て いま す . 

この 章 で は , 本 機 の 持つ 日 本 語 処理 機能 を より 有効 に お 使い いた だ 
く た め の 説明 を し ます . 





Nsm- 日 本 語 BAGIO を 使用 する た め に は , Nas- 日 本 語 BASID シ 
ステ ム デ ィ ス ク か が 必要 で す . 




































































日 本 語 処理 と は 



































日 本 語 処理 機能 を 使用 する こと に より , 日 本 語文 字 列 を , 英 数 カナ と 同じ よう に PC-PR201 系 プリ ン 
タ の よう な 漢字 出力 可能 な プリ ンタ に 印字 する こと が で きま す . 
日 本 語 処理 機能 を 整理 する と , 次 の よう に な り ま す . 


] . 日 本 語 入力 文節 変換 入力 (PC-880IFH は 熱 語 変換 入力 ), 表示 選択 入力 な どの 入 


力 機能 を 使用 し , キー ボー ド か らち の 日 本 語 入 力 が 可能 で す . 


. 文字 列 定数 と し て プロ グラ ム テ キス ト の 中 で の 文字 列 定数 と し て 日 本 語文 字 列 を 定義 す 
の 日 本 語文 字 列 定 る も の で , 英 数 カナ と 同じ よう に " "(ダブ ルク ォ ー テ ーション ) で < く 
義 くっ て 定義 し ます . 


日 本 語文 字 列 と し て は , 定数 と し て 定義 する 場合 と , 文字 列 変 数 を 引 
用 する 場合 と が あり ます . 

た と えば , 「 日 本 語 」 と いう 文字 列 を PRINT 命 令 の 中 で 定数 と し て 定 
義 す る 場合 , 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


print “日 本 語 " 1g 


PRINT "日 本 語 " 
日 本 語 


Uk 








"日 本 語 " と いう 文字 が 画面 に 表れ まし た ね . 
ある い は 「 日 本 語 」 を , PRINT 命 令 の 中 で 文字 列 変数 を 引用 する 場 
合 , 談 の よう に 入力 し て くだ さい . 前 と 同じ よう に "日 本 語 "が 画面 に 表 


れ ま す . 
a$ 三 "日 本 語 " 1gM 
print a$ 
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3 中 =" 日 : 語 " 内 
PFint 


日 本 語 
UKk 








コ . 日 本 語文 字 列 の 印 日 本 語文 字 列 を PC-PR201 系 の 漢字 出力 可能 な プリ ンタ に 出力 すれ 
ば , 日 本 語文 字 を 印刷 する こと が で きま す (PC-PR201 系 プリ ンタ を 使用 


する と 明 彰 体 の 印字 が 可能 で す ). 


Iprint "日 本 語 " 


4. 日 本 語文 字 列 の 操 日 本 語文 字 列 を 操作 する た め に 種々 の 関数 が 用 意 さ れ て お り , それ ら 
作 の 関数 を 使用 する こと に より , た と えば , 文字 列 中 の 全角 文字 を 1 ベイ 
ト 系 英 数 カナ 文字 に 変換 し た り , 文字 列 に 含ま れる 文字 数 を 数 を え を たり で 

きま す . 


一 例 と し て , 次 の と お り に 入力 し て くだ さい . 画面 に 指定 し た 文字 列 
の 文字 数 が "7" と 表示 され ます . 


? KLEN("NEC 日 本 電気 ") 1g 


? KLENC"NEC 日 本 埋 気 
補 パ 


『 


OK 
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第 6 章 日 本 語 処 理 (Nss- 日 本 語 BASIC) 


品 . 日 本 語文 字 列 の 日 本 語文 字 列 も 1 バイ ト 系 英 数 カナ 文字 と 同じ よう に ファ イル に 出力 
ファ イル 入出 力 する こと が で きま す . 下 の プ ログ ラム は , 日 本 語文 字 列 を ディ スク ファ 
イル (シー ケン シャ ルフ ァイル ) に 出力 し , すぐ 読み な お し ます . 下 に 
示す よう に 入力 し て くだ さい ). 
10 open "DATA" for output as 北 1 
20 print 斗 1 , "日 本 語 " gl 
30 close gl 
40 open "DATA" for input as 斗 1 g 
50 input 韻 1,a$ 
60 print a$ 
70 close g 


RUN 


シー ケン シャ ルフ ァイル に つい て は , 第 14 章 を 参照 し て くだ さい . 














87 





] . 半角 文字 と 全角 文 
字 


ど . シフ ト JIS コ ー ド 
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に つい て 





日 本 語文 字 ( 全 角 文 字 ) 





BASIC で PRINT 文 , INPUT 文 , REM 文 や 文字 定数 , 文字 変数 (変数 
名 に $ が 付く も の ), STRING$, MID$ な どの 関数 に よっ て 様々 な 文字 
列 を 扱い ます . 

Na.BASIC な どの 日 本 語 処理 機能 を 持た な い BASIC で は , 文字 列 と し 
て 本 書 資料 2 の 「 キ ャ ラク タコ ュ コード 」 に あげ られ て いる 256 種 類 の 1 ベイ 
ト 系 英 数 カナ 文字 (これ を 半角 文字 と いい ます ) だ け を 扱い ます . 

これ に 対し て Ngr 日 本 語 BASIC で は , 半角 文字 に 加え て 日 本 語 コ ー ド 
(に あげ られ て いる 6349 種 類 の 漢字 と 453 種 類 の 漢字 以外 の 文字 (これ を 全 
角 文 字 と いい ます ) を 扱う こと が で きま す . 

な お , 日 本 語 コ ー ド に つい て は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル ]」 を 参照 し て 
くだ さい . 


Na- 日 本 語 BASIC は , 全角 文字 を " ン フ ト JIS コー ド " と 呼ば れる コー 
ド で 扱い ます . 

日 本 語文 字 は , 一 般 的 に は JIS の 規格 で 定め られ て いる "JIS コ ー ド " 
と 呼ば れる コー ド で 扱わ れ て いま す が , Ns 日 本 語 BASIC で は , 内 部 で 
処理 し や すい シフ ト JIS コー ド を 採用 し て いま す . 

し た が っ て , 外部 の 機器 と の 間 で 日 本 語 デ ー タ を や り と りす る 場合 
や , Na- 日 本 語 BASIC で 作っ た ファ イル を 他 の コン ピュ ー タ が 読み 取る 
場合 な ど は , シフ ト JIS コー ド を JIS コー ド に 変換 する 必要 が あり ます . 

シフ ト JIS コー ド と JIS コー ド の 変換 の サブ ルー チン の 例 を あげ て お 
きま す . 


づ . 主 骨 文 字 が 使え る 
部 分 


第 6 章 日 本 語 処理 (Nss- 日 本 語 BASIC) 


シフ ト JIS コー ドーJIS コー ド 変 換 サ プルー チン 
JISS に JIS コード を 入れ て お く と , SHIFTIIS$ に シフ ト JIS コ ュー ド を 
入れ て 返す サブ ルー チン で す . 





199 ' シ フト JIS 一 JIS コー ド 変 換 サ プル ー チ ン 

119 SJH=VAL("&H"+LEFTS(SHIFTJISS,2) ) 

129 SJL=VAL("8H"+RIGHTS(SHIFTJISS, 2 ) ) 

139 IF SJL<=&H9E THEN GOSUB *LESSER9EH ELSE GOSUB *GREATER9EH 
149 JIS$S=HEX$(JH)+HEX$(JL) 

159 RETURN 

169 *LESSER9EH 

179 IF SJH<=&H9F THEN JH=(SJH-&H71)*2+1 ELSE JH=(SJH-&HB1 ) *2+1 
189 IF SJL>=&H89 THEN JL=SJL-&H1F-1 ELSE JL=SJL-&HIF 

199 RETURN 

299 *GREATER9EH 

219 IF SJH<=8H9F THEN JH=(SJH- &H79)*2 ELSE JH=(SJH-8HB の ) *2 
229 JL=SJL-&H7E 

239 RETURN 





JIS コー ドー シフ ト JIS コー ド 変 換 サ ブ プルー チン 
SHIFTJIS$ に シン フト IS コー ド を 入れ て お く と , JIS$ に JIS コ ュー ド を 
入れ て 返す サブ ルー チン で す -. 


19 の 9 "JIS シ フト JIS コー ド 変 換 サ プル ー チ ン 
119 JH=VAL("&H"+LEFTS(JISS,2) ) "JH:JIS コ ー ド の 1 バイ ト め 
129 JL=VAL("&H"+RIGHTS(JISS,2) ) "JL:JIS コ ー ド の 1 バイ ト め 
139 IF JH<=8H5E THEN SJH=INT((JH-1)/2)+8H71 
ELSE SJH=INT((JH-1)/2)+8HB1 'SJH: シ フト JIS コ ー ド の 1 バイ ト め 
14 の 9 IF JH MOD 2= の THEN SJL=JL+8&H7E:GOTO 169 


ELSE SJL=JL+8H1F 'SJL: シ フト JIS コ ー ド の 2 バイ ト め 
159 IF SJL>=&H7F THEN SJL=SJL+1 
16 の SHIFTJIS$=HEX$(SJH)+HEX$(SJL) *SHIFTJISs:・ シ フト JIS コ ー ド を 
16 進 数 の 文字 列 で 返す 
179 RETURN 


全角 文字 は , 次 の よう な 部 分 に 使う こと が で きま す . 


1) 文字 列 の 内 容 

(②) 文字 定数 (" "で 囲ま れ た 文字 列 ) 

(3) REM 文 の 中 の 注釈 

(4) DATA 文 の 中 の 文字 定数 

(5) ファ イル 名 

(6) INPUT (WAIT), LINEINPUT (WAIT ) 文 の プロ ンプ ト 文 
(⑦ ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 
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画面 構成 








全角 文字 は 漢字 な ど を 表示 する の で , 下図 に 示す よう に 半角 文字 と は ドッ トペ パタ ー ン が 違い ます . 


全角 文字 半 衣 文 字 
16 ド ッ ト 8 ドッ ト 















還 還 男 国 較 国 国 国 較 国 
固 。 画 。。 国 田 

還 。 男 。 固 。 男 
0 男 国 図 較 還 国 較 画 較 


16 ド ッ ト 











し た が っ て , 全角 文字 は 半角 文字 2 文字 分 の スペ ー ス を 必要 と し ます . つま り , 1 行 を すべ て 全角 文 
字 で 埋め た 場合 は , 半角 文字 の 半分 し か 表示 で きま せん . 

も ちろ ん , 下図 に が す よ うに 全角 文字 と 半角 文字 を 混在 させ る こと も で きま す . 
WIDTH 80, 20 : SCREEN 4 の 場合 


1234567 ・・・・ 77 78 7980 


1 重用 m| ーー 40 字 / 全 角 女 字 
本 

yz ー 80 字 / 半 角 文 字 
EE 







Ei 
EEBEEBEEBBEB 
計 寺 3 導 MI 縛 NICSMMESISEESE つ 5 


20 


この 例 の 場合 , 1 画面 に は 40 x20 三 800 個 の 全角 文字 が 表示 で きる こ 
と に な り ま す . 

WIDTH 文 の 第 1 パラ メー タ (1 行 の 中 の 文字 数 ) は , 半角 文字 で 数 え 
た 値 に な り ま すか ら 注 意 し て くだ さい . 

WIDTH 文 の 設定 と , その と き に 表示 で きる 全角 文字 と は , 次 ゴー ジ 
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の 表 に 示す よう な 関係 に な り ま す . 


SCREEN 3 の 場合 


WIDTH 文 の 指定 


表示 で きる 全角 文字 の 数 





WIDTH 80, 12 


WIDTH 80, 10* 
WIDTH 40, 12 
WIDTH 40, 10* 


SCREEN 4 の 場合 


WIDTH 文 の 指定 


40 文 字 x12 行 =480 文 字 
40 文 字 X10 行 =400 文 字 
20 文 字 X12 行 =240 文 字 
20 文 字 x10 行 =200 文 字 





表示 で きる 全角 文字 の 数 





WIDTH 80, 25 


WIDTH 80, 20* 
WIDTH 40, 25 
WIDTH 40, 20* 


* 。 SCREEN 文 を 実行 する と , WIDTH 文 の 第 2 パ 
ラメ ー タ ( 行 数 / 画 面 ) は , 自動 的 に 10 ま た は 20 に 設 
定 さ れ ま す . 


40 文 字 X25 行 =1000 文 字 
40 文 字 X20 行 = 800 文 字 
20 文 字 X25 行 = 500 文 字 
20 文 字 X20 行 = 400 文 字 
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日 本 語 処理 用 関数 








日 本 語 処理 用 の 関数 と し て , KPOS, KLEN な ど が あり ます . 

これ ら の 関数 に つい て は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル ] を 参照 し て くだ さい . 

BASIC 中 の 文字 お よび 文字 列 を 操作 する 関数 や ステ ー ト メン ト は , すべ て 半角 文字 と 全角 文字 を 混 
在 し て 扱え る よう に な っ て いま す . 

この た め , INSTR 関 数 , MID$ 関数 , RIGHT$ 関 数, LEFT$ 関 数 が 期待 どおり の 動作 を し な いこ と が 
あり ます . これ ら の 関数 は , 全角 文字 , 半角 文字 を 区 別して 扱わ ず , 全角 文字 は 半角 文字 が 2 個 並ん で 
いる も の と し て 動作 を する た めで す . 

た と えば "AB 漢字 CD" と いう 文字 列 は , 下図 に 示す よう に 8 ベイト の 半角 文字 と みな され ます . 


sm 1* Tsls 
1 


EEECPEP 


ここ で は , MID$ 関数 と INSTR 関 数 を 例 に あげ て , 文字 列 の 扱い に 関す る 留意 点 を 説明 し て いき ま 
す . 








]. MID お 関数 下 に 示す と お り 人 入力 し て くだ さい . 
print mid$(" AB 海老", 3,2) 


"AB 海老 "と いう 文字 列 の 3 ベイ ト 目 か ら 2 ベイ ト の 長 さ の 文字 列 を 切 
り 取 っ て 表示 させ て いま す . " 海 " は 1 文字 で 2 ベイ ト の 長 さ が あり ます 
か ら , 正しい 結果 が 得 ら れ た わけ で す . 

今度 は 下 に 示す よう に 入力 し , 実行 し て くだ さい . 


print mid$(" AB 海老 ", 4,2) 
お か し な 結果 に な り ま し た ね . 
"海老 "を シフ ト JIS コー ド で 表す と , 8A43H 9856H と な り ま す . 今 の 
場合 , "AB 海老 ' の 4 ベイ ト 目 は , " 海 " の 後ろ 半分 の 43H で す . そこ か ら 
2 バイト 分 を 切り 取る と いう こと は " 老 "の 前 半分 で ある 98H ま で を 切 
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INSTH 関 数 


第 6 章 日 本 語 処 理 (Nss- 日 本 語 BASIC) 


り 取 っ て 1 つの 文字 の デー タ と し て 表示 する と いう こと に な り ま す 
(98H だ け で は 文字 の デー タ と し て 定義 S き れ て いな い の で , 実際 に は 半 
角 文 字 の C が 表示 され ます ). 

この よう に 文字 列 の 切り 分 け 方 に 注意 し な いと , 場合 に よっ て , お か 
し な 文字 が 表示 され て し まい ます . 

全角 文字 を 含む 文字 列 を 操作 する 場合 は , 全角 文字 の 半分 だ け を 切り 
取ら ず , 1 文字 分 を 2 バイ ト 単 位 で 組 に し て 扱う よう に し て くだ さい . 
全角 文字 と 半角 文字 と の 混在 する 文字 列 で , 半角 文字 と 同じ よう に 全 
角 文 字 も 1 文字 ずつ 扱い た い 場 合 に は , KLEN 関 数 , KPOS 関 数 と 組み 
合わ せ て プロ グラ ム を 組ん で くだ さい . 

LEFT$, RIGHT$, MIDS ス テー トメ ント も 同様 の 注意 が 必要 で す . 





同じ 文字 "S" を 探す 場合 で も , うま くい く 場 合 と うま くい か な い 場 合 
が あり ます . まず は , 下図 に 示す よう に 入力 し 実行 し て くだ さい . 


うま くい く 場 合 


PRINT INSTRC" 日 本 語 BASIC","S") 
9 


Ok 








うま くい か な しい 場合 


PRINT INSTRC" 鬼 が 島 BASIC"',"S") 
2 


(k 








どう で すか 7? 結果 が 違い ます ね . 

これ は , BASIC が 全角 文字 を シフ ト JIS コード に し て 負 理 する た め に 
起こ る も の で す . 

上 図 で うま くい か な い 場 合 で は , 文字 列 の 中 の " 鬼 " の シフ ト JIS ュ ー 
ド は 8B53H で , この うち 下位 バイ ト の 53H が "$" の キャ ラク タコ ー ド と 
同じ た め , BASIC は , ここ で 発見 し た と みな し て し まう か ら で す . これ 
は , 調べ た い 文 字 が 半角 文字 1 文字 の と きのみ に 起こ り , 半角 文字 が 2 
文字 以上 , お よび 全角 文字 の と き に は 起こ り ま せん . 

この 問題 を 解決 する サブ ルー チン を 含む プロ グラ ム が 次 ペー ジ に 示し 
て あり ます . 
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199 "INSTR 補 止 ブロ グラ ム 
119 " 

129 X$ 
139 Ys 
149 N= 
159 " 
169 GOSUB *ADVANCED.INSTR 

179 PRINT Ysi:" は 、"iXSi7 の "NO:" バ イト め に あり ます 。" 
189 END 

199 " 

299 *ADVANCED.INSTR 

219 IF LEN(Y$S)=1 AND ASC(YS)<256 THEN 259 

229 ' Y$ が 、2 バ イト 以上 の と き 

239 NO=INSTR(N,X$S,Y$) 

249 GOTO 339 

259 ' Ys$ が 、 半 角 文 字 1 文字 の と き 

269 Y=ASC(YS):I=N 

279 C=KPOS(X$,1) 

289 IF C= の 9 THEN 339 

299 W$=MIDS(X$,C、1 ) 

399 IF ASC(W$)=Y THEN NO=1 

319 IF NO= の THEN I=l+1:GOTO 279 

329 NO=KPOS(X$,NO) 

339 RETURN 


" 鬼 が 島 BASIC" 
nor 





SS 





この プロ グラ ム は , 半角 文字 が 1 文字 の と きだ け 別 の サブ ルー チン で 
判断 し て いる の で , 正しい 結果 が 得 ら れる わけ で す . 

この プ ブログ ラム で は , 120 行 て 140 行 で X$ に 調べ る 文字 列 を 代入 し , 
Y$ に 調べ た い 文 字 列 を 代入 し ます . そし て , 何 バ イト 目 か ら 調べ る か 
を N に 代入 し ます . それ か ら , 200 行 か ら 始ま る サブ ルー チン を 実行 し 
ます . 

サブ ルー チン の 中 で は 210 行 で , Y$ が 1 文字 で 半角 文字 の 場合 と そう 
で な い 場 合 の 区 別 を し ます . そし て , 1 文字 で 半角 文字 の 場合 は 250 行 
へ 実行 が 移り , ここ で 正しい 判断 を し ます . また , そう で な い 場 合 は 
INSTR 関 数 で 処理 で きる の で , 220 行 へ 実行 が 移り ます . どちら ゃ も NO と 
いう 変数 に 答え を 代入 し て , 330 行 の RETURN 文 で サブ ルー チン を 終わ 
り ま す . その 後 170 行 に 帰り , NO を 表示 し て プロ グラ ム を 終了 し ます . 

これ に より , INSTR 関 数 は 正確 に 動作 で きる よう に な り ま す . し た 
が っ て , INSTR 関数 で 半角 文字 1 文字 の 判断 を する と き は , この プログ 
ラム の 250 行 か ら 310 行 を 参考 に し て , プロ グラ ム を 作成 し て くだ さい . 

さて , INSTR 関数 は , 調べ た い 文 字 が その 文字 列 の 左 か ら 何 バイ ト 目 
に ある か を 返す も の で す が , 何 文字 目 に ある か を 得 た い 場 合 も あり ま 
す . 特に 全角 文字 を 使用 し て いる と , INSTR 関 数 で は , バイ ト 数 王 文字 
数 が 成立 し な い の で , 文字 列 操作 が 厄介 な も の に な り ま す . そこ で , 拡 
INSTR 関 数 と で も いう プロ グラ ム ( サ ブル ー チ ン ) を 作成 し まし た . 
次 ペー ジ に 示し た も の が そう で す . 


第 6 章 日 本 語 処理 (Nss- 日 本 語 BASIC) 





199 ' 拡張 INSTR 関 数 ブロ グラ ム 
119 X$=" 鬼 が 島 BASIC" 

129 Y$="S" 

139 N=1 

149 ・ 

159 GOSUB *ENHANCED . INSTR 
169 PRINT Y$:" は 、"iX$i" の ":NOi" 文 字 め に あり ます 。" 
179 END 

189 *ENHANCED . INSTR 

199 IF LEN(Y$)=1 AND ASC(Y$)<256 THEN 279 

299 " 

21 の 9 'Y$ が 、2 バ イト 以上 の と き 

229 NO=INSTR(N,X$,Y$):IF NO= の THEN 349 

239 C$=LEFT$(X$, NO-1 ) 

249 C=LEN(C$)-KLEM(C$ ) : NO=NO-C 

259 GOTO 349 

269 " 

279 ' Y$ が 、 半 角 文 字 1 文字 の と き 

289 Y=ASC(YS) : I=N 

299 C=KPOS(X$, 1 ) 

399 IF C=9 THEN 349 

319 W$=MID$S(X$,C, 1 ) 

329 IF ASC(W$)=Y THEN NO=1 

339 IF NO= の 9 THEN IT=I+1:GOTO 299 

349 RETURN 





これ に より , NO と いう 変数 に 文字 数 (半角 文字 と 全角 文字 混在 の キャ 
ラク タ 数 ) を 返す こと が で きま す . プロ グラ ム の 内 容 に つい て は , ほ と 
ん ど INSTR 関 数 の プロ グラ ム と 同じ な の で , そちら を 参照 し て くだ さ 


い . 
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日 本 語文 字 の プリ ンタ へ の 
出力 








Na 日 本 語 BASIC は ,。 漢字 な どの 全角 文字 を 出力 で きる 日 本 語 プ リン タ を サポ ー ト し て いま す . 
LPRINT 文 や LLIST 文 を 使っ て , 全角 文字 を 含む 文字 列 や プロ グラ ム を 日 本 語 プ リン タ に 印字 する こ 
と が で きま す . また , COPY 文 や , 還 主 了 で , プリ ンタ の 文字 フォ ント を 使っ た 画面 コピ ー も 可 
能 と な っ て いま す . 

ここ で は , 主 な プリ ンタ の うち , Ng- 日 本 語 BASIC に 適し た プリ ンタ , 使用 する と き に 注意 が 必要 な 
プリ ンタ な ど に つい て 人 解説 し ます . 





1 . Nag- 日 本 語 トド 図 に し た プリ ンタ は , Ns 日 本 語 BASIC の すべ て の 機能 が サポ ー 
ロロ 

BAGSIO に 適し た 。 「 さ きれ て いま す . 

222 24 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ PC-PR201F, PC-PR101F 


PC-PR201H2 
PC-PR201V 


PC-PR201TL 
PC-PR101TL 
PC- PR406 
PC-PR406M 





注意 が 必要 な プリ (1) 半角 文字 と 全角 文字 の 比 が 1 : 2 に な ら な い プ リン タ 





ンタ ド 図 に 直し た プリ ンタ に 全角 文字 を 含む 文字 列 を 印字 し た 際 , 半角 
文字 と 全角 文字 の 比 が 1: 2 に な っ て いま せん の で , 桁 が 揃わ な い 場 
合 が あり ます . 
24 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ PC-PR104 
PC-PR405 
18 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ PC-PR202K 
16 ド ッ ト 日 本 語 プ リン タ PC-PR403 











これ を 補正 する た め に は , シス テム ディ スク に 入っ て いる ユー ティ 
リティ を 使用 し て くだ さい . 
シス テム ディ スク が ドラ イブ 1 に 入っ て いる こと を 確認 し た うえ で , 


run "setupdt.」j88" 


を 実行 し ます . 
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1. 文字 列 定数 の 有効 
文字 数 


ど . 日 本 語文 字 列 の 
ラン ダム ファ イル 
へ の 出力 


d. ファ ンク ショ ン 
キー の コピ ー 





注意 事項 








文字 列 定数 は 最大 255 桁 で す が , 全角 文字 を 含む 場合 , 全角 文字 の 1 
文字 が 半角 文字 2 文字 に 対応 し て いる た め , 実際 の 有効 文字 数 は それ 以 
下 と な り ま す . 

すべ て の 全角 文字 か ら 成 る 文字 定数 の 最大 文字 数 は 127 文 字 で す . 


ラン ダム ファ イル に 日 本 語文 字 列 を 含ん だ デー タ を 出力 する 場合 , 全 
角 文 字 1 文字 が 英 数 カナ 文字 2 文字 に 対応 する こと を 考え て フィ ー ル ド 
長 を 決定 する 必要 が あり ます . 

10 a$ ニ "日 本 語 " 
20 lset fa$ 三 a$ 
30 pt #1i イ gl 


この 場合 , フィ ー ル ド fa$ の フィ ー ル ド は 最低 6 文字 必要 と な り ま す . 
field 韻 1,10 as fa$,・・・・ 


Nr 日 本 語 BASIC の 日 本 語 モ キー ド で COPY 1 を 行っ た 場合 , 
ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 は コピ ー さ れ ま せん . 
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日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 





Nge- 日 本 語 BASIO シ ステ ム デ ィ ス ク に は , 外字 と ユー ザ 辞 書 を 
管理 し た り , また , 他 の BASID こ と の ファ イル 交換 を 可能 に する た 
め の ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム が 入っ て いま す . ここ で は , これ ら 
の ユー ティ リティ プロ グラ ム の 使い 方 を 説明 し ます . 














日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ の 
概要 


























この 章 で は , Ng 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に 納め られ て いる 4 つの ユー ティ リティ プロ グラ ム 
の 使い 方 を 説明 し ます . 


4 つの ユー ティ リティ プロ グラ ム の ファ イル 名 と , 機能 を まとめ ま 
す . 


ファ イル 名 





外字 管理 


font. mh Se と ミラ 、 
(PC-8801MH の 場合 ) 820 の を 5 半 褒 ま 8 る 、 外 字 の フォ ント ( 革 体 ) の 
定義 、 変更 を 行う . 


font. fh 。 ・ 
ei 外字 は 画面 表示 用 (16xX16 ド ッ ト ) と , ブリ ンタ 印字 用 (24X24 ド ッ 


ト ) が ある . 





prload. mh 
(PC-8801MH の 場合 ) | プリ ンタ へ の 外字 ロー ド 
prload. fh 外字 を プリ ンタ に 送る . 

(PC-8801FH の 場合 ) 





usrdic. mh ユー ザ 辞 半 管 理 


二 H の 場合 5 旧 ミ 生 だ ーー 
Re "| シス テム デア ィ ス ク に 入っ て いる , ユー ザ 条 書 へ の 釣 語 の 登録 変更 
U ・ 


(PC-8801FH の 場合 ) | 信 と を 行う . 


cdcny. mh | コー ド 変 換 
) 


で 場合 
1 Nss- 日 本 語 BASIC と 他 の BASIC と の 間 で の デー タ 交 換 を する た め 
(PC-8801FH の 場合 ) | に ・ ファ イル 中 の 文字 列 の 表現 を 変換 する . 











N。: 日 本 語 BASIC で は , 必ず 本 体 右側 の ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ 
イブ に Ng 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を セッ ト し て お く 必 要 が あ 
り ま す . 

これ は , ディ スク コー ド ( 日 本 語 BASIC を 動か す も の ) 以 外 に デー タ 
(辞書 , ユー ザ 辞 書 , 外字 デー タ ) が シス テム ディ スク に 書き 込ま れ て い 
て , Na- 日 本 語 BASIC の 起動 中 に , シス テム ディ スク か らち 頻繁 に デー タ 
を 読み 込む 必要 が ある か ら で す . 

この 章 で 説明 する 外字 管理 , プリ ンタ へ の 外字 ロー ド , お よび ユー ザ 
辞書 管理 の テー ティ リティ で は , すべ て Ne 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ 
スク が 操作 の 対象 に な る こと に ご こ 注 意 く だ さい . 

この 章 で 使わ れ て いる "ンス テム ディ スク "と は , Na 日 本 語 BASIC シ 
ステ ム デ ィ ス ク を 指し て いま す . 
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外字 管理 


[font.fh(PC-6801FH),font.mh(PC-6801MH)] 








Na 日 本 語 BASIC で は , 本 機 に 実装 され て いる 漢字 ROM に 入っ て いる 日 本 語文 字 を 扱う 機能 を 持っ 
て いま す . それ に 加え て , ユー ザ が 作っ た 文字 の 記号 (外字 ) 等 を N ぉ - 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 上 
に 書き 込み , BASIC 命 令 で 扱う こと が で きま す . 


Na 日 本 語 BASIC の KPLOAD 文 は 外字 を 定義 むす る た め の 命 令 で す 
が , KPLOAD 文 を 使っ て , プロ グラ ム 上 で 外字 を 定義 する の は か な り 
厄介 で す . また , KPLOAD 文 で は , シス テム ディ スク 上 の 外字 辞書 の 
書き 換え は で きま せん . 

し か し , この 外字 管理 ユー ティ リティ を 使う こと に より , 簡単 に 外字 
を 定義 する こと が で きま す . また , ある シス テム ディ スク 上 の 外字 デー 
タ を 他 の シス テム ディ スク に 転送 し た り , プリ ンタ に 対し て 外字 デー タ 
を 送る こと も で きま す . 

外字 管理 ユー ティ リティ は , 外字 の ュー ド と し て JIS コー ド を 用 いま 
す . JIS コー ド の 7621H か ら 765FH ま で の 63 文 字 分 の 領域 が , 外字 専用 
に 確保 され て いま す . 

Ng 日 本 語 BASIC で は , 全角 文字 (外字 を 含め て ) を シフ ト JIS コ ー ド 
で 表現 し ます か ら , この ユー ティ リティ で 作成 し た 外字 を N。。- 日 本 語 
BASIC で 扱う 場合 は , 次 の 表 を 参照 し て , シフ ト JIS コー ド を 調べ て < 
だ さい . 


シン ミス ド 
出 ( 二 ド 


JIS コ ー ド 
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第 ノ 章 日 本 語 コ ー テ ィ リ ティ 


] . 外字 管理 ユー ティ Nr 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ , "font." を ロー ド し , 実行 し ま 
リティ を スタ ー ト す : 
時 ユー ティ リティ プロ グラ ム の 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス タク 


を ドラ イブ 1(8 イ ンチ ディ スク ユニ ッ ト が 接続 され て いる 
と き は ドラ イブ 3) に セッ ト し て くだ さい . この 例 は , ドラ 
イブ 1 に シス テム ディ スク が セッ ト さ れ て いる と 租 定 し た と 
き の も の で す . 
load "font . て" tg 
ok 
run gl 


し ば らく する と 次 の よう に 表示 され ます . 





変更 し た い 外 字 の 入っ て いる シス テム ディ スク を セッ ト し て 


ドラ イブ 番 号 を 入力 し て くだ さい : 邊 








メッ セー ジ に 対し て , シス テム ディ スク の セッ ト さ れ て いる ドラ イブ 
番号 を , た と えば , 


1 《9 


\ 


と 入力 し ます . 


8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 され て いれ ば , ドラ イブ 番 
号 は 3 に な り ま す . 
数 字 は 半角 文字 で 入力 し て くだ さい . 
以下 , メニ ュー で 処理 を 選ん だ り , ドラ イブ 番号 を 入力 する 
と きも 同様 で す . 


メニ ュー 画面 が 表示 され ます . 


。 作成 登録 され て いる 外字 の 修正 


どら 。 転送 ュ ュ ュ デー タ を 別 の メデ ィ ア に 転送 


どの 処理 を 行い ます か ? 四 
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. 外字 を 作る 
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メニ ュー 画面 で 
! 


と 入力 し ます . 


実際 に 外字 を 作り な が ら 手 順 を 説明 し て いき ます . と いう マー ク を 
作っ て み ま し ょ う (⑤ は 漢字 ROM に 入っ て いま せん か ら , 外字 と し て 定 
義 し な いと 表示 で きま せん ). 

(1) 外字 コー ド を 定義 する 
外字 コー ド の 7621H に ⑤ を 定義 むせ する こと に し まし ょ う . 


現在 7621H に 定義 され て いる 外字 (買っ た ば か り の と き は 
"回 "が 定義 され て いま す ) が 更新 され ます . 














に 対し て , 
7621 


と 入力 する と , 次 ペー ジ の よう な 作成 画面 が 表示 され ます . 


第 フ 章 日 本 語 ユ コーティ リティ 












水 来 氷 末 作 成 キ 米 * ネ \ 半 







































9 くも る も 969 タ の っ な 
3 $ $ $ 
拓 電 人 1 ョ 
50 3 作成 中 の 外字 コー ド が 表示 
5 2 日 日 され ます . 
3 ZendBio 5r ON 
3 『 1 マ マン) Mi 
固 H $ ペン ンク 品 : OF 
e 4 つこ 6 CLR: CLERR 還 ー 
スス メメ ス スス メル ルル メル メメ メメ 】 RET 416 一 つ 24 テン キー の 使い 方 が 表示 さ 
1 ら 3 ESC.C6NCEL れ ま す 
回 
(市 計ら 03 議 2856SEIBEOSABSGNDSEIF | 
7600 回 1 の @⑳④ ⑤⑩ ⑨⑦ ⑱ ⑨⑩ @ NM 昌 
9 人 906N 現在 定義 され て いる 外字 の 
650 和 M の 記 の の の 22 ドミ と よび の 6 | " 一 覧 表 が 表示 され ます . 


標準 ディ スプ レイ (640X 
200 ド ッ ト ) を 使っ て いる と 
き は 表示 され ませ ん . 







5| 


作成 を 終了 し て メニ ュー に 戻り ます . 
この と き , プリ ンタ が 接続 きれ て いれ ば 
プリ ンタ に 外字 デー タ を 送り ます . 
人 4 

標準 ディ スプ レイ を 使っ て いる と き は , | 過 引 
に は と 設定 され て いて , これ を 押 


すこ と に よっ て , 現在 定義 され て いる 外字 の 一 覧 
表 が 表示 され ます . 








(3 引 


作成 中 の 外字 を シス テム ディ スク の 外字 辞書 に 登録 し ます . 
件 





漢字 ROM に 入っ て いる 文字 や , 現在 定義 され て いる 外字 の フォ ント を 呼 
び 出 し ます . 

外字 作成 エリ ア で す . 

I6XI16 ド ッ ト の 文字 は 画面 表示 用 , 24X24 ド ッ ト の 文字 は , 24 ピ ン 日 本 語 プ リン タ 用 で す . 

16 ピ ン の 日 本 語 プ リン タ で は , 外字 を 印字 する こと は で きま せん . 
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画面 に は , 現在 定義 S さ れ て いる フォ ント が 表示 され ます . 





1 II 
・ 下 EE 2 9 0 本) お 3260 ピー 机 ・ 。 條 10 に 902 いき 220 の YS ・ 
・ 剖 0 を 6 尊 尊 郊 ・・ 尊 ・ ・ 末 2 な HH AT EC 12 し た 聖 ・ 
・ 骨 千林 閑 ・ 導 ・・ 尊 ・ ・ 吉 SR ES 2 だ 党 は ご SS) [ 1 1 ] ] 0 
・ 剖 に ) 章 ・ ・・ 部 ・ ・ 弄 ニス いも 本) 弄 ・・・ 間 ・・・ 末 ・ 
人 ーー RE RE で 
イト で 人 0 5 時 で 
・ 形 ・ 末 か 3 も いな ・・ 型 ・ ・ 剖 入ら は C に な に 了 ・・・ 剖 ・. ・ 机 ・ 
0 サイ イヤ 1 1 1 生生 で 人 生生 は で 
・ 環 ・ 200 尊 ・ ・ 了 2 690 や 1202WEDEVEHSG2 9 
ーー の 人 EE 
人 て ナイ ヤヤ も の で 
ト T エ イイ イヤ エイ ヤヤ エイ ヤ 1 ーー ゆあ 
ーー 雪が CuIW・NS PE 02 ここ (a っ 絆 しい 1 
1 1 1 11 9 
回 ・ 王 人 尊 ・ 
・ 豊 SUU1 HPS 昌信 KEI は 

PS Ye 1 HRCRGD 人 HL【 

陳 エ ユ 1 エエ エエ] 」 1 」 1 1 ) 1 」 

回 











(2) 外字 を デザ イン する と き 
外字 を デザ イン する と き は , 既存 の フォ ント に 似 た も の が あれ ば , 
それ を 呼び 出し て 修正 する の が 便利 で す . 


既存 の 文字 を も と に し て フォ ント を 作る の が や り に くい 場 
合 は , 偶 員 を 押し て , 白紙 の 状態 か ら 文 字 の デザ イン を し 
ます . 


日 本 語 コ ユー ド (「 リ ファ レン スマ ニュ アル ] 資 料 ) の 中 に アル ファ ベッ 
ト の R が あり ます か ら , これ を 呼び 出し て , に な お すこ と に し ま 
す . 

(上 本 還 ) を 押し ます . 





JI 己 コ ー ド : 旦 








に 対し て , 
2352 


と 入力 し ます . 





R の JIS ュ ー ド で す . 日 本 語 コ ー ド 表 (「 リ ファ レン スマ 
ニュ アル ] 資 料 21 ペ ー ジ 参照 ) で 探し ます . 


第 フ 章 日 本 語 ユ コーティ リティ 


本 機 に 内 蔵 さ きれ て いる 漢字 ROM か ら R の フォ ント が 読み 出さ れ て 
画面 に 表示 され ます . 








* 
re ーー ン 宙 昌 よ ユエ よ ユエ よ よ ユ ユ ュ ユ ト よ 1 リリ 1」」 
部 NSRROaC: 吉 定 で や 8 間 ・ ・ 葬 | を HSBBHOHNS39i2N4 凍 ・ 
弄 り ま 生じ 2PDUROS 聖 ・・ 弄 SEE 陽 ・ 
 。 は Eb 2 の 2 (NB OR HO 弄 尊 尊 尊 得 部 ・ 
KS る 作 7 CRON ] ECO 后 っ EE て | 5 人 61S 尊 ・・・ 曹 ・・・ 湯 ・ 
「 る eoeeee" 0 昌和 ・・・ 尊 ・・・・ 
・ で Ke ーー POM 1 ia 王 ・・・ 聖 ・・・ 下 ・ 
5 ho し MIA の 弄 ・・・ 末 ・・・ 末 ・ 
尊 22 | ] OK 商 0 CHE 油 ・・・ 尊 ・・・ 輸 ・ 
0 本 EER  」 ( EBI 「 PMS 幸二 
KW OMSEK 間 OR 和仁 2h っ 吉 い REG= 了 S し 人 ・ 末 ・・・ 則 ・ 
ト 」 「 ト エ ] ・・ ・ 弄 ・ 和 q 競 末 尊 委 ・ ・・・・ 弄 ・ 
82291 も 2 03 いで で ます Cp ・ 王 ・ IRC DSE. 1 
YSTEKCs 21MN ・・ 鞭 ・ 
・ 環 ・ FR 奈生 ・ 坦 ・ 
・ 型 ・ 0 人 0 20 Mk 部 ・ 
に 回 RNNIOIKMSI 】 NODEDNIDMIRIMOIIINNIITNO 尊 ・ 
も ・ 電 SLEN RSE の 吉 BRSIS っ 3 3375EY HH35) し 」 
の 1 は Ei HE 生む 0 hG 
の の ゆす ひひ の ひひ や ゆ ひ ひひ る 
回 








漢字 ROM に は , 16x16 ド ッ ト の 画面 表示 用 の 文字 し か 
入っ て いま せん . 


(3) 16X16 ド ッ ト の フォ ント を 作る 
16X16 の フォ ント 表示 エリ ア の 左上 端 に 点 減 し て いる カー ソル を 
動か し な が ら , R を に な お し て いき ます . 


作成 中 いつ で も 人 ド ・5 ( 臣 血 ) を 押す こと に よっ て , 作成 
中 の 外字 の 定義 を 中 断 す る こと が で きま す . 
[5 ( 世 共 ) を 押す と (8) に 移り ます . 
テン キー を 使っ て , カー ソル の 移動 と , ドッ ト の ON/OFF を 行い ま 
す . 


フォ ント の 作成 の 途中 で 初め か ら や りな お し た いと き や , 
白紙 に 戻し た いと き は , 作成 中 いつ で も (2 の 操作 を 行う こ 
と が で きま す . 
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下 の 図 は , 16X16 ド ッ ト の フォ ント が で き 上 が っ た と ころ で す . 








IE の 介 介 ゆー ひひ の の ひひ ひひ ひ ひひ ひひ ひひ ひら る 
し 江 代 で 生生 EE 人 全 信人 全 信人 な 信人 信人 信介 ま 
・ 剖 で っ て 1 スー し に とい 尊 ・ 1 3 EAN MA 和 ・ 
・ の ・ 1 ム ム ム ム ・ 和 の 4 @・ 
の る まで 本 1 1 1 8 生 で 
・ 出 9 1 か) 柚 ・・ 末 ・・・ 末 ・ 
・ 弄 1 2 商 ・・・ 末 ・・・ 尊 ・ 
・ 陽 で る > て SS 3 RS 剖 ・・・ 型 ・・・ 尊 ・ 
・ 弄 SE お Nr 陵 ・・・ 尊 ・.・ 尊 ・ 
・ 末 1 まり SO 豊 ・・・ 束 ・・・ 末 ・ 
・ 責 1 EEE (委細 
・ 尊 | 70 村 2o 章 AN Ne 上 
3 Ye999$ る る 
・ 剖 ・ を 33 尊 ・・・ 尊 ・ 
1 So 人) 型 ・・・ 豊 ・ 
人 HP は 琴 ・・・・ 筐 ・ 
| あの る 9 の ひひ の ゆめ 9 
・ 末 に | 1 も Gi BL か 1 ・ 
・ 亜 CPM で (な 3 2 3 3) 0 2 王 ・ 
さて 20 Cd 
攻 エ て て エー エナ ユリ ユエ ト T 1 1 1 」T 生 
紹 











(4) 24X24 ド ッ ト の フォ ント を 作る 
人 の を 画す と , カー ツル が 24X24 ド ッ ト の フォ ント 表示 エリ ア に 


移り ます . 
人 は , 16x16 ド ッ ト と , 24X24 ド ッ ト の 切り 枠 え を し 
ます . 


24X24 ド ッ ト の プリ ンタ 印字 用 の 文字 も 同じ よう に し て 作成 し ま 
ず :> 


24x24 ド ッ ト の フォ ント は , まず 僧 呈 を 押し て 白紙 の 状 


態 か ら 作 り ま し ょ う . 


次 上 綱 の 図 は , 24X24 ド ッ ト の フォ ント が で き 上 が っ た と ころ で すず す . 
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第 フ 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 





2 カミ っ 2 で ニニ トモ = ( RE いき HE 
ター な 坦 間 理 ・ ンー ea Ao Es 
| 1] 王 EE 尊 得 ・ sc 王 剖 ES | 36S2H2S31D3 の 2 
DS 5 SC まき 7 | ] 02ESECNEE2E 弄 電 2 
・ の トス ム バ バト 生 よる II ー 
は 「@・ 全 ス スム ユ ユ バ トト ト 5 生 和 0 EE 
の の る し 全 u の S し 
信介 和合 信人 ・・ 基 命 章 人 の 香 ・・ 
き 生 生 JI で 生 全 近 ・ ・・ 側 誤 生 TE 
| EE 和 ] に に 16 [ 弄 ・ 部 Eee 尊 更 た なこ っ 環 王 ・・・ 尊 ・ 
・ 環 ・・ 弄 .・ 尊 王 ・・ ・ 剖 OK な) し 」 BK なさ 尊 ・・ ・ 商 ・ 
1 EE ) EE EE ト ユ トバ エト ユエ ] 1 生生 生生 尊 ・ 
・・ 要 に っ ニニ ナミ) ・ 了 2 モニ 尊 部 ・ 坦 YK [ ] 
ーー 人 信人 間 
SGS 旬 旬 あ 間 ・  ・ 人 

1 0 の 3 も 733 と ・・ 加 ・・・… 更 部 ・・ 更 琴 ・・・・・・ 尊 

・・・・・・ 更 部 1 し 1] ] 12 環 

・・ 香 ・・・ 穫 ーー 草 ・・ 部 

記 ) は RE ト 」 鬼王 介 旬 仙人 あ 
拓 0. に し EL 
vn 向 旬 性 間 伯 本 

い 
( 











(5) 外字 の 登録 
フォ ント の 作成 が 終わ っ た ら , これ を シス テム ディ スク に 書き 込み 
ます . 
"3 (本村) を 押す と , 書き 込み が 行わ れ ます . 


(6) 登録 の 確認 を する 
画面 下 の 外字 の 一 覧 表 を 見 て みみ ましょ う . 
標準 ディ スプ レイ を 使っ て いる と き は , 人 4J( 憎 思 を 
押す と , 外字 の 一 覧 表 が 表示 され ます . 


外字 コー ド 7621 の 欄 に , いま 作っ た 文字 が あり ます . 












し 
wm ら N 
ra ロ 

た 

(と 


に リト コイ こっ Te っ) 
ミ SHH 
= 


LITEKLTrIHTriTn 
PL 


ーー コ ー コ ー コ 


こ ニ p 

記 二 | 

寺 

計 

0 

デ ca 

買 

G⑪ ト 
ト 4 











(⑰⑦) 他 の 外字 の 作成 と 登録 
定義 し た い 外字 が 他 に も あれ ば , (1) て (6) で 行っ た の と 同じ よう に 繰 
り 返し ます . 
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(8) 終了 
外字 の 作成 が 終了 したら, "外字 コー ド : "に 対し て 外字 コー ド を 入 
力 し な いで 作 ⑦M を 押し ます . 
次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





22(G ド し まま か 
(Y ン IN) 岬 








外字 管理 ユーティリティ の 作業 を 終え た あと , すぐ に プリ ンタ に ヒ 外 
字 を 印字 する 必要 が あれ ば , 
y fgM 


と 入力 し ます . 


と りあ え ず 外字 の 作成 だ けし て お き , プリ ンタ へ の 印字 を 
行わ な いと き は n と 入力 し ます . 外字 を プリ ンタ へ 印字 す 
る 前 に , 本 章 の 「3 プリ ンタ へ の 外字 ロー ド 」 の ユー ティ 
リティ を 行っ て くだ さい . 
また , y,n は 半角 文字 で 入力 し て くだ さい . 大 文字 で も 小 
文字 で も か まい ませ ん . 以下 , 同様 で す . 


次 の よう に 表示 され て プリ ンタ へ 外字 が 書き 込ま れ ま す . 


プリ ンタ が 接続 きれ て いな いと , 





プリ ンタ を 準備 し て くだ さい 











と 表示 され ます か ら , プリ ンタ を 接続 し て 作 9M を 押し て 
くだ さい . 

こと の よう に 表示 され た あと , プリ ンタ へ の 書き 込み (ロー 
ド ) を 中 止 し た いと き は [に 5( 酢 箇 較 ) を 押し て くだ さ 


い . メニ ュー 画面 に 戻り ます . 
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コ . 外字 を 転送 する 





第 フ 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 





ジロ リッ リック に 四 ド 中 で す 








書き 込み (ロー ド ) が 終わ る と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


外字 管理 ユー ティ リティ の メニ ュー 画面 で , 
2 4g 


と 入力 する と , "転送 "の 画面 が 直 れ ます . 


ポポ ポポ 転 送 ネネ ポ * ネ ※ ネ 


転送 先 の ドラ イブ 番号 : 四 


oe 訂 iii iiliii 


も と に な る 外字 デー タ の 書き 込ま れ て いる シス テム ディ スク と , 転送 
先 の シス テム ディ スク を セッ ト し ます . 


外字 デー タ の 書き 込ま れ て いる シス テム ディ スク は , メ 
ニュ ー 画 面 で 入力 し た 番号 の ドラ イブ に 入れ て くだ さい . 


そし て , 転送 先 の ドラ イブ 番号 を , た と えば , 
2 


と 入力 し ます . 
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外字 の 転送 に は ミニ フロ ッ ピ ピー ディスク ドラ イブ が 2 台 以 
上 必要 で す -. 


次 の よう に 確認 を 求め て きま す . 





ドラ イブ 1 ーー> ド ライ ブ 8 


転送 し ます か (Y グ NN) 7 邊 











y 人 避 
と 入力 し ます . 
n と 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


次 の よう に 表示 し な が ら , 外字 デー タ が 転送 され ます . 





デー タ を 転送 中 で す 
し ば らく お 待ち くだ さい 





転送 が 終わ っ た ら 人 9M を 押せ ば , メニ ュー 画面 に 戻り ます . 








プリ ンタ へ の 外字 ロー ド 


[prload.fh(PC-6801FH),prload mh(PC-8801MH)] 








この ユー ティ リティ は , Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 上 に ある 外字 デー タ を プリ ンタ 送り ま 
す ( ロ ー ド ). た だ し , 外字 を ロー ド し 印字 で きる の は , 次 の 日 本 語 プ リン タ ( ま た は その 同等 品 ) だ け で - 
す . 

※ プ リン タ の 電源 を OFF に する と , プリ ンタ に ロー ド し た 外字 が 消 ん えて し まい ます . この 場合 は , も 

う 1 度 "prload<" を 用 いて 外字 フォ ント を プリ ンタ に ロー ド し な いと , 外字 は 印字 で きま せん . 
PC-PR201F, PC-PR101F 


PC-PR201H2 
PC-PR201V 


PC-PR201TL 
PC-PR101TL 
PC-PR406 
PC-PR406M 








] ブリ ンタ へ の 外字 Na 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ , "prload . …" を 実行 し ます . 
ーー ド コー テン | 
ロー ド ユ ー テ ィ リ この 例 は , 8 イン チ ナディ スク ユニ ッ ト を 接続 し て いな 場合 
ティ の スタ ー ト を 想定 し て いま す . 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し て い 
る 場合 は , ミニ ディ スク ドラ イブ の ドラ イブ 番号 を 指定 し ま 
す . 


run "prload . …" 
画面 に 次 の よう に 表示 され て , プリ ンタ へ の ロー ド が 行わ れ ま す . 


必ず ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 右側 の ドラ イブ か ら 外 字 デ ー 
タ が 読み 出さ れ ま す . 
また , プリ ンタ が 接続 され て いな いと , 





プリ ンタ を 準備 し て くだ さい 





と 表示 され ます か ら , ブリ ンタ を 接続 し て 9 を 押し て < 
だ さい . 
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を プリ ンタ ペロ ー ド 中 で ま 
> ば らく お 待ち くだ さい 


っ 
5 TH 
出 








ワ ロ 終了 プリ ンタ へ の ロー ド が 終わ る と , 次 の よう な メッ セー ジ を 表示 し て 
"prload . "プロ グラ ム が 終了 し ます . 





に り ま し た 





114 





ユー ザ 辞 書 管理 


[usrdic.fh(PC-8801FH),usrsic.mh(PC-6801MH)] 








Na- 日 本 語 BASIC は , PC-8801MH で 約 4 万 語 , PC-8801FH で 約 3 万 5 千 語 の 辞書 を 持ち , 文節 単位 
(PC-8801MH) , 熱 語 単位 (PC-8801FH) で か な を 漢字 に 変換 し な が ら , 日 本 語 の 入力 を 行う こと が で き 
ます . 

さら に Ng- 日 本 語 BASIC は , 珍し い 名 前 や 長い 固有 名 詞 , よく 使う 決ま り 文句 な ど を , ユー ザ 自 身 の 
辞 書 に 登録 で きま す の で , 扱い が と て も 便利 で す . 

ユー ザ 辞 書 管理 ニー ティ リティ は , 辞書 へ の 熱 語 の 登録 , 変更 , 削除 な ど を 行い ます . また , ユー ザ 
本 書 を , ある シス テム ディ スク か ら 他 の シス テム ディ スク に 転送 する こと も で きま す . 


] . ユー ザ 評 書 管理 Na 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ , "usrdic . "を ロー ド し , 実行 し ま 
ユー ティ リティ の 。 す # す . 
スタ ー ト ユー ティ リティ プロ グラ ム の 入っ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


を ドラ イブ 1(8 イ ンチ ディ スク ユニ ッ ト が 接続 され て いる 
と き は ドラ イブ 3) に セッ ト し て くだ さい . この 例 は , ドラ 
イブ 1 から ロ ー ド し て くる と 想定 し た と き の も の で す . 


load "usrdic . 一 " gl 
mw 師 


し ば らく する と 次 の よう に 表示 され ます . 





舌 更 し た い エ ゴー ザ 辞書 を 含む シス テム ディ スク を 
ドラ イブ 1 に セッ ト し て くだ さい 





対象 と な る ユー ザ 辞 書 の 入っ て いる シス テム ディ スク を ドラ イブ 1 に 

セッ トト や , の を 押し ます . 

注意 シス テム ディ スク に は , ユー ザ 辞 書 用 の 領域 が あら か じ め 確 
保 さ れ て いま す ( 買 っ た ば か り の と き に は 空っぽ で す が ). 
ユー ザ 辞 書 は FILES 命 令 で は 見 る と と は で きま せん . 
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メニ ュー 画面 が 現れ ます . 


< ユー ザ 辞 書 


上 新規 に 吾 語 を 登録 
登録 し た 勲 語 の 変更 
登録 し た 熟語 の 削除 
ユー ザ 辞 書 の 画面 表示 お よび , プリ ンタ 出力 
ユー ザ 辞 書き 別 の メデ ィ ア に 転送 


上 
の 
ご * 
っ 
4。 
民 
ツマ ャ 


と の 処理 を 行い ます か ? 





ら . 登録 (1) メニ ュー 画面 で 1 人 と 入力 し ます . 
2) 次 の よう に , 読み が な の 入力 を 求め て きま す . 





ー 。 よ 
読み : 自 











ここ と で, 辞書 に 登録 し た いこ と ば の 変換 の も と に な る 「 読 み 」 を ひら 
が な で 入力 し , 放 』 を 押し ます . 


「 読 み 」 は , 全角 文字 の ひら が な , 英 数 字 で 入力 し ます . 入 
力 の 方 法 が か わからない とき は , 第 5 章 を ご 覧 くだ さい . 
また , 共 語 の 登録 を 中 断 し て メニ ュー に 戻り た いと き は , 
ここ で 何 も 入力 し な いで を 押し て くだ さい . 


ここ で は , 例 と し て , 
に ち で ん 


と 入力 し て み ま す . 
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第 フ 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


3) 次 に ,「 読 み ] に 相当 する 語 を 入力 し ます . 





1 士 
えさ 語 : 自 











に 対し て , ここ で は , 


日 本 電気 株 式 会 社 dl 
次 力 し まし ょ う 、 
注意 > 如 語 は 全角 文字 16 文 字 以 下 で 入力 し て くだ さい . 


そし て , 熟語 の 登録 を 中 断 し て メニ = ュー 画面 に 戻り た いと 
き は , ここ で 何 も 入 力 し な いで を 押し て くだ さい . 
また , すでに 同じ 語 が 登録 し て あれ ば , 





同じ 勲 語 が 既に 登録 され て いま す 





と いう メッ セー ジ が 表示 され ます . 


(4) 「 読 み 」 と 「 熟 語 」 の 入力 が 終わ る と , 辞書 に 入れ て よい か どう か を 確 
認 し て きま す . 





登録 し ます か (Y ン N) ? 自 





y 90 
と 入力 し ます . 
n と 入力 する と , (② に 戻り ます . 


(5) ② に 戻り ます か ら , 他 に 登録 し た い 読み が あれ ば (②(⑭) を 繰り 返 
し , 登録 を 終了 する と き は "読み ・" に 対し て 人 2 を 入力 すれ ば , メ 
ニュ ー 画 面 に 戻り ます . 


117 


d. 変更 


(①) メニ ュー 画面 で 2 人 2 と 入力 し ます . 











変更 し た い 語 の 「 読 み ] を 入力 し ます . 


読み を 入力 せ ず に 衝 ⑦M を 押す と , 変更 は 中 断 さ れ て ス 
ニュ ー 画 面 に 戻り ます . 


(2) 入力 し た 「 読 み 」 で 登録 し て ある 「 熱 語 ] が すべ て 表示 され ます . 


登録 し て ある 熟語 が 一 画面 に 表示 し きれ な いと き は , 
を 押す と 続き が 表示 され ます . 


三 五 
日 ロ 


ポポ ポポ 変 更 ネネ ネネ ポ * ネ 





IGRO 間 i iiiii >c ii| 





変更 し た い 「 熱 語 」 の 番号 を 入力 し ます . 
[読み] に 対す る 「 熟 語 」 が 一 語 だ け の と き は , 番号 を 入力 す 
る 必要 は あり ませ ん か ら (3) に 移り ます . 


た と えば , 上 の 例 の 2 番 を 変更 し た けれ ぱ ば, 
2 | 


と 入力 し ます . 
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第 フ 章 日 本 語 ユ コー ティ リティ 
3) 新しい 熱 語 を 入力 し ます . 


熱 語 を 入力 せ ず に を 押す と , 変更 は 中 断 さ れ て メ 


ミニ ュー 画面 に 戻り ます . 





きれ に = 二 ・ 
勲 語 : 四 





4) 新しい 熟語 を 入力 し 終わ る と , 





"日 本 電気 "ーーー> "日 電 HE "に 変更 し ます か (Y ノ N) ? 自 











と 確認 を 求め て きま すか ら , 


倒 


と 入力 し ます . 
n 放 ⑳M と 入力 する と , 区 語 の 変更 は 中 断 さ れ て (1) に 戻り 
まま: ず 。 


(⑤5) 辞書 が 書き 換え られ て (1) に 戻り ます . 


変更 を 終了 し た いと き は , "読み : "と 表示 され て いる 状態 
で , 読み を 入力 し な いで 4 9 を 押せ ば ス ニュ ー 画 面 に 戻 
り ま す . 
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4. 削除 1) メニ ュー 画面 で 3 9M と 入力 し ます . 





唱 
に 
國 罰 











削除 し た い 「 烈 語 」 の 読み を 入力 し ます . 


読み を 入力 せ ず に 放 M を 押す と , 削除 は 中 断 さ れ て ス 
ニュ ー 画 面 に 戻り ます . 





(②) 入力 し た "読み "で 登録 し て ある " 惑 語 " が すべ て 表示 され ます . 


克 録 し て ある 熟語 が 一 画面 に 表示 し きれ な いと き は , 
人 ⑦ を 押す と 続き が 表示 され ます . 


ネネ ネネ * 玉 削 陸 ネネ ネネ ポ 
読 あみ : に ち で ん 
1 日 本 電気 株 式 会 社 
g, 日 電 
3, 日 電 HE 


登録 語 到 = 3 


どの 熟語 を 削除 し ます か ? 自 


1 92 認 EEREKSBSH EERRSSEN FET 





削除 し た い " 問 語 "の 番号 を 入力 し ます . 


"読み "に 対す る "熟語 "が 一 語 だ け の と き は , 番号 を 入力 す 
る 必要 は あり ませ ん か ら (3) に 移り ます . 


た と えば , 上 の 例 の 2 番 を 削除 し た けれ ば , 
2 1g 


と 入力 し ます . 
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第 / 章 日 本 語 ユ コーティ リティ 


(3③ 次 の よう に 確認 を 求め て きま す . 


ネネ ※※ 玉 削 除 ネネ ネネ キネ 














日 電 を 削除 し ます か (Y ン N) ? 自 


|_lood 回 。 。 回 。 。 四半 





y の の 
と 入力 し ます . 
n と 入力 する と , 熟語 の 削除 は 中 断 さ れ て (1) に 戻り 
ます . 


(4) 辞書 が 更新 され て (1) に 戻り ます . 


"読み "に 相当 する " 語 "が 1 つ し か な か っ た 場合 は , " 読 
みみ" も " 吉 語 "と 同時 に 削除 され ます . 
また , 削除 を 終了 し た いと き は , "読み :" と 表示 され て い 
る 状態 で , 読み を 入力 し な いで 人 の 』 を 押せ ば メニ ュー 画 
面 に 戻り ます . 
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ロ 一 覧 (1) メニ ュー 画面 で 4 9lz 入力 し ます . 
(2) プリ ンタ へ も 同時 に 出力 する か どう か を 選び ます . 


だ け を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 





プリ ンタ に 出力 し ます か (Y ン N) ? 自 











画面 と , プリ ンタ と の 両方 に 出力 し た けれ ば , 
y 9 
と 入力 し ます . 


(3 ユー ザ 辞 書 に 登録 され て いる 語 を すべ て 見 た いか , "読み "を 指定 し 
た いか を 1 2 また は 2 4 で 選択 し ます . 


人 れ ⑦M だ け を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


小米 洲 素 5 一 覧 - 米 洲 水 米 天 


部 ユー ザ 辞 書 を 全部 表示 
分 指定 し た 読み の 勲 語 の み 表示 


と の 処理 を 行い ます か ? 目 








(4) ⑬) で 2 2 を 才 し た 合 は , 





当時 
あ ) 
隔 紀 











に 対し て 「 読 み 」 を 入力 し ます . 


人 9 だ け を 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 
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B. 転 








第 Z 章 日 本 語 ユ コー ティ リティ 


5) 一覧 表 が 表示 され ます . 


ネネ ネネ ネー 覧 ネネ * ネ ネネ 








1. 日本 電気 式 会 社 
g, 日 電 HE 








3. 日電 


登録 語 到 = 3 


リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 














一 画面 に 入り きら な いと き は , 1g を 押し な が ら 表 示さ せ て いき 
ます . 
一 覧 表 の 表示 が 終わ っ た ら , を 才 す と メニ 。 画面 に 戻り ます . 


注意 (③ で "1. 全部 "を 選択 し た 場合 , 途中 で 表示 を 中 断 し た い 
と き は [5 上 ( 共 罰 ) を し ます . 


メニ ュー 画面 で 5 れ g| と 入力 し ます . 


ポポ 玉 転 送 ネネ ネ *※ ネ 


転送 先 の ドラ イブ 番号 : 四 


1 
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も と に な る ユー ザ 辞 書 の 入っ て いる シス テム ディ スク は , 必ず ドラ イ 
ブ 1(8 イ ンチ ディ スク ユニ ッ ト が 接続 され て いる と き は ドラ イブ 3) に 
入れ て お きま す . 

ユー ザ 辞 書 を 書き 込む セン ステ ム デ ィ ス ク を セッ ト し , その ドラ イブ 番 
与 を 入力 し ます . た と えば , 


2 4g 
と 入力 し ます . 
次 の よう に 確認 を 求め て きま すか ら , 





ドラ イブ 1 ニー> ド ライ オ 2 
転送 し ます か (マン N) ? 自 








yt 
と 入力 し て くだ さい . 
n 衝 』 と 入力 する と メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


次 の よう に 表示 され て 転送 が 行わ れ , 終了 する と メニ ュー 画面 に 戻り 
ます . 


* 玉 北米 北 転 送 ネネ ポポ 











コー ド 変 損 


[cdcnv.fh(PC-86801FH),cdcnv.mh(PC-6801MH)] 








Na 日 本 語 BASIC で は , 全角 文字 を シフ ト JIS コー ド で 扱い ます . つま り 関 数 の 引数 や , 文字 列 の 内 部 
形式 な ど が シン フ ト JIS ュー ド で 表現 され る わけ で す . し た が っ て , 全角 文字 を 含む ファ イル も , シフ ト 
JIS コー ド か ら 成 り 立 っ て いま す . 


日 本 語 を 扱う こと の で きる BASIC は , Na 日 本 語 BASIC の ほか に も い 
くつ か あり ます . し か し , それ ぞ れ の BASIC で 文字 列 の 表現 の 方 法 が 異 
な る た め , その まま で は フロ ッッ ピー ディ スク 上 の デー タフ ァイル を 共通 
に 使う こと が で きま せん . 

ュー ド 変 換 ニ ユー ティ リティ は , 次 の ペー ジ の 表 の 4 種類 の BASIC で 
作成 し た デー タフ ァイル に 含ま れる , 異な っ た 表現 の 全角 文字 を 互い に 
変換 し ます . 


ュー ドド 変換 エ ユーティ リティ は , デー タフ ァイル (シー ケン シャ ルフ ァ 
イル と ラン ダム ファ イル ), お よび アス キー セー ブ さ れ た プロ グラ ム 
ファ イル に 含ま れる 文字 列 を 変換 し ます . ベイ ナリ セー ブ さ れ た プロ グ 
ラム ファ イル や 機械 語 フ ァイル の 変換 は 行い ませ ん . 

各 BASIC で 文字 列 の 表現 が 異な る た め に , 次 の よう な 制限 が あり ま 
の 

@ Na 日 本 語 BASIC で は , 2 バイ ト の 半角 文字 , 士 角 文字 は 扱う こ 
と が で きま せん . この た め , 他 の BASIC で 作ら れ た ファ イル に こ 
の よう な 文字 が 含ま れ て いる と き は , Ng 日 本 語 BASIC 用 ファ イ 
ル で は 1 バイト の 半角 文字 (な り ま す (2 バ イト の 半角 ひら が な 
は , 1 ベイ ト の 半角 カタ カナ に な り ま す ). 

@ Na 日 本 語 BASIC で は , 日 本 語 モ ー ド で グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル を 
文字 列 中 に 含む こと と は で きま せん . 他 の BASIC の ファ イル に グ 
ラフ ィ ッ クシ ン ボ ル が 含ま れ て いる と き は , スペ ー ス に 変換 され 
ます . 

@ 次 ペー ジ の 表 の よう に 同じ 文字 列 を 表現 する 場合 で も , BASIC 
に よっ て 必要 な バイ ト 数 が 違い ます . し た が っ て , ラン ダム ファ 
イル を 変換 する と き は , フィ ー ル ド の 長 さ が 余っ た り , 足り な く 
な っ た り し ます . 足り な いと き は , 文字 列 は 途中 で 切れ て し まい 
ます . 
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BASIC 名 (発売 元 ) 


対象 機種 


全角 文字 の 表現 
( 例 と し て "AB 日 本 語 CD" を 16 進 数 で 表現 し た ) 


コー ド 変 換 エ ー テ ィ リ ティ で 扱え る 
ジロ ッ ビ ニー デ スン の クイ クシ 





Nss- 日 本 語 BASIC 
(日 本 電気 株 式 会 社 ) 


PC-8801MH 
PC-8801FH 
PC-8801mkIIMR 
PC-8801mkIEFR/ 
PC-8801mkIlss 用 


シフ ト JIS コー ド を 使う . 全角 文字 は 2 バイ ト , 半角 
文字 は 1 バイ ト て で 表現 され る . 
( 例 ) 


AlB 日 本 語 |C1D 
41|42|93FA |967B | 8CEA|43144 10 バ イト 





@5.25 イ ンチ 両面 高密 度 。 両面 倍 
富 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
(2HD, 2D) 

@ 8 イン チ 両 面 倍 密度 
フロ ッッ ピー ディスク 





Nis- 日 本 語 BASIC(86) 
(日 本 電気 株 式 会 社 ) 


PC-9800 シ リー ズ 
用 


JIS コ ー ド の 前 に KI( 漢 字 イ ン ), 後に KO( 漢 字 ア ウト ) 


を 付け る . 
C 
43 


( 例 ) 
14 バ イト 


語 


KO 





B KI 日 本 
4211B4B | 467C|4B5C 


386C |1B48 


@5.25 イ ンチ 両面 高密 度 

ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2HD) 
@5.25 イ ンチ 両面 倍 密 

ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2DD) 
@5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 

ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D) 
@ 8 イン チ 両 面 倍 密度 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 





8801 漢 字 BASIC 
(株 式 会 社 シ ステ ム ソ フ ト ) 


(8801 漢 字 BASIC は 株 式 
会 社 東海 クリ エイ ト と の 
協同 企画 商品 で す .) 


PC-8800 シ リー ズ 
用 


JIS コ ー ド の , 8 ビッ ト 日 と 16 ビ ッ ト 目 を ON に し た コ 
ー ド の 前 後に 漢字 イン , 漢字 アウ ト を 付け る . 2 バイ 
ト の 半角 文字 、1/4 角 文字 も 扱う こと が で きる . 


例 ) 
B 12 バ イト 


本 


語 
語 


KO| C 





CBDC| B8EC |7F |43 


@5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 

ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D) 
@ 8 インチ 両面 倍 密度 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 





Nss- 漢 字 BASIC 
(PC-8834 -2W(K)) 
(日 本 電気 株 式 会 社 ) 





PC-8800 シ リー ズ 
用 


]. コー ド 変 換 
ユー ティ リティ の 


ベター トド 
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A| BlKI| 日 
41|42| 7F| C6Fc 
上位 バイ ト の 順に 並べ , 前 


JIS コ ー ド を , 下位 バイ ト , 

に KI を 付け る . 2 バイ ト の 半角 ひら が な と , 1 バイ ト 
の 半角 文字 の 前 に は それ ぞ れ 特殊 な 制御 文字 ( 下 の 例 
の * の 文字 ) を 付け る . 

( 例 ) 


* glkil コ | 本 | 主 *|c| 
FD| 41| 42|FA|7c46 | 5c4B|6c38 13 バ イト 








@5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 

ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D) 
@ 8 インチ 両面 倍 密 度 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 








Na- 日 本 語 BASIC を スタ ー ト させ , "cdcnv . "を ロー ド し , 実行 し ま 


半 


load "cdcnv . て " tg 
run 9| 


し ば らく する と , メ 


ュー 画面 が 表示 され ます . 


第 フ 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


《( N88- 日 本 語 BAS 1 〇 コー ドコ ン バ ー タ 》) 

















本 語 BAS1C と 他 の 渓 字 選 AS 1 C の 間 の 日 本 語 コ ー ド 変換 を 行い きす 























880 1 漂 字 BAS1C > NN8G8- 日 本 語 BAS1IC 

IN86- 漂 字 BAS1C ーーーー> N88- 日 本 語 BAS1C 
。IN88- 日 本 語 BASIG(86G) 一 一 > N88- 日 本 語 BASIC 

4。N88- 日 本 語 BAS1C 一 一 一 > 880 1 河 字 BASTC 
。IN88- 日 本 語 BAS1C 一 一 一 > N88- 日 本 語 BASIC(86) 





ゃ 
< 








1 
6 
4 





(①!1 


と の 変換 を 行い ます か ? 目 


NN 





ロ メニ ュー の 選択 1. 5. の うち か ら , どの 変換 を 行う か を 選択 し て 番号 を 入力 し ます . 
ここ で は 「Ns 漢字 BASIC つ N。 日 本 語 BASIC」 を 例 に , 操作 手順 を 説明 

し て いき ます . 

2 


と 入力 する と , 次 の よう に 表示 され ます . 


だ け を 入力 する と 終了 し ます . 


避 漂 字 BAS1Cーー> IN88 日 本 語 BASIC 


Ng 漢字 BAS 1 〇 の ドラ イブ 番号 は ? 
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ロ デー タ の 変換 元 の ここ で , 変換 され る デー タフ ァイル の 入っ て いる ドラ イブ 番号 を 入力 
ドラ イブ 番号 の 指 し ます . ここ で は ドラ イブ 1 に Na 漢字 BASIC の ファ イル が 入っ て いる 
と 想定 

















定 想定 し ます 
i 《 避 
と 入力 し ます . 
玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 
PC-8801MH の 場合 の み …… 
ネ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 
1. で 3. を 選ん だ と き は , この 後 , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ 
プ を 指定 し ます . 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ は 80, 2:20D。3:gHD) ? 自 
に 対し て 13 の 番号 を 入力 し て くだ さい . 
| 変換 し た デー タ の 次 に , 変換 され た ファ イル を 転送 する 先 の ドラ イブ 番号 を 答え ます . 
転送 先 の ドラ イブ 
番号 の 指定 


N88- 日 本 語 BAS 1 C の ドラ イブ 番号 は ? 自 











ここ で は , 


2 9 


と 入力 し ます . 


玉 玉 未来 玉 玉 末 球 素 玉 呈 玉 来 来 玉 味 玉水 涼 
PC-8801MH の 場合 の み …… 
ネネ ネネ ポポ ネネ ポ ネ ポポ ネ ポポ ポポ ポポ ポポ ネネ ネギ 
転送 する 先 の ドラ イブ 番号 は , も と に な る ファ イル の 入っ て 
いる ドラ イブ 番号 と は 違う 番号 を 指定 し な けれ ば な り ま せ 
ん . 
そし て , 1. で 5. を 選ん だ と き は , この 後 , フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク の タイ プ を 指定 し ます . 
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第 フ 章 日 本 語 ユ コー ティ リティ 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ は (1: 呈 2:200, 3:2HD) 7 自 











に 対し て 1 て 3 の 番号 を 入力 し て くだ さい . 


ネネ 氷水 氷 氷 氷 氷 氷 氷 氷 ポ 氷 氷 氷 氷 玉 ネ 
PC-8801FH の 場合 の み …… 

ポポ ポポ ポポ 玉 氷 玉 氷 氷 玉 玉 玉 玉 玉 氷 氷 玉 玉 

転送 の も と に な る ファ イル が 入っ て いる の と 同じ ドラ イブ 番 
与 を 指定 する と , 5. の と き に (この 例 で は ドラ イブ 1) 変 換 さ 

れ て で きる ファ イル の ファ イル 名 も 聞い て きま す . 

つま り , 同じ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に , 文字 表現 の 異な る 2 つ 
の デー タフ ァイル を 持つ こと に な り ま す . 


ロ . 変換 する デー タ ドラ イブ 1 に 書き 込ま れ て いる すべ て の ファ イル 名 が 表示 され , この 
ファ イル の 選択 中 か ら ど の デー タフ ァイル を 変換 し た いか を 聞い て きま す . 


IN88- 河 字 BAS 1Cーー> N88- 日 本 語 BAS1C 


人 海老 』 10 6。 | 19 5 
0 6 全 TT'R NINETE CE 90 0 
435C 





変換 する ファ イル 名 : 


IOS 還 oo ii ii ii 





ファ イル 名 を , た と えば 


data1. dat 


の よう 人 入力 し ます . 
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BASIC に よっ て は , ファ イル 名 に 全角 文字 を 使用 で き な い 
場合 が あり ます か らち 注意 し て くだ さい . 
また , ドラ イブ 1 に Ns 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク が 
セッ ト さ れ て いな いと , 全角 文字 の 入力 は で きま せん . 
ュー ド 変 換 の 対象 と な る ファ イル は , 半角 文字 で ファ イル 名 
を 付け る こと を お 和 勧め し ます . 


B. ラン ダム ファ イル 次 
の 変換 





ラン ダム ファ イル で すか (Y ン ノン N) 7 自 











と 聞い て きま す . ラン ダム ファ イル を 変換 する 場合 は , 
y 
と 入力 し ます . 
注意 シー ケン シャ ルフ ァイル (プロ グラ ム を アス キー セー ブ し た 


ファ イル ゃ 含む ) の 場合 は n と 入力 し ます . 


フ . フィ ー ル ド の 指定 ラン ダム ファ イル の 場合 は , フィ ー ル ド が どの よう に 指定 され て いる 
デー タ で ある か を 答え る 必要 が あり ます . 














に 対し て , コー ド 変 換 を し た い 文 字 の 部 分 の フィ ー ル ド の 長 さ と , 数 値 
の 部 分 と に 区 別して , た と えば 次 の よう に 指定 し ます . 


C30, N10, C40, N12 4g 








文字 列 が それ ぞ れ 数 値 が それ ぞ れ 1I0 バ イト , 
30 バ イト , 40 バ イ 12 バ イト の 長 さ で フィ ー ル 


ト の 長 さ で フィ ー ド 設定 され て いる こと を 示 
ルド 設定 され て い す . 
る こと を 示す . 
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e 記 





第 フ 章 日 本 語 ユ ー テ ィ リ ティ 


図示 する と , 次 の よう に な り ま す . 


1 レコ ー ド 





10 バ イト 12 バ イト 


。 還 還 。 。 回 還 攻 5 





変換 され な い . 
変換 に よっ て , 文字 列 の 長 さ が 変 わり 
ます が , 指定 され た 長 さ の フィ ー ル ド 
内 で 左 に つめ て , フィ ー ル ド に 格納 さ 
れ ま す . 足り な い 場 合 は 途中 で 切れ ま 
す . 


変換 を 始め て よい か どう か 確認 を 求め て きま す . 


FBAS 1TCーー> N88- 日 本 語 BASIC 


1:data1.dat ーー-- う 8 idata1.dat 


ラン ダム ファ イル 


FIELD: C38」N18,C48」N12 


変換 し ます か (Y ン N) ? 自 


| losd 回 。 = =。〈。〈 回 。 = 。 。 固 。 。 。 較 中 上 Il 


y 
と 入力 する と , 変換 が 始ま り ま す . 


n と 入力 する と , メニ ュー 画面 に 戻り ます . 


変換 中 は , 次 の 例 の よう に メッ セー ジ が 表示 され ます . 
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INN88- 漂 字 BAS 1 ビーー> IN88- 日 本 語 BA IO 


変換 する ファ イル は 全部 で 5 し レコード あり ます 
現在 2 レコ ー ド が 変換 済み で す 





変 換 中 で す 


に losd ド 回 。 。 加 。 四 還 下 上 





ファ イル に , グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル や , 2 ベイト で 表 さ れ て いる 半角 
文字 (本 角 文 字 ) が あっ た 場合 , 次 の よう な 辻 告 を 表示 し ます . 


ファ イル に ら バ イト 系 の 半角 文字 が あり ます 。 1 バイ ト 系 の 文字 に 変換 し まし た 
ファ イル に バイ ト 系 の 1 4 角 文 字 が あり ます 。 1 バイ ト 系 の 文字 に 変換 し まし た 
ファ イル に グラ フィ ッ ク 文 字 が あり ます 。 空 晶 に 変換 し まし た 








Nar 日 本 語 BASIC で は , 2 バイト で 表 さ れる 半角 文字 や 本 角 
文字 は 使用 で きま せん . 
また , 日 本 語 モ ー ド で は グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル は 扱え ませ ん 
か ら , それ ぞ れ 次 の よう に 変換 され ます . 





1 バイト の 半角 文字 
1 バイト の 半角 文字 
スペ ー ス 


2 ベイ ト の 半角 文字 
2 ベイ ト の + 角 文字 


グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル 








変換 が 終わ る と 次 の よう に 表示 され ます . 人 ②M を 押す と メニ ュー 画 
面 に 戻り ます . 





秋 換 は 終了 し まし た 
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Nmg-BASIO/Nee- 日 本 語 BAGID は , グラ フィ ッ ク や 文字 の 表示 
能力 を , 画面 モー ド に よっ て 変え る こと が で きま す . で すか ら ユ ー 
ザ は その 時 々 に 応じ て , 最適 な 画面 モー ド を 選択 する こと が で きま 
す . 

この 章 で は この 各 画 面 モ ー ド ご と の 特性 , お よび 注意 事項 を 解説 し 
て いき ます . 














画面 モー ド の 種類 こ 癌 画面 
モー ド の 特色 





] . 画面 モー ド の 意味 ここ で いう 画面 モー ド と は , ドッ トグラフ ィ ッ クス の 分 解 能 , 白黒 
モー ド か カラ ー モ ー ド 上 で 文字 を 表示 する テキ スト 画面 の 表示 桁 数 な ど 
画面 に 対す る 操作 の すべ て を 含む も の で す . 
Ns-BASIC/N。 日 本 語 BASIC は , この 画面 モー ド を 必要 に 応じ て 選 
ぶ こ と が で きま す . 





ロ 画面 モー ド の 種類 Ns-BASIC/N。- 日 本 語 BASIC は , 次 の 5 つの 画面 モー ド を 持っ て い 
ます . 


< 画面 モー ド 一 覧 > 


画面 モー ド | パラメータ | 解 像 度 使用 で きる 画面 設定 方 法 





ヨコ タテ | ・ テ キス ト X 1 
が の 640 x 200 | ・ カ ラー クラ フィ ッ ク x 1 | PCFEEN 0 
シン ボル 


モー ド ・ テ キス ト 
640X200 | 自 県 グラ フィ ッ ク 3 SCREEN 1 








・ テ キス ト x 1 
640 X 400 EEN 2 
・ 白 黒 ク ラフ ィ ッ ク 1 の 


・ テ チキ スト と カラ ー ク ラフ 
X 200 0 
9 ィ ッ ク 業 用 画面 x1lYPPEN3 


・ テ キス ト と グラ フィ ッ ク 
640 X 400 か こさ SCREEN 4 
兼用 の 白黒 画面 X 1 








日 本 語 モ ー ド ーー 

















(た だ し 画面 モー ド 2, 4 は, 専用 高 解像度 ディ スプ レイ が 接続 され て 
いる と きのみ 使用 で きま す .) 

また 観点 を 変え て, グラ フィ ッ ク 表 示 が カラ ー で 行え る か 否 か , 並び 
に 使用 し て いる BASIC の 種類 に よっ て 分 類する と , 次 の よう に な り ま 
す . 


日 時 モード カラー モ ー ド 





SCREEN 1 SCREEN 0 
ヨコ タテ (Nss- BASIC) (Nss- BASIC) 
640 X 200 SCREEN 3 


(Nss- 日 本 語 BASIC) 





SCREEN 2 
ヨコ タテ (Nss- BASIC) 
640 X 400 SCREEN 4 
(Nss- 日 本 語 BASIC) 
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4. 台 国 面 モー ド の 


ら . 
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画面 モー ド の 
設定 万 法 


特色 


BASIC で 
使用 可能 な 
画面 モー ド 


5 つの 画面 モー ド の うち , どれ か 特定 の も の を 選択 したい 場 合 は , 前 
ペー ジ 画 面 モ ー ド 一 覧 の 右端 に 示し た よう に , SCREEN 文 で 設定 し ま 
す . 

な お , 初期 設定 は Ns.BASIC で は 画面 モー ド 0 SCREEN 0), Na 日 
本 請 BASIC に お いて は , 接続 され て いる ディ スプ レイ の 人 解像度 に より , 
画面 モー ド 3 (SCREEN 3), ある い は 画面 モー ド 4 SCREEN 4) の い ず 
れ か を 選び ます . これ を 図示 する と 次 の と お り で す . 










標準 ディ スプ レイ 
Nss- BASIC モー ド 0 (SCREEN 0) 
Nss- 日 本 語 BASIC | モー ド 3 (SCREEN 3) 


高 解像度 ディ スプ レイ 
モー ド 0 (SCREEN 0 ) 
モー ド 4 (SCREEN 4) 






















画面 モー ド 0…… この モー ド は , 640X200 ド ッ ト の 解像度 を 持ち , カ 
ラー グラ フィ ッ ク 表 示 が 行え を ます . また , テキ スト 画 
面 と グラ フィ ッ ク 画 面 が 分 か れ て いる の で , それ ぞ れ 
を 独立 し て 操作 する こと が で きま す . 

画面 モー ド 1 …… この モー ド は , テキ スト 画面 と は 別に グラ フィ ッ ク 画 
面 を 白黒 3 画面 分 持ち , 任意 の 複数 の グラ フィ ッ ク 画 
面 を 合成 , 表示 する こと が で きま す . また , テキ スト 
画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 が 分 か れ て いる の で , それ ぞ 
れ 独 立 に 操作 する こと が で きま す . 

画面 モー ド 2 …… この モー ド は , 640X400 ド ッ ト の 高 解像度 白黒 グラ 
フィ ッ ク 表 示 が 行え ます . また , テキ スト 画面 と グラ 
フィ ッ ク 画 面 が 分 か れ て いる の で , それ ぞ れ 独立 に 操 
作 す る こと が で きま す . 

画面 モー ド 3…… この モー ド は 640X200 ド ッ ト の 解像度 を 持ち , カラ ー 
グラ フィ ッ ク 表 示 が 行え を ます . モー ド 0 と の 違い は , 
日 本 語 表 示 が 行え る 代わ り に , テキ スト 画面 と グラ 
フィ ッ ク 画 面 と が 分 離 , 独立 し て いな い 点 で す . 

画面 モー ド 4 …… この モー ド で は , 640xX400 ド ッ ト の 高 解像度 白黒 グラ 
フィ ッ ク 表 示 が 行え を ます . モー ド 2 と の 違い は , 日 本 
語 表 示 が 行え る 代わ り に , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ 
ク 画 面 と が 分 離 , 独立 し て いな い 点 で す . 


Ns-BASIC で は , 画面 モー ド 0, 1, 2 の 3 種 が 使え ます (画面 モー ド 
3, 4 は 使え ませ ん ). 
Ng- 日 本 語 BASIC で は , 5 種 す べ て の 画面 モー ド が 使え ます . 


画面 モー ド 0, 1 , 己 の 表示 








] . 画面 構成 これ ら の モー ド は , テキ スト と グラ フィ ッ ク と いう 2 つの 画面 を 持っ 
て いま す . テキ スト 画面 と いう の は 文字 を 表示 する と き に 使う も の で , 
スク リー ン エ ディ タ よ り 入 力 し た 文字 や プロ グラ ム を 表示 する と き に 使 
いま す . 一 方 , グラ フィ ッ ク 画 面 は CIRCLE や LINE 等 の グラ フィ ッ ク 
ュ マ ンド を 実行 し た と き に 使う 画面 で す . な お , この 2 つの 画面 は 
Ns-BASIC/Ns- 日 本 語 BASIC の 内 部 的 な も の で , ディ スプ レイ に は 両 
画面 を 還 ね た も の が 表示 され ます . 





テキ スト 画面 グラ フィ ッ ク 画 面 


ABC 





Ns-BASIC/N。- 日 本 語 BASIC で は , この 2 つの 画面 は 完全 に 独立 し 
て いま す . その うえ 画面 ど と に モー ド を 切り 替え る 命令 が か ある の で , 画 
面 どう し の 影響 は あり ませ ん . 

以下 に , テキ スト 画面 , グラフィック 画面 の 順に , それ ぞ れ の 特性 を 
ご 紹介 し ます . 


己 . テキ スト 画面 (1) 表示 桁 数 の 指定 
テキ スト 画面 の 表示 文字 数 は 横 80 桁 か 40 桁 で , 縦 20 行 か 25 行 を 選択 
で きま す . 
これ ら の 設定 は WIDTH 文 を 使っ て 行い ます . な お NmBASIC の 立 
ち 上 げ 時 に は 80 桁 X20 行 に 設定 され ます . 
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表示 文字 数 ( 横 メ 縦 ) 
WIDTH 40,20 40X20 








WIDTH 80.20 | 80X20 
WIDTH 40.25 40x25 
WIDTH 80,25 80x25 











テキ スト 画面 






80 も し く は 40 桁 


PRINT "| LOVE YOU" 
BEEP 
120 END 










20 も し く は 
25 行 





(2) スク ロー ル 
また , Ns-BASIC 画 面 モ ー ド 0, 1, 2 で は テキ スト 画面 の スク ロー ル 


範囲 も 設定 で きま す . 

スク ロー ル と は , 画面 が 文字 で いっ ぱい に な っ た と き に 行わ れる 画 
面 送 り の こと で , CONSOLE 命 令 で 設定 し ます . な お , この スク ロー 
ル 範 囲 は , 特に 指定 の な いと き は 初期 値 と し て テキ スト 画面 の すべ て 
の 行 を と り ま す . 









スク ロー ル 範 囲 を 
CONSOLE で 設定 


(3) 白黒 プ カ ラ ー モ ー ド の 選択 
文字 の 表示 の 仕方 は CONSOLE 文 を 使い , 白黒 モー ド プ カラ ー モ ー 
ド の 選択 が で きま す . 
この と き の 表示 指定 (アト リピ ビ ュー ト 指 定 ) は COLOR 文 を 使い , 1 
文字 ご と に 表示 色 や 点滅 表示 の 有無 を 指定 し ます . また , すでに 表示 
し た 文字 に つい て は , COLOR @ 命 令 を 使 2 こ と に より 領域 ど と に 表 
示 の 変更 が で きま す . 
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d. グラ フィ ッ ク 画 面 


碧 黒 モー ド 2 ト 


指定 方 法 CONSOLE, , ,0 CONSOLE, , ,1 








COLOR 文 0 - ノ ー マ ル (通常 の 表示 ) 
第 1 パラ メー タ | 1- シ ー ク レッ ト 
お よび (文字 を 表示 し な い ) 
COLOR@ 文 2 - ブ プリ ンク (点滅 する ) 


第 3 パラ メー タ | 3 - ブ リン クシ ー ク レッ ト (1 と 同じ ) 
の 意味 4 - リ バー ス (反転 する ) 
- リ バー スシ ー ク レッ ト 
(反転 し て 文字 は 表示 され な い ) 
6- リ バー スプ ブリ ンク 
(反転 し て 点滅 する ) 
- リ バー スプ リン クシ ー ク レッ ト 
(5 と 同じ ) 








(1) 画面 モー ド 0 の 場合 
カラ ー モ ー ド で は , 640X200( ヨ ュ メ タテ ) ド ッ ト 構 成 の 画面 を 1 つ 
持っ て いま す . この 画面 で は 各 ド ッ ト ご と に 人 色 指定 が 行え , 通常 は 8 
色 , NEW CMD を 実行 し 拡張 命令 を 使用 すれ ば , 512 色 の 中 より 選ん 
だ 8 色 を 表示 し ます . な お , 表示 色 の 詳し い 説 明 は 本 書 第 10 章 で 行い 
ます . 
(2) 画面 モー ド 1 の 場合 
この モー ド は 640X200 ド ッ ト の 白黒 画面 を 3 ペー ジ 持 っ て いま す . 
な お , グラ フィ ッ ク 画 面 に は , 各 ペ ー ジ を 自由 に 組み 合わ せ た 表示 が 
で きま す . 
これ ら の ペー ジ の 制御 は SCREEN 命令 を 使い , その 第 3 , 第 4 パラ 
メー タ で アク ティ ブ ペ ー ジ と ディ スプ レイ ペー ジ を 設定 し ます . アク 
ティ ブ ペ ー ジ と は , グラ フィ ッ ク 命 令 に より 描画 を 行う ペー ジ の こと 
で , ディ スプ レイ ペー ジ と は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 を 行う ペー ジ 
の こと で す . ] 


クラ フィ ツク グ 沿 全 る 行う ター ジ 【 ブ レー シン ) を の の の の ペー で 者 寺 


(846 xsoo) (640 xzoo) (@40x266) 


に ンコ 
ーー へ 
に の 


ディ スプ レイ ペー ジ 
の 指定 


全 プ レー ン プレ ー ン 1 プレ ー ン 2 の プレ ー ン 3 6 ン 1 の を 1 


表示 し な い 


jp し た ン 3 プレ ニ ン 3 テレ エニ 


皿 中 連 困 脇 双 能 
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(3) 画面 モー ド 2 の 場合 
640X400 ド ッ ト の 白黒 画面 を 1 ペー ジ 持つ モー ド で す . 


プレ ー ン 1 


に プレ ー ン 3 
640X400 ブレーン 2 





* 使 わな い 


専用 ディ スプ レイ モー ド 


画面 の 構成 は 図 の よう に , 640X200 白 黒 モ ー ド の と き の プ レー ン 1 
と プレ ー ン 2 が 2 つ 上 下 に つなが っ た 形 と な っ て いま す . この モー ド 
で は プレ ー ン 3 は 使い ませ ん . 

た だ し , この モー ド は 専用 高 解像度 ディ スプ レイ を 使用 し た と き の 
み 設 定 可 能 と な り ま す . 





1 . 画面 構成 





画面 モー ド ヨ , の 表示 





画面 モー ド 3, 4 で は , 日 本 語 処理 を 行え を ます が , モー ド 0, 1, 2 と 暴 
な り テ キス ト 画 面 を 持っ て いま せん . この と き , テキ スト は グラ フォ ィ ッ 
ク 画 面 に , 点 や 線 の グラ フィ ッ ク と 一 緒 に 表示 され ます . これ は , 文字 
と グラ フィ ッ ク は 相互 に 影響 し あう こと を 意味 し ます . で すか ら , 同じ 
場所 に 文字 と グラ フィ ッ ク を 表示 し た と き に は , 上 書き が 行わ れ て 最初 
に 書か れ た 方 は 消え る の で , 注意 が 必要 で す . 


モー ド 0, 1, 2 の 画面 構成 


グラ フィ ッ ク 画 面 





グラ フィ ッ ク 画 面 
| め 5 う テ キス ト 画 面 J 
グラ フィ ッ ク 画 面 を 兼ね て いる . 






ディ スプ レイ 画面 
ノ (実際 の 表示 ) 


この と き , テキ スト 画面 の 機能 は グラ フィ ッ ク 画 面 に 引き 継が れ ま 
す . これ を 図 に 示す と 次 ペー ジ の よう に な り ま す . 
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モー ド 0, 1, 2 
グラ フィ ッ ク 画 面 


グラ フィ ッ ク 命 令 


LINE 
CIRCLE 9 


WIDTH 









テキ スト 命令 


WIDTH 人 E ら に 


CONSOLE 


スク ロー ル 部 囲 を 
CONSOLE で 設定 


* ニ 計 スス 、 ス 、 
グラ フィ ッ ク 命 令 WIDTH 
LINE で 設定 
スク ロー ル 範 囲 を 
EE CONSOLE で 設定 


WIDTH 
で 設定 


テキ スト 命令 
WIDTH 
CONSOLE 


テキ スト の 表示 0) 


②) 


画面 モー ド 3 
この モー ド で は , 次 の 範囲 内 で 表示 文字 数 を 設定 する ほか は モー ド 
0 と 同じ で す が , 半角 文字 モー ド と 全角 文字 モー ド で は 表示 文字 数 が 


異な り ま す ( 全 角 文 字 モ ー ド ー 半 角 文 字 モ ー ド x 2). 


表 示 文 宇 数 
全角 文字 モー ド | 半角 文字 モー ド 
WIDTH 40, 10 20x10 40 x10 











WIDTH 40, 12 20 x12 40 x12 





WIDTH 80, 10 40X10 80x10 
WIDTH 80, 12 40x12 80 メ 12 














画面 モー ド 4 
この モー ド は 白黒 画面 で す が , 最大 40 桁 X25 行 (ヨコ メタ テ ) の 範囲 
内 で , 日 本 語 表 示 を 行い ます . 


表 。 迄 入 キ 数 
| で ーR 半角 文字 モー ド 
WIDTH 40, 20 20x20 40x20 











WIDTH 80, 20 | 40X20 80x20 
WIDTH 40, 25 20x25 40X25 
WIDTH 80, 25 40X25 80x25 
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グラ フィ ッ ク の 表示 (1) 画面 モー ド 3 の 場合 
この モー ド は , 画面 モー ド 0 と 

















の 構成 の 画面 を 1 つ 持 っ て いま す . 





司 様 に 640X200( ヨ コメ タテ ) ド ッ ト 


この 画面 で は 各 ド ッ ト ご と に 色 指 定 が 行え , 通常 は 8 色 , NEW 
CMD を 実行 し 拡張 命令 を 使用 すれ ば , 512 色 の 中 より 選ん だ 8 色 を 表 
示し ます . な お , 表示 色 の 詳し い 説明 は 本 書 第 10 章 で 行い ます . 


640 ド ッ ト 














(2) 画面 モー ド 4 の 場合 


この モー ド は 画面 モー ド 2 と 同様 に , 640xX400( ヨ コ ュ メ タテ ) ド ッ ト 
の 白黒 画面 1 ペー ジ よ り 構 成 さ れ ま す . 


640 ド ッ ト 
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グラ フィ ックス 





Nam-BASIO は 本 格 的 な グラ フィ ッ ク 処 理 を 実現 する た め に ., 仮想 
描画 空間 こい う 概 念 を 導入 し て いま す . これ は , コン ピュ ー タ シス 
テム に ワー ルド 空間 と いう 仮想 の 描画 空間 を 設け , ここ に グラ フィ 
ッ ク を 行 お うと いう も の で す . 描か れ た グラ フィ ッ ク は Nss-BASIO 
に より グラ フィ ッ ク 画 面 へ 変換 表示 が 行わ れ ま す . これ に より , 
ワー ルド 空間 に 描い た グラ フィ ッ ク を 任意 に 拡大 , 縮小 , 移動 表示 
する こと が 実現 し まし た . 











座標 系 の 概要 








] . 座標 系 の 種類 と Ns-BASIC/Nsr 日 本 語 BASIC は , 文字 の 位置 指定 の た め の 座 標 系 と , 
円 し 4 に 3 
各 座 標 系 の 関係 グラ フィ ッ ク 描 画 の た め の 座 標 系 の 2 つの 座標 系 を 備え て いま す . 
り マ 4 に 3 \ 


前 者 を , キャ ラク タ 座 標 系 と いい ます . 

後者 を , グラ フィ ッ ク 座 標 系 と いい ます . 

グラ フォ ィ ッ ク 座 標 系 は , さら に スク リー ン 座 標 系 と ワー ルド 座標 系 と 
いう 2 つの 座標 系 を 持っ て いま す . 

各 座 標 系 の 関係 は , 概念 的 に 図 直 すれ ば 次 の と お り で す . 





ウィ ンド ウ 











(0. 1.70141E+38) 


2 


ワー ルド 空間 
・ ワ ー ル ド 座 標 系 を 使用 


テキ スト 画面 





(00) 座標 系 を 使用 





(1.70141E+38.0) 


(0.24) 


ピュ ー ポ ボート 
・ ス クリ ー ン 座標 系 を 使用 
(0.0) 


GA 
し 








面 
・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 系 を 使用 


(639.399) ディ スプ レイ 画面 


ラ ーーー テ 画面 に 隊 で す . 座標 の 1 点 は 
ら 名 座標 系 の 機能 キャ ラク タ 座 標 系 テキ スト 画面 に 存在 する 座標 で す . 座標 
1 キャ ラク タ ( キ ー ボ ー ド を 打っ て 出る 文字 の こ 
と ) に 対応 し ます . 


グラ フィ ッ ク 座 標 系 一 グラ フィ ッ ク 画 面 に 存在 する 座標 で す . 座標 の 1 
点 は ディ スプ レイ 上 の ドッ ト 人 対応 し て いま す . 
BASIC が 設定 し た 架空 の 座標 で す . ほとん どの 
グラ フィ ッ ク 命 令 は この 座標 系 に 対し て 働き ま 
す . 
スク リー ン 座 標 系 一 一 ビュ ー ポ ボート を グラ フィ ッ ク 画 面 に 設定 し た と 
き , ビュ ー ポ ボー ト 内 に 存在 する 座標 で す . 
※ オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 は , ディ スプ レ 





ワー ルド 座標 系 
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イ 画 面 の すべ て を ビュ ー ポ ー ト と 考え た と き の 
スク リー ン 座 標 系 . 


コ . 問 座標 系 に 有効 な 座標 
BASIO 症 令 
叩 
キャ ラク タ 座 標 系 グラ フィ ッ ク 座 標 系 
・LOCATE 
ワー ルド 座標 系 スク リー ン 座 標 系 
WINDOW GET@ 
PSET PUT@ 
PRESET POINT (関数 ) 
LINE ※ オ リ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 に 
CIRGIE 対し て 働く も の 
PAINT VIEW 
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将 座標 系 の サイ ズ 





] . キャ ラク タ 座 標 系 キャ ラク タ 座 標 系 は , テキ スト 画面 に 展開 され る 座標 系 で す . 
WIDTH 文 に よる 表示 桁 , 行 数 の 設定 に 従い , キャ ラク タ 座 標 系 の 大 き 
さ は 変動 し ます . た と えば 80x25 の 文字 数 を 設定 し た 場合 , 座標 の 位 軒 
は 次 の 図 の よう に な り ま す . 


(00) ーーーーーーー (79.0) 


キャ ラク タ 座 標 系 





(0,.24) 80x25 設 定時 の 座標 系 


また , SCREEN 2 に お いて 40x20 の 文字 数 を 設定 し た 場合 は , 次 の よ 
うら に な り ま す . 


(0.0) 一 一 ーーーーー (39.0) 


キャ ラク タ 座 標 系 





(0.19) 40X20 設 定時 の 座標 系 


グラ フィ ッ ク 座 標 系 グラ フィ ッ ク 座 標 系 は グラ フィック 画面 に 展開 され る 座標 系 で す . 
画面 モー ド 0, 1, 3( 解 像 度 640X2000 の と き は , カラ ー, 白黒 を 問わ ず 
次 の よう に な り ま す . 


(0.0) 一 一 ーー 一 (639,0) 


(0,199) 
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また , 画面 モー ド 2 , 4 (解像度 640X4000 の と き は , 次 の よう に な り 


ます . 
(0.0) ーーーーーー (639.0) 
(0,399) 
コ . ワー ルド 座標 系 ワー ルド 座標 系 と は , ユー ザ が 使う こと の で きる 最大 の 座標 系 で あ 


り , BASIC が 設定 し た 架空 の 座標 で す . その 大 き さ は , 縦 ・ 横 と も 
ー1.70141E 十 38 て 1.70141E 十 38 まで 許さ れ て いて , 負 の 領域 座標 も 表現 
する こと が で きま す . 

た だ し , 水平 方 向 の 幅 (WX。 一 WX」) お よび 垂直 方 向 の 幅 (WY。 一 WY,) 
は 1.70141E 十 38 を 超え て は な り ま せん . 点 を 打つ (PSET), 線 を 引 
く (LINE) な どの グラ フィ ッ ク 命 令 の ほとん ど は , こと の ワー ルド 座標 系 
に 対し て 働き ます . 


ーy 1.70141E38 






ご 
ー1.70141E38 1.70141E38 
y 1.70141E38 
4. スク リー ン 座 標 系 ビュ ー ボ ポー ト を 設定 し た と き , ビュ ー ポ ー ト 内 に 存在 する 座標 で す . 


詳し く は , 次 節 「 ウ ィ ン ド ウ と ビュ ー ボ ポー ト ]」 の 中 で 述べ ます . 
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. ビュ ー ポ ー ト 





ウィ ンド ウ と ビュ ー ホ ポー ト 





ワー ルド 座標 系 は も と も と 架空 の も ゃ の で あり , 我々 が 実際 に 見 る こと 
の で きる 座標 は あく まで スク リー ン 座 標 な の で す . 

し た が っ て ユー ザ は , ワー ルド 座標 系 の 中 か ら 任意 の 領域 を 指定 し , 
スク リー ン 座 標 上 に 表示 領域 と し て 割り 当て な けれ ば な り ま せん . 
Ns-BASIC で この 操作 を し て いる の が 後述 する "WINDOW" 命令 で あ 
り , この 指定 され た ワー ルド 座標 上 の 領域 の こと を ウィ ンド ウ ( の ぞ き 
窓 ) と 呼び ます . 次 の 図 で は , ワー ルド 座標 系 の (一 1000, 一 1000) か ら 
(1000, 1000) の 領域 を ウィ ンド ウ と し て いま す . 


ワー ルド 空間 (座標 系 ) 
(wy1,wy1) 






(wx2,wy2) 


Ns-BASIC で は ウィ ンド ウ と は 別に "ビュ ー ポ ー ト "を 設定 する こと 
が で きま す . 

ウィ ンド ウ は ワー ルド 座標 系 に お ける 表示 領域 の 設定 で あっ た わけ で 
す が , この ビュ ー ポ ボー ト は , ディ スプ レイ 画面 上 に お ける 表示 領域 の 設 
定 で す . この 操作 は , 後述 する "VIEW" 命令 に よっ て 行わ れ ま す . 

次 の 図 は , ウィ ンド ウゥ ウ と ビュ ー ポ ー ト の 関係 で す . 


151 


(wx1,wy1) ワー ルド 座標 






(1000, 一 1000) 


ウィ ンド ウ 
スク リー ン 座 標 
(0.0) 
(1000,1000) 
(wx2,wy2) 





(639,199) 


この 図 で は ワー ルド 座標 系 の (一 1000, 一 1000) か ら (1000, 1000) の 領 
域 を ウィ ンド ウ と し , スク リー ン 座 標 系 の (200, 50) か ら (400, 150) と い 
う 対角線 を 持つ 四角 形 を ビ ょ ュー ポ ー ト に 設定 し て いま す . 

この よう に ビュ ー ボ ポー ト と は , ディ スプ レイ 画面 上 で 見 る こと の で き 
る 領域 な の で す . 一 度 ビ ュー ポー ト を 設定 する と , その 外側 の グラ 
フィ ッ ク 画 面 に は , いっ さい 表示 され る こと こと は あり ませ ん . し た が っ 
て , ビュ ー ポ ボー ト を 設定 する と いう こと は ディ スプ レイ 画面 の 使用 領域 
を 設定 する の と 同じ と 考え る こと も で きま す . 


表示 され な い 





この ビュ ー ポ ー ト 内 の 座標 系 が , さき ほど 紹介 し た スク リー ン 座 標 系 
な の で す . スク リー ン 座 標 系 と は ビュ ー ポ ー ト の 中 に の み 存 在 す る も の 
で , この 座標 系 の 各 点 は ディ スプ レイ 画面 の 1 ドッ ト に 対応 し て いま 
す . これ は あく まで 物理 的 な 意味 の 座標 系 で あり , 前 記し た ワー ルド 座 
標 と は 異な り ま す . この 座標 系 で は , ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 が 必ず 
原点 (0, 0 ) に 設定 され , そこ か ら 画 面 上 の 各 ド ッ ト を 座標 の 1 点 と し て 
物理 的 に 展開 され ます . 

次 の 図 は ディ スプ レイ 画面 上 の 異な る 位置 に 同じ 大 き さ の ビュ ー ボ ポー 
ト を 設定 し た 例 で す . この 場合 , 2 つの ビュ ー ポ ー ト 内 の スク リー ン 座 
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紀 . サン ブル プロ グラ ム 
(ウィ ンド ウ と ビュ ー 
ポー ト の 使い 方) 


第 9 章 プラ フィ ックス 
標 系 は 全く 等 価 と な り ま す . 


オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 スク リー ン 座 標 系 
(0.0) 







(320,50) 


(200,100) 


(639.199) 
オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 スク リー ン 座 標 系 


(00) 


(0.0) 





(300,110) (200,100) 





(639,199) 


この ビュ ー ポ ー ト 内 に 展開 され る スク リー ン 座 標 系 の 中 で , 初期 状態 
に お ける ディ スプ レイ 画面 全体 を ビュ ょ ー ポ ー ト と し た 場合 の 座標 系 を 特 
に オリ ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 系 と 呼ぶ こと に し ます . し た が っ て , オリ 
ジ ナ ルス クリ ー ン 座標 と は , 画面 の 物理 的 な 座標 系 と いう こと に な り ま 
す ( た と えば , 640X200 の 分 解 能 の 画面 で は , (0 , 0) 一 (639, 199) の 座 
水系 と な り ま す ). 


ここ で は , ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ボー ト の 概念 を 具体 的 に 目 で 見 て 理解 
し て いた だ くだ た め に , 全く 同一 の グラ フ を 表示 する サブ ルー チン を 題材 
に 説明 し ます . これ は 4 象限 の 直交 座標 に "Y= ニ X", "Y ニ ー2※X 二 15", 
"Y ニ X 玉 X/50 一 30" の 関数 を グラ フ 表 示す る も の で す . 
(1) ビュ ー ポ ー ト の 概念 を 取り 入れ た サン プル プロ グラ ム 
次 ペー ジ の VIEW サン プル プロ グラ ム は , ウィ ンド ウ を 固定 し て お 
き (160 行 ) ビ ュー ポー ト の 大 き さ を 変化 させ な が ら , さき ほど の グラ 
フ 表 示 サ ブ プルー チン (270 行 以降 ) を 呼ん で いま す . 実行 結果 は , グラ フ 
その も の の 形状 お よび 情報 は その まま で , 表示 され る 領域 の 大 き さ だ 
けが 変化 し て いま す . 
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1 の の 
119 の 
129 の 
139 の 
1 4 の 
159 の 
169 
17 の 
189@ 
199 の 


2 の の 
21 の 
229 の 
239 の 
2 4 の 
259 
26 め 9 
27 の 
289 
29 の 
3 の の 
319 
329 の 
339 の 
4 の 





"ーー VIEW サン フ " ル ファ アロ グラ ム  -- 


DEFINT A-Z 

wIDTH 8 の ,25:CONSOLE の ,25,9 の ,1 

SCREEN の , の :COLOR 7, の 9 の:CLS 3 

LOCATE 29, の :PRINT "VIEW テ ~ モ ンス トレ ーション " 
wINDOW(-119,-119)-(119 の 9,119 の ) 


FOR I=1 TO 5 
VIEW(329-319@/ 1 ,1 の 9-99/1)-(329+319/1 , 
199+99/ 1] ) 」 の の ,3 
GOSUB *GRAPH 
FOR J= の TO 2 の の 9 の :NEXT J 

NEXT I 

SCREEN の 

END 

!-- ク ^ ラ ブフ テ ~ ィ イス フ ” レイ ルー チン -- 

*GRAPH 

LINE(-19 の 9, め の )-(1 の 99, の ) ,7 

LINE( の ,-19 の )-(9,19 の の) ,7 

FOR X=-8 の TO 8 の 


PSET (XX。- 叉 ) ,1 ) Y= 
PSET(X,-(-2*X+3) ) , 2 ) Y=-ー2※X+15 
PSET(X,-(X*X/59-39) ) ,4 ' Y=X*X/59-39 
NEXT 
RETURN 
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(2) ウィ ンド ウ の 概念 を 取り 入れ た サン プル プロ グラ ム 
下 の WINDOW サン プル プロ グラ ム は VIEW サン プル プロ グラ ム の 
150, 160, 190 行 を 変更 し , 215 行 を 1 行 追加 し た だ け の も の で す . 
VIEW の 場合 と は 逆 に ビュ ー ポ ー ト を 固定 し て お き (160 行 ), ウィ ン 
ドウ を 変化 させ な が ら グ ラフ 表示 サブ ルー チン を 呼ん で いま す . その 


結果 , 


画面 上 の 表示 領域 の 大 き さ は 常に 同じ で す が , 表示 され る グラ 


フ は だ ん だ ん 拡大 され た も の に な っ て いき ます . 


SR 





DEFINT A-Z 

WIDTH 8 の ,25:CONSOLE の @,25,9,1 

SCREEN の , の @:COLOR 7,@:CLS 3 

LOCATE 29, の 9 の :PRINT "WINDOW テ ^ モ ンス トレ ーション " 

VIEW(19 の の,8)-(599,198) , ,3 

FOR I=1 TO 5 
WINDOW(-299/] ,-299/ 1 )-(299/ 1 ,299/ 1 ) 
GOSUB *GRAPH 
FOR J= の @ TO 2999:NEXT J 
CLS 2 

NEXT 1 

SCREEN の 

END 

リー ニー グ ~ ラ ノブ デ “ ィ イス フッ レイ ルー チン -- 

*GRAPH 

LINE(-1 の の 9, の )-(199,9 の ) , 7 

LINE( の ,-1 の の )-( の , 199) , 7 

FOR X=-8 の TO 89 
PSET(X,-X) , 1 「 Y=X 
PSET(X。-(-2*X+3 の ) ) , 2 ) Y= ミ ー2※X+15 
PSET(X,-(X*X/5 の 9-39) ) ,4 ' Y=X*X/59-3g 

NEXT XX 

RETURN 





この よう に ウィ ンド ウ と ビュ ー ポ ー ト を 適当 に 変化 させ る こと に 
よっ て , 同じ 表示 の サブ ルー チン で あっ て も , 画面 上 の 任意 の 領域 に 
坊 大 , 縮小 し た 図形 が 表示 で きま すか ら , グラ フ の アレ ンジ , 画面 上 
で の レイ アウ ト な ど 容 易 に 行う こと が で きま す . 
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1 . 指定 方 法 の 概 辿 


. 絶 対価 に よる 
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座標 の 指定 








音 卒 標 系 の 指定 万 法 


これ まで いろ いろ な 座標 系 を 説明 し まし た が , ここ で は それ ら の 座標 
系 に 対し て , 種々 の グラ フィ ッ ク 命 令 を 使う 場合 の "座標 の 指定 の 仕方 " 
を 説明 し ます . 

最も 一 般 的 な 座標 の 指定 は 座標 の 絶対 値 に よる も の で , 座標 指定 は 普 
通 どの 座標 系 (キャ ラク タ 座 標 系 , スク リー ン 座 標 系 , ワー ルド 座標 系 ) 
に 対し て も この 指定 に より 行い ます . た だ し , ワー ルド 座標 系 に 対し て 
の 座標 の 指定 に は , 座標 の 相対 値 に よる 方 法 も 許さ れ て いま す . 

次 に , この 2 つの 指定 の 仕方 に つい て 説明 し ます (640X200 モ ー ド の 
場合 ). 





絶対 値 に よる 座標 の 指定 と は , グラ フィ ッ ク を 描く 位置 を , 座標 系 の 
X 軸 と Y 軸 の 値 よ り 行う 方 法 で す . 


0 





639(X) 


(639,199) 





Y) 絶対 座標 


これ は 最も 一 般 的 な 指定 法 で , BASIC が 持つ すべ て の 座標 系 に 対し 
て 有効 で す . 2 章 以 降 で 解説 する グラ フィ ッ ク 命 令 な ど に お いて , 座標 
指定 する 場合 , 普通 は この 方 法 に より 行い ます . た と えば , PSET (X, 
Y) と いう 命令 は ワー ルド 座標 系 内 の 1 点 に ドッ ト を セッ ト す る 命令 で 
す が , これ は 次 の よう な 書式 で 書く ぐことができます. 
た と えば , 


PSET 100, 100)4gM 


と 入力 し ます . この 場合 , ワー ルド 座標 の (100, 1000 に ドッ ト が セッ ト 
され ます . その 他 の 命令 の 場合 も , 絶対 値 こ よる 座標 の 指定 で は すべ て 
この よう に (X, Y) と いう 座標 軸 の 値 で 指定 し ます . 


. 相対 仁 に よる 
座標 の 指定 


Y 方 向 の 相対 的 な 移動 量 を 与え て , 描画 の 座標 を 決め る 方 法 で す . 
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ワー ルド 座標 系 に 描画 を 行う と き , 絶対 値 に よる 座標 の 指定 と と も に 
相対 値 に よる 座標 の 指定 も 許さ れ て いま す . 
相対 値 に よる 座標 の 指定 と は , 座標 系 内 に 前 も っ て 設定 し た 基点 に X, 


た と えば , 次 の よう な 座標 系 が あり , 基点 が (320, 100) に 設定 され て 
いた と する と , 左上 の 頂点 は (一 320, 一 100) で あり , 右 下 の 頂点 は ( 十 319, 
填 99) と な る わけ で す . 











0 639(X) 
(一 320, 一 100) 
基点 
(320.100) 
( 十 319, 十 99) 
199 
(Y) 相対 座標 


この 指定 法 の 優れ て いる 点 は , 相対 移動 量 を 表す (X, Y) は 常に 同じ 値 
で あっ て も , 基点 の 位置 を 動か すこ と に よっ て 違っ た 位置 を 表現 する こ 
と が で きる こと で す . 

BASIC は この 基点 に 当たる も の と し て , Last referenced Point ( 以 
後 "LP" と 呼び ます ) を 持っ て いま す . SE 
と いう 意味 で , グラ フィ ッ ク 命 令 で 座標 を 与え た 場合 , 最後 に 指定 
た 座標 を 値 と し て 持ち ます . 

た と えば , POINT (X, Y) 人 | と いう 命令 が 実行 され た 場合 , LP は 
CX Y) と いう 肉 根 に 設定 され る こ と に な り ま す . 

グラ フィ ッ ク 命 令 で 相対 値 に よる 座標 を 使っ て 座標 指定 を 行う 場合 
は , 次 の よう な 書式 に な り ま す . 


PSET STEP (X, Y) 


これ は ドッ ト を セッ ト す る 命令 の 例 で す が , その 他 の 場合 も 同様 で , 
座標 を 表す (X, Y) の 前 に "STEP" を 付け て , (X, Y) が 相対 値 で ある こと 
を 表し ます . 

グラ フェ ィ ッ ク 命 令 で 相対 値 に よる 座標 の 指定 が 許さ れ て いる の は 次 に 
示す 命令 で す . 





PSET PRESET 
LINE PAINT 
CIRCLE POINT( ス テー トメ ント お よび 関数 ) 


GET@ (た だ し 制約 あり ) 
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カフー 表示 





Nmm-BASIC は , フル カラ ー グ ラフ ィ ッ ク を 実現 し て いま す . 表示 
色 は パレ ッ ト を 使用 し , 日 つの 色 を 表示 で きま す . また 拡張 命令 を 
使用 すれ ば , アナ ログ パレ ッ ト が 使用 で きま す . この と き に は , 表 
示 で きる 色 は 518 色 より 日 色 を 任意 に 選ぶ こと が で きま す . 

この 章 で は この Nms-BAGID の カラ ー 機 能 こ つい て , その 発色 の 
仕組 みか ら 問 画面 モー ド の と き の 注 意 事項 まで を 解説 し て いき ます . 




















り 、 ウ ーー で ド 
へ の 切り 替え 


. カ ラー 指定 を 


ノッ ーー 


行う 命令 


. CULOH 文 の 
使用 例 


. CULOH @ 文 の 
使用 例 





テキ スト 画面 の カラ ー 





テキ スト 画面 は , 普通 は モノ クロ モー ド に な っ て いま す が , 
CONSOLE , ,,1 {9 を 実行 する こと に よっ て , テキ スト 画面 の カラ ー 
表示 が 可能 と な り ま す . 

この こと は , 0 て 4 の すべ て の 画面 モー ド の 場合 に あて は まり ます . 





CONSOLE ,,,1 を 実行 し , カテ ラー モード に 切り 震え た の も, 実 
際 に カラ ー 指 定 を 行う た め に 使う 命令 と し て は , COLOR と COLOR 
@ の 2 種 か あり ます . 

COLOR 文 は , 第 1 パラ メー タ の 数 値 に 従っ て , 以降 に 表示 する 文字 
の 色 を 決定 し ます . パラ メー タ と 表示 色 の 関係 は 以下 の と お り で す . 

0 = 黒 , 1 ー 青 , 2 = 赤 , 3 紫 , 4 ニ 緑 , 5 = 水色, 
6 黄色 , 7 三 白 

COLOR@ 文 は , 範囲 指定 を し た うえ で 色 指 定 を 行い , その 範囲 に す 
で に 表示 され て いる 文字 の 色 を , 色 指 定 に 従っ て 変え ます . 色 指定 に 使 
う 数 値 と 表示 色 の 関係 は , COLOR 文 の 場合 と 全く 同じ で す . 


CONSOLE , ,,1 
COLOR 1 


以上 を ダイ レク トモ ー ド で 実行 し た と する と , "Ok" も 青 で 表示 され 
ます . カー ソル は ゃ と の 人 色 で 表示 され ます . | 黄 和 を 押し た 時 点 で カー 
ソル $ ゃ 青 で 表示 され ます . 以後 の キー ボー ド か ら の 入力 や プロ グラ ム の 
実行 結果 も , すべ て 青 で 表示 され ます . 


表示 桁 数 80X25 の 場合 , 


CONSOLE , ,, 1 
COLOR@(0 , 0 一 (40, 10),6 


を ダイ レク トモ ー ド で 実行 し た と する と , 次 ペー ジ の 画面 に 。 で 


示し た 範囲 に すでに 表示 され て いた 文字 の 色 は , 瞬時 に 黄色 に 変わ り ま 
す . 
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UK 
COLORA (0.0)-(40.10).6 
Ok 
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の ラー クラ フィ リク 
が 可能 な 画面 モー ド 


己 . ドッ ト 単 位 で 
昌 色 中 ] 色 の 
旧 定 が 可能 


9. CIROLE 文 , 
LINE 文 に お ける 
使用 例 








プラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 








グラ フィ ッ ク 表 示 が 白黒 モー ド の と き は , グラ フィ ッ ク の カラ ー 表 示 
は 行え ませ ん . 


グラ フィ ッ ク 表 示 
白黒 モー ド カラ ー モ ー ド 
解像度 


SCREEN 0 
ヨコ タテ SCREEN 1 (Nss- BASIC) 
640 X 200 (Nss- BASIC) SCREEN 3 





略 (Nas- 日 本 語 BASIC) 


SCREEN 2 

ヨコ タテ (Nss- BASIC) 

640 X 400 SCREEN 4 

(Nss- 日 本 語 BASIC) 











テキ スト 画面 の カラ ー で は キャ ラク タ 単 位 で 色 指 定 を 行い まし た が , 
グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー で は ドッ ト 単 位 で 8 色 中 1 色 を 指定 する こと 
が で きま す . 

使用 で きる 色 は , テキ スト 画面 の カラ ー と 同じ 8 色 で す . 

この こと に より , 隣り 合っ た ドッ ト で あっ て も 完全 に 別 の 色 で 塗り 分 
ける こと が で きま す . 


NaBASIC の グラ フィ ッ ク 命 令 の ほとん どす べ て が , カラ ー グ ラ 
フィ ッ ク を 実現 で きま す . た と えば , 
CIRCLE(320 , 100), 50 , 4 
を ダイ レク トモ ー ド で 実行 すれ ば , 画面 中 央 に 緑 の 円 が 描け ます . また , 
LINE(0 , 0) 一 (200 , 150).2.BF 


を ダイ レク トモ ー ド で 実行 すれ ば , 画面 の 左側 上 2 / 3 の 部 分 あたり に , 
赤 で 塗り つぶさ れ た 四角 形 が 描か れ ま す . 
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]. パレ ッ ト の 機能 


.. パレ ッ ト の 
初期 設定 


9 カラ ニコ ー ド に 
表示 色 の 関係 


164 





バ パレット 





Ns-BASIC は , カラ ー 表 示 を 行う た め に , パレ ッ ト と いら 考え 方 を 導 
入 し て いま す . 

パレ ッ ト と は 文字 どおり 絵 皿 の こと で す . Ns-BASIC で は パレ ッ ト 
0 パレット 7 まで の 8 個 の パレ ッ ト を 持っ て いま す . ユー ザ は これ ら 
の パレ ッ ト に 好み の 色 を 設定 する こと が で きま す . 

いわ ば , パレ ッ ト は 間接 色 指 定 機能 と も いう べき も の で , これ に より 
カラ ー 表 示 の 融通 性 や 汎用 性 を 高め て いま す . 


Na-BASIC を 起動 し た と き の パ レッ ト と その 設定 色 を 次 に 示し ます . 
パレット 0 に 黒 , ペレット 1 に 青 …… と 設定 し て ある の が わか り ま す . 


カラ ー コ ー ド 


0 加 応 7 


2 赤 








な お , 右側 に ある 数 字 は カラ ー コ ー ド と いっ て , 実際 の 表示 色 に 対応 
し ます . 


カラ ー ュ コー ド と 表示 色 の 関係 を 理解 する に は , カラ ー デ ィ ス プレ イヒ に 
お ける 発色 の 原理 を 知る の が 近道 で す . 

一 般 に カラ ー デ ィ ス プレ イ は , 光 の 三原 色 ( 赤 , 青 , 緑 ) を も と に , そ 
の 組み 合わ せ に よっ て 多彩 な 色彩 の 表示 を 行っ て いま す . 

すなわち , 三原 色 が 単独 に 表示 され れ ば 各 原 色 の 色 そ の も の で あり , 
任意 の 複数 の 組み 合わ せ で 中 間 色 お よび 白 が 得 ら れ ま す . 三原 色 と も に 
表示 され な けれ ば , その ドッ ト は 黒 と な り ま す . 


第 10 章 カラ ー 表 示 





これ を 計算 機 上 で 行う に は , 画面 上 の 各 ド ッ ト に 対し , 最低 3 ビッ ト 
( 赤 用 , 青 用 , 緑 用 ) を 用 意 し , 各 ビ ッ ト の 0 , 1 に だ 従って, 発光 
ON/OFF の 制御 を すれ ば いい , と いう こと に な り ま す . 

この 原理 に より 求め られ た も の が , カラ ー コ ュー ド で す . 
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4 パレット の 設定 実際 に パレ ッ ト を 設定 する に は COLOR= 文 を 用 いま す . 第 1 ペラ 
メー タ に パレ ッ ト 番 号 を 指定 し , 第 2 パラ メー タ に は カラ ー コ ー ド を 指 


定 し ます . 


複数 の パレ ッ ト へ , 同一 つの カラー コー ド を セッ ト す る と と も で きま 


す 


た と えば , 次 の よう に パレ ッ ト 0^ て 3 を 黒 に , パレ ッ ト 4 へ 7 を 白 に 設 
定 す る と , 画面 へ の 表示 は 白 と 黒 の 2 色 に な り ま す . 





カラ ー コ ー ド 
































0 時 7 

1 青 

2 赤 

3 紫 

4 緑 

5 水色 

6 黄 

7 白 
ロ . パレ ッ ト に よる パレ ッ ト は , すでに 表示 し た グラ フィ ッ ク の 人 色 の 変更 に も 使え ます . 
表示 色 の 変更 これ を プロ グラ ム を 通し て 見 て み ま す . 次 の サン プル プロ グラ ム を 作 


成 , 実行 し て くだ さい 、. 


100 ScREEN og 

110 WINDOW(0 ,0) 一 (639,199) 人 9 
120 VIEW0.0-(6s9,199)g 
130 CoLOR=(.D 人 9 

140 LINE(0.0) 一 (639,199).1g 
150 CoLOR=00.0) 

1e0 ENpfgl 

RUN 4 








画面 の 初期 化 


パレ ッ ト 1 に 青 を 設定 
始点 (0 ,.0) か ら 終 点 (639 , 199) 
まで ペレット 1 の 色 で 線 を 描く 
パレ ッ ト を ゃ も と に 戻す 


画面 に 青い 線 が 描 り た は ず で す . こと で パレ ッ ト 1 の 色 を 赤 人 に 変更 し 


coLoR=(1,2)g| 


画面 の 線 が 赤い 表示 に 変わ っ た は ず で す . この よう に パレ ッ ト を 利用 
すれ ば , グラ フィ ッ ク に 色 の 変化 を 与 え を る こと が で きま す . な お お , この 
プロ グラ ム で は 線 を 引く だ け で し た が , 実際 に は グラ フィ ッ ク で 描い た 


ます . 
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小動物 の 目 の 色 を 変え る な ど 幅 広い 応用 が 考え られ ます . パレ ッ ト を 使 
うう え で の 注意 と し て , パレ ッ ト を 用 いて 色 を 変更 し た ら , 必ず も と に 
戻し て くだ さい . 

な お , パレ ッ ト の 設定 変更 を 行っ て , 初期 設定 に 戻し た い 場 合 は , 次 
の よう に し て くだ さい . 





FOR |=0 to 7:COLOR=(|, 1):NEXT | 人 gd 


B. テキ ス ト 画面 で の グラ フィ ッ ク 表 示 モ ー ド が カラ ー で な い 場 合 (SCREEN 1.2.4) に お い 
パレ ッ ト の 使用 て は , CONSOLE , , ,1 人 ⑦M を 実行 し て , テキ スト 画面 を カラ ー モ ー ド 
に する と , テキ スト 画面 で も パレ ッ ト 機 能 を 利用 する こと が で きま す . 
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1. アナ ログ パレ ッ ト 
と は 


選 .. アナ ログ パレ ッ ト 
の 初期 設定 
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アナ ログ パレ ッ ト 





Ns-BASIC/N。。- 日 本 語 BASIC で は , NEW CMD を 実行 する こと に よっ 
て 拡張 命令 が 追加 され ます . 追加 され た 拡張 命令 の 中 の CMD PAL を 用 
いて パレ ッ ト 指 定 す る こと に より , ユー ザ は 512 色 の うち か ら 8 色 を 選 
ぶ こ と が で きま す . これ に より , "明る い 赤 "や "淡い 赤 " な どの 中 間 色 を 
表示 する こと が で きま す . 

た だ し , この 場合 は , アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ が 本 体 に 接続 され て 
いな けれ ば 意味 を 持ち ませ ん . アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ が 接続 され 
て いる 場合 の み , 基本 色 以 外 の 色 を 表示 する こと が で きま す . 

ディ ジタル RGB デ ィ ス プレ イ (8 ピ ンコ ュ コネ クタ インタフェース を 持つ 
ディ スプ レイ ) が 接続 きれ て いる 場合 , 基本 色 以 外 の 色 が CMD PAL 文 
で パレ ッ ト に 設定 され て も , 表示 され る 色 は 基本 色 と な り ま す . 


Nas-BASIC/N。- 日 本 語 BASIC に お いて , CMD PAL 文 を パラ メー タ な 
し で 実行 し た 直後 の パレ ッ ト の 状態 は 次 の よう に な り ま す . 


カラ ー コ ー ド 














&O000 CO) 奈 7 
&O007 主 
&O070 赤 
&O077 紫 
&O700 緑 
&O707 水色 
&O770 黄 
&O777 


アナ ログ カラ ー コ ー ド は カラ ー ュ コー ド と 同じ 機能 を 持ち ます . 512 色 
中 の 8 色 を 使っ た と き で は アナ ログ カラ ー コ ー ド と 呼び カラー コー ド 
と 区 別して いま す . 


。 . ア チ ロ グ カ ラー 


ヨー ド と 
表示 色 の 関係 


4. アナ ログ パレ ッ ト 
の 設定 万 法 


5. サン ブル プロ グラ ム 
(アナ ログ パレ ッ ト 
の 使い 方 ) 
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通常 の 0 て 7 を 示す カラ ー コ ュー ド で は , 赤 ・ 青 ・ 緑 の 発光 の ON/OFF 
で 8 種類 の 色 を 表現 し て いま し た . 

アナ ログ カラ ー コ ー ド で は , 赤 ・ 青 ・ 緑 の 各 原 色 の 発光 に 8 段階 ( 3 
ビッ ト デ ー タ の 指定 ) の 輝度 を 与え を てい ます. これ に より , 8x8x8=512 通 
り の 色 の 組み 合わ せ を 実現 し て いま す . な お , 実際 の 表現 色 と ア ナ ロ グ 
カラ ー コ ー ド の 対応 は 次 の と お り で す . 


色 の 組み 合わ せ (光度 ) 
赤 | 音 











1/7 暗い 青 
2/7 暗い 青 
トー: 
再 


3/7 暗い 














7/7 明る い 青 
































パレ ッ ト を 設定 する 方 法 は , CMD PAL 文 の 第 1 パラメータ に パレ ッ 
ト 番号 を 指定 し , 第 2 パラ メー タ に は アナ ログ カラ ー コ ー ド を 指定 し ま 
す . また , "&O000 て &O777" (10 進 数 で 0 て 511) の 範囲 で アナ ログ カ 
ラー コー ド を 指定 し ます . アナ ログ カラ ー ュ コード の 指定 方 法 は , CMD 
PAL 命令 を 参照 し て くだ さい . 

CMD UNLINK を 実行 する と 拡張 命令 が 取り 去ら れ , CMD PAL を 使 
用 する こと が で き な く な り ま す . た だ し , 拡張 命令 が 取り 去ら れる 前 に 
設定 し た パレット は , 拡張 命令 が 取り 去ら われ た あと で も 使用 する こと は 
で きま す . 


傘 の サン プル プロ グラ ム は 8 色 の カラ ー を 画面 に 表示 し , その 中 の 1 
つの バレット を 指定 し (270 行 ), 青 の 輝度 , 赤 の 輝度 , 緑 の 輝 度 を 指定 
(300 行 か ら 410 行 ) す る こと に よっ て , 指定 し た ペレット の 色 を 変え ま 
す . パ レット ナン バー を 指定 する と ころ で "ー1" を 入力 する と , パレ ッ 
ト を 初期 状態 に 戻し て か ら 終了 し ます . パレ ッ ト を 変更 し た 場合 , 必ず 
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この よう に パレ ッ ト を 初期 状態 に 戻す よう 心がけ て くだ さい . 
また , この プロ グラ ム を 実行 する 場合 は , 本 体 に アナ ログ RGB デ ィ ス 
プレ イ を 接続 する こと か 必要 で す . 





1 の の '-- 了 アナ ログ ~ 敗 ? レット サン フタ ル ファ ログ "ラム -- 

11 の 『 

129 WIDTH 8 の ,25:CONSOLE 9 の,25, の ,1:SCREEN の , の 

13 の 9 NEw CMD:CLS 3:CMD PAL 

149 LOCATE 2 の ,1 

15 の 9 PRINT "アナ ロク ~ 人? レッ ト サン プル フリ ログ "ラム" 

169 FOR X=4 の TO 544 STEP 72 

179 LINE(X,59)-(X+71 ,138) , INT(X/79 の ) , BF 

18 の NEXT 叉 

199 FOR I= の @ TO 7 

29 の LOCATE 8+CX,5:PRINT 1 

219 CX=CX+9 

22 の 9 NEXT 1 

23 の 『 

249 の *LOOP 

25 の 9 DEC= の 

26 の 9 LOCATE 2,19 

279 INPUT ")Y レ ッ ト No . (の @-7 or -1=end) "iA 

289 IF A=-1 THEN *EXIT 

299 IF A<-1 OR A>7 THEN LOCATE 32,19: 
PRINT SPACE$(48): 
GOTO 269 

3 の 9 LOCATE 45,19 

31 の 9 INPUT "GREEN INTENSITY (の 2- 7 ) "5jB 

329 の B$=MID$(STR$(B) , 2 ) 

33 の IF B< の @ OR B>7 THEN LOCATE 72,19: 
PRINT SPACE$(8): 
GOTO 3@9 の 

349 LOCATE 2,21 

359 INPUT "RED INTENSITY (の @- 7 ) "jiC 

369 の C$=MID$(STR$(C) , 2 ) 

37 の IF C<@ OR C>7 THEN LOCATE 28,21: 
PRINT SPACE$(52): 
GOTO 349@ 

38 の LOCATE 45,21 

399 INPUT "BULE INTENSITY (の @- 7 ) "5jD 

4 の の D$=MID$(STR$(D) ,2) 

41 の IF D<@ OR D>7 THEN LOCATE 71,21: 
PRINT SPACE$(9): 
GOTO 389 

429 LEVEL$=B$+C$+D$ 

43 の 9 FOR I=1 TO 3 

44 の NUM=VAL(LEFT$(LEVEL$ , 1 ) ) 

459 の LEVEL$=MID$(LEVELS , 2 ) 

469 DEC=8*DEC+NUM 

47 の 9 NEXT 

48 の 9 CMD PAL A,DEC 

49 の 9 CONSOLE 19,.6:CLS 

59 の 9 GOTO *LOOP 

51 の 9 『" 

52 の 9 *EXIT 

53 の 9 CMD PAL 

54@ CONSOLE 9 の,25 

55 の END 


ニー 
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ライ ンス タイ ル と タイ リン グ 











1. ライ ンス タイ ル ライ ンス タイ ル と は LINE 文 に ある 機能 で , 引く 線 の 種類 を 設定 し ま 
す . これ を 設定 する た め に は , 16 ビ ッ ト で 表現 可能 な 数 (&HO て &HFFFF) 
の 範 囲 の 値 を 用 いま す . ライ ンス タイ ル は 16 進 数 で 指定 し な く て も か ま 
いま せん が , 16 進 数 で 表現 する と 便利 で す ( 詳 細 は ,「 リ ファ レン スマ 
ニュ アテ アル] の LINE 文 の 項 を 参照 し て くだ さい ). 
た と えば , 


LINE(0 , 100) 一 (639 , 100),7 , , &HF99F 


を 実行 する と , 下図 の よう な 点線 が 引か れ ま す . 
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ダイ リウ グ 
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ライ ンス タイ ル を &HF99F と 設定 する と , 次 の よう に な り ま す . 


ライ ンス タイ ル ( &HF99F ) 





0 


0 1 2 3 4 5 6 7\8 9 10 11 12 13 14 15 





16 ビ ピット 
※ 同じ 番 紀 の ビッ ト が 対応 し ます . 


つま り , この ライ ンス タイ ル が (0O , 100) て (639 , 100) ま で 繰り 返さ れ 
る た め , 図 の よう な 点線 が 現れ る の で す . 


(639,100) 





ライ ンス タイ ル ライ ンス タイ ル 
(16 ド ッ ト ) (16 ド ッ ト ) 


タイ リン グ と は PAINT 文 に ある 機能 で , タイ ルス トリ ング に よっ て 
設定 され た 模様 (タイ ル ) で 指定 領域 内 を 埋め る と き に 使い ます (タイ ル 
スト リン グ に 関す る 詳細 は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル ] の PAINT 文 の 項 
を 参照 ) タイ ル の 大 き さ は , 横 方 向 は 8 ドッ ト , 縦 方 向 の 大 き さ は , 
PAINT 文 の 中 で 与え られ る 情報 量 に よっ て 決ま り ま す . 

(1) 白黒 モー ド 時 の タイ リン グ 
グラ フィ ッ ク 画 面 が 白黒 モー ド の と き の タ イリ ング で は , 1 バイ ト 

(8 ビット) が 横 方 向 8 ドッ ト 分 に 相当 し ます . そし て , 2 進数 表現 で 

1 の た っ て いる ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 描か れ , 1 の た っ て いな い 

ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 描か れ ま せん . 

次 に あげ る 例 は , 画面 上 を " 双 " 模 様 で ぬり つ な し ます . 下記 の と お 

り 入力 し て くだ さい . 

PAINT(320 , 100), CHR$(&H81) 十 CHR$(&H42) 十 CHR$(&H24) 
寺 CHR$(&H18) 十 CHR$(&H18) 十 CHR$(&H24) 十 CHR$(&H42) 
+CHRs(&H81),1 4g 
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CHR$(&H81) 
CHR$(&H42) 
CHRS(&H24) 
CHR$(&H18) 
CHR$(&H18) 
CHR$S(&H24) 
CHR$(&H42) 
CHR$(&H81) 























な お , この と き の 画 面 は 次 の よう に な り ま す . 





タイ ル バ イ ト 1 
タイ ル バ イ ト 2 
タイ ル バ イ ト 3 
タイ ル バ イ ト 4 
タイ ル バ イ ト 5 
タイ ル バ イ ト 6 
タイ ル バ イ ト 7 
タイ ル バ イ ト 8 
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(2) カラ ー モ ー ド 時 の タイ リン グ 

カラ ー モ ー ド 時 の タイ リン グ で は , 縦 方 ドッ ト (X ョ コ ュ 8 ド ッ 
ト ) に 対し て , 3 Xn ベイト (3XnxX8 ビ ッ ト ) の 情報 を 与え る 必要 
が あり ます . 

える 情報 の ビッ ト と ドッ ト の 関係 は 白黒 モー ド の と き と 同 様 で 
す . 

た だ し , カラ ー モ ー ド 時 で は 横 8 ド ッ ト 分 と し て 与え られ た 場合 , 
Xn バイ ト を も と に ペレ ッ ト 番 号 を 算出 し , その と き , それ ぞ れ の パ 
レッ ト に セッ ト さ れ て いる カラ ー コ ー ド に 従っ て 表示 を 行い ます . 


例 CHR$(&H55) 十 CHR$(&H33) 十 CHR$(&HOF) 





16 進 数 表現 2 進数 表 赴 
&H55 01010101 
&H33 00110011 
&HOF 00001111 

いり 

パレ ッ ト 番 号 01234567 





上 の 例 を 次 の PAINT 文 に より 実行 する と , パレット が 初期 設定 の 
まま だ と すれ ば , 黒 , 青 , 赤 , 紫 , 緑 , 水色 , 黄色 , 白 の 細か い 縦 縮 
模様 が 画面 全体 に 現れ ます . 

PAINT(100 , 100), CHR$(&H55) 上 CHR$(&H33) 十 
CcHR$(&HOF),11g 








カラ ー コ ピー ユー ティ リティ 





カラ ー プ リン タ (PO-PRHI10IT, PO-PH8201OL・HO・T, PO- 
PH406) を お 持ち の 方 は , 画面 の ハー ドコ ピー を カラ ー イ メー ジ で 
行え ます . この と き に 使用 する の が カラ ー コ ピー ユー ティ リティ で 
す . カラ ー コ ピー ユー ティ リティ は Nss-BASIO DISK Version 
お よび Nme- 日 本 語 BASGIO の CDPY 命令 を . カラ ー コ ピー に 変 
える も の で す . な お , カラ ー コ ピー ユー ティ リティ は Nms-BASIC 
の シス テム ディ スク に 入っ て いま す . 








ト も ユー ディ リ デ ィ の 


構成 


. 操作 手順 
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Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , 次 の 4 本 の カラ ー コ ピー 用 プロ グ 


ラム が 入っ て いま す . 


対応 機種 


BASIC ブ ログ ラム の 


ファ イル 名 


印字 形式 


使わ れる 
メ モリ の 大 きき さ 





ドッ トイ ン パ クト 

プリ ンタ 
PC-PR201CL, 
PC-PR201H2, 
PC-PR201V, 
PC-PR201HC 


@cc2. j88 


トー 


横型 印字 


約 2.4K バ イト 





熱転写 プリ ンタ 

PC-PR101T, 
PC-PR101TL, 
PC-PR201TL, 
PC-PR201T, 
PC-PR406 


@cc4V. j88 


縦 型 印字 


約 2.5K バ イト 





@cc4h. j88 


横型 印字 


約 25K バ イト 








@cc4m. j88 


左右 反転 











約 2.5K バ イト 


それ ぞ れ の 印字 形式 に よっ て , プリ ンタ に は 光 の よう に 印字 され ま 


た だ し , COPY 1( テ キス ト 画 面 の み の カ ラー コピー) で は , どの 印字 


く 画 面 > 


半 


形式 で も 横型 に 印字 され ます . 


横型 印字 


縦 型 印字 











左右 反転 


回 四 


A4 サ イズ の 用 紙 に 横型 印字 を 行う と き は , 左右 の 余白 が 少な い の 


で , 用 紙 の セッ ト 位 置 に 気 を つけ な いと 用 紙 か ら は み 出 し て コピ ー し て 
し まい ます . PC-PR201 シン シリーズ の プリ ンタ で は 大 きい 用 紙 を 使う と よ 
いで し ょ う . それ 以外 の 用 紙 幅 の 狭い プリ ンタ で は 縦 型 印字 に する と 人 科 
単に で きま す . 


テー ティ リティ を 起動 する と き は , 次 の 要領 で 行っ て くだ さい . 


マッ プ 」 を 先 に お お 読み みく ださい. 


(1) Ng-BASIC DISK version, また は N。 日 本 語 BASIC を 起動 し ます . 
(② 他 の 機械 語 プ ログ ラム (拡張 命令 な ど ) も 使う 場合 は ,「5. スモリ 


(3③ 本 プロ グラ ム の 入っ て いる フロ ッッ ピー ディス ク を ドラ イブ 1 に セッ 


ト し , お 手持 ちの プリ ンタ の 機種 に 合っ た BASIC プ ログ ラム を 選ん 


で 実行 じ ます 、 


run "@cc2 .j88" の | 


機械 語 ファ イル が 読み 込ま れ , 以後 COPY CUT 放 ⑦』 を スカ する 
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まで , BASIC で 画面 の カラ ー コ ピー コマ ンド が 使え ます . 


な お , 


画面 に "Out of memory" エ ラー が 表示 され た 場合 は ,「5. メ 


モリ マッ プ ] を 読ん で か ら , 正しい 手順 で も 2 う 1 度 読 み 込 みな お し て 


くだ さい . 
(⑭) 
する と き は 


CODy Cut 


を 入力 し ます . 


ア と し て 解放 され ます . 


ム を 読み 込ん で 


ユー テイ リティ の 
機能 


ます . 


カラ ー コ ピー コマ ンド が 不要 に な っ た り , 従来 の 白 時 コピ ビー を 使用 


これ で , プロ グラ ム が 専有 し て いた 領域 も フリ ー エ リ 


くだ さい . 


機 


Nss- BASIC 使 用 時 , 
Nas- 日 本 語 BASIC 使 用 時 
SCREEN 0, SCREEN 1. 


SCREEN 2 の と き 


また , 他 の 印字 形式 の カラ ー コ ピー プロ グラ 


ム を 使う 場合 も , COPY CUT 八 2』 を 入力 し て か ら , 目的 の ブロ グラ 


ユー ティ リティ の 起動 に より , COPY 命令 の 機能 は 次 の よう に 変わ 


能 





Nas- 日 本 語 BASIC 使 用 時 
(SCREEN 3 の と き ) 


Ns- 日 本 語 BASIC 使 用 時 
(SCREEN 4 の と き ) 





COPY ま た は 
COPY 1 


テキ スト 画面 の み を プ ブリン 
タ の 印字 体 で カラ ー コ ピー. 
( 折 黒 反転 する ) 


全角 文字 を 合 む テキ スト を 
プリ ンタ の 印字 体 で モノ ク 
ロコ ピー. 

( 白 時 反 転 す る ) 


全角 文字 を 含む テキ スト を 
プリ ンタ の 印字 体 で カラ ー 
コピ ー. 

(白黒 反転 する ) 





グラ フィ ッ ク 画 面 の み を カ 
ラー コ ュ ピー. 
( 折 黒 反転 する ) 





| テキ スト と クラ フィ ッ ク の 
両 画 面 を カラ ー コ ピー. 

(白黒 反転 する ) 
テキ スト 画面 も その まま の 
イメ ー ジ で ドッ ト 出 力 . 


画面 イメ ー ジ を その まま か カ 
テラー コギ ゼー。 


(白黒 反転 する ) 


画面 イメ ー ジ を 、 そ の まま 
モノ クロ コピ ー. 

(白黒 反転 する ) 
画面 イメ ー ジ を , その まま 
カラ ー コ ピー. 

( 自 黒 反転 する ) 





グラ フィ ッ ク 画 面 の み を カ 
ラー ュ ビ ピー. 
(白黒 反転 し な い ) 





テキ スト と グラ フィ ッ ク の 
両 画面 を カラ ー コ ピー. 

( 白 書 反転 し な い ) 
テキ スト 画面 も その まま の 
イメ ー ジ で ドッ ト 出 力 . 





画面 イメ ー ジ を その まま カ 
ラー コピ ー。 
(白黒 反転 し な い ) 





画面 イメ ー ジ を , その まま 
モノ クロ コピ ー. 

(日 黒 反 転 し な い ) 
画面 イメ ー ジ を ,、 その まま 
カラ ー コ ビー. 

(白黒 反転 し な い ) 





COPY CUT 








カラ ー コ ビー を 無効 に し 、 従来 の COPY 命 令 (白黒 ) を 有効 に する . 
プロ グラ ム が 専有 し て いた 領域 を 解放 する . 








白黒 反転 する 場合 は , 画面 上 の 白 が 黒 に , 黒 が 白 に な っ て 印字 され ま 


す . 白黒 反転 し な い 場 合 は , 


画面 と 同じ 色 で 印字 され ます . 


人 MS ラー コピ ー) プ ログ ラム 1210 行 目 の REM を 消す 
| + | 還 は COPY 4 の 機能 に , | 関 | は COPY 5 の 機 


り ます . た と えば "@cc2 に 88" の 場合 は 次 の よう な 手 


順に な 
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り ま す . 


4. 使用 上 の 注意 事項 


第 11 章 カラ ー コ ピー ユー ティ リティ 


load "@cc2 .j88" gl 

lst 1210 9 

1210 REM POKE BTM . BODY , 0 
REM を 削除 し て 

1210 POKE BTM.BopY,0 9 


「uTn ?9| 


カラ ー コ ピー ユー ティ リティ は , COPY 命令 の 拡張 を 行う も の で す . 
COPY の 拡張 部 分 は メモ リ の 空き 領域 に 格納 され ます . で すか ら , メモ 
り 領域 を 操作 する 命令 や 拡張 命令 (NEW CMD) を 使う と き は 注意 が 必要 
で すず す 。 

(1) 拡張 命令 の キャ ン セ ル 
これ ら の 拡張 命令 を 消し 去る (キャ ン セ ル す る ) と き は , 必ず COPY 
CUT を 先 に 行っ て か ら , CMD UNLINK を 行っ て くだ さい . 


CODy Cut 
cmd unlink 1g 


上 記 の 命令 を 行う こと に よっ て , カラ ー コ ピー の 機能 も ね キャンセル 
され て し まい ます . も う 1 度 カラ ー コ ピー の 機能 を 使用 する 場合 は , 
再度 カラ ー コ ピー プロ グラ ム を 読み 込ん で くだ さい . 


load "@cc2.j88" の の | 


(2) カラ ー パ レッ ト 使 用 時 の 注意 

カラ ー パ レッ ト を 変更 する と き は , カラ ー コ ピー プロ グラ ム を 読み 
込ん だ 後 , COLOR =( パ レッ ト 番 号 , カラ ー ュ ユー ド ) 文 ある い は CMD 
PAL 文 で 設定 し て くだ さい . OUT 文 で 変更 し た り , カラ ー コ ピー プ 
ログ ラム を 読み 込む 前 に 変更 する と , 正しく コピ ー さ れ ま せん の で , 
プロ グラ ム を 読み 込ん だ 後に も う 1 度 カ ラー パレ ッ ト を 設定 し な お し 
て くだ さい . 

な お , アナ ログ RGB デ ィ ス プレ イ を 接続 し て 拡張 命令 CNEW 
CMD) を 追加 し , CMD PAL 文 で 512 色 の 中 か ちら 任意 の アナ ログ カラ ー 
コー ド を 設定 し て カラ ー ュ ピー を 行っ た 場合 , 画面 と 同じ 色合い に な 
ら な いこ と が あり ます . 

(3) リバ ー ス ・ ブ リン ク 表 示し て いる 文字 の 印字 

テキ スト 画面 が 白黒 モー ド の と き , リバ ベース 表示 し て いる 文字 は , 
COPY 1 で は 通常 の 表示 と し て 印字 きれ ます . ブリ ンク 表示 は 常に 
ノー マル で 印字 され ます . 
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(4 レフ トマ ー ジ ン ( 諾 余白 ) の 設 
プリ ンタ に あら か じ め レ フト マー ジン を 設定 し て お く と , 用 紙 の 左 
側 に 空白 を 作る こと が で きま す . レフ トマ ー ジ ン は 


Iprint chr$(27) : "LT "nnn": 1g| 
(nnn は 3 桁 の 10 進 数 で レフ トマ ー ジ ン 幅 ) 


と 指定 し ます . レフ トマ ー ジ ン 幅 を 2 に し た いと き は "nnn" の と こ 
ろ に "002" と 入力 し ます . 


ロメ モリ マッ プ ユー ティ リティ の メモ リ へ の 格納 は , 空き 領域 (CLEAR 命令 参照 ) の 

上 位 ア ドレ ス よ り 行 われ ます . で すか ら , 拡張 命令 (NEW CMD) お よび 
機械 語 プ ログ ラム を 使う と き は , それ ら を 先 に 読み 込ん で お く 必 要 が あ 
り ま す . 

た だ し , メモ リ の 空き 領域 が 十分 に な いと , 読み 込む こと が で きず 
"Out of memory" エ ラー が 発生 し ます . この 原因 は , メモ リ の 上 限 が 小 
さい , も ふし く は ファ イル バッ ファ の 数 (BASIC 起 動 時 に "How many 
files(0 て 15)? "に 入力 し た 値 ) が 大 きい た め , ユー ティ リティ の 載る ス 
ペー ス が 不足 し て いる の で す . この よう な 場合 は , CLEAR 文 の 第 2 パ 
ラメ ー タ を 大 き な 値 に 設定 し な お し て , プロ グラ ムサイ ズ 分 の 領域 を 確 
保 し て か ら , も う 1 度 カラ ー コ ピー プロ グラ ム を 読み 込ん で くだ さい . 

な お , カラ ー コ ピー プロ グラ ム を 読み 込ん だ 後 で , それ より 大 きい 番 
地 に 機械 語 プ ログ ラム を 読み 込ん だ り , CLEAR 文 を 設定 し た りす る こ 
と は で きま せん . 

次 に 例 と し て , 本 機 の Na-BASIC V2 モー ド で 拡張 命令 を 追加 し , カ 
ラー コピ ー プ ログ ラム も 使用 する と き の 手 順 を 示し ます . 

まず す 拡 天 命 令 を 追加 し ます . 


NEW CMD 


続い て , 目的 の カラ ー コ ピー プロ グラ ム を 読み 込み ます . 


run "@cc2 .j88" 


この と き , メモ リマ ッ プ は 次 の 図 の よう に な っ て いま す . 
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DB. ユー ティ リティ の 
転送 
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FFFFH 
ワー クエ リア 





E600H 


拡張 命令 ワー クエ リア 





E100H 
カラ ー コ ピー 用 
プロ グラ ム 」 
XXXX : 目的 の ブログ ラム の サイ ズ 


XXXX に より 異な り ま す . 
フリ ー エ リア 本 章 の 1 の 表 を 参照 し て く 
だ さい 、. 


ファ イル バッ ファ 
(Disk code) [ 淫 | テ キス トウ ィ ン ド ウ の 裏 
8400H 





8400H 


カラ ー コ ピー 用 
プロ グラ ム の 一 部 と 


テキ スト ウィ ンド ウ 
ワー クエ リア 





8000H 8000H 


テキ スト ウイ ンド ウ の 裏 は , カラ ー コ ピー 用 プロ グラ ム の 
一 部 お よび ワー クエ リア と し て 使い ます 


カラ ー ュ コピ ー の 機能 が 不要 に な っ た ら COPY CUT を 行っ て くだ さい . 
プロ グラ ム が 専有 し て いた 領域 は フリ ー エ リア と し て 解放 され ます . な 
お , 上 の メモ リマ ッ プ に 示さ れ て いる 拡張 命令 を 取り 去る と き に は , 必 
ず COPY CUT を 先 に 行っ て か ら CMD UNLINK を 行っ て くだ さい . < 
れ ぐ れ も お 忘れ な く ! 


4 本 の カラ ー コ ピー プロ グラ ム は 次 の 表 の よう に , それ ぞ れ BASIC 
プロ グラ ム 1 本 と 機械 語 プ ログ ラム 3 本 ずつ か ら 成 っ て いま す . 

し た が っ て , カラ ー コ ピー ユー ティ リティ を 他 の フロ ッッ ピー ディス ク 
に 転送 する と き は , BASIC プ ログ ラム だ け で な く , 機械 語 プ ログ ラム も 
転送 する 必要 が あり ます . 





機種 | 生 方 上 |PASIC プ ロク ラム の 機械 語 プ ログ ラム の ファ イル 名 





ドッ トイ ン バ パク ト 

プリ ンタ 
PC-PR201CL. < M B > 
CDR201 横型 印 計 @cc2. j88 @cc2*rel ecc2*map cc2*bin 
PC-PR201H2. 
PC-PR201V 





2 縦 型 印 池 | ecc4v. )88 @cc4v*rel ecc4v*map  @cc4v*bin 
PC-PR201T. FU _ 
PrPRDID 横型 印 @cc4h. j88 @cc4h*rel ecc4h*map  Gcc4h*bin 
PC-PR406. 2 
PC-PR201TL | 左 反 転 @cc4m. j88 @cc4m*rel @cc4m*map @cc4m*bin 


























ディ スク ユー ティ リティ の 「 フ ァイル 転送 」("xfiles .j88") を 使っ て 必 
要 な ファ イル を コピ ー し て くだ さい (第 16 章 参照 ). 
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サウ ンド 機能 





本 機 に は シン セ サ イ ザ IC (OPN) が 内 蔵 さ れ て お り , 強力 な サウ ン 
ド 機 能 を 持っ て いま す . これ に より , ピ 重 奏 や 効果 音 を 出す こと が 
で き , さら に ユー ザ 上 自身 で 音色 を 定義 する こと も で きま す . 











音 の 原理 と 音源 の 種類 








コン ピュ ー タ で 音 を 制御 する に は , まず 音 の 原理 を 知ら な く て は な り ま せん . 

私 た ち が 日 常 聞い て いる 音 は , 空気 を 伝わっ て 聞こ えて きま す . 

それ で は 音 の 出 て いる 場所 , つま り 音 源 で は どの よう に な っ て いる の で し ょ うか ? 

今 こ こ に 1 つの スピ ー カ が ある と し ます . この スピ ー カ か ら 音 が 出 て いれ ば ,・ そ の スピ ー カ が 音源 で 
すね . スピ ー カ か ら 音 が 出る の は , スピ ー カ の ュ コー ン 紙 が 電気 信号 に よっ て 振動 し て 空気 を ふる わせ て 
いる か ら で す . 

で も , ちょ っ と 考え て くだ さい . 単に 空気 が 振動 し て いれ ば よい の で し ょ うか ? それ で は た だ の 雑 
音 と 変わ り ま せん . 

音 , いい か えれ ば 音楽 で ある た め に は , いく つか の 要素 が 必要 で す . 

まず 音程 で す . これ は 学校 の 音楽 の 時 間 で 習っ た , あの ドレ ミ な ど で 表 され る 音 の 高 さ で す . 

次 に , 音符 や 休 符 で 表 さ れる 音 の 長 さ で す . 

3 つめ に 音 の 強弱 , そし て 音 そ の も の の 特徴 を 表す 音色 の 4 つが な けれ ば , 音楽 と し て 成り 立ち ませ 
We 

これ ら の 4 つの 要素 を 制御 する , 特に 音 の 強弱 や 音色 を 制御 する の は と て も 大 変 で す . 

し か し , この 4 つの 要素 を すべ て 人 制御 する こと を 可能 に し た の が , 後 で 述べ る FM 音源 な の で す . 

と ころ で , 本 機 は 一 体 い くつ の 音源 を 持っ て いる と 思い ます か ? 実は , BEEP 音 源 , SSG 音源 , 
FM 音源 の 3 つ で BEEP 音 か ら 6 重奏 の 音楽 まで 作っ て いる の で す . 

それ で は , それ ぞ れ の 音源 を 簡単 に 説明 し まし ょ う . 


]. BEEP 音 源 BEEP 音源 は , あら か じ め 設 定 され た 周波 数 で 音 を 出し ます 。 プ ログ 
ラム の 最 中 に エラー を 出し た と き に 鳴 る , あの ピー ッ と いう 音 が そう で 
す 。 

. GSG 音源 SSG 音源 は , シン セ サ イ ザ IC の SSG 音 源 部 か ら 音 を 出し て いま す 。 


SSG 音源 は , 後述 の FM 音源 に 比べ て 箇 単 に 音 を 出す こと が で きま す 。 
特に リズ ム や 効果 音 な ど に 向い て いる で し ょ う 。 


. FM 音源 FM 音源 は , シン セ サ イ ザ IC の FM 音源 部 か ら 音 を 出し て いま す 。 
FM 音源 に は オペ レー タ と いう シス テム が あり ます . この オペ レー タ を 
組み 合わ せる こと に よっ て 様々 な 音色 (た と えば , ピア ノ の 音 や 犬 の 鳴 
き 声 な ど ) を 作り 出す こと が で きま す . 
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音 を 出す と き に 使う 
BASIC の 語 令 








。 BFFEP Nas-BASIC お よび Na 日 本 語 BASIC で は , BEEP, BEEP 1, BEEP 0 の 
3 つの 命令 で BEEP 音 を 制御 し て いま す (BEEP 文 の 使用 方 法 は 「 リ ファ 
レン スマ ニュ アル ]」 "BEEP" を 参照 し て くだ さい ). 


拡張 命令 拡張 命令 こ は サ ウン ド 機 能 を 強化 し た 命令 が た くさ ん あり ます . 特に 
CMD PLAY や CMD VOICE は , FM 音源 と SSG 音源 に よる 美しい 6 重 
奏 や , 自分 で 音色 を 作っ た り で きま す . 
また , CMD SOUND は イン タフ ェ ー ス ボー ド を 介 し て 楽器 を 接続 す 
る こと に より 楽 准 を 制御 する こと も で きま す . 


186 











実際 に サウ ンド 機能 を 体験 
し て みよ う 





ここ で は プロ グラ ム を 使っ て 約 50 種 類 の 音色 を それ ぞ れ 聞い た り , ちょ っ と 手間 が か か り ま す が , 自 
分 で オル ガン の 音 を 作っ た り , サウ ンド ユー ティ リティ プロ グラ ム を 実際 に 使っ て 本 機 が 持っ て いる 
様々 な サウ ンド 機能 を 体験 し て み ま し ょ う . 

で は , さっ そく みな さん を サウ ンド の 世界 へ ご 案内 し ます . 


1 . サウ ンド 機能 を 使 
うに は 


. 音 を 出す 


d. CMD VOICE 
を 使っ て 音 を 作る 


ディ スプ レイ , 本 体 の 順に 電源 を ON に し て Ns-BASIC V2 ま た は 
N。』- 日 本 語 BASIC を 起動 させ た あと 


NEW CMp 人 2 


と 入力 し て くだ さい . "Ok" と いう 表示 が 出れ ば , 拡張 命令 が 使え る よ 
うに な り ま す . 


トド に 示し て ある の が , 約 50 種 の 音色 を 出す プロ グラ ム で す . 実際 に 入 
カレ , 実行 し て み ま し ょ う ( 行 の 最後 で 人 の 』 を 押し 忘れ ん な いで くだ さ 
い ). 

10 FOR K=0 TO 61 
20 CMD PLAY "@=K : V13O5L4CEG" 9 


30 NEXT K 
RUN 


いか が で し た か 7? いろ いろ な 音色 を 持っ て いま すね . 今 聞 いて も 
ら っ た の は , あら か じ め 本 機 に 設定 され た 楽器 や 効果 音 の 音色 で す . 他 
に も ユー ザ 自 身 で 別 の 音色 を 定義 むす る こと も で きま す . その と き に 使う 
の が , CMD VOICE と いう ステ ー ト メン ト で す ( 詳 し く は 「 リ ファ レン ス 
マニ ュ ア ル 」 の CMD VOICE を 参照 し て くだ さい ). 


音 作り で 最も 重要 な の が , 音 の 時 間 的 変化 で す . これ を エン ベロ ー プ 
(Envelop) と いい ます . そし て , 作り た い 楽 器 の 特徴 を よく 理解 する こ 
と も 大 切な こと で す . 

た と えば ピア ノ で あれ ば , 鍵盤 を 押し た と き 鋭 い 音 の 立ち 上 が り が あ 
り , その あと 続け て 押し て いれ ば , 徐々 に 音 が 消え ん て いく エン ベロ ー プ 
を 持っ て いま す . また , 倍音 の 構成 も 立ち 上 が り の と き に 多く , 時 間 が 
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経つ に つれ て 倍音 の 数 は 少な く な り , 一 定 の 倍音 構成 に 近づい て いき ま 
す . 以上 の よう な 特徴 を つか ん で 音 作 り を 進め て いき ます . 

エン ベロ ー プ を 人 拭 的 に 作る 機能 を , ECG(Envelop Generator) と いい 
ます . その パラ メー タ と し て AR(Attack Rate) , DR(Decay Rate) , 
SR(Sustain Rate), RR(Release Rate), SL(Sustain Level)) な ど が あり ま 
す . 

これ ら を 設定 し て いく た め に は 配列 変数 を 使い ます . この 配列 変数 の 
各 値 は それ ぞ れ 特別 な 意味 を 持っ て お り , それ ら の 値 を CMD VOICE 命 
令 で 音色 と し て 設定 し ます . 配列 変数 の 意味 は ,「 リ ファ レン スマ ニュ 
テル 」 の CMD VOICE 文 を 参照 し て くだ さい . 

まず , 配列 変数 を 使う た め に DIM 文 で 宮 言 し ます . 


DIM A%(4. 9) fg 


FM 音源 で 音 を 出す た め に は , オペ レー タ が 重要 な 役割 を 果たし て い 
ます . この オペ レー タ は 4 つ あ り , それ ぞ れ を いろ いろ と 組み 合わ せる 
こと に よっ て , 出る 音 が 全く 違っ て きま す . その 組み 合わ せ を アル ゴリ 
ズム (Algorithm) と いい , 8 つの パタ ー ン が あり ます . 

4 つ あ る オペ レー タ は モジ ュ レ ー タ と キャ リア に 分 か れ , これ は アル 
ゴリ ズム に よっ て その 対応 が 変わ り ま す . 

キャ リア と モジ ュ レ ー タ の パラ メー タ の 効果 は 下図 の よら に な っ て い 
ます . 





設定 値 に よる 音 の 変化 
項 | 関 他 す る パラ メー タ 値 
MIN っ MAX 


キャ リア の 出力 レベ ル 半量 大 っ o 音 量 小 
合 オ ペレ ー タ の Output | ( 注 :Level は 0 が 最大 





9 と な り ま す ) 
ー-| (AR, DR, SR, RR, SL) 
モジ ュ レ ー タ の 出力 レベ ル 刀 い 音色 つ 明る い 音 色 











モジ ェ レ ー タ の フィ ー ド ババ 鋭い 音色 ノ 


Ei 靖 の 音 伯 < っ 
レル Feed back 普通 の 音色 ィ ス 





キャ リア の 周波 数 各 オ ペレ ー タ の Detune。 ピッチ 低 ピッチ 高 














モジ ュ レ ー タ の 周波 数 Multiple 近い 倍音 … 離 れ た 倍音 


8 つの アル ゴリ ズム は 大 きく 3 つ に 分 けら れ ま す . 
(1) キャ リア 数 が 1 つの アル ゴリ ズム (番号 0 一 3) 
1 つの キャ リア に 対し て 残り の すべ て の オペ レー タ が モジ ュ レ ー タ 
と な る わけ で すか ら , 強力 に 明る い 音 に な り ま す . また この アル ゴリ 
ズム は , 極端 な 音色 変化 だ け で な く , モジ ュ レ ー タ の 出力 レベ ル を 搾 
え 気 味 に すれ ば , 複雑 な 波形 を 持つ 微妙 な 音色 を 作る こと も 可能 で あ 
り , ソロ 楽器 向き と いえ ます . 
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(2) キャ リア 数 が 2 つの アル ゴリ ズム (番号 4 ) 
キャ リア 数 が 2 つの アル ゴリ ズム は , 音 作り の 結果 を 想像 し や すい 
わり に 幅広 い 音 色 が 作れ る オー ル マ イ ティ な パタ ー ン で す . 2 つの 
キャ リア の ピッ チ を ずら し て コー ラス 効果 を 出し た り , 一 方 で 基本 的 
な 音色 を 作り , 他方 で は 味付け 的 な 効果 (た と えば , 息 の 音 ) を 出し た 
りす る こと も ゃ 可能 で す . 
(3③3) キャ リア 数 が 3 つか 4 つの アル ゴリ ズム (番号 5 一 7) 
厚み の ある 落ち 着い た 音色 を 作る の に 向い て いま す . すべ て の キャ 
リア の ピッ チ を 少し ずつ ずら し て や る と , 多数 の 楽器 を 同時 に 弾い て 
いる よう な ュー ラス 効果 が 作れ ます . また , アル ゴリ ズム 7 の よう に 
4 つの オペ レー タ の 出力 を すべ て 加え 合わ せる パタ ー ン は , オル ガン 
系 の 音色 を 作る の に 最適 で す . 
それ で は , これ か ら エ レク トリ ッ ク オ ル ガ ン の 音 を 作る こと に し ま 
まみ:。 
そこ で まず 初め に , これ ら 4 つの オペ レー タ を ON に し て 使用 可能 
( 音 を 出せ る 状態 ) に する た め に , 次 の よう に し て くだ さい . 


A%(0.1=15 fg 


次 に アル ゴリ ズム を 選 記 わけ で す が , 前 に も 述べ た よう に , オル ガン 
系 は アル ゴリ ズム 7 が よい の で す が , ノイ ズ を 付け て ボリ ュー ム 感 の あ 
る 音 を 作る た め に アル ゴリ ズム 5 を 選び ます . アル ゴリ ズム の 設定 は 配 
列 (0, 0) で 行い , フィ ー ド バッ ク (Feed Back…… 自分 自身 に 対し て 変調 
を か ける 度合 ) の 値 も 一 緒 に 設定 し ます . この フィ ー ド ベッ ク は オズ 
レー タ 1 に 働く も の で , 先ほど も 述べ た よう に 人 歪ん だ 感じ を 出し て ボ 
リュ ー ム の ある 音 に する た め に , ここ で は 最大 値 の 7 に し て お お きま す . 


A%(0,0) 三 7*8 二 5 


これ で フィ ー ド バッ ク と アル ゴリ ズム の 設定 か が で きま し た . 

次 に , 音 を 出す た め に AR(Attack Rate) と RR(Release Rate) を 設定 
し ます . AR は 音 の 立ち 上 が る 速 さ を 設定 する の で , 設定 し な いと 音 が 
出 ま せん . また RR は , Key-off し て か ら EG 出 力 レ ベル が 減衰 し て いく 
速 さ を 設定 し ます . こと の RR を 設定 し な いと , か な り 長 い 間 音 が 続き ま 
5。 

と りあ え ず 両方 と も 最大 値 こ し て お きま す . 

FOR OPー1 TO 4: A%(OP, 0) 三 31 : NEXT OP 
FOR OP 三 1 TO 4: A% (OP, 3) 三 15 : NEXT OP 
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音 を 出す た め に , CMD VOICE 文 で デー タ を 音色 と し て 設定 し まし ょ 
cMD volcE A% fg 引 
CMD PLAY "Vi5O4cDEFG' 9 


どう で すか . か な り 激 し い 雑 音 が し た と 思い ます . これ は モジ ュ レ ー 
タ の Output Level が 高 す ずる た め に 起こ り ま す . モジ ュ レ ー タ の 
Output Level が 高 す ずる と , その モジ ュ レ ー タ が キャ リア に 対し て か け 
る 変調 度 が 大 きく な りす ぎ て 雑音 の よう に な り ま す . 

モジ ュ レ ー タ の Output Level は , 作ら うと する 音質 に も より ます が , 
最大 で も 10 く らい に と ど め て お いた 方 が よい で し ょ うら. 

ここ と では, モジ ュ レ ー タ は オペ レー タ 1] だ け で , オペ レー タ 1 に は 
フィ ー ド バック を 最大 に か け て いる の で , Output Level を 30 に 設定 し て 
お きま す . 


A%(1.5=30 2 


も う 1 度 音 を 出し て み ま し ょ う . 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


CMD VOICE A% 


CMD PLAY "V15CDEFGY" 


いく ら か よい 音 に な っ た と 思い ます . まだ 実際 の エレ クト リッ クオ ル 
ガン の 音 と は 全く 違っ て いま す が , 細か い 修正 は あと に し て , 先 に 次 の 
パラ メー タ を 設定 する こと に し ます . 

次 は DR(Decay Rate) を 設定 し ます . Key-on され て , AR の 値 に より 
EG 出 力 レ ベル が 最高 に な っ て か ら こ の レベ ル が 下がっ て いく 速 さ を 
DR と SR(Sustain Rate) で 決め ます . この DR と SR は SL(Sustain 
Leve)) に よっ て 分 か れ ま す . EG 出 力 レ ベル が 最高 か ら SL に 達する まで 
の 速 さ が DR で , SL か ら 出 力 が 0 ある い は Key-off され る まで が SR の 値 
(に な り ま す . この SL を 0 ( 小 衰 量 を 0 と し ます . し た が っ て , 出力 レベ 
ル は 最高 値 ) に する と , EG 出 力 レ ベル が 最高 に 達し た 時 点 か ら SR に な 
り ま す の で , DR の 値 は 意味 を 持た な く な り , また , それ と は 逆 に SL を 
15 に する と , EG 出 力 レ ベル が 0 に な る まで DR の 値 に より 減衰 し て いく 
の で , SR の 値 は 意味 を 持た な く な り ま す . 

各 オ ペレ ー タ の SL を 15 に し ます . 


FOR OPー1 TO 4: A%(OP,④ 三 15 : NEXT OP 


これ で 大 体 の 準備 が で きま し た . それ で は これ か ら オ ペレ ー タ を 分 け 
て 部 分 的 に 修正 し て , 音 を 作り 上 げ て いき まし ょ うら. 
まず , オペ レー タ 4 だ け ON に し ます . 
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A%(0, 1) 三 8 


現在 , Multiple( 周 波数 比 ) の 値 が 0 に 設定 され て いま す . これ を 1 に 
し て お きま す . この Multiple は, 入力 され た 周 小数 を 何 倍 に する か を 決 


め る も の で す . 


A%(4. 7) ニ 1 
これ で 音 を 出し て み ま し ょ う . 


CMD VOICE A% 
CMD PLAY "CDEFG" 


あま り 音 に 表情 が 感じ られ ませ ん ね . これ は 正弦 渡 に よっ て 音 が 作ら 


れ て いる か ら で す . 
そこ で , 次 の キャ リア で ある オペ レー タ 3 を ON に し て , ハモ っ た 感 


じ を 出す た め に Multiple を 2 に し て 音 を 出し て み ま し ょ う . 


A%(0, 1) 三 4 : A%(3, り =2 9 

CMD VOICE A% fgl 

cMD PLAY "CDEFG" 衝 g 

音程 は 高く な り ま し た が , や は りこ れ も 正 弦 流 1 つ な の で 単純 な 音 で 
すね . 今度 は オペ レー タ 3 と 4 を ON に し て 音 を 出し ます . 

A%(0, 1) 三 12 信 
cMD VOlcE A% れ g 
CMD PLAY "CDEFG" 


今度 は , 原音 の オペ レー タ 4 と 倍音 の オペ レー タ 3 の 将 が ミッ クス さ 
れ て オル ガン らし い 音 色 に 近づい て きま し た . 次 に 最後 の キャ リア で あ 


る オペ レー タ 2 で 高い 周波 数 を 出す た め に , Multiple を 10 に 設定 し ま 


す . 
この と き , オペ レー タ 2 を ON に する の を 忘れ て は いけ ませ ん . 


A%(0.1)= ニ 14 : A%(2.7 の =10 9 
CMD VOICE A% fg 

CMD PLAY "CDEFG' 1 

高音 部 は 出る よう に な り ま し た が , 音程 が 狂っ て いる よう に 聞こ える 
の で , も う 少 し 下げ ます . 

A%(2.7=8 9 

CMD VOICE A% yl 

cMD PLAY "CDEFG' | 
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これ で よく な り ま し た ね . 次 に モジ ュ レ ー タ で ある オペ レー タ 1 を 
ON に し て 音 を 出し て み ま す -. 
A%0.1)=15g| 
CMD VOICE A% 
CMD PLAY "CDEFG" 


多少 いび つ な 音 に 聞こ を えま す の で , オペ レー タ 1 の Multiple を 5 に 
し て Output Level を 少し 下げ ます . 
A%(1,7) 三 5 : A%(1, 5) 三 40 
CMD VOICE A% 


CMD PLAY "CDEFG" 


ずい ぶん と オル ガン らし い 音 に な っ て きま し た . し か し , まだ 歪ん だ 
感じ が か し ます の で , オペ レー タ 2, 3 の Output Level を 下げ ます . 


A%(2, 5) 三 20 : A%(3. 5) 三 30 
CMD PLAY A% 1g 
cMD PLAY "CDEFG" ol 


まだ 歪ん だ よう に 聞こ を えま すね . これ は オペ レー タ 1 に よる 変調 が オ 
ペレ ー タ 2, 3, 4 全部 に 同じ よう に か か っ て いる た めで す . そこ で , オ 
ペレ ー タ 1 の 出力 レベ ル を , 音 が 立ち 上 が っ た 状態 か ら 少 し 下げ る よう 
に し ます . それ に は , SL を 2 に 設定 すれ ば よい で し ょ う . そし て , 
DR が 0 で は EG 出 力 レ ベル が 下がら な い の で , 立ち 下がり を 少し 速め 
の 20 に 設定 し ます . 

A%(1, 4) 三 2 : A%(1, 1) 三 20 gl 
CMD VOICE A% 
CMD PLAY "CDEFG" 


これ で 少し 丸み が 出 て き て , エレ クト リッ クオ ル ガ ン の 感じ に こ な っ て 
きま し た . あと は , も う 少 し 音 の 幅 を 持た せる た め に ディ チュ ー ン 
(Detune) を 設定 し て , 周波 数 の ピッ チ を ずら し ます . 

A%(1, 8) 三 3 : A%(2, 8) ニ ー1 
A%(3.8) ニ ー3 : A%(4.8=3 lg 


その あと キー ボー ドレ イト スケ ー リ ング デプス ( Keyboard Rate 
( 注 2.) 
Scaling Depth) を 設定 し て , 音程 が 高く な る ほど 各 Rate に よる 変化 速 
度 が 速く な る よう に し ます . 
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1. ディ チュ ー ン (Detune) 


FM 音源 の オペ レー タ の ピッ チ を 微妙 に ずら すこ と に 
よっ て , 音色 に うねり や 深み を 与え る こと と が で きま す . 
オル ガン , エレ クト リッ クビ ピアノ, スト リン グ ス に この 
機能 を ケ える こと に よっ て , より 自然 な 楽器 の 感じ が 得 
られ ます . 

2. キー ボー ドレ イト スケ ー リ ング デプス 
(Keyboard Rate Scaling Depth) 
音程 に よっ て エン ベロ ー プ の 各 Rate を 変化 させ ます . 
自然 の 楽器 の エン ベロ ー プ は ピア ノ の 低音 部 と 高音 部 を 
聞い て も わか る よう に 音程 に よっ て 微妙 に 異な っ て いま 
す . 
この キー ボー ドレ イト スケ ー リ ング を 設定 する こと に 
よっ て 高音 部 で の Rate が 速く な り , より 自然 な 楽器 の 
音 に 近い 感じ が 得 ら れ ま す . 


オペ レー タ 2, 3, 4 の 各 Rate 値 が 最大 か , ある い は 0 で 設定 され て い 
な けれ ば Keyboard Rate Scaling Depth を 設定 し て も 意味 が な い の で , 
ここ で は オペ レー タ 1 だ け 3 に し ます . 


A%,6)=3 fg 


そし て 最後 に , LFO の パラ メー タ を 設定 し て ビブ ラー ト ( 音 程 を 細か 
く 変 化 さ せる ) や トレ モロ (音量 を 細か く 変 化 さ せる ) な どの 効果 を つけ 
ます . し か し , この LFO を あま り 深 く か け す ぎる と 音程 が 狂う こと が あ 
る の で 注意 し て くだ さい . 
この エレ クト リッ クオ ル ガ ン の 音 に は , ビブ ラー ト だ け で トレ モロ は 
つけ ませ ん が , トレ モロ を か ける た め の パ ラメ ー タ の 設定 は , LFO ス 
ピー ド が 1500 て 2500 くら い , Ams を 3 て 8, Amd を 低く する と な め ら か 
な 効果 が 得 ら れ ま す . トレ モロ を か ける と き は , 最初 に この 程度 の 値 を 
設定 し て お いて , あと は 音色 に よっ て 修正 し て いく と よい で し ょ うら. 
ここ で は ビブ ラー ト を か ける た め に , ピッ チ (Pmd, Pms) を 変え ます . 
細か い ビ ブラ ー ト を か ける 場合 , LFO ス ピー ド は 3000 て 4000 く らい が 
よい で し ょ う . 
エレ クト リッ クオ ル ガ ン は , それ ほど 強く ビブ ラー ト を か ける 必要 は 
な い の で , Pms を 5 , Pmd は 10 に 設定 し ます . 
A%(0, 4) 三 3000 
A%0.7=5 9 
A%(0.5)=10 9 
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次 に Wave form で す が , ビブ ラー ト に は 三角 濾 が 適し て いま す の で , 
2 を 設定 し て 音 を 聞い て み ま し ょ う . LFO は や や 高め で 長い 音 に する 
と わか りや すく な り ま す . 

A%(0, 2) 三 2 
cMD volcE Aw% 1g 
CMD PLAY "L1O6C" 


も う 少 し は っ きり 表す た め に Pms を 上 げ ま す . し か し この まま で は 
か か りす ぎる の で , Pmd を 少し 下げ る こと に し ます . 次 の よう に し て < く 
だ さい . 

A%(0,.7 ニ 6 : A%0.5)=8 2 
CMD VOICE A% 
CMD PLAY "Li1O6C' 49l 


これ で , ほど よい 効果 が 得 ら れ た と 思い ます が , も っ と 長い 音 を 出し 
て LFO の 効果 を 確認 し まし ょ う . それ に は "@W" を 使う と 便利 で す . 

この "@W" は , 指定 され た と き の 状 態 を 指定 され た 長 さ だ け 維 持 し ま 
す . わか りや すく 説明 し ます と , "@W" が 指定 され た と き に Key-on ( 音 


が 出 て いる ) 状 態 で あれ ば , その まま Key-on され て いて 音 が 出 て いま す 


が , 指定 され た と き に Key-off され て いれ ば , その まま Key-off の 状態 , 
つま り 音 が 出 な い 状 態 が 続き ます . 
CMD PLAY 『"Y40, 240@W1@W1@W1@W1" gl 


以上 で エレ クト リッ クオ ル ガ ン の 音 の で き 上 が り で す . 

今回 あげ た 例 は , 全く 何 も な い 状 態 か ら 音 色 を 作り 上 げた の で , けっ 
こう 大 変 な 作業 で し た が , 作ら うと する 音 に 近い 音 , ある い は 特徴 の 似 
て いる も の を 底 存 の 音色 か ら 見 つけ 出し て , その 音 を も と に し て 修正 を 
重ね , 音 を 作る よう に すれ ば , も う 少 し 簡単 に 音 を 作る こと が で きま 
す . 

その 方 法 は ,「 リ ファ レン スマ ニュ アル 」 の "CMD VOICE COPY" の サ 
ンプ ルプ ログ ラム と し て 載っ て いま すか ら , そちら も 参照 し て くだ さ 
い . 

最後 に , Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の 中 に は 効果 音 や 動物 の 鳴き 声 
を 出す プロ グラ ム が 入っ て いま す . 拡張 子 が "vol" と な っ て いる ファ イ 
ル を 次 の よう に ロー ド し て , 実行 し て くだ さい . 


RUN "< ファ イル 名 >" .voi" | 


\ 


た だ し , これ ら の プロ グラ ム は Nas-BASIC V2 が 起動 し た 直後 の 状態 
で 動作 し ます . 








サウ ンド ユー ティ リティ 
プロ グラ ム 





Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , サウ ンド 機能 を 使っ た ユー ティ リティ プロ グラ ム が 2 ご つ 用 意 され 
て いま す . 1 つ は , コン ピュ ー タ の キー ボー ド を ピア ノ の 鍵盤 に みた て て 音楽 を 演奏 する スー パー キ ー 
ボー ドン シス テム (sks) プ ログ ラム で す . も う 1 つ は , 音色 の 編集 を 行う ミュ ー ジ ッ ク エ ディ タキ ッ ト 
(mek) プ ログ ラム で す . それ ぞ れ の ユー ティ リティ プロ グラ ム の 使い 方 を 説明 し ます . 


] . スー パー キー ボー 
ド シ ス テム (SK8) 


CMD PLAY 文 を 使っ て 音楽 を 演奏 する 場合 , 音 の 高 さ (PITCH) や 長 
さ (RHYTHM) は 文字 列 の 形 で 入力 し な けれ ば な り ま せん . また , 先 に 
音程 の 文字 列 を 入力 し な けれ ば 音楽 を 演奏 する こと が で きま せん . これ 
で は 音楽 を すぐ 演奏 し た いと き に 不便 で すね . 

そこ で , コン ピュ ー タ の キー ボー ド を ピア ノ の 鍵盤 に みた て て , ピア 
ノ の よう に 演奏 する こと に よっ て CMD PLAY 文 の 文字 列 を 作る こと が 
で きた ら 便 利 で 楽し いと 思い ませ ん か ? それ を 可能 に し た の が "sks" 
プロ グラ ム で す . 

ここ で は , ベー トー ヴェ ン 作 の 「 エ リー ゼ の た め に 」 の 曲 の 一 部 を 題材 
に し て , この プロ グラ ム の 使い 方 を 説明 し て いき まし ょ うら. 


エリ ー ゼ の た め に 


L.V.Beethoven 
































まず , プロ グラ ム を 実行 させ ます . V2 モ ー ド を 起動 ("How many 
files (0-15) ? "が 表示 され た ら , 1 狼 』 と 入力 し て くだ さい ) し , 
Na.BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク か ら プ ログ ラム を ロー ド し た 後 , 実行 し て 
くだ さい . 


sks プ ログ ラム は , Ng 日 本 語 BASIC で 実行 させ る こと は で 
きま せん . 
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し ば らく する と , ピア ノ の 鍵盤 の 図 が 画面 に 表れ , 次 の よう な メッ セ 
ー ジ が 表示 され ます . 





Input number of Sharp (+) ノ F1at(ー) ツ 時 











これ は , 演奏 する 曲 の 調 を 尋ね て いま す . 井 の 調 な ら そ の 斗 の 数 を 正 
の 数 (1 て の で , b の 調 な ら その の 数 を 負 の 数 (1 ニー の で 入力 し て く < 
だ さい . 井 ,! 両方 と も つか な い 調 の 場合 は 0 人 2M また は 人 9M を 入 
ガレ し て ぐだ さい 、 

ここ で 使用 する 「 エ リー ゼ の た め に 」 は 韻 も b も 付か な い 調 な の で , 
人 を 孝 し ます 。 


する と , 次 の メッ セー ジ が 画面 に 表れ ます . 





Press keys to play music, Press ESC key to quit. 








これ で 演奏 の 準備 か が で きま し た . 
画面 に 表示 され て いる 鍵盤 の 図 の と お り に キー を 押し て 演奏 し て くだ 
さい (た だ し , 残念 な か がら この プロ グラ ム で は 一 度 に 1 音 し か 音 が 出せ 


ませ ん ). 
で は 「 エ リー ゼ の た め に 」 を 入力 し て み ま し ょ う . 次 の よう に キー を 提 
し ます . 





m 
M N 


人 、 3。 み 
い | 





回 合 回 回 回 固 回 





回 回 回 名 


記 届 


ララ (回 (回 回 回 


ESC 





副 
E 




















四 








イイ? 
| と 人 は 同じ C の 音 を 発声 し ます . また , テン キー は 使う 
こと が で きま せん . 
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す . こと の デー タ は 後 で CMD PLAY 文 の 形 で フロ ッッ ピー ディスク に セー 
ブ さ れ ま す . 

音 を 発声 する キー の 他 に , 下図 に 示す 特別 な 働き を する キー が あり ま 
す 


| タプ |: 休 待 を 入力 し ます . 

: 次 の ステ ッ プ (リズ ム を 刻 せ モー ド ) へ 進み ます . 

| 後 週 : 1 つっ 前 の 入力 を 無効 に し ます . 

| | ! "を 表示 し ます . これ は 音 に 影響 を 与 え を ませ ん の で , 楽 侵 
の 区 切り を 示す 目印 な ど に 利用 で きま す . 

[中 : 晶 (ナチュラル) に し た しい 場合 , この キー と 音階 キー を 同時 に 
押し て くだ さい . 

以上 の キー を 使っ て 上 手 に 演奏 し て くだ さい . 

演奏 が 終わ っ た ら [上 ESC を 押し ます . する と , 次 の メッ セー ジ が 表示 

され ます . 





Quit(y/n)? 軒 








続け て 演奏 する 場合 は n 放 9W , リズ ム を 刻む モー ド へ 進む 場合 は 
y 作 ②M と 入力 し て くだ さい . y を 入力 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ , リズ ム を き ざ む モー ド に 入り ます . 





Play by pressing SHIFT keys. Press ESC key to back step. 








[ シフ ト 上 を 押し て リズ ム を きざみ ます . ここ で , 先ほど 入力 し た 「 エ 
リー ゼ の た め に 」 の 曲 に リズ ム を つけ まし ょ う . メ ロディ の と お り に に 
| シフト を 押し て くだ さい . [| シフ ト 』 を 押す と 音 が 出 ま す の で , その 音 
の 長 さ に より 判断 し ます . 


UM テ J) 朋 )5 
US 
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キー を 入力 する と , 画面 の 左 横 に , 入力 し た 音 の デー タ が 表示 され ま 
と 

シフ ト 』 を 押し 問 違え た 場合 は ESC を 押し て くだ さい . 1 つ 前 に 
戻り ます . リズ ム を きざみ 終わ る と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





Try again(n/y)? 園 








リズ ム を きざみ 問 條 えた 場合 は y と 入力 し て , も 1 度 最 初 か 
ら リ ズム を きざみ な お し て くだ さい . 正しく リズ ム が 入力 で きた 場合 は 
n 衝 ⑦M を 押し ます . する と , 入力 し た 曲 が 自 動 的 に 演奏 され ます 。 演 
奏 が 終わ る と 次 の よう に 表示 され ます . 





File name to save? 圏 











ファ イル 名 (ドラ イブ 番号 も 指定 で きま す ) を 入力 し て くだ さい . ファ 
イル 名 を 入力 する と , 入力 し た 曲 が CMD PLAY 文 の 形 で フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 書き 込ま れ ま す . その 後 , 





coplete. 











と 表示 され , プロ グラ ム は 終了 し ます . 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー ブ さ れ た ファ イル は 
load "< ドラ イブ 番号 >〉: く ファ イル 名 >" 2 
run f 引 
と する こと に より 何 回 も 演奏 する こと が で きま す . また , 入力 し た 曲 の 
音色 を 変え る 場合 や 直し た い 部 分 が ある 場合 は , BASIC の スク リー ン 
エディ タ で 修正 する こと が で きま す . 


. ミュ ー ジ ッ ク 
エディ タキ ッ ト 
(mek) 
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1. と の プロ グラ ム は , 入力 し た リズ ム ど お り に 再演 奏 され 
な い 場 合 が あり ます . 
2. B 井 を 指定 し た 場合 , 1 オク ター ブ 上 の C の 音 に な り ま 
す . また , Cb を 指定 し た 場合 は , 1 オク ター ブ 下 の B 
の 音 で は な く 同 じ オ クタ ー ブ の B の 音 に な り ま す . 
3. sks プ ログ ラム を 実行 中 ("Complete." が 表示 され る 前 ), 
| 陣 旨 また は 全 引 + 作 を 皇 し て プロ グラ ム を スト ッ プ 
させ た あと , CMD UNLINK 文 を 実行 し な いで くだ さい . 


"mek" プ ログ ラム で は , 音色 を 編集 し な が ら 箇 単に 編集 中 の 音 を 聞く 
こと が で き , また 各 オ ペレ ー タ の 状態 を 一 目 で 見 る こと が で きま す . 
プロ グラ ム の 実行 は 次 の よう に 行い ます . まず Ns-BASIC シ ステ ム 
ディ スク を ドラ イブ 1 に 入れ て V2 モー ド を 起動 し , 





Disk verSion [Oot 20, 1i986 1 
How many files(0-15)? 











が 表示 され た ら 1 以上 の 数 を 入力 し , 人 1 を 押し ます . 下図 の よう に 
画面 に 表示 され まし た か ? 


DiskK verSion [Oot 20, 1986 ] 
How many Files(0-15)? 1 
NEC _N-88 BASIC Version 2.3 


Copyright (C) 1981 by Miorosof も 
※ ポ ※※ 炒 BytGS TrGG 
Ok 








次 に , NaBASIC シ ステ ム デ ィ ス ク か ら プ ログ ラム を 読み 込み ます . 
LOAD "mek"' 9 


ロー ド が 終わ っ た ら プ ログ ラム を 実行 し て くだ さい . 
RUN 1gI 
し ば らく する と 次 ペー ジ の 図 に 示す 初期 画面 が 現れ , 編集 お よび ュ コマ 


ンド 入力 待ち の 状態 に な り ま す . カー ソル は コマ ンド を 表示 し た プロ ン 
プ ト 文 の 横 に 表示 され ます . 
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ワ ロ 


Iong,Nn HB 。 Hgorithm g FeedBack ? OpePataf 陽 sk 15 
畔 g 3 naW 


0Pf と OPT9 
ーー RATE --- 
人 [9 - 3 
[8 - 311 

[9 - 31] 

Ez 

HB = 


時 人 
CC コモ 


UP 
エー 
Fa た 


PD 
で つつ ーー トー ーー mn コー コー コ c ロ エー 


で ロレ ーー 
一 cn ーー トーcT CYS トコ トー 


でき 


ウー 


CT 





っ ーーCO テー 
rr ーー Cm CC に T つ ーー 


(PF う 1aug,《T)nne change, 人 Lnad,(5)aug ,《02uj1t 7 





音色 の 編集 を 行う 場合 は , カー ソル 移動 キー( [を 』 [つう | ( 尼 ) 
や タ プ 』 を 使っ て カー ソル を 編集 し た い 行 へ も っ て いき , 数 値 を 指定 
し て か ら 作 ②M を 地 し ます . 
音色 パラ メー タ に お いて 設定 で きる 数 値 の 範囲 は 次 の よう に な り ま 
す . 


音色 の パラ メー タ 





Algorithm 

Feed Back 

Operater Mask 

AR(Attack Rate) 

DR (Decay Rate) 

SR (Sustain Rate) 

RR(Release Rate) 

KS(Keyboard Rate Scaling Depth ) 
ML(Multiple) 

DT (Detune) 

SL(Sustain Level) 

OL(Output Level) 

AMS(Amplitude Modulation Sensitivity) 
WF(Wave Form) 0 一 3 
SYNC 0 一 1 
SPEED 0 一 16383 
PMD(Pitch Modulation Depth) ー127 一 127 
AMD(Amplitude Modulation Depth) ー127 一 127 
PMS(Pitch Modulation Sensitivity) 0 一 15 
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各 音 色 パ ラメ ー タ の 説明 に つい て は ,「 リ ファ レン スマ ニュ アル ]」 の 
CMD VOICE 文 を 参照 し て くだ さい . 

入力 は 1 行 ず つ 行い , 各行 の 入力 が 終わ っ た ら 作 ⑳』 を 押し ます . た 
だ し , "Tone No." を 設定 する こと は で きま せん . "Tone No." を 設定 する 
場合 は Tone Change モー ド を 指定 し て くだ さい . 

ここ で 編集 し た 音色 は , この プロ グラ ム の 中 で あら か じ め 用 意 さ れ て 
いる TEMP% と いう 配列 に 割り 当て られ ます . そし て , 編集 し た 音色 
は , Play モ ー ド に 入る こと に よっ て 聞く こと が で きま す . 


編集 中 に | 際 退 を 使用 し た 場合 は , ずれ て 表示 され ます 
の で , 押さ な いよ うに し て くだ さい . 


編集 お よび コマ ンド 入力 待ち 状態 か ら 違 っ た モー ド に 入る 場合 は , 
"P" (Play,"T" (Tone change), "L"(Load), "S" (Save) , "Q" (Quit) の 
いずれ か の 文字 を 入力 し ます . 入力 は 小文字 で も 可能 で す . 誤っ て 入力 
し た 場合 は , | 後 週 を 使っ て 間違え た 文字 を 消去 し , それ か ら 正 し い 文 
字 を 入力 し て くだ さい . 

で は , 各 コ マン ド に つい て 説明 し て いき まし ょ う . 

(1) Play : 音 を 出す 
"P" ま た は "p" を タイ プレ し , を 入力 する と 音 を 出す モー ド に 
な り , 現在 設定 され て いる 音色 で 音 を 出す こと が で きま す . 次 の よう 
な プロ ンプ ト 文 が 表示 され ます の で , メロ ディ を 入力 し て くだ さい . 





Melody 軒 








た と えば , "ドレ ミ " と 音 を 出し た 場合 は 


Melody cde 
と 入力 し ます . 


また , 以前 に Play モ ー ド で メロ ディ が 設定 され て いた 場合 , プロ ン 
プ ト 文 の 後 tc 放 9W だ け を 入力 する と , 前 に 設定 され た メロ ディ で 音 
を 出し ます . 

この Play モ ー ド で は , TEMP% に 割り 当て られ た 音色 デー タ を 
チャ ネル 1 に セッ ト し ます の で , 単音 で の み 音 を 出す こと が で きま 
す . 

演奏 が 終わ る と , 編集 お よび コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻り ます . 


201 


(2) Tone Change : 音色 番号 を 変え る 

"T" ま た は "t" を タイ プ し 」 人 ⑦M を 入力 する こと に よっ て 音色 番 
弓 を 変え た る こと が で きま す 。 

指定 で きる 数 値 の 範囲 は 0 から 61 ま で で す 。 次 の よう な プロ ンプ ト 
文 が 表示 され ます の で , 音色 を 編集 する と き に ベー ス と し た い 音 の 音 
色 番 与 を 入力 し て くだ さい 。 

音色 番号 に つい て の 説明 は ,「 リ ファ レン スマ ニュ アル 」 の CMD 
PLAY 文 を 参照 し て くだ さい . 

設定 が 終わ る と , 設定 し た 音色 番号 の デー タ が 表示 され , 再び 編集 
お よび コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻り ます . 





Tone No. ? 園 








(3) Load : 音色 デー タ を ロー ド す る 
"L" また は "を タイ プレ し , を 入力 する と , 以前 作成 し た 音色 
デー タ が TEMP% に 割り 当て られ ます . 以下 の よう な プロ ンプ ト 文 が 
表示 され ます の で , ファ イル 名 (ドラ イブ 番号 を 指定 する こと も で き 
ます ) を 入力 し て くだ さい . 





Input File Name 園 











た だ し , ここ で 取り 扱え る ファ イル は , 以前 "S" (Save) コ マン ド に 
よっ て 作成 され た ファ イル で な けれ ば な り ま せん . 指定 し た ファ イル 
の ファ イル 形式 が 違う 場合 は "Ilegal Program!" エ ラー が 表示 され ま 
す . この 場合 は 人 9M を 押す こと に よっ て , 編集 お よび コマ ンド 入力 
待ち 状態 に 戻る こと が で きま す . また , 指定 し た ファ イル が フロ ッ 
ピー ディ スク に 存在 し な い 場 合 は "DISK ERR!"" エ ラー が 表示 され ま 
す . この 場合 も 放 』 を 入力 する こと に よっ て , 編集 お よび コマ ンド 
入力 待ち 状態 に 戻る こと が で きま す . 以上 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ 
が 表示 され た 場合 は , ファ イル 名 を 確認 する な ど し て , も う 1 度 正 し 
い フ ァイル 名 を 入力 し て くだ さい . 

音色 デー タ の 読み 込み が 終わ る と , 読み 込ま れ た デー タ が 表示 さ 
れ , 再び 編集 お よび ュ マ ンド 入力 待ち 状態 に 戻り ます . この 場合 , 
"Tone No." は "一 1" に 設定 され ます . 
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"S" て Save) コマ ンド に よっ て セー ブ さ れ た ファ イル を 


BASIC の スク リー ン エ ディ タ で 変更 し た り , ある い は 
RENUM コマ ンド を 使っ て 行 番号 を 変え た 場合 , 'L" 
(Load) コ マン ド で は 読み 込む こと が で き な い 場合 が あり 
ます . 


(4) Save : 音色 デー タ を セー ブ す る 
"S" また は "s" を タイ プ し , 人 WM を 入力 する と と に よっ て , 音色 
デー タ を プ ブログ ラム の 形 で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ( に セー ブ し ます . 
10 DIM TEMP%(4, 9) 
20 TEMP%(0, 0) =58 
30 TEMP%(0, 1) =15 


510 TEMP%(4, 9)= 0 
520 CMD VOICE TEMP% 
次 の よう な プロ ンプ ト 文 が 表示 され ます の で , ファ イル 名 (ドラ イ 
ブ 番 号 の 指定 も る で きま す ) を 入力 し て くだ さい . 





Input File Name 園 








フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込む と き に エラ ー が 起こ っ た 場合 , 
"DISK ERR!" が 表示 され ます . 八 ⑦MW を 埋 す こと に よっ て , 編集 
お よび コマ ンド 入力 待ち 状態 に 戻り ます . 
"S" (Save) コ マン ド に よっ て フロ ッッ ピー ディスク に 書き 込ま れ た プ 
ログ ラム は , "L" (Load) コ マン ド に よっ て 読み 込む こと が で きま す . 
セー ブ が 終わ る と , 再び 編集 お よび コ ュ マ ンド 入力 待ち 状態 に 戻り ま 
す . 
(5) Quit : プロ グラ ム を 終了 する 

"Q" また は "q" を タイ プ し | を 入力 する と , プロ グラ ム を 終了 
し , BASIC の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 

この プロ グラ ム で 作成 し た 音色 は プロ グラ ム の 形 で セー ブ で きま す 
の で , CMD PLAY 文 を 使用 し た プロ グラ ム と 1 本 化す る こと に より , 
自分 で 作っ た 音色 で 演奏 を 楽し こと が で きま す . 
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FM 音源 の 原理 / 
シン セ サ イ ザ | の 構造 





これ まで は 実際 に 音 を 出し な が らい ろ い ろ な 機能 を 体験 し て きた わけ で す が , 最後 に FM 音源 の 原理 


と シン セ サ イ ザ IC の 構造 を 説明 し ます 。 し か し , 


ここ まで 読み 終わ っ た 方 は も う 実 際 に 音楽 を 演奏 し た 


り , 自分 で 音色 を 作っ た り し て きた の で すか ら , この 5 人 委 は 参考 縮 料 と し て その まま 次 の 「 第 13 章 入 


出力 装置 の 管理 ] に 進ん で も か まい ませ ん . 





1. FM 音源 の 原理 


FM 音源 の 原理 を 説明 する 前 に , まず FM 音源 
の 基本 と な る デジ タル 音源 の 基礎 を 説明 し ます . 
(参考 著書 「 デ ジタル キー ボー ド ハ ヘ ハンドブック] 日 
本 楽器 製造 株 式 会 社 ) 


(1) デジ タル 音源 の 基礎 

デジ タル 音源 は , 音 を 何 も な い 状 態 か ら " 発 
生 " さ せる の で は な く , コン ピュ ー タ に 使わ れ 
て いる の と 同じ よう な 記憶 回 路 か ら , いろ いろ 
な タイ ミン グ で 音 を 読み 出し , "再現 "する 方 式 
を と っ て いま す . 

この 記憶 回 路 に は サイ ン 波 だ けが , "1" と "0" 
だ け の デジ タル 符号 化 さ れ た デー タ と し て 入 
っ て いま す . 

ここ で 大 切な の は , サイ ン 濾 が すべ て この よ 
ら うな "1" と "0" に 置き 換 わ っ て いる と いう こと 
で す ( 図 1 は 説明 の た め の 単 な る 一 例 で , 実際 
に は , サイ ン 濾 は も っ と 多く の 電圧 に 分 割 さ れ 
て いま すし , 電圧 の 値 も この よう で ある と は 限 
り ま せん ). し か し , この よう な 形 で 記憶 回 路 
に 入っ て いる の は "サイン 濾 の も と " で し か あ 
り ま せん . 
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と いう の は , 記憶 回 路 に は サイ ン 波 を 構成 す 
る 電圧 の デー タ が 順番 どおり に 入っ て いる だ け 
で , その 電圧 の デー タ を どう いっ た タイ ミン グ 
で 並べ る か と いう デー タ は 入っ て いな い の で 
bn 

つま り , a と b の 間 や b と c の 間 な ど 各 電圧 
の 間 の 時 間 を 決定 する デー タ が 入っ て いな い の 
で , 音 と し て 成り 立た な い の で す . も し "時 間 " 
が 決ま ら な けれ ば , サイ ン 波 の 1 周期 の 時 間 も 
わか ら な いわ け で すか ら , 周波 数 も 決ま り ま せ 
ん . つま り , 濾 有形 と サイ クル (1 周期 の 所 要 時 
間 ) が 決ま っ て 初め て " 音 " と し て 成り 立つ の で 
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と ころ で , 記憶 回 路 に "時 間 " の デー タ を 与 
る に は どう し た ら よ い の で し ょ うら うか? ここ 
ちょ っ と 図 2 を 見 て くだ さい . 


レ 9 
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ーー 時 間 


の どー の ょ の の っ oo の ら 


(V) 
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読 一 -、、 レレ 一 
み 
出 
す 


図 2 


今 こ の ノコ ギリ 波 を , 0V か ら 上 昇 し , 10V 
で スト ン と も と に 戻る よう な サイ クル だ と 仮定 
し て , これ を 記憶 回 路 に 与え を ます . そし て , ノ 
ュ ギ リ 濾 の 電圧 が 1V の と き に 記憶 回 路 の a の 
電圧 を 出力 する , 2V の と き に b の 電圧 を 出力 
する …… と いう よう に し て , 10V に な っ た らち j 
の 電圧 を 出力 させ る よう に し て お きま す . この 
よう な 約束 に し て お く と , ノ ュ ギリ 波 の 電圧 は 
直線 的 に 上 昇 し ます か ら , 図 3 に ボ が す よ うに ぁ 
と b, b と c と いっ た 隣り 合っ た 電圧 が 一 定 の 
時 間 間隔 で 出力 され る こと に な り ま す . 











図 3 
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この 方 法 に よっ て , 記憶 回 路 か らき れい な サ 
イン 濾 が 出 て きま す . そし て , この 方 法 で 最も 
重要 な の は 「 読 み 出 され た サイ ン 渋 の 周波 数 は , 
読み 出し に 使っ た ノ ュ ギリ 波 の 周波 数 と 同じ で 
ある 」 と いう ら こ と で す . 

図 4 を 見 て わか る よう に , ノコ ギリ 波 の 1 サ 
イク ル と サイ ン 波 の 1 サイ クル は 常に 一 致し て 
いる の で , サイ クル が 同じ で あれ ば 周波 数 も 同 


じ に な り ま す . 
ーー ラダ 5 
し 





読み 出す | 


1 サイ クル 


図 4 


(1 サイ クル が 1 ミリ セカ ンド の 波形 で この 
波形 が 連続 し て いる 場合 , 1 秒間 に 同じ 波形 が 
1000 回 繰り 返さ れ ま す . つま り 1 秒間 で 1000 サ 
イク ル で すか ら , これ は 1000Hz の 周波 数 に 当 
だ た り ま す ). 

(2) FM 音源 の 原理 

FM 音源 は , デジ タル 音源 の ひと つの 発展 型 
と 考え られ ます . で すか ら , "記憶 回 路 か ら ノ 
ュ ギ リ 濾 を 使っ て サイ ン 注 を 読み 出す "の が 第 
一 歩 と な り ま す . 

図 4 を も う 1 度 見 て くだ さい . ここ で , 図 5 
の よう に 細工 し た ノコ ギリ 波 で 記憶 回 路 を 読み 
出し て み ま し ょ う . 出 て くる の は 図 6 の よう な 
ひし ゃ げた サイ ン 波 に な っ て し まい ます . な ぜ 
2/ 
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図 6 


図 7 を 見 る と わか る よう に , 折れ 曲がっ た ノ 
ュ ギ リ 濾 は 2 つの ノ ュ ギリ 波 が 合成 され た も 
の , と 考え れ ば 人 箇 単 に な り ま す . 





] ン イ 
1 人 
1 の 1 
ーー は 
ッ グ の 4 
図 7 
それ で は 図 8 の よう に , 今度 は 逆 に 折っ た ら 


どう な る で し ょ うら か? さっ き と は 逆 に ひし ゃ 
げた サイ ン 波 に な り ま す ( 図 9 ). 


5 
"レン 


図 9 


読み 出し に 使う の が 必ず し ゃ 正しい ノ ュ ギリ 
波 で な く て も よい の な ら , た と えば 図 10 の よう 
な も っ と 複雑 な 波形 で 読み 出し て み ま し ょ うら. 
この 波形 で 問題 な の は ロー ンー ハ 間 で す . 


選 
避 


図 10 
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な ぜ な ら イ て ロ , ハー ニ 間 は , 図 11 の よう に 
考え れ ば それ ぞ れ "ノコ ギリ 濾 の 一 部 "と 見 な せ 
ます が , ロン ハ で は 傾斜 が 逆 で す . つま り , 逆 
向き の ノ ュ ギリ 濾 に な っ て し まい ます ( 図 12) . 
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図 11 





図 12 


そし て , 図 13 が 記憶 回 路 か ら 出 て くる 波形 で 
す . これ は も う ひ し ゃ げす ぎ て いて , と て も サ 
イン 濾 と は 呼び が た いで すね . 


図 13 


し か し これ で , " 逆 向 き の ノ コギ リ 濾 "で も 
読み 出し に は 全く 支隊 が な いこ と が わか り ま し 
だ 。 ど グ し じ で で じょう 7 

図 14 で 説明 を し まし ょ う ( こ れ は た だ , 読み 
出し 用 の 波形 を 90 度 回 転 し た だ け の も の で す ). 

まず イー て ロ ョ では, 記憶 回 路 の 中 の 電圧 を 順番 
に 読み 出し ます . こと まで は 普通 で す が , 次 に 
ロー ンー ハ で は 。, 今度 は 記憶 され て いる 電圧 を 逆 の 


順番 で 読み ます . a, b, c, …… と 読ん で い 
た も の が , 逆 に な る と g, ff, 6, …… に な り 


ます 。 で し で 。 の や 
り ま す . 


ニ で は 再び 正 し い 順 番 に 戻 














ーー の ⑦ 間 は 逆 読み する 
図 14 


この よう に 記憶 回 路 を 読み 出す の は , どん な 
波形 で も いっ こう に か まい ませ ん . そし て , 読 
み 出 し に 使う 波形 に よっ て , 記憶 回 路 に 入っ て 
いる サイ ン 濾 は いろ いろ な 形 に 変形 され て 出力 
され ます . これ が FM 方 式 の 最も 大 切な 基本 で 
E 上 

と ころ で , 図 10 を も う 1 度 見 て くだ さい . 一 
見 メチ ャ クチ ャ な 波形 で す が , 実 を いう と , こ 
の 波形 は クコ ギリ 波 と 三角 濾 が 足し 合わ され た 
も の な の で す . 図 15 の よう に , シン プル な 波形 
同士 で も , 足し 合わ せる (以後 "加算 "と 表現 し 
ます ) こ と に よっ て , か な り 和 複雑 な 波形 に する 
こと が で きま す . 

三角 濾 の 代わ り に サイ ン 波 を ノコ ギリ 波 に 加 
算 し た ら ど う で し ょ う . 図 17 が 記憶 回 路 か ら 出 
て くる 波形 で す . 


図 17 
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図 16 で は , ノ ュ ギリ 波 に 比べ て サイ ン 波 の 周 
期 を 小さ くし て お きま し た . 今度 は , サイ ン 波 
の 周期 を 大 きく し て み ま し ょ う . 図 18 を 見 て く 
だ さい . これ を 使っ て 記憶 回 路 を 読み 出す と , 
図 19 の 波形 が 得 ら れ ま す . 図 17 と 比べ て みて く 
だ さい . 同じ [ノコ ギリ 濾 二 サイ ン 濾 ] で 読み 出 
し て も , 加算 し た サイ ン 波 の 周期 を 変え る と 
読み 出さ れる 波形 は 違っ た も の に な っ て きま 
す . 





(へ 


図 18 


っ 


図 19 


さて , 今 ま で 書い た “読み出し” の 例 を よく 
見 な お し て みる と , サイ ン 波 の 周期 を 変え た 
り , ある い は サイ ン 濾 の 代わ り に 三角 波 を 使っ 
た 場合 で も , 読み 出さ れ た 濾 形 の 1 サイ クル は 
すべ て ノコ ギリ 濾 に よっ て 決定 され て いま す . 
ノコ ギリ 波 に どん な 波形 を 加算 し て ゃ も , 出力 さ 
れ た 波形 の 1 サイ クル は , ノコ ギリ 濾 の 1 サイ 
クル と 一 致し て いま す . つま り , ノ ュ ギリ 濾 が 
すべ て の 周波 数 を 決め て いる の で す . 

一 方 , ノ フュ ギリ 濾 を 加算 し た サイ ン 濾 は どん 
な 役割 を 持っ て いる の で し ょ うか ? こと これら は , 
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記憶 回 路 か ら 出 て くる 波 形 自体 を 決め て いま 
す . この ノ ュ ギリ 波 を 加算 し た サイ ン 波 が , 音 
色 を 決定 し て いま す . 

この よう に ノコ ギリ 濾 と サイ ン 濾 は , それ ぞ 
れ 音 を 決定 する 大 き な 役 割 を 持っ て いま す . 

これ まで の 例 で は , ノ ュ ギリ 波 に サイ ン 波 を 
加算 する と ぎ き , 両者 の 周波 数 比 は 1 : 1 , つま 
り 同 じ 周 波数 で し た . そこ で 今度 は , 周波 数 比 
を 変え て 考え て み ま し ょ う . ノ ュ ギリ 波 は 出力 
の 周波 数 を 決定 する る の で すか ら , 周波 数 は 変 
えま せん . 変え る の は サイ ン 波 の 周波 数 で す . 
まず , ノコ ギリ 波 の 周波 数 に 対し て サイ ン 流 
の 周波 数 を 2 倍 , つま り 周 波数 比 を ん 1:2 に し 
ます . 図 20 が その 波形 で す . 


の 7479 ん 


| 半 み す 


還 m′ | /, 


出力 波形 
図 20 
次 に , 周波数 比 を え 1:5 に し て み ま し ょ う ( 図 
21). 1 : 2 の と き に 比べ て , ます ます 複雑 な 波 
形 に な り ま す . 
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出力 波形 
図 21 


この よう に , ノコ ギリ 波 に 同じ 周期 の サイ ン 
波 を 加算 し た 場合 で も , サイ ン 波 の 周波 数 を 変 
えて いく と , 記憶 回 路 か ら 読み 出さ れる 形 も 
大 きく 変化 し ます . ノ ュ ギリ 波 : サイ ン 波 の 周 


波数 比 は 自由 に 変え られ ます . また , この 比 は 
整数 比 で な く て も よく , た と えば , 1 : 8.265 の 
よう な 半端 な 数 字 で も か まい ませ ん . 例 と し て 
図 22 に , 1:2.5, 1:3, 1: 4 の 場合 に 読み 出 
され た 波形 を 載せ て お きま す . これ ら は , 加算 
し た サイ ン 波 の 周期 を 一 定 に し て 周波 数 比 だ け 
を 変え た と き の 例 で す . 

ノコ ギリ 波 : サイ ン 波 

(周波 数 比 を 変え る と ) 


まとめ と し て , ここ で 特に 重要 な こと を 要約 
し て お きま し ょ う . 
(4) ノ ュ ギリ 濾 の 周波 数 
読み 出さ れる 波形 の 周波 数 を 決定 する 
(b) サイ ン 波 の 周期 
読み 出さ れる 形 を 決定 する 
(cO ノ ュ ギリ 濾 と サイ ン 波 の 周波 数 比 
読み 出さ れる 波形 を 決定 する 
これ で , FM 音源 の 基本 的 な 知識 が 身 に つき 
ま : し た 。 
(3) FM 音源 の 基本 構成 
FM 音源 の 基本 構成 は , 図 232 の よう に 考え ら 
れ ま す . 周 小数 を 決め る ノコ ギリ 波 と , 出力 の 
濾 形 を 決め る サイ ン 小 な ど が 加算 器 で 加算 さ 
れ , それ で 記憶 回 路 か ら 読 み 出 し ます . 記憶 回 
路 か ら の 出力 は , 一 度 掛 算 益 を 通っ て 出力 され 
ます . 





図 23 
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図 24 の よう に , 振幅 が 一 定 の 小形 を 掛 算 器 に 
加え て お いて , エン ベロ ー プ デー タ 入 力 に 出力 
され る 音 の 輪郭 を 入れ る と , 波形 の 振幅 は エン 
ベロ ー プ デー タ に 従い 変調 され ます (これ を 
FM 変調 と いい ます ). 


WW DD 
(振幅 一 定 ) エン ベロ ー プ デー タ 
ンー 
図 24 
図 23 の 基本 構成 を 描き な お し て みる と , 図 25 


の よう に な り ま す . 
これ を "オペ レー タ " と 呼ん で いま す . 


ビッ チ デ ー タ 変調 デー タ 
入力 入力 







加算 器 
記憶 回 路 
(サイ ン 波 入り ) 


エン ベロ ー プ 
デー タ 入力 


掛 算 器 


出力 


図 25 オペ レー タ 


加算 器 の 2 つの 入力 に は それ ぞ れ 名 前 が つい 
て いて , ピッ チ デ ー タ 入力 (ピッ チー 周波 数 ) と 
変調 デー タ 入 力 (変調 三波 形 ) に な っ て いま す . 
(4) FM 音源 に よる 音 が で きる まで 
FM 音源 ちら し い 音 の 作り 方 は どん な も の な の 
で し ょ うら か? 先ほど 出 て きた 図 16, 17 の 動作 
を , オペ レー タ を 使っ て 描き 表し て み ま し ょ 
うら . 周波 数 は , ここ で は 一 応 440Hz と し て お き 
ます . 
図 26 が その 動作 で , オペ レー タ OP.1 は 
440Hz の ノコ ュ ギ リ 波 で 440Hz の サイ ン 波 を 作り 
出し て いま す . 
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の OoP1 


440Hz 


440Hz 








図 26 


エン ベロ ー プ デー タ 入 力 に は 何 も 加 えて いま 
せん か ら , 出力 に ェ テン ベロ ー プ は つか ず , 一 定 
周期 の サイ ン 流 が 出 っ ぱ な し に な り ま す . 
その サイ ン 小 と , も と に な っ た 440Hz の ノ ュ 
ギリ 波 を , それ ぞ れ OP.2 の 変調 デー タ 入 力 と 
ビ ピッチ デ ー タ 入力 に 加え る と , OP.2 の 記憶 回 
路 か ら 読 み 出 され た 波 形 は 図 17 と 同じ こ な り ま 
す . この よう に 実際 の FM 音源 で は , ノコ ギリ 
流 だ け を 用 意 し て お け ば , どん な 波形 も 作り 出 
すこ と が で きま す . 

また 図 26 で , OP.1 の エン ベロ ー プ デー タ 入 
力 に ある 波形 の 輪郭 を 入れ る と , OP.1 の 出力 
の サイ ン 波 に 輪郭 が つき ( 図 27), これ を OP.2 
に 加え る と , 最終 的 に 得 ら れる 波形 (OP.2 の 出 
力 ) は 時 間 と と も に 変化 し , これ は 音色 の 変化 
に 当たり ます . つま り , 音色 に 変調 を か けた こ 
と に な り ま す . 





WT サイ ン 流 


OP.2 の 
調 デー タ 入 力 へ 


図 27 


210 


440Hz 


これ と は 別に , エン ベロ ー プ デー タ を OP.2 
に 加え る と , OP.2 の 出力 に も 輪郭 が つき , これ 
は 音量 の 変化 と し て 聴こえ ます . 

FM 音源 で は , この よう に オペ レー タ を 組み 
合わ せる こと に よっ て , いろ いろ な 音色 を 作り 
出し て いま す . 

また , FM 音源 で は オペ レー タ を , その 使わ 
れ 方 に よっ て 2 つの 種類 に 分 け て 考え る よう に 
し て いま す . 図 26 の 例 で す と , OP.2 は 最終 的 な 
" 音 "に な る 波形 を 作り 出し て いま す . オペ レー 
タ が この よう な 使わ れ 方 を し た 場合 , その オペ 
レー タ を "キャ リア "と 呼び ます . また , OP.1 
は , キャ リア に 与え る た め の 変 調 用 の 波形 ( こ 
の 場合 は サイ ン 波 ) を 作っ て いま す . この よう 
な オペ レー タ を "モジュレータ "と 呼び ます . 

も う 1 つ , 2 個 の キャ リア で 音色 を 作る 例 を 
あげ て お きま し ょ う . 図 28 が それ で , FM 音源 
で は いろ いろ な 周波 数 の ノコ ギリ 波 を 同時 に 発 
生き せら れる こと を 利用 し て いま す . 先ほど の 
図 26 の 例 を "直列 型 "! と で も 呼ぶ な ら , こち ら は 
"並列 型 " に な り ま す . 

この よう な オペ レー タ の 接続 の 仕方 を "アル 
ゴリ ズム "と いい ます . そし て , この アル ゴリ 
ズム が 音色 を 決定 する 大 き な 要 素 と な っ て いま 


440Hz 
ノル 1320Hz(440x3) 
1320Hz 
1320Hz 








1320Hz 


- 人 0 ゆー 
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本 機 に 内 蔵 き れ て いる シン シンセサイザ IC は , 隊 生 朝 
] 音 に 対し て 4 つの オペ レー タ を 持ち , 図 29 の 0: ュー 
よう に 8 つの アル ゴリ ズム を 選ぶ ぶ こ と が で きま 
ま 1 
図 29 で は , 図 25 の オペ レー タ を 箱 の 形 で 表 
し , 変調 デー タ 入 力 と 出力 以外 は 省略 し て いま 
す . 復 数 の 入出 力 か ある も の は , それ ぞ れ の 入 
出力 が 加算 きれ て いる こと を 意味 し ます . た と 





えば 図 29 の 3 の アル ゴリ ズム の 場合 , OP.2 と 
OP.3 の 加算 きれ た も の が OP.4 に 入力 され ま 
す . 5 の アル ゴリ ズム の 場合 , OP.2, OP.3, 
OP. 4 の 加算 きれ た も の が 出力 され ます . 

3 : 


周波 数 は ピッ チ デ ー タ と し て オペ レー タ に 与 
えら れ ま す . 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる シン セ サ イ 
ザ IC で は , 各々 の オペ レー タ に 独立 し た ピッ 
チ デ ー タ を 与え て いま せん . 基本 と な る 周 小数 
が あり , その 周波 数 を 何 倍 か し た も の が 各 オ ペ 4: 
レー タ に 与え られ ます . そし て , その 倍数 を 
Multiple と 呼び ます . 

た と えば 440Hz の A の 震 を シン セ サ イ ザ IC 
に ケ え た と き に , ある オペ レー タ の Multiple が 
2 だ っ た 場合 , その オペ レー タ の ピッ チ デ ー タ 5: 
は 440HzX2= ニ 880Hz に な り ま す . Multiple の 範 
囲 は 0 て 15 まで の 整数 で , 0 を 指定 し た 場合 , 
周波 数 は すす に な り ま す . 





図 29 
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(a。 レジ スタ (REG) 
レジ スタ に は , FM 音源 に 対す る レジ スタ 
と , SSG 音源 に 対す る レジ スタ の 2 種 か あり 

ます . 

音源 部 の レジ スタ の エリ ア は , 表 1 の 
アド レス マッ プ で 示さ れる よう に , 21H か ら 
B2H まで の 146 ベ バイ . ト の 中 で 割り 振ら ちら れ て い 
ます . ここ と で いう アド レス と は , OPN 内 で 各 
レジ スタ に 割り 振ら れ た サブ アド レス で あ 
り , この アド レス の アサ イン は デー タビ ッ ト 
D0~D7 で 行い ます . し た が っ て , ある レジ 
スタ に デー タ を 書き 込む 場合 に は , デー タ ヒ に 
計 02826 の の タ を 送り , 次 に 
FM デー タ を 送る こと に な り ま す . サブ アド 
レス に つい て は , いっ た ん ある アド レス を 書 
き 込 むと , 次 に アド レス を 書き 換え る まで , 
その アド レス は 有効 で あり , 同一 の アド レス 
を 何 度 も アク セス する 場合 は , アド レス の 書 
き 込 み は 最初 に 設定 する だ け で , その 後に つ 


ご. シン セ サ イ ザ | の 構造 





この 項 は , BASIC だ け で シン セ サ イ ザ 1C を 使 
用 し な い ユ ー ザ は 読む 必要 が あり ませ ん . 

シン セ サ イ ザ IC(OPN) は , FM 音源 , SSG 天 
源 ,。 2 つの タイ マ A と B か ら 構 成 さ れ ま す . ここ 
で は , FM 音源 , SSG 音源 を 中 心 に 説明 し ます ( シ 
ン セ サイ ザ IC の 構造 に つい て は , 日 本 楽器 製造 
旨 「YM2203 ア プリ ケー ショ ンマ ニュ アル |」 を も と 
(に し て いま す ). 


NE 
音源 部 は , FM 音源 を コン トロ ー ル する 
デー タ の レジ スタ (REG), フェ イズ ジェ ネ レ ー 
タ (PG), エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ (EGO) , 
FM の 演算 を 行う オペ レー タ (OP), お よび 各 ス 
ロッ ト の 和 を 求め る アキ ュ ム レー タ (ACC) か 
らち 成り 立っ て いま す . 


















知 形 波音 源 
ノイ スズ 発生 器 





ANALoG ^ 
T CHANNEL B 
C 





D0 一 D7 





IO ボー トコ ント ロー ル 








IOA0 一 IOA7 IOB0 一 IOB7 


図 30 ブロ ッ ク ダ イヤ グラ ム 
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いて は 不要 で す . アド レス と FM データ の 切 
り 茜 え 々 は AO 入力 で 行わ れ , A0="0" す な わ 
ち Low レ ベル の と き は , デー タバ ベス 上 の 
デー タ は サブ アド レス を 意味 し , A0="1" す 


な わ ち High レベ ル の と き は FM デー タ と な 


り ま す . また , FM 音源 部 の デー タ は 書き 込 
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み だ け し か で き な い の に 対し て , SSG 部 で は 
レジ スタ の 内 容 を 読む こと も で きる と いう 点 
を 除け ば , SSG 部 に お いて 同様 に レジ スタ の 
アク セス を 行う こと が で きま す . 

な お , 全 レ ジス タ と も 初期 設定 (イニ ン ャ 
ルク リア : 1C 端 子 = "07)) の と き に , オー ル 
0 に され ます . 
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※ WRITE DATA 
ADDRESS 


21H 
24H 
25H 
26H 
27 有 H 
28H 
2DH 
2EH 
2FH 
30H 





3EH 
40H 





4EH 
50 有 HH 





5EH 
60H 





6EH 
70H 





7EH 
80H 





SEH 
90H 





9EH 


AO0H 
AIlH 
A2H 
A4H 
ASH 
A6H 
ASH 
A9H 
AAH 
ACH 
ADH 
AEH 


BOH 
BIH 
B2H 
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表 1 アド レス マッ プ 





TEST 

TIMER-A 

ーー me 
人 A 

TIMER-B 


RESET | ENABLE | LOAD 
MODEI A BA B A 





























『 


DT MULTI 







* 
ビ 





必 
の 


SR 





NINE 






の 
lm 









由 


F-Num. 2 


交 BLOcK 





3CH * 
F-Num. 2 


の 〇 
〇 
ら エ 
C) % 
内 





COMMENT 
LSI の TEST-DATA 
TIMER_-A の 上 位 8bits 
TIMER_A の 下位 2bits 
TIMER-B の DATA 
TIMER-A/B の Control お よび 3CH の Mode 
Key-on/off 
プリ スケ ー ラ を Set 
173, 1/6 分 同 の 選択 
分 周 益 を 1/2 分 周 に セッ ト 
Detune/Multiple 
(33H, 37H, 3BH の Address は 無し ) 


Total Level 
( 43H, 47H, 4BH の Address は 無し ) 





Key Scale / Attack Rate 
(53H, 57H, 5BH の Address は 無し ) 





Decay Rate 
(63H, 67H, 6BH の Address は 無し ) 





Sustain Rate 
(73H, 77H, 7BH の Address は 無し ) 





Sustain Level / Release Rate 
(83H, 87H, 8BH の Address は 無し ) 





SSG-Type Envelop Control 
(93H, 97H, 9BH の Address は 無し ) 





F-Numbers/BLOCK 





3CH-3slot 
F-Numbers/BLOCK 


Self-Feedback/Connection 





※ READ/WRITE DATA 


ADDRESS 
00H 


01H 
02H 


03H 
04H 


05H 
06H 
07H 
08H 
09H 
0AH 
0BH 
0CH 
0DH 
0EH 
OFH 





























※READ DATA 


ADDRESS 
00H-0FH 






ーー Te 
Noise 



















レーー イ c keimg 


1/O Port-B 






Gy FLAG 
四 レ ーー 「 二 
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COMMENT 





Channel-A Tone Period 





Channel-B Tone Period 


Channel-C Tone Period 


Noise Period 
/ENABLE 





Channel-A Amplitude 


Channel-B Amplitude 
Channel-C Amplitude 


Envelop Period 


Envelop Shape, Cycle 





I/O Port Date 





COMMENT 
Status 
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① TEST : ADDRESS [21H] 
この アド レス は , OPN を テス ト す る た 
め に 設け られ た の で あり , 常に "0" レ ベル 
に し て お か な けれ ば な り ま せん . 
② TIMER 
タイ マ は 2 個 あ り , 1 つ は 10 ビ ッ ト プ 

リセ ッ タ ブル タイ マ (TIMER-A) で , も う 

1 つ は 8 ビッ ト プ リ セッ タブ ル タ イ マ 

(TIMER-B) で す . 各 タ イマ は 始動 ・ 停 止 

お よび フラ グ の 制御 が 可能 で す . 

@ TIMER-A : ADDRESS[24H]・[25H] 
タイ マ A は , アド レス 24H と 25H の 10 
ビッ ト か らち 成り , この 10 ビ ッ ト の 値 を プ 
リセ ッ ト 値 と し て , カウ ンタ が オー バー 
フロ ー を 生じ た と き に タイ マ A の フラ グ 
を て , 同時 に プリ セッ ト 値 を ロー ド し 
ます . 
タイ マ A は , 通常 の タイ マ 機 能 以外 に 
CSM の コン トロ ー ル と し て も 働き ます . 
この 場合 は , オー バー フロ ー が 生じ た と 
きのみ チャ ネル 3 の 各 ス ロッ ト を ON に 
し て , チャ ネル 3 の 全 ス ロッ ト の 音 を 出 
し ます . これ に より , 複合 正弦 波 合 成 に 
よる 音声 合成 が 可能 に な り ま す . 
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26H 


@ TIMER-B : ADDRESS [26H] 


タイ マ B は 8 ビッ ト の プリ セッ タブ ル タ 
イマ で あり , タイ マ と 同様 に カウ ンタ の 
オー バー フロ ー 時 に フラ グ を 立て ます . 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


27H| D7 D6 D5 PD4 D3 D2 Di DO 


図 32 


@ タ イマ コン トロ ー ル お よび チャ ネル 3 の 
MODE 設定 : ADDRESS [27H] 
アド レス 27H で は , タイ マ A, タイ マ B 
の 始動 ・ 停 止 ・ フ ラグ の 制御 を DO て D5 
の ビッ ト で 行い ます . また , D6, D7 の 2 
ビッ ト で チャ ネル 3 の モー ド を 決定 し ま 
す . 
各 ビ ッ ト の 意味 
DO : タ イマ A の 始動 ・ 停 止 の 制御 を し 
ます . この ビッ ト に "1" が 立っ た 
と き に , その 立ち 上 が り で , タイ 
マ A の プリ セッ ト 値 を ロー ド し て 
タイ マ A を 動か し ます , そし て , 
この ビッ ト が "0" に な る と タイ マ 
A は 停止 し ます . 
DI : タ イマ B の 始動 ・ 停 止 の 制御 ビッ 
ト で, 働き は タイ マ B に 対し て 
DO0 と 同様 な こと を 行い ます . 
D2 : こ の ビッ ト に "1" が 立つ と , タイ 
マ A の オー バー フロ ー を 受け て A 
アラ ラグ 中" を 立て ます 。 0" の 
と き は オー バー フロ ー は 受け つけ 
ませ ん . 
D3: こ の ビッ ト は タイ マ B に 対し て 
D2 と 同一 の 働き を し ます . 


D4 : こ の ビッ ト に "1" が 立つ と , A フ 
ラグ を リセ ッ ト し ます . た だ し 
この ビッ ト の "1" は 保持 され ず , 
A フ ラグ を リセ ッ ト す る と , クリ 
ア さ れ ま す . 

D5:B フ ラグ を リセ ッ ト し ます . リ 
セッ ト デ ー タ は 保持 され ませ ん . 

D6,D7: こ の 2 ビッ ト は 上 記 の DO て 
D5 と は 違っ た 意味 を 持っ て お 
り , チャ ネル 3 の モー ド を 設定 し 
ます ( 表 2) 

表 2 
内 容 

チャ ネル 3 は 通常 の 発音 モー ド 

で す . F-Number は $A2・$A6 で 

指定 され ます . 

効果 音 チャ ネル 3 の F-Number は 各 ス 

ロッ ト ご と に 指定 で きま す . 1 

スロ ッ ト は 3$A9・$AD, 2 スロ ッ 


ト は $AA, $AE, 3 スロ ッ ト は 
$A8・$AC の デー タ を 使い ます . 











チャ ネル 3 の F-Number は 10 の 


場合 と 同様 で す が , 9 
CSM の 音声 合成 モー ド と な 

チャ ネル 3 の Key-on/off( 2 ィ 
マーA で コン トロ ー ル され ます . 














③ Key-on/off : ADDRESS [28H] 

この レジ スタ に よっ て , FM12 ス ロッ ト 
の Key-on/off が コン トロ ー ル され ます . レ 
ジス タ の ト 位 2 ビット が チャ ネル を 指定 し 
ます . そし て , 上 位 4 ビッ ト が 各 チ ャ ネル 
の スロ ッ ト を 指定 で きま す . 指定 し た チャ 
ネル スロ ッ ト に "1" を 立て る と Key-on と 
な り , "0" を 書き 込む と Key-off と な り ま 
39 
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スロ ッ ト 割 り 当 て 


第 1 スロット の ON/OEF 
第 2 スロ ッ ト の ON/OFF 


第 3 スロット の ON/OEFF 
第 4 スロ ッ ト の ON/OFF 














例 





チャ ネル 1 の 全 
スロ ッ ト を ON 


チャ ネル 2 の 全 
スロ ッ ト を OFF 


チャ ネル 3 の 1.2 
スロ ッ ト の み ON 





* は DONT CARE 


図 33 


④ プリ スケ ー ラ 機能 : ADDRESS[ 2DH] ・ 
[2EH]・[2FH] 
ここ で は , FM・SSG 各 音源 の 周波 数 を 
コン トロ ー ル し ます . この 3 つの アド レス 
に 関し て は デー タビ ッ ト は な く , 
を 指定 する だ け で す . 分 周波 と アド レス の 
関係 は 表 3 の よう に な り ま す . た だ し , 
FM 音源 の 出力 は この 周波 数 の 倍 で 出さ れ 
ます . 
この プリ スケ ー ラ の 注意 点 と し て , 初期 
設定 時 は , FM 音源 に 対し て は 士 の 分 周 数 
に 設定 され て いま す . 


アド レス 


表 3 入力 クタ ロック と 内 部 クロ ッ ク の 関係 
2Dl2El2E FM 音源 の | SSG 音 源 | OPN に 入力 で 
分 周 数 の 分 周 数 | きる 最大 周波 数 


1.4MHz 
A 1/3 


4.2MHz 
2.1MHz 

(A は その アド レス を 入力 し , 
味 し ます . ) 









ー は 入力 し な いこ と を 意 
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⑤ Detune/Multiple : ADDRESS [ 30H- 表 6 アド レス と チャ ネル の 関係 
3EH] 














に と ADDRESS 
Multiple は F-Number と Detune で 得 ら 
*0H,*4H 
れる 位相 情報 に 対し て , 表 4 で 表 さ れる よ 
うな 倍率 の 情報 で あり , Detune は F- *1H, *5H 
Number に わずか の 周波 数 ベレ を 与え る 情 *2 昌 ,*6H 
報 で す . (* は A あ る い は B) 
表 4 倍率 ⑥ Total Level : ADDRESS [40H 一 4EH] 
m m m トー タル レベ ル と は , エン ベロ ー プ ジェ 
3 の 人 | 


ネ レ ー タ の 出力 に 対し て , 減 長 量 を 加算 し 
909 間 02 変調 度 ( 音 色 ) お よび 音量 の 制御 を する た め 
に 用 いら れ ま す . 減 杏 量 は 最小 分 解 能 を 
etune Multiple 
0.75dB と し て , 各 ビ ッ ト の 重み 付け は 表 


7 の と お り で す . 
倍率 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 表 7 トー タル レベ ル で の 減 詞 量 





Detune/Muliple よ り SSG-EC ま で の 7 40H 一 41H | D6 D5 DPD4 D3 D2 D1 DO 
種類 の FM 制御 情報 は , 各 ス ロッ ト ど と に 
決め る こと が で きま す . 各 ア ドレ ス と ス De D5 D4 D3 D2 DI DO 
ロッ トチ ャ ネル の 対応 は , 表 5 の と お り で 小夏 量 (dB) | 48 24 12 6 3 15 0775 
す . 表 か ら も わか る よう に , チャ ネル と ア 

ドレ ス の ト 位 2 ビット が 対応 し て , アド レ 
ス の ト 位 2 ビット が "11" に な る こと は あ 

り ま せん . また だ た, 2 スロ ッ ト と 3 スロ ッ ト 
の 順序 が 送 に な っ て いま す . 








トー タル レベ ル に は , も う 1 つの 働き が 

あり ます . それ は , CSM の モー ド を 選択 

し た 場合 で す . この と き ト ー タ ルレ ベル は 

3 チャ ネル の 音 (CSM 合成 音 ) に 対し , エ 

表 5 アド レス と チャ ネル ・ ス ロッ ト の 関係 ン ベ ロ ー プ の イニ シャ ルレ ベル と な り ま 


2 


1 トー タル レベ ル を 変え て も , エン ベロ ー プ 
2 

3 の 減衰 量 は 変化 せ ず , 次 の Key-on 時 の レ 
] 

2 ベル が 変わ り ま す . 

3 


(※* は 3 より 9 まで の 休 ) 





また , F-Number/Block と Self-Feedback/ 
Connection の デー タ は チャ ネル ご と に 決 
め ら れる も の で あり , その デー タ は 対応 す 
る 4 スロ ッ ト に 共通 で す . アド レス と チャ 
ネル の 関係 は 次 の と お り で す . 
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・ 通 常 の テン ペロ 





トー タル レベル 変更 
1 Ne 





・CSNI 
0dB 





96dB 





図 34 


⑦ Key Scale/Attack Rate : 

[50H 一 5EH ] 

Key Scale は , エン ベロ ー プ の Rate を 音 
程 に よっ て 変化 させ る た め に 設け られ て い 
ます . Key Scaling 後 の Rate は , 次 式 に 
よっ て 表 さ れ ま す . 式 中 の R は 入力 し た 
Rate で あり , Rks は Key Scaling 量 で , こ 
の 値 は 表 8 の と お り で す . 


ADDRESS 


Rate 三 2* ネ R 十 Rks 
(R0 の と き , Rate=0) 


Attack Rate は , 音 の 立ち 上 が り の 時 悦 

設定 し ます . 

な お 8, エン ベロ ー プ 形状 は 「(2②) SSG 音 
源 部 ] の ⑤ の エン ベロ ー プ ジュ ネ レ ー タ の 


項 を 参照 し て くだ さい . 


表 8 Rate の Key Scale 


Key-Code 
7 8 











Key-Code に つい て は (b-1) を 参照. 
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ne] 思 
の 具 の g 
と コ 中 テ 4 


50H-5EH 1 D7 ml /| D4 。 D3 D2 D1 DO 
ーー | Attack we 


図 35 
Decay Rate : ADDRESS | 60H--6EH ] 
Decay 時 の Rate を 設定 し ます . 





all 
の 
テ 


60H 一 6EH レン | pa p2 Di Do 


図 36 


LSB 


\ 


⑨ Sustain Rate : ADDRESS [70H~7EH ] 
Sustain 時 の Rate を 与え ます . 


ne] 
の 凡 
テ 1 


70H 一 7EH D4  D3 D2 D1 DO 


N 


図 37 


Sustain Level/Release Rate : ADDRESS 

[80H 一 8EH] 

Sustain Level は Decay Rate と , Sustain 
Rate の 切り 替え 点 を 与え ます . その 重み 付 
け は 表 9 で 表 さ れ , 値 は 減衰 量 を 示し ま 
す . 


表 9 サス ティ ン レ ベル と 重み 付け 


デー タビ ッ ト | D7 D6 D5 D4 





減 裏 量 (dB) 24 12 6 3 





(た だ し .D4~ て D7 が すべ て "1" の 場合 は , 
93dB と な り ま す ). 


al 
の 


テ 


80H-8EH| D7 D6 D5 D4|ID3 PD2 D1 DO 


Sustain Leve-ー- ト ーーRelease Rate 一 一 | 


図 38 


LSB 
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Release Rate は Key-ofrf の と き の Rate を この エン ベロ ー プ は エン ベロ ー プ ジェ ネ 


ケ え ます . た だ し , Release Rate は LSB レー タ 出 力 の 波形 で あり , 対数 出力 で す . 
が "1" に 固定 され て いる た め , 他 の Rate と OPN の 出力 で は リニア に 変換 きれ ます の 
1 1 で , 増減 の 値 き は 変化 し ます . 

SG-Type EG を 使っ た と き の 注 意 点 と し 


⑪ SSG-Type Envelop Control : ADDRESS 

[90H-9EH] 

SSG-Type Envelop と は , 後述 の SSG 音 
源 で 作ら れる エン ベロ ー プ と 同一 形状 を 与 
える 機能 で す . この 4 ビッ ト の デー タ 中 , 
D3 が この タイ プ の エン ベロ ー プ を と る か 
償 か の スイ ッ チ と な っ て お り , 残り 3 ビッ 
ト が デコ ュー ド さ れ , 図 40 の 形状 の エン ベ 
ロー プ を 発生 し ます . 

この エン ベロ ー プ が 使わ れ た 場合 の 注意 
点 は , Rate の 使い 方 が 通常 の 場合 と は 異 
な っ て いる こと で す . この モー ド で は , パ 
ラメ ー タ は Decay, Sustain, Release の 各 
Rate で す . この 中 で Release Rate が Key- 
off の 時 の み 有 効 で ある の は , 通常 モー ド 
と 変わ りあ り ま せん . し た が っ て , Key- 
on 中 に 音量 が 増加 し た り 減 少し た りす る 
場合 の 制御 は , Decay お よび Sustain の 2 
つの Rate で な され ます (音量 の 増加 は 減少 
の 場合 を 逆 に た どっ て いく 形 に な り ま す ). 


て は , 次 の 2 つが あげ られ ます . 

e Attack Rate は , 通常 IFH に し な けれ ば 
な り ま せん が , 08H, 09H, 0BH な ど は 普 
通 の エン ベロ ー プ 時 の RATE で 変化 し 
ます . その 他 の も の に つい て は 十分 な 制 
御 は で きま せん . 

@ Decay Rate, Sustain Rate, Sustain Level 
は , エン ベロ ー プ が UP 時 , また は 
DOWN 時 で は 異な り ま す . 





























エン ベロ ー フ 波形 


D3 D2 D1 DO 


1 0 1 1 








4 も 0.0 





お 0 3 


則 


も う 1 つ 通 常 モ ー ド と 異な る 点 は , 減 斉 
時 間 の 違い で す . 通常 モー ド よ り 変 化 が 速 図 40 
く な り ま す . 


UP : 
S-Rate 


D-Rate 


玉 Attack Rate は 1FH に 固定 され て いな 
けれ ば な り ま せん . 





DOWN : 
図 39 
D-Rate 
Sus. Level トド - 王 < 
S-Rate 
図 41 


220 


⑫ F-Number と Block デー タタ : ADDRESS 
[A0H-A2H, A4H-A6H] 
この アド レス で , F-Number と Block の 
デー タ が セッ ト さ れ ま す . デー タ を セッ ト 
する 場合 の 注意 点 と し て は , まず 最初 に 
Block と F-Number の 上 位 3 ビッ ト (F- 
Number 2) を セッ ト し , 次 に F-Number の 
ト 位 8 ビッ ト (F-Number 1) を 入力 し ます . 
F-Number と Block の 内 部 の レジ スタ へ 
の ロー ディ ング は , F-Number 1 が セッ ト 
され た と きのみ 動作 し ます か ら , デー タ の 
入力 の 順序 が 異な り ま す と , Block と 
F-Number 2 の デー タ は 違っ た デー タ と な 
り ま す . 


A0H-A2H| D7  D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


トーーーーcwww 1 
el | D5 D4 D3 D2 D1 DO 


Block F-Number 2 








例 音程 デー タ (@⑨ ゅ @ M=1.2MHz) 
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⑬ 3 チャ ネル の 「-Number と Block : ADDRESS 

[A8H-AAH, ACH--AEH ] 

この アド レス で セッ ト さ れる F-Number 
と Block は , 効果 音 モ ー ド や 音声 合成 モー 
ド で 使わ れる デー タ で す . デー タ セ ッ ト の 
方 法 は ⑫ で 述べ た 方 法 と 同様 で , 先 に 
Block, F-Number 2 の デー タ を , 次 に 
F-Number 1 の デー タ を セッ ト し ます . 

ここ で セッ ト し た デー タ と スロ ッ ト の 関 
係 は , 次 の よう に な り ま す . 

トド の スロ ッ ト と アド レス と の 関係 は , 効 
果 音 モー ド と 音声 合成 モー ド の と き に 適用 
され る の で あっ て , 通常 モー ド で は 全 ス 
ロッ ト と と も A2H と A6H の アド レス で 与 
えら れ ま す . 


F-Number/Block の アド レス 


A9H, ADH 
AAH, AEH 
A8H, ACH 
A2H, A6H 


スロ ッ ト 番 号 








A8H-AAH| D7 D6 D5 D4 PD3 D2 D1 DO 


F-Number 1 


| 
] 


ACH 一 AEH D5 D4  D31| D2 D1 


N 


Block F-Number 2 


図 43 


Self-Feedback/Connection : ADDRESS 
[BOHB2H] 
Self-Feedback と いう の は , 各 チ ャ ネル 
の 第 1 スロット の 変調 度 を 決め る デー タ で 
す . つま り , 第 1 スロ ッ ト は 自分 自身 の 出 
力 を 変調 信号 と し て いる た め , その 変調 度 
合 を この デー タ で 制御 し ます . 変調 度 は , 
表 10 に 示す と お り で す . 
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表 10 変調 度 


D3-D5 





変 調度 





D3 一 D5 








変調 度 


Connection は 4 つの スロ ッ ト を どの よ 
うに 変調 波 と 被 変調 流 に 分 け , どう いう ふぁ 
うに 組み 合わ せる か を 指定 する デー タ で 
す . それ ら の 組み 合わ せ は 全部 で 8 つ あ 
り , その 構成 に つい て は 「 リ ファ レン スマ 
ニュ アル 第 3 章 CMD VOICE」 の テル 
ゴリ ズム 表 を 参照 し て くだ さい . 


呈 
の 
テ 


LSB 
MSB 


| 
の 
ーー 


5) 


D2 DO 
Self Connection 
Feedback 


図 44 


フェ イズ ジェ ネ レ ー タ (PG) 
フェ イズ ジェ ネ レ ー タ は , 必要 な 周波 数 に 


応じ た 増分 を 単位 時 間 (DAC サ イク ル ) ご と 
に アキ ュ ム レー ト し て 位相 値 を 得る 回 路 で 
す . この 増分 は , レジ スタ か ちら 送ら れ て くる 
周波 数 情報 (BLOCK/F-Number/Detune/ 
Multiple) か ら 作 られ ます . 4 つ あ る 周波 数 情 
報 の 中 で , 柱 と な る の は F-Number で あり , 
これ に より 1 オク ター ブ 中 の 音程 が 決定 され 
ます . そこ で , まず F-Number か ら 説 明 しま 
す . 

① F-Number/BLOCK 
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位相 の 増分 は , 発音 し た い 周 波数 と , 入 
カク ロッ ク 周 濾 数 (ケン プリ ング 時 間 ) が 決 
まる と , すぐ に 求め る こと が で きま す . こ 
れ は 次 式 に な り ま す . 


ハ P ニ fMus*27/fSAM 
fSAM 三 fM/(12*n) n 三 2, 3, 6 


IMus : 発音 し た い 周 波数 


ISAM : サン プリ ング 周波 数 

fM  : 入力 クロ ッ ク 周 波数 

n : プ リス ケー ラコ ント ロー ル で 
得 ら れる 定数 [217 ペ ー ジ 「④ 
プリ スケ ー ラ 機能 参照 ] 


これ で 位相 の 増分 は 求 ま り ます が , この 
増分 を 管理 する の は ビッ ト 数 が 多く て 大 変 
で す . そこ で , 増分 は 1 オク ター ブ 分 の 
デー タ の み を 管理 で きる ビッ ト 数 に 制限 
し , 指定 し た オク ター ブ ご と に その 増分 を 
シン フト する こと に より , 位相 を 求め る こと 
と し ます . 

これ に より , オク ター プ ブ 情 報 の 指定 を 
Block デ ー タ に , 増分 を F-Number に 入力 
すれ ば 全音 域 を シカ バー で きる こと に な り ま 
す . 以上 の 操作 と F-Number を 11 ビ ッ ト で 
表現 する こと に し た た め , 結局 F-Number 
は 次 式 で 求め られ ます . 


F ニ (fMus*2?/fSAM) /2"「 
(b は オク ター ブ デ ー タ ) 


次 に , Key Scale を 行う と き に 問題 と な 
る 1 オク ター ブ 内 の 分 割 に つい て 少し 説明 
まず 

Key Scale は , 通常 1 オク ター ブ 内 を 4 
分 割 (3 音 ず つの 組 ) し て 行う こと が 多く あ 
り ま す が , F-Number を 用 いる と 一 定 の セ 
ント で 分 割 す る こと は 困難 と な り ま す . そ 
こ で , OPN で は F-Number の 上 位 4 ビッ 
ト を デー タ と し て 分 割 を 行っ て いま す . た 
だ し , この 方 法 で は 入力 周波 数 に よっ て 分 
害 が 異な り ま す . 


1 オク ター ブ 内 の 周波 数 分 割 

N4 三 F11 

N3=F11・(F10 士 F9 十 F8) 填 F11・F10・ 
F9・F8 


以上 の 操作 で 得 た N4, N3 の 2 ビッ ト 
と , オク ター ブ デ ー タ の 3 ビッ ト の 計 5 
ビッ ト で Key Scale を 行い ます . 











Block Note 








B3 B2 B1 | N4 N3 















Block, Note を 分 離し た 重み 付け | D2 D1 DO | D1 D0 















Block, Note を まとめ た 場合 の 
重み 付け 





D4 D3 D2  D1 DO0 






図 45 


② Detune/Multiple 
レジ スタ の 項 で も 説明 し た よう に , 
Detune は ケ え られ た F-Number に 対し 
て 周波 数 変位 を ケ え る た め に , 周波 数 に 
応じ た 定数 を 加算 ある い は 減算 し ます . 
また Multiple は , Detune の 操作 を 受け 
た F-Number に 指定 され た 倍率 を 乗 ずる 
働き を し ます . 
③ アキ ュ ム レー タ 
Detune お よび Multiple の 回 路 を 通っ 
た F-Number を 深 積 加算 し , その 結果 を 
オペ レー タ に 送り ます . この アキ ュ ム 


レー タ は 加算 の み を 行い , 
ロー が 生じ て いて る 無視 し ます . オー 
バー フロ ー が 起こ っ た こと は , 弧 度 法 で 
いう 2 ァ を 通過 し た に すぎ な いか ら で 


オー テバ ページ 






Tp Tpio Tpe TDs 


図 46 


(② 
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SSG 音 源 部 
SSG 音源 部 は DAC を 内 蔵 し た 音源 で あり , 
その レジ スタ アレ ー に デー タ を 書き 込む だ け で 





楽 音 を 発生 し ます . SSG 内 部 の レジ スタ ー 
は , FM 音源 部 と 異な り , READ/WRITE が 可 
能 で す . 以下 , 各 レ ジス タ ご と に その 機能 

明 し て いき ます . 


(① トー ンジ ェ ネ レー タコ ント ロー ル : ADDRESS 


[00H05H] 

SSG 部 も , FM 音源 部 と 同様 に 3 チャ ネル 
の 楽 音 を 発生 する こと が で きま す . この 3 
チャ ネル の 楽 音 の 周波 数 を 設定 する の が この 
レジ スタ で す . 楽 音 周波 数 は 12 ビ ッ ト で 構成 
され る た め , 1 チャ ネル に つき 2 つの アド レ 
ス を 必要 と し , その ビッ ト の 対応 は 下記 の と 


お り で す . また , 発信 周波 数 は 次 式 で 求め ら 
れ ま す . な お , 出力 波形 は 1:1 の 短 形 波 で 
す . 


ftone 三 fm/ (8*n*※Tp) 
n 三 1, 2, 4 
fm : 入力 クロ ッ ク 周 波数 
n : プリ スケ ー ラ コン トロ ー ル で 定 
め ち らち れる 定数 
Tp: 発信 周波 数 設定 値 





この 分 周 に お いて Tp=0 と Tp=1 は 同 


値 と 





な り ま す . 
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② ノイ ズ ジ ェ ネ レー タコ ント ロー ル : 

ADDRESS [06H] 91 

ノイ ズ 源 は 系 列 長 の 疑似 ラン ダム ノイ ズ で 
す . そし て , この 系 列 の 発生 を コン トロ ー ル / AA / 
する の が この レジ スタ の 働き で す . 系 列 発 生 
周期 (ノイズ 有 周波 数) は レジ スタ の 下位 5 ビッ ENABLE 
ト で 決め られ , 次 式 で 求め る こと が で きま 








す . 
fNーfM/ (8 ネ ※n*※Np) 図 48 
Us ④ 振幅 コン ト ADDRESS [08H 一 0AH] 
呈 コ ント ロー ル : < ン 
fM : 入力 クロ ッ ク 周 波数 エエ ーー 
A, B,C の 3 つの チャ ネル に 対応 する D/A 
n : プ リス ケー ラコ ント ロー ル 設 軒 値 さ 
の RE ュ ン バー タ の 振幅 は , この レジ スタ に よっ て 
Tp: ノイ ズ 周 波数 設定 値 、 5 es 
決め られ ます . レジ スタ の ビッ ト 4 が 振幅 の 
この 分 周 に お いて Np=0 と Np 三 1 は 同一 値 と モー ド を 決め る デー タ と な っ て お り , "0" の 
な り ま す . と き 固 定 振幅 モー ド と な り , 残り の 4 ビッ ト 


で 決め られ る 値 を と り ま す . また , "1" の 場 
0 ID る は 可変 振幅 モー ド と な り , 後述 する エン 


| ロー プ コ ント ロー ル の 出力 で 決ま る 振幅 と な 
り ま す . な お , D/A ュ コン バー タ は , 入力 5 


Np。 Nps Npz Npi Npo ビッ ト の 能力 を 持っ て お り , 固定 振幅 モー ド 
時 の 4 ビッ ト の 振幅 デー タ は , D/A ュ ン ベ バー 
図 47 タ の 入力 上 位 4 ビッ ト に 対応 し ます . 


③ ミキ サ I/O コ ント ロー ル : ADDRESS [07H] 
この レジ スタ は 3 つの ノイ ズ ノ トー ン ミ キ wwl ンー ml 0 半 
サナ と , 2 つの 汎用 I/O ポ ー ト の コントロール トー mW ァ ー タ ーー 
を し ます . ミキ サ は 3 チャ ネル ご と に , ノイ 
ズ と トー ン と も に 出力 する の か , いずれ か 一 図 49 
方 だ け を 出力 する の か , ある い は 両方 と も 出 
力 し な い の か を ビッ ト 0^5 で 制御 し ます 
(デー タ "0" で 出力 し ます ). また , 2 つの 
I/O ポ ー ト の 入出 力 制御 は , ビッ ト 6 と 7 で 
な され ます (デー タ "0" で 入力 し ます ). 
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⑤ エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ コン トロ ー ル : 
ADDRESS [0BH---0DH] 
変化 の ある エン ベロ ー プ を 発生 する た め 
に , 2 つの エン ベロ ー プ コン トロ ー ル が あり 
ます . その 1 つ は , アド レス 0BH と 0CH で 定 
め ら れる エン ベロ ー プ 有 周波 数 を 制御 する こと 
で あり , も う 1 つ は , アド レス 0DH の エン ベ 
ロー プ の 形状 を 制御 する こと で す . 
まず , エン ベロ ー プ 周波 数 に つい て 説明 し 
ます . 指定 され た アド レス の 2 ベイ ト 16 ビ ッ 
ト の デー タ で 入力 周波 数 を 分 周 す る こと に よ 
り , エン ベロ ー プ 周波 数 は 求 ま り ます . それ 
は 次 式 で え られ ます . 


fE 三 fM/ (128 ネ n ネ Ep) 
n 三 1 2: 4 
Ep 三 256*※CT 十 FT 


fM : 入力 クロ ッ ク 周 波数 


n : プリ スケ ー ラ コン トロ ー ル 設定 値 

CT : 0CH で 与え られ る エン ベロ ー プ 
周期 設定 値 

FT : OBH で 与 えら れる エン ベロ ー プ 
周期 設定 値 


この エン ベロ ー プ を 作る カウ ンタ の 上 位 5 
ビッ ト が D/A コンバータ へ 送ら ち れ , 振幅 
デー タ と な り ま す . 


0BHT D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1DO 
Fr Fre Frs Fr。 Frs Frz Fri Fro 
0CHID7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
Cr Cre Crs Cr。 Crs Crs Cri Co 


MSB LSB 


Cr Cre Crs Cr。 Crs Crs Cr Cm | Fn Fre Frs Fr。 Frs Frz Fm Fo 
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次 に エン ベロ ー プ の 形状 に つい て 説明 し ま 
す . 先 に 述べ た よう に , エン ベロ ー プ は エン 
ベロ ー プ カウ ンタ の 上 位 5 ビッ ト で 決ま り ま 
す . し た が っ て , こと で コン トロ ー ル する の 
は , この 上 位 5 ビ ッ ト の カウ ント の 方 法 と い 
うら こと に な り ま す . アド レス 0ODH の 下位 4 
ビッ ト が これ を 決定 し ます . 各 ビ ッ ト の 機能 
は 次 の よう に 定義 きれ, それ ら の 組み 合わ せ 
に より , 表 11 で ケ え られ る エン ベロ ー プ の 形 
状 が 得 ら れ ま す . 
C  : "1" に セッ ト さ れ た と き は HLD の 
デー タ で 定め られ る 状態 に な り , 
"0" の 場合 は , エン ベロ ー プ ジェ 
ネ レ ー タ は 1 サイ クル 経過 後 す べ 
て "0" に リセ ッ ト さ れ ま す . 
ATT : "1" に セッ ト さ れ だ とき は , エン 
べ ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ は すべ て 
"0" か ら す べ て "1" へ カウ ント 
アッ プ し , "0' で あれ ば すべ て 
"中" か ら す べ て "0" へ カウ ント ダ 
ウン し ます . 

ALT : "1" に セッ ト さ れ た と き は , 各 サ 
イク ル ど と に エン ベロ ー プ カウ ン 
ト の 方 向 を 逆転 し ます . 

HOSD: "1" の と き は , エン ベロ ー プ カウ 
ンタ を 1 サイ クル カウ ント し た 
後 , カウ ンタ の 最終 値 を ホー ルド 
し ます . た だ し , ALT も "1" の と 
き , 直前 の サイ クル の 初期 カウ ン 
ト 値 に リセ ッ ト さ れ ま す . 
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表 11 SSG 部 の エンベロープ 波形 






































Xi: Dont care 


表 12 1000 デ ー タ の 詳細 
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人 出力 装置 の 管理 
(ファ イル ディ スク リブ タ ) 





BASIO で は , 入出 力 装 置 と の 情報 の や り と り を 「 フ ァイル (書類 ) 」 
と いう 概 意 で 行い ます . 目的 の 「 フ ァイル 」 は , どこ の 棚 に ある 何と 
いう 名 前 の も の か を 指定 し な けれ ば な り ま せん . この 指定 を 行う の 
が “ファ イル ディ スク リプ タ " と 呼ば れる も の で す . ファ イル ディ ス 
クリ プ タ は , 棚 に あたる 人 入出 力 装置 〉 を 指定 する “デバ イス 名 " と 
(書類 の 名 前 ?》 に あたる “ファ イル 名 "で 構成 され て いま す . 








ファ イル を OPEN し た 場合 は , ファ イル 操作 終了 後 必ず CLOSE 
を 実行 し こく だ さい . 特に ディ スク で は , ファ イル を OPEN し た 
まま (CLOSE せ ず に ), ディ スク を 差し 替え る と , 新た に 挿入 し 
た ディ スク の デー タ を 壊し て し まう 危険 性 が あり ます 














] . ファ イル 番号 と 
チャ ネル 番号 


選 . ファ イル ディ スク 
リブ タ の 構成 


9. デバ イス 名 








ファ イル ディ スク リブ プ ブタ の 
諸 元 








Ns-BASIC/Na- 日 本 語 BASIC で は , 入出 力 操作 は ファ イル や チャ ネル 
の 指定 に よっ て 実行 され ます . ファ イル 番号 と チャ ネル 番号 は 同一 の 概 
念 で , 入出 力 の た め の メ モリ 領域 (バッ ファ ) に 対し て つけ た 固有 の 番号 
で です. 

ファ イル 番号 は 補助 記憶 装置 (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク , カセ ッ ト テ ー プ 
な ど ) に 対し て 用 い , チャ ネル 番号 は 入出 力 ( 通 信 ) 機 器 ( プ リン タ , スク 
リー ン , RS-232C, キー ボー ド な ど ) に 対し て 用 いま す . ファ イル 番 与 と 
チャ ネル 番号 は 同一 の 概念 で すか ら , 重複 し て 指定 する こと は 許さ れ ま 
せん . BASIC を 起動 し た と き 指 定 する 数 は 同時 に 扱う ファ イル (チャ ネ 
ル ) の 数 で , この 数 の 範 胃 内 で あれ ば 何 個 で も ファ イル 番号 を 指定 する 
こと が で きま す . 


ファ イル ディ スク リプ タ は 各 フ ァイル (デベ イス $ ふ 含む) を 区 別 す る 名 
称 で , 次 の よう な 構成 の 文字 列 で 表 さ れ ま す . 


"< デバ イス 名 >( く ファ イル 名 >〉] ” 


ファ イル ディ スク リプ タ は , 必ず ダブ ルク ォ ー テ ーション (『") で 囲ま 
な けれ ば な り ま せん . デベ イス 名 , ファ イル 名 は 場合 に よっ て 省略 する 
こと が で きま す . デベ イス 名 が 省略 で きる の は , Ns-BASIC ROM 
Version の 場合 カセ ッ ト テ ー プ 1 ("CAS1:9) , Ns.BASIC DISK 
Version, Na 日 本 語 BASIC の 場合 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1("1: り の を 指定 す 
る と き で す . 


く 〈 デ ベイ ス 名 〉 は 入出 力 機 和 守 の 名 称 を 表す も の で , アル ファ ベッ ト 4 文 
字 も し く は アル ファ ベッ ト 3 文字 と 数 字 1 文字 に " : "(コロ ン ) を 付け 
た も の を 原則 と し て いま す . た だ し , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 に つい て 
は , 数 字 ( ド ライ ブ 番 号 を 示す ) 1 文字 と ": "の 簡略 形 が 用 いら れ ま す . 
現在 , Na-BASIC/N。- 日 本 語 BASIC に 定義 さき され て いる デベ イス 名 に は 次 
の も の が あり ます . フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 装 置 (n:) は Ns-BASIC DISK 
Version, また は Ns- 日 本 語 BASIC で の みみ 使用 で きま す . 
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ロ . ファ イル 名 
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アバ イス 名 





LPT1: 
また は LPT: 





SCRN: スク リー ン 


COM1: 
また は COM: 


CAS1: カセ ッ ト テ ー ブ プ 1 つ Nss-BASIC ROM Version で の 
また は CAS: デフ ォ ル ト , 転送 速度 1200bps, 
CAS2: カセ ッ ト テ ー ブ プ 2 転送 速度 600bps 

Nss-BASIC DISK Version . 

Nas- 日 本 語 BASIC で の デフ ォ ル 
1 





RS 232C ホ ボート 1 








フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 1 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 2 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 3 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 4 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 5 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 6 
フロ ッ ピ ー デ ィ ズ ク 7 
アロ ッ ゼ ピー ディ スク 8 


キー ポ ボード 


〇 〇 |1O 


OCN OO に SOON こ 寺 
OO 〇 OO 〇 OOOO 




















〇 


PC-8801MH で "CAS1:" "CAS2:" を 使用 する に は , CMT イ 
ンタ フェ ー ス ボー ド ( オ プシ ョ ン ) を 装着 する 必要 が あり ま 
まず? 


〈 オ プン ショ ン 〉> は , コミ ュ ニ ケー ショ ン (RS-232C) を デベ イス と し て 指 
定 し た と きのみ 意味 を 持つ も の で , パリ ティ チェ ッ ク の 有無 な ど 種 々 の 
モー ド を 設定 する の に 用 いら れ ま す . 詳し く は 「 リ ファ レン スマ ニュ ア 
ル 」 の TERM 文 を 参照 し て くだ さい . 


"COM1 : [(〈 く オプ ショ ン >]" ま た は "COM : (〈( オ プシ ョ ン >〕" 


く 〈 く ファ イル 名 > と は プロ グラ ム フ ァ イル や デー タフ ァイル に つけ る 名 前 
で , ユー ザ が 指定 し ます . ファ イル 名 を 必要 と する の は , カセ ッ ト , フ 
ロッ ピー ディ スク な と 補助 記憶 装置 と の 入出 力 を 行う 場合 で , その 他 の 
場合 は 省略 する こと が で きま す . ファ イル 名 は 次 の よう な 書式 を と り ま 
す . 


く 〈 フ ァイル 名 > 〔 . 〕 〔< 拡 張子 > 


最初 の (ファ イル 名 〉 は 6 文字 ピリ オド に 続く < 拡張 子 > は 3 文字 まで 
の 文字 列 よ り 構成 され ます . も し , それ ぞ れ の 文字 数 が それ 以下 の 場合 
に は , 空い た 部 分 に 空白 が 埋め られ ます . 一 般 に く フ ァイル 名 〉 が ファ イ 
ル の 名 前 を , 〈 拡 張子 > が ファ イル の 性 質 を 表す よう に し ます が , ユー ザ 
に よっ て 自由 に 使う こと が で きま す . 通常 , フ ァイル 名 と いう 場合 は , 
< 拡張 子 > ま で 含ん だ も の を 意味 し ます . 

< ファ イル 名 〉 お よび く 拡張 子 ? の 中 に は , キャ ラク タコ ュー ド 0<31 
(OH て 1AH) の 文字 を 含む こと は で きま せん . さら に ,〈 フ ァイル 名 〉 の 最 
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初 の 1 文字 に キャ ラク タコ ー ド 255(FFD の 文字 を 使用 する こと は で き 
ませ ん . また , 最初 の パフ ァイル 名 〉 が 6 文字 を 超え て 指定 され た 場合 , 
先頭 か ら 6 文字 が く 〈 フ ァイル 名 〉, 続く 9 文字 まで の 3 文字 が く 拡張 子 > と 
見 な され , それ 以降 の 文字 は 無視 され ます . 
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ファ イル を 扱う た め の 
基本 命 負 





ファ イル を 扱う た め の 基 本 命令 に つい て , どの デベ イス に 対し て 有効 な の か を 表 に し て お きま す . 各 
命令 の 意味 は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル ]」 を 参照 し て くだ さい . 


COM: | KYBD: | SCRN: ・ 備 考 











ペ ・ 使 用 で きる . 
: 使用 で き な い 


り 
: 実際 に は 何 も 行 

0 nr os われ な い . 
ディ スク n: は DISK 


es 人 


X 








X 









































OTO1O1O1O1OIO 


INPUT 
INPUTS 








LINE INPUT キ 〇 
LOAD 
LOC 














LOF 
OPEN 


PRINT 


yl 半 0 
WRITE キ 























PUT 
SAVE 
WIDTH 
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デー タフ ァイル を 扱っ た 
応用 サン プル 








ファ イル ディ スク リプ タ は 文字 列 で すか ら , 文字 変数 を 使う 9 こと が で きま す . これ に より , ファ イル 
操作 が 便利 に 行え ます . 

下記 の プロ グラ ム は , アス キー 形式 の デー タフ ァイル を CRT か プリ ンタ に 打ち 出す 例 で す . 文字 変 
数 DEVICEB を スイ ッ チ と し て 用 い , FILE$ で 入力 ファ イル を 指定 し ます . も し 必要 で あれ ば , 
DEVICE$ で カセ ッ ト や RS-232C ポ ー ト を 指定 し , それ ら の 装置 の デベ イス 名 ("CAS1:" や "COM:" な 
ど ) を 付け 加え る こと も で きま す . 

< アス キー 形式 の デー タフ ァイル を CRT か プリ ンタ に 打ち 出す プロ グラ ム の 例 〉 





100 '′ FILE TYPE PROGRAM 

1310:. と 

120 INPUT "CRT (0) or PRINTER (1)" :DEV 
130 INPUT "FILE NAME":FILE* 

140 

150 IF DEV<0 OR 1<DEV THEN 120 
160 IF DEV=0 THEN DEVICE$=" SCRN:" 
170 IF DEV=1 THEN DEVICE$="LPT1:" 
180 " 

190 OPEN FILES FOR INPUT AS 1 
200 OPEN DEVICE$ FOR OUTPUT AS #2 
210 ”" 

220 WHILE NOT EOF〈1) 

230 LINE INPUT #1,A$ 

240 PRINT 本 2.A$ 

250 wEND 

260 『" 

270 CLOSE 

280 END 
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デー タフ ァイル を 作る 





デー タフ ァイル に は , ら つ の タイ プ が あり ます . 

] つ は , デー タ を ファ イル の 先頭 か ら 順 に 読み 書 さ する ファ イル で , 
「 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル 」 と いい ます . も う ] つ は , デー タ を 任意 
の 順に 読み 書き で きる ファ イル で 「 ラ ンダ ム フ ァ イル 」 と いい ます . 

デー タフ ァイル を 作る 際 .、 どちら の タイ プ に する か は , プロ グラ マ 
ー の 自由 で す . た だ , 一 般 的 に は 高速 処理 を 要求 され る 場合 や デー 
夕 の 更新 が 頻繁 に 行わ れる 場合 は ラン ダム ファ イル , ファ イル 領域 
を 小さ くし た い 場 合 や デー タ の 更新 が あま りな い 場 合 は シー ケン シ 
ャ ルフ ァイル が 使わ れ ま す . 

た だ し , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に は , この ら つ の 形式 の ファ イル が 
作れ ます が , カセ ッ ト テ ー プ 上 に は , シー ケン シャ ルフ ァイル し か 
作れ ませ ん . 

本 章 で は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に 作る シー ケン シャ ルフ ァイル , 
ラン ダム ファ イル に つい て 説明 し た の ち , 資料 と し て カセ ッ ト テ ー 
プ 上 に 作る ファ イル に つい て 説明 し ます . 





ファ イル を OPEN し た 場合 は , ファ イル 操作 終了 後 必ず CLOSE 
を 実行 し こく だ さい . 特に ディ スク で は , ファ イル を OPEN し た 
まま (CLOSE せ ず に ), ディ スク を 差し 替え る と , 新た に 挿入 し 
た ディ スク の デー タ を 壊し て し まう 危険 性 が あり ます . 


また ファ イル 操作 中 に エラ ー が 発生 し た 場合 や | 時 | を 押し て ファ イ 
ル 操 作 を 中 断 し た 場合 は , DLDBE ある い は END を 実行 し て く 
だ さい . 

















シー ケン シャ ルフ ァイル こと 
ラン ダム ファ イル の 上 江 











] . それ ぞ れ の 特色 (1) シー ケン シャ ルフ ァイル 


シー ケン シャ ルフ ァイル と は , デー タ を 連続 的 に 記録 する も フ ァイル 
の 形式 で す . 

この た め , ファ イル の 使用 効率 が よい と いう 特色 が か あります. し か 
し , 読み 出す 場合 は , デー タ の 先頭 か ら 順に 読み 出す た め , 任意 の 
デー タ の 検索 に は 向き ませ ん . また , 修正 , 削除 も 部 分 的 に 行う こと 
は で きず , 全 デ ー タ を 更新 する 形 で し か 実現 で きま せん . 

(2) ラン ダム ファ イル 

ラン ダム ファ イル と は , シー ケン シャ ルフ ァイル の 欠点 で ある 任意 
の デー タ へ の 素早 い ア クセ ス を 可能 と し た ファ イル の 形式 で す . 
任意 の レ ュ ー ド 番号 を 指定 する こと に よっ て , それ に 対応 する デー 
タ を 取り 出す こと が で きま す . また 修正 も , 部 分 的 に 修正 し た い デ ー 
タ だ け を 変更 する こと が で きま す . 

し か し , 記録 が 1 レコ ュー ド 単 位 で 行わ れる た め , 利用 効率 は 下がり 
ます . 


了 シー ケン シャ ルフ ァイル ラン ダグ バ ベン テイ ル 


. 各 フ ァイル で 使用 
















で きる PRINT # FIELD 

ステ ー ト メン ト と PRINT # USING LSET 

関数 INPUT RSET 
LINE INPUT # PUT 








WRITE # GET 


INPUT$ CVI/CVS/CVD 
EOF MKI$/MKSS/MKD$ 
LOC 
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ジ シー ケン シャ ルフ ァイル 








1. 一 般 的 手順 シー ケン シャ ルフ ァイル の デー クタ を 読み 書き する と き は , 一 般 に 次 の 
考 順 に 従い ます . 
(1) ファ イル を オー プン に する 
(②⑳ ファ イル の デー タ を 読み 書き する 
(3) ファ イル を クロ ー ズ に する 


| 


また , シー ケン シャ ルフ ァイル は , オー プン 時 に 次 の いずれ か の モー 
ド を 指定 し ます . 
・OUTPUT モー ド : 新規 に ファ イル を 設定 し て , デー タ を 順次 書 
き 込 む . 
・ APPEND モ ー ド : 既存 の ファ イル の 最後 に デー タ を 追加 する . 
・INPUT モ ー ド  : 既存 の ファ イル の 先頭 か ら デ ー タ を 順次 読み 
込む . 


シーケンシャル (1) 作成 手順 
ファ イル の 作成 新た に シー ケン シャ ルフ ァイル を 作り , デー タ を 読み 書き する た め 
に 必要 な 手順 は 次 の よう に な り ま す . 
① 書き 込み の た め の フ ァイル を オー プン し ます . すでに 同じ 名 前 の 
ファ イル が あっ た 場合 に は , 以前 の も の を 削除 し て 新た に 作り な お 
し ます の で , ご 注意 くだ さい . 


OPEN "TEST" FOR OUTPUT AS #1 
② WRITE 后 ,PRINT 韻 な ど を 使っ て , ファ イル に デー タ を 書き 込み 
ます . 
WRITE #1 ,A$,B 2 
③ 必要 な だ け ② の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終 


了 し ます . 
CLOSE 1 
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(2) サン プル プロ グラ ム 
例 と し て , キー ボー ド か ら 生 徒 の テス ト の 点数 を 入力 し て , シー ケ 
ン シ ャ ルフ ァイル "TEST" を 作る プロ グラ ム を 示し ます . 





199 ' フロ グラ ム 1 
119 OPEN "TEST" FOR OUTPUT AS #1 
129 *LOOP 

139 INPUT "名 前 ":N$ 

149 IF N$="end" THEN *FIN 

15 の 9 INPUT "科目 ":Ks 

169 INPUT "得点 ":P 

179 WRITE #1,N$,K$,P 

189 PRINT 

199 GOTO *LOOP 

299 *FIN 

219 CLOSE #1 :END 


注意 > 





MT ュー RSS NSRXNGDE 放 1 
本 章 の サン プル プロ グラ ム は すべ て Na- 日 本 語 BASIC を 使 
用 し て いま す . Na-BASIC で サン プル プロ グラ ム を 入力 す 
る と き は , 共 字 や ひら が な 部 分 を カタ カナ で 入力 し て くだ 
さい . 





次 の よう に 入力 し , この プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 


RUN 9 


報 菩 慌 葵 登 交 コ 

t 折 皿 待 舌 皿 待 " 
る 旧 部 避 則 計 
次 オ 人 田 


乙 


名 山 葉 
科 目 理科 
得点 ? 


氏 ] 


QA 
誤 
o 
コ 
に 1 
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(3) WRITE 韻 と PRINT 井 で 作ら れる ファ イル の 違い 

式 が 2 つ 以 上 あっ た 場合 , WRITE# は , 各 式 の 値 の 間 は 自動 的 に コ 
ンマ (うう) で 区 . 切 られ ます . また , 文字 列 は ダブ ルク ォ ー テ ーション 
("で 囲ま れ て 出力 され ます (| 例 1 |). 

PRINT 井 で は , 各 式 の 値 の 問 は ュ ン マ (, ) で 区 切ら れず , 連続 し て 
出力 され ます (| 例 2 |). また , 文字 列 を ダブ ルク ォ ー テ ーション 
("” りり で 囲む な と いう こと も し ませ ん . この た め , た と えば 文字 列 を 続 
け て 出力 する と , それ ら は 連続 し た 1 つの 文字 列 と な り ま す . この た 
め , WRITE 韻 の 場合 の よう に , コン マ (,) で 各 式 の 値 の 間 を 区 切る に 
は , | 例 3 | の よう に 各 式 の 間 に " , "を 出力 する 必要 が あり ます . 

使用 する ステ ー ト メン ト と 作成 され る ファ イル の 対応 を 図示 すれ 
ば , 次 の と お り で す . 











例 1 | WRITE 持 1 , N$ ,K$ ,P 





"本 田 卓也 ',' 理 科 ",75gil' 鈴 木 











8gh 葉 リサ 理科 475E 


PRINT 1,N も リリ IIKSiT リロ P 








また PRINT 井 で は , PRINT 井 USING を 使っ て , 編集 され た デー タ を 
書き 込む こと も で きま す . た と えば , 


100 PRINT #1,.USING7 を 
110 PRINT #1,.USING"& 
120 PRINT #1,.USING7 昔 間 共 7 





NONEBOORNRE2CS2IO2KSISSOOKNRKAOREGMIRSS が SE 
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シー ケン シャ ル (!) 一 般 的 手順 


ファ イル か ら の ① 読み 込み の た め の フ ァイル を オー プン し ます . 
ミ = 主 コ い 
読 の 込み OPEN " TEST " FOR INPUT AS 斗 1 


② INPUT 斗 , LINE INPUT 井 な ど を 使っ て , ファ イル か ら デ ー タ を 読 
み 込 み ま す . 


INPUT 北 1 ,A$,B 4g 


③ 必要 な だ け ② の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終 
了 し ます . 


CLOSE #1 fg 


(2) サン プル プロ グラ ム 
次 に プロ グラ ム 2 と し て , プロ グラ ム 1 で 作っ た ファ イル "TEST" 
を アク セス し , 50 点 以下 の 生徒 を 全部 表示 する 例 を 下 に 示し ます . 





の ここ BORNIHMEUUNINUDNNOROM 





ER2ZESEERSRESHEROYSEERIGONDRO 
1 の 9 ' ファ ログ “ラム 2 

11 の 9 OPEN "TEST" FOR INPUT AS #1 
129 *LOOP 

13 の 9 INPUT #1 ,N$,K$,P 

14 の 9 IF P>=5 の THEN *LOOP 

15 の PRINT _N$,K$,P 

169 GOTO *LOOP 


て CC 52 な SRCEEERSSRRESDRSGGEC 


これ を 実行 し て みる と , 次 の よう に な り ま す . 





OL 江 DCORNGHNGNANUEIDOMBOISGNWRORMMGDNGMRUGDNNRONBOBHMI 





木 前 理科 
山 葉 リサ 理科 


Input past end in 139 
Ok 








プロ グラ ム 2 では, ファ イル 中 の デー タ を 最初 か ら 順番 に 読み 込ん 
で いき ます . そし て , ファ イル の 最後 で も う 読み 込 せ デー タ が な く な 
る と , 130 行 で "Input past end" エ ラー が 起こ り ま す . 

これ を 避け る た め に は , 125 行 に 下 の 1 行 を 挿入 し ます . 


125 IF EOF(1) THEN *FIN 
この 125 行 で ファ イル の 終わ り を チェ ッ ク し , 次 の 3 行 の よう に 処 
理 し ます . 


170 *FIN yl 


180 CLOSE 音 1 
190 END 9 
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(3) INPUT 韻 と LINE INPUT 斗 の 違い 
両者 の 違い は , 何 を デー タ の 区 切り 符号 と する か が 違い ます . 
INPUT 井 は , コン マ , スペ ー ス , キャ リッ ジリ ター ン , ライ ン 
フィ ー ド な ど を 区 切り 符 与 と し ます . 
LINE INPUT 井 は , キャ リッ ジリ ター ン , ライ ン フ ィ ー ド の み を 区 
切り 符号 と し ます . この た め , コン マ や ダブ ルク ォ ー テ ーション も 
デー タ と し て 読み 出す こと が で きま す . 


4. シー ケン シャ ル (! 一 般 手 順 


ファ イル へ の フロ ッッ ピー ディ スク 上 に シー ケン シャ ルフ ァイル が すでに 作ら れ て 
デー タ の 追加 いて , その 後に デー タ を 追加 し た い 場 合 に は , 次 の よう な 手順 で 行い 
ます . 


① 追加 する た め の フ ァイル を アペンド モー ド で オー プン し ます . 


OPEN "TEST "FOR APPEND AS #14g 


② WRITE 壮 , PRINT 井 な ど を 使っ て , ファ イル に 追加 し た い デ ー タ 
を 書き 込み ます . 
WRITE #1,N$:P 2 


③ 必要 な だ け ② の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終 
了 し ます . 


CLOSE #1 9 


(2) サン プル プロ グラ ム 
例 と し て , プロ グラ ム 1 で 作っ た ファ イル "TEST" に デー タ を 追加 
する 例 を プロ グラ ム 3 と し て 示し ます . 


199 ' パロ グ ^ ラ ム 3 
119 OPEN "TEST" FOR APPEND AS #1 
12 の 9 *LOOP 
139 INPUT "名 前 ":N$ 
149 IF N$="end" THEN *FIN 
159 INPUT "科目 ":K$ 
169 INPUT "得点 ":P 
179 WRITE #1,N$S:K$:P 
189 PRINT 
199 GOTO *LOOP 
2 の の *FIN 
219 CLOSE #1:END 
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これ を 実行 し て みる と , 次 の よう に な り ま す . 


紅 佑 G 恐 普 昭 普 品 

t 争 功 慎 折 皿 慰 折 mm 層 " 
SS 圏 選 記 囲 語 あぶ 図 半 
吾 滞 吾 斗 吾 田 


名 前 end 
Ok 





これ は , プロ グラ ム 1 の 110 行 の OUTPUT を APPEND に 代え た だ 
け で す . この プロ グラ ム で デー タ を 追加 し た ファ イル に 対し て , プロ 
グラ ム 2 を 実行 し て チェ ッ ク す る こと が で きま す . 
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ツー ケラ シャ ヤル 
ファ イル の デー タ 
の 修正 
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シー ケン シャ ルフ ァイル は , その まま で は ファ イル の デー タ を 修正 す 
る こと が で きま せん . 現在 の ファ イル か ら 読 み 込 ん で 修正 し た デー タ を 
新しい 別 の シー ケン シャ ルフ ァイル へ 書き 込ん で いく 作業 を 行わ な けれ 
ば な り ま せん . 下 に プロ グラ ム 4 と し て , プロ グラ ム 1 や 3 で 作っ た 
ファ イル の 修正 を 行う 例 を 示し ます . 

プロ グラ ム 4 で は , ファ イル "TEST" から 読 み 込 ん だ デー タ に 修正 が 
な い 場 合 は , その まま 新しい ファ イル "test" へ 書き 込み ます . も し 修正 
が ある 場合 は , 260 て 280 行 で 新しい デー タ を 入力 し , "test" へ 書き 込み 
ます . 削除 する 場合 に は , 書き 込ま ず に 次 の デー タ を "TEST" か ら 読 み 
込み ます . 修正 が 終了 し た 場合 に は , "TEST" か ら 読 みみ 込ん だ デー タ を 
その まま "test" へ 書き 込む 作業 を "TEST" の ファ イル エン ド ま で 繰り 返 
し ます . 

最後 に , 古い ファ イル "TEST" を 消去 し , "test" を "TEST" に 名 前 を 
変更 し て 終了 し ます . 


199 ' フロ グ * ラ ム 4 

119 OPEN "TEST" FOR INPUT AS #1 
129 OPEN "test" FOR OUTPUT AS #2 
139 *LOOP 

14 の 9 IF EOF(1) THEN *FIN 

159 INPUT #1,N$,K$,P 

169 IF FLG=1 THEN *wR 

179 PRINT N$,K$,P 

189 *QUESTION 

199 PRINT "変更 が あり ます か ": 
299 INPUT " (y 又は n 又は d 又は e ) ":As 
219  A$=LEFT$(A$,1 ) 

229 IF A$="e" THEN FLG=1 :GOTO *WA 
239 IF A$="d" THEN *LOOP 

249 IF A$="n" THEN PRINT:GOTO *wR 
259 IF A$<>"y" THEN *QUESTION 

269 INPUT "名 前 ":N$ 

279 INPUT "科目 ":Ks 

28 の 9 INPUT "得点 ":P 

299 PRINT 

399 *WR 

319 WRITE #2,N$:K$:P 

329 GOTO *LOOP 

339 *FIN 

349 CLOSE #1 

359 CLOSE #2 

369 KILL "TEST" 

379 NAME "test" AS "TEST" 

389 END 











ラン ダム ファ イル 











] . 一 般 的 手段 ラン ダム ファ イル の デー タ を 読み 書き する と き は , 一 般 に 次 の 手順 に 

従い ます . 

1) ファ イル を オー プン する 

(2) ベッ ファ の フィール ド デ ー タ を 定義 する 

(4) ファ イル を クロ ー ズ する 

ト 上 の (2②2) で いう バッ ファ (ファ イル ベッ ファ と も いい ます ) は , メモ リト 
に 確保 され た 256 バ イト の 領域 て, この バッ ファ を 介し , 256 バ イト 単位 
で デー タ の や り と り が 行わ れ ま す . 


己 . ラン ダム ファ イル (!) 作成 手順 
の 作成 ① ファ イル を オー プン する . 


OPEN "TEST" AS | 4 の 


ラン ダム ファ イル を オー プン する と き は , モー ド の 指定 は 不要 で 
すす 。 
な お , OPEN 文 で 指定 し た ファ イル が ディ スク 上 に な いと 新た に 

ファ イル が つく られ ます が , ファ イル が ディ スク 上 に あれ ば , 既存 

の ファ イル を オー プン し ます . 
② フィ ー ル ド を 定義 する . 

FIELD 培 1 , 20 AS N$,20 AS K$,2 AS Ps gl 


ファ イル バッ ファ の 中 に 文字 変数 の 領域 を ベイト 単 位 で 割り あて 
る の が FIELD 文 で す . 各 文 字 変数 の 領域 の 合計 は 256 バ イト 以 下 で 
な けれ ば な り ま せん . 上 の 用 例 で あれ ば , バッ ファ は 次 の よう に 割 
りあ て られ ます . 


256 バ イト 








214 バ イト 
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④ 


な お , FIELD 文 中 で 使っ た 文字 変数 を , INPUT 文 や 代入 文 の 左 
辺 で 使用 する こと は で きま せん . 


③ LSET, RSET を 用 い , バッ ファ に デー タ を セッ ト す る . 


LSET N$ 王 A$ 


バッ ファ に デー タ を セッ ト す る の は , 代入 文 で は で きま せん . 
LSET また は RSET を 使わ な けれ ば な り ま せん . LSET は 圧 づめ , 
RSET は 右 づ つめ に し て , それ ぞ れ バッ ファ に デー タ を セッ ト し ま 
す . また , バッ ファ に セッ ト す る デー タ は 文字 列 で な けれ ば な り ま 
せん . この た め , デー タ が 数 値 で ある 場合 に は , MKI$ , MKS$, 
MKD$ を 使っ て , それ ぞ れ 整数 値 , 単 精度 実数 値 , 倍 精 度 実数 値 を 
2 ベイト, 4 ベイト , 8 ベイ ト の 文字 に 変換 し て か ら バ ベッ ファ ム 転 
送 し ます . 


LSET P$ ニ MKI$(P%) fg 


バッ ファ の デー タ を ディ スク に 書き 込む . 
PUT #1,R 9 
1_ レコ ュー ド 番 号 R は レ ュ コー ド 番 号 で す . 
ラン ダム ファ イル で は , レコ ュー ド の 長 さ は 256 バ イト で , 各 レ 
ュー ド に は 1 か ら 順 に 番号 が 振ら ちら れ ます . この 番号 の こと を レ ュ ー 
ド 番 号 と 呼び . ラン ダム ファ イル の レコ ュー ド を 読み 書き する と き に 
は , 必ず この レ ュ ー ド 番号 を 指定 し な けれ ば な り ま せん . 


⑤⑥ ファ イル を クロ ー ズ する . 


cLOSE #1 2 


第 14 章 デー タフ ァイル を 作る 
(2) サン プル プロ グラ ム 
次 の プロ グラ ム は , 先 の シー ケン シャ ルフ ァイル の サン プル プ ブログ 
ラム と 同じ 内 容 を , ラン ダム ファ イル と し て 作成 する も の で す . 





ミカ 5 人 ま て だら 人 ec つぶ 
100 ' RAMDAM FILE / DATA WRITE 

110 R=1 

120 OPEN "test" AS #1 

130 FIELD #1,20 AS N$,20 AS K$,2 AS P$ 

140 *※LOOP 

150 INPUT "名 前 ":A$ 

160 IF A$="end" THEN *FIN 

170 LSET N$=A$ 

180 INPUT "科目 ":As* 

190 LSET K$=A$ 

200 INPUT "得点 ":P 

210 A$=MKI$ (DP) 

220 LSET P$=A$ 

230 PUT #1,E 

240 R=R+1 

250 PRINT 

260 GOTO *LOOP 

270 *※FIN 

280 CLOSE #1 

290 END 


で は , 実行 し て み ま し ょ う . 


run 
も 前 ? 本 田 
科目 ? 理科 


但 点 ? 代 


名 前 ? 鈴木 
科目 ? 理科 
得点 ? 48 


名 前 ? 山 葉 リセ 
科目 ? 理科 


点 ? 特 


名 前 ? end 
Ok 





247 


6 ム フ ァ イル (1) 読み 込み 手順 


ラジ ダ 
の 読み 込み ① ファ イル を オー プン する . 
OPEN "TEST" AS #1 19 
モー ド 指 定 は 不要 で す . 
② フィ ー ル ド を 定義 する . 
FIELD 半 1 , 20 AS N$,20 AS K$,2 AS Ps 49 


作成 し た と き と 同 じ に 定義 し ます . 
⑧③ ディ スク の デー タ を ベッ ファ に 読み 込む . 


eET #1,R 2 


読み 込む 場合 , 読み 込み た い レ ュー ド の 番号 を 指定 し ます . す で 
に 作成 され て いる レ ュ ー ド 数 を 越え る 指定 は テラ ー と な り ま す . 
〈④ バッ ファ の デー タ を 取り 出す . 


A$ 三 N$ 


バッ ファ の デー タ を 取り 出す に は 代入 文 を 使い ます . 単に 表示 さ 
せる だ け な ら , PRINT 文 で 直接 指定 で きま す . 
PRINT N$ :CVI(P$) 
GET 井 に よっ て 読み 込ん だ デー タ が 数 値 で ある 場合 に は , 


CVI, CVS,CVD を 使っ て , それ ぞ れ 文 字 列 か ら 整 数 , 単 精度 実数 
値 , 倍 精 度 実数 値 へ 変換 し ます . 


P=CVI(Ps) 9 


⑤⑥ ファ イル を クロ ー ズ する . 


CLOSE 1 


(2) サン プル プロ グラ ム 





SNBISGE0SRRIE 
100 RANDOM FILE / Data read 

120 OPEN "test" AS 韻 1 

130 FTELD#1.20 AS N$,20 AS K$,2 AS P$ 
140 MAX=LOF 〈1) 

150 FOR R=1 TO MAX 

160 GET#1,R 

170 PRINT _N$:K$:CVT (P$) 

180 NEXT _R 

190 CLOSE 1 

200 END 
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これ を 実行 する と , 次 の よう に な り ま す . 

















4. ラン ダム ファ イル 
に よる 得点 検索 
ブ プログラム 





1 の の 
11 の 
129 
139 
14 の 
159 
169 
179 の 
18 の 9 
199 
29 の 
219 
22 の 
23 の 
2.4 の 
25 の 
26 の 
27 の 
28 の 
29 の 
3 の の 
319 の 
32 の 
33 の 
34 の 
359 
36 の 
37 の 
38 の 
399 
4 の の 
419 の 
42 の 
43 の 
4 4 の 
459 
46 の 
47 の 
48 の 
49 の 
5 の の 
51 の 
529 の 
539 
54 の 
55 の 9 
56 の 
57 の 
58 の 
599 の 
6 の 9 の 
61 の の 





下 の ブ ログラム 5 は , 生徒 番号 に よっ て ラン ダム に 読み 書き する も の 
で す . 新しく ファ イル を 作る 場合 は , RUN 実 行 後に " 
し た ちら, 次 に 必ず "ファ イル の 初期 化 " を 実行 し て くだ さい . 


ファ イル 名 "を 入力 


RSGG3 


に ブッ ログ テラ ム :5 
CILIS:INPUT "ファ イル 名 
OPEN F$ AS #1 





"Fs 


FIELD #1,1 AS IDS,29 AS NS,29 AS K$,2 AS PS 
*FUNC 

CLS 

PRINT " 1: デ ー タ 作成 , 変更 " 

PRINT " 2: デ ー タ 参照 " 

PRINT " 3: 点数 に よる 検索 " 

PRINT " 4: 終了 " 

PRINT "999: フ ァイル の 初期 化 " 

INPUT " 選ん で くだ さい "i:F 


IF F=999 THEN *FINI 
ON F GOTO *HENKO ,*SANSHO , *KENSAKU , *FIN 
GOTO *FUNC 

*SANSHO 

SFLG=- 1 
GOTO *HKLOOP 
*HENKO 

SFLG= の 
*HKLOOP 

GET #1.1 

MAX=CVI(PS) 

PRINT "生徒 番号 (1-":USING "### り 1:MAX-1: 
INPUT " 又は @: 終 了 ) ":NUM% 

IF NUM を = の 9 THEN *FUNC 
NUM%=NUM%+ 1 
GET #1,NUM% 


IF ID$=CHR$(255) AND SFLG=@ THEN *QUESTION 
IF ID$=CHR$(255) AND SFLG THEN *HFLOOP 
P%=CV1T(P$) 
PRINT 
PRINT "名 前 : "の:Ns 
PRINT "科目 : ":Ks 
PRINT "得点 : "iP% 
PRINT 
IF SFLG THEN *HKLOOP 
*QUESTION 
INPUT "名 前 "iAS 
IF AS<>"" THEN LSET N$=AS 
INPUT "科目 ":jAs 


IF A$<>"" THEN LSET KS=AS 
INPUT "得点 ":As 
IF A$<>"" THEN LSET P$=MKIS(VAL(AS) ) 
PRINT 
LSET IDs="U" 
PUT #1,NUM 
GOTO *HENKO 
※KENSAKU 
GET#1 ,1 
MAX=CVI(PS) 


INPUT " 何 点 以下 で 検索 し ます か ":AKA 


249 


250 


62 の 
639 
6 4 の 
659 
669 の 
679 
689 の 
699 の 
7 の の 
71 の 
72 の 
73 の 
7 4 の 
759 
769 の 9 
779 の 
78 の 
79 の 
8 の の 


829 
839 
849 
859 
869 
87 の 
88 の 9 
899 


PRINT 
FOR NUM%=2 TO MAX 
GET #1.,NUM 
IF ID$=CHR$(255 ) THEN *KLOOP 
IF CVI(P$) >AKA THEN *KLOOP 
PRINT USING "### ":NUM%-1 : 
PRINT N$:K$:USING " ####":CV1(PS) 
*KLOOP 
NEXT NUM% 
PRINT 
PRINT "検索 終了 . キー を た た いて くだ さい " 
*LOOP 
AS=INKEY$:IF A$="" THEN *LOOP 
GOTO *FUNC 
*FINI 
INPUT "最大 の 生徒 番号 は ":MAX 
INPUT "ファ イル を 初期 化し ます 〈yes 又は no) "iAS 
IF A$<>"yes" THEN *FUNC 
FOR NUM%=1 TO MAX+1 
LSET ID$=CHR$S(255 ) 
PUT #1、NUM% 
NEXT NUM% 
LSET PS$=MKI$S(MAX+1 ) 
PUT #1,1 
GOTO *FUNC 
*FIN 
CLOSE #1 
END 











カセ ッ ト テ ー ブ 上 に 
デー タフ ァイル を 作る 





e PC-8801MH に は , カセ ッ ト テ ー プ 用 
の イン タフ ェ ー ス が 装備 され て いま せ 
ん . 
PC-8801MH で カセ ッ ト テ ー プ を 使用 
する に は , オプ ンション の CMT イ ンタ 
フェ ー ス ボー ド か が 必要 に な り ま す . 
PC-8801FH の 場合 は , オプ ショ ン な 
し に , 以後 の 操作 が 行え を ます. 
@ カ セッ ト テ ー プ レ ュ コー ダ を 使用 し て , 
デー タ の 書き 込み , 読み 込み を 行う 場 
合 は , リモ ー ト 端子 ( 黒 ) を 接続 し ま 
す . 


リモ ー ト 端子 を 接続 し ます と , テー プレ ュ コーダ 
の ON/OFF は 本 機 が コン トロ ー ル し ます . で す 
か ら , PLAY ボ タン を 押し て いて も , 本 機 で ヵ 
セッ ト テ ー プ を 使用 する 命令 が 実行 され な けれ ば 
カセ ッ ト テ ー プ は 回 り ま せん . この 機能 に よっ 
て , 必要 な 間 だ け カ セッ ト テ ー プ を 回 すこ と が で 
き , カセ ッ ト テ ー プ の むだ づか い が 防 げ , また 手 
韻 も か か り ま せん . 

リモ ー ト 端子 を 接続 し な か っ た 場合 は , テー プ 
レコ ー ダ の スタ ー ト , スト ッ プ は すべ て 自分 で や 
る 必要 が あり ます . で すか ら , カセ ッ ト を 使用 す 
る 命令 を 実行 する 前 に PLAY ボタ ン を 押し , 終わ 
る と STOP ボ タン を 押す と いう 操作 が 必要 に な 
り ま す . 
以後 は , 
説明 し ます . 


リモ ー ト 端子 が 接続 され て いる と し て 











1 . デー タ の 書き 入 








(1) キー ボー ド か ら 下 の プロ グラ ム を 入力 し て く 
だ さい . 





199 INPUT A,B。 
11 の PRINT " 
129 PRINT " 
139 PRINT " 員 
149 INPUT " 
159 OPEN " 
16 の PRINT #1.A,B 
179 PRINT #1.C,D 
189 CLOSE #1 

199 END 





この プロ グラ ム を 人 簡単 に 説明 し まし ょ う . 
① キー ボー ド か ら 数 値 を 入力 し ます (100 行 ). 
② カセ ッ ト テ ー プ を セッ ト し , 録音 ボタ ン と 

PLAY ボ タン を 押し て を 入力 し ます 

(110 行 て 140 行 ) . 
⑬③ ファ イル の オー プン を 行い ます . OPEN 文 

が 実行 され る と カセ ッ ト テ ー プ が 割り 当て ら 

れ , デー タ を 書き 込む た め の 人 準備 が 整い ます 

(140 行 ) . 
④ PRINT 井 文 を 用 いて デー タ を 書き 込み ま 

す (160 行 , 170 行 ) . 
⑤⑥ デー タ の 書き 込み が 終わ っ た ら , CLOSE 

文 で ファ イル を 閉じ て お きま す (180 行 ). 

(2) この プロ グラ ム を 実行 させ ます . 


run4o 上 


(3③) する と , 画面 に "?"" を 表示 し ます . これ は , 
行 番号 100 の INPUT 文 が キー ボー ド か ら の 入力 
を 要求 し て いる の で す . 

も L.2.3.4 


と 入力 し ます . 
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(4) 今度 は 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





六 tapa, 【hen push FLW and 上 EC 





(5) そこ で , デー タ を 入力 し て も よい カセ ッ ト 

ダ に セッ ト し ます . この 
と き , テー プ カ ウ ンタ を 0 に し て お け ば , 後 で 
どこ か ら デ ー タ が 入っ て いる か 一 目 で わか り , 
と て も 便利 で す . 

(6) カセ ッ ト テ ー プ の セッ ト が 終わ っ た ら , テー 
プレ ュー ダ の 録音 ボタ ン と PLAY ボ タン を 提 
し ます . これ ら の 準備 が 終わ っ た ら , fg 
を 入力 し ます . 

⑦ 2M を 入力 する と , すぐ に カセ ッ ト テ ー プ 
が 回 り 始め , し ば らく し て ディ スプ レイ に 
"Ok" と 出力 し , カセ ッ ト テ ー プ は 止ま り ま す . 

これ で , キー ボー ド か ら 入 力 し た 数 値 が カ 
セッ ト テ ー プ に 書き 込ま れ ま し た . 





テー プ を テー プレ ュ 


己 . デー タ の 読み 込み 


先ほど テー プ に 書き 込ん だ デー タ を , 今度 は 読 
み 込 ん で みみ まし ょ う . 
(1) 下 の プ ログ ラム を 入力 し ます . 


RNNRGNNZDWR SS 
199 PRINT "P じ し LAY ボ タン を 押し て くだ さい 。" 
119 OPEN "cas:suchi" FOR INPUT AS #1 

129 INPUT #1.A,B 

139 INPUT #1.,C,D 

149 PRINT A,B,C,D 

159 CLOSE #1 

169 END 









プロ グラ ム の 意味 は 次 の と お り で す . 

① 画面 に "PLAY ボタ ン を 押し て くだ さい 。" 
と 表示 し , PLAY ボタ ン を 押す こと を 促し ま 
す (100 行 ). 

②⑨ ファ イル を オー プン し , カセ ッ ト テ ー プ か 
ら デ ー タ を 入力 する た め の バ ベ バッファ を 割り 当 
て ます (110 行 ). 
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③ INPUT 韻文 を 用 いて デー タ を 読み 込み ま 
す (120 行 , 130 行 ). 

④ デー タ の 読み 込み が 終わ っ た ら , CLOSE 
文 で ファ イル を 閉じ ます (150 行 ) . 

(2) プロ グラ ム が 入力 で きた ら , デー タ の 書き 込 
み を 始め た と ころ まで カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻 
し ます . 

(3) カセ ッ ト テ ー プ の 準備 が で きた ら 実 行き せま 
す . 

Tu 

(4) "PLAY ボ タン を 押し て くだ さい 。" と いう 
メッ セー ジ が 現れ た ら , PLAY ボタ ン を 押し ま 
す . カセ ッ ト テ ー プ が 回 り 始め て し ば らく する 
と , 読み 込ま れ た デー タ が ディ スプ レイ に 表示 
され ます . 


づ . デー タ の 型 と 数 の 一 致 





カセ ッ ト テ ー プ に デー タ を 書き 込む , ある い は 
読み 込む 場合 の 注意 事項 と し て , 書き 込む と き と 
読み 込む セ と き の 〈 デ ー タ の 型 と 数 の 一 彼 > が あり ま 
す . 文字 と し て デー タ を 書き 込ん だ の に , それ を 
数 値 デ ー タ と し て 読み 込む こと は で きま せん . ま 
た , 1 つの PRINT 文 で 4 つの デー タ を 書き 込ん 
で いる の に , INPUT 文 で は 2 つ し か 読み 込ま な 
いと いう わけ に も いき ませ ん . た だ し , デー タ の 
型 と 数 が 一 致し て いれ ば , 読み 込ん だ デー タ を 代 
入 す る 変数 は , 書き 込ん だ と き に 使っ た 変数 と 異 
な っ て いて も か まい ませ ん . 


良い 例 1 
・ 書 き 込 むと き 


10 OPEN "cas : sample" FOR OUTPUT 
AS 閉 1 


100 PRINT 韻 1.A,B,C 


500 CLOSE 斗 1 


* 読み 込む と き 
10 OPEN "cas : sample" FOR INPUT AS 
井 1 


150 INPUT 壮 1,X,Y,Z 
300 CLOSE 普 1 


デー タ の 下 パ (数 値 ), 数 (3 つ ず つ ) が 一 致し て い 
る の で OK で すね . 








良い 例 2 
・ 書 き 込 むと き 
10 OPEN "cas : sample" FOR OUTPUT 
AS 斗 1 








100 PRINT 斗 1 , YAMA$ , KAWA$ 


500 CLOSE 壮 1 


・ 読 み 込 むと き 
10 OPEN "cas : sample" FOR INPUT AS 
北 1 


200 INPUT 壮 1 , SORA$ , UMI$ 


600 CLOSE 半 1 
これ も , デー タ の 弄 ( 文 字 ), 数 (2 つ ず つ ) が 一 
分 し て いる の で OK です. 
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・ 書 き 込 むと き 
10 OPEN "cas : sample" FOR OUTPUT 
AS 斗 1 


100 PRINT 革 1,A.B,C,D 
700 CLOSE 壮 1 


・ 読 み 込 むと き 
10 OPEN "cas : sample" FOR INPUT AS 
壮 ] 


200 INPUT 韻 1.A,B 
210 INPUT 井 1,C,D 


800 CLOSE 北 1 
デー タ の 型 (数 値 ) は 一 致し て いま す が , 
PRINT 文 で 4 つの デー タ を 書き 込ん だ の に 対 
し , 読み 込む セ と き は 一 度 に 2 個 し か 扱っ て いま せ 
読み 込む せこ と は で きま せん . 


1 つの 


ん . この 場合, 
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4. ファ イル 名 に つい て 


カセ ッ ト テ ー プ 上 に デー タフ ァイル を オー プン 
し て 入出 力 を 行う 場合 は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 
電 合 と 同じ よう に ファ イル 名 を つけ る こと が 可能 
で す が , フロ ッッ ピー ディス ク の よう に ファ イル 名 
(こよ っ て ファ イル を 識別 する こと は で きま せん . 
し た が っ て , 


OPEN "CAS :A" FOR OUTPUT AS #1 9 上 


と し て オー プン し , デー タ を 書き 込ん だ ファ イル 
を , 

OPEN "CAS :B" FOR INPUT AS #1gM 
と し て オー プン し , デー タ を 読み 出す こと も で き 
ます . 





ロ . カセ ッ ト テ ー ブ の 転送 速度 





Ns.BASIC で カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する 場合 
に , [600bps」 と 「1200bps」 の 2 つの 転送 速度 を 使 
用 し ます . この 指定 は , デベ イス 名 を 指定 する 
と , Ns-BASIC が 自動 的 に 設定 し て くれ ます . 





1200bps 





600bps 








同じ 長 さ の プロ グラ ム や デー タ を セー ブ し た り 
ロー ド す る 場合 , 1200bps で す と 600bps の 半分 の 
時 間 で 実行 で きま す . し か し , 600bps で セー ブ し 
だ プログ ラム や デー タ を 1200bps で ロー ド す る こ 
と は で きま せん . また , 逆 に 1200bps で セー ブ し 
だ た プロ グラ ム や デー タ を 600bps で ロー ド す る こ 
と も で きま せん . で すか ら , プロ グラ ム や デー タ 
を セー ブ す る 場合 は , どちら の 転送 速度 で セー ブ 
し た の か を 記録 し て お いて くだ さい . 
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注意 





同じ テー プレ コー ダ で セー ブ , ロー ド 
を 行う 場合 は , 「1200bps」 で 行う 方 が 
速く 実行 で きま す が , セー ブ し た テー 


プ 


レコ ー ダ と ロー ド す る テー プレ ュー 


ダ が 異な る 場合 に , 「1200bps」 で す と , 
モー タ の 回 転 速度 の 誤差 な どか ら エ 


ラ 


の 人 


ー が 発生 する 可能 性 が あり ます . 


この よう な 場合 は 「600bps」 で セー 
ロー ド を 行っ て くだ さい . 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 
ファ イル の 構造 





Nsg-BASIO DISK Version/Ngss- 日 本 語 BAGICD に お ける 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ファ イル 構造 に つい て 解説 し ます . 
BASIC で ディ スク ファ イル を 扱う こと こき は , すべ て ファ イル 名 で 行 
いま す . し た が っ て , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 直接 管理 する サー フェ 
ス 番号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 使う 必要 は ほとん ご ど あり ませ 
ん . な ぜ な ら ば , ファ イル 名 を 実際 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の サー フ 
エス 番号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 に 変換 する 仕事 は BA 紀 IO が 
自動 的 に 行っ て くれ る か ら で す . 

し た が っ て , BASI 〇 で ファ イル を 扱わ れる 方 は 以下 の 説明 を 読む 
必要 は あり ませ ん . DSKI 員 関数 , DSKO 中 文 や 機械 語 モ ニタ を 
使う 必要 の ある 方 の みお 読み くだ さい . 





DSKOS 文 は ディ スク 上 に 直接 デー タ を 書き 込み ます . 不用 意 
に 使用 する と , ディ スク の デー タ 構 造 を 破壊 し , 通常 の ファ イル 操 
作 が 不可 能 に な る 場合 も あり ます の で , 使用 に 当たっ て は 十分 な 注 
意 が 必要 で す . 














] . 使用 する 
ディ スク の 種類 


己 .. デイ スク の 番地 指定 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 





Ns-BASIC DISK Version/N 日 本 語 BASIC で 通常 使用 する フロ ッ 
ピー ディ スク は 次 の と お り で す . 


(1) PC-8801FH の 場合 
・5.25 イ ンチ 両面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D と 呼ば れ ま す ) 
・8 イ ンチ 両面 倍 密 度 フ ロッ ピー ディ スク (2D と 呼ば れ ま す ) 


(2) PC-8801MH の 場合 
・ 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2D と 呼ば れ ま す ) 
・ 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ = フロッピー ディ スク (2HD と 呼ば れ ま す ) 
・8 イ ンチ 両面 倍 密 度 フ ロッ ピー ディ スク (2D と 呼ば れ ま す ) 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , メモ リ と 同じ よ うに 番地 が つい て いま す . 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 番地 指定 に は , サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , 
セク タ 番 号 を 使用 し ます . サー フェ ス 番 号 は , 両面 倍 密度 の フロ ッ ピー 
ディ スク を 使用 する と き に 必要 で す .「0」 を 指定 する と 表面 (ラベ ル の 
貼っ て な い 面 ), 「 1 」 を 指定 する と 裏面 に な り ま す . フロ ッ ピ ビー ディス 
ク の 最小 読み 書き 単位 は セク タ で , 1] セク タ は 256 ベ イ ト か ら 成 り ま す . 


どら 5 ア 


d. ディ スク 構成 BASIC で 使用 する 3 種類 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構成 は 下図 の よう 
(に な っ て いま す . 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と , 8 
イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 全く 同じ 構成 に な っ て いま す . 


セク タ 16 セク タ 1 
ーー ニー ニニ ーー ニー 





5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 







N 
トラ ッ ク 0 
N 
\ ト ラッ ク 1 
ーー トラ ッ ク 75 


25 の の ーーーー ト ラッ ク 76 
5.25 イ ンチ 両面 高密 度 フ ロッ ピー ディ スク 
8 イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


NN クッ シッ ノ 

数 
両面 倍 密 度 (80) 
5.25 イ ンチ 
1 上 面 7 








89 インナ (154) 
両面 倍 密度 




















258 




















シス テム ディ スク と 
デー タデ ィ ス ク 





トラ ッ ク の 割り 当て 





シス テム ディ スク と は , ディ スク コー ド を 含ん だ フロ ッッ ピー ディスク 
の こと で , Ns-BASIC DISK Version , お よび Ns 日 本 語 BASIC を 起動 さき 
せる 際 に 必要 な も の で す . ディ スク ュー ド と は , BASIC の 拡張 部 分 ( フ 
ロッ ピー ディ スク 関係 の 命令 の サポ ー ト ) の こと で す . それ と は 逆 に , 
ディ スク コー ド を 含ま な い フ ロッ ピー ディ スク の こと と を デー タデ ィ ス ク 
と 呼び ます . デー タデ ィ ス ク で は Ns-BASIC DISK Version, お よび 
Na- 日 本 語 BASIC を 起動 きせ る こと は で きま せん . 

プロ グラ ム や デー タ は , シス テム ディ スク と デー タデ ィ ス ク の 両方 に 
記憶 させ る こと が で きま す . 
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ら トラ ッ ク の 割り 当て (1) 5.25 イ ンチ 両面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 


スグ ラー ド 
スク コー ド 
ユー ザ 信 域 





スク コー ド 
ユー ザ 領 域 

ディ レク トリ 
ID 

FAT 
ユー ザ 人 ば 域 














IPL 
デズ ネス ズ スク コード 
ディ スク コー ド 
6H 一 1FH 辞書 
20H 一 27H ユー ザ 領 域 


0H-4H ディ スク コー ド 
5H 一 11H 辞書 
12H ディ レク トリ 
12H 
12H 
13H 一 1EH 
1FH 一 27H 

















シス テム ディ スク と 同じ 
ュー ザ 領 
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第 15 章 _ フロッピー ディ スク と ファ イル の 構造 


トラ ッ ク 





3H 一 22H 
23H 
23H 
23H 

24H 一 4CH 


Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク 


5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


3H 一 1AH 
1H 一 2H 
3H 一 1AH 
すべ て 
すべ て 
1H 一 16H 
17H 
18H-1AH 
すべ て 





IPL 


未 使用 

IPL 

ディ スク コー ド 
ディ スク コー ド 
ユー ザ 領 域 
ディ レク トリ 
ID 


ユー ザ 領 域 





OH 
1H 








1H-5H 
6H-1FH 
20H 一 22H 
23H 
23H 
23H 
24H 一 4CH 








すべ て 
すべ て 
すべ て 








1H-2H 
3H 一 1AH 
すべ て 
すべ て 
すべ て 
1H-16H 
17H 
18H-1AH 
すべ て 


林 使 用 
ディ スク コー ド 
ユー ザ 領 域 


IPL 


示 使 用 

ディ スク コー ド 
辞書 

ユー ザ 領 域 
ディ レク トリ 
ID 


ユー ザ 領 域 





OH 
1H-5H 
6H-1FH 

20H-4CH 








1H-22H 
23H 
23H 
23H 

24H 一 4CH 








すべ て 
すべ て 
すべ て 
すべ て 





すべ て 
すべ て 
1H 一 16H 
17H 
18H 一 1AH 
すべ て 


示 使 用 

ディ スク コー ド 
辞 革 

ユー ザ 領 域 


未 使 用 

ュ ユーザ 領 域 
ディ レク トリ 
ID 


ユー ザ 領 域 





0 
1H-4CH 














すべ て 
すべ て 








未 使用 
ユー ザ 領 域 


5.25 イ ンチ 両面 高 審 度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は , サー 


フェ ス 0, トラ ッ ク 0 は 1 セク タ 128 バ イト の 単 密度 に な っ 
て いる た め , BASIC で は 使用 で きま せん . 
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(3) 8 インチ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


Ns-BASIC シ ステ ム ディ スク 


3H 一 22H 
23H 
23H 
23 昌 

24H 一 4CH 


2H-1AH 
すべ て 
すべ て 
1Hー16H 
17H 
18Hー1AH 
すべ て 


未 使 用 

IPL 

ディ スク コー ド 
ディ スク コー ド 
ユー ザ 領 域 
ディ レク トリ 
ID 


ユー ザ 令 城 








0H 
1H 

















すべ て 
すべ て 
べそ で 





未 使用 

ユー ザ 領 域 
シス テム ディ スク と 同じ 
ユー サザ 償 域 





未 使用 
デ 信太 グロ コード 
ユー ザ 領 域 








未 使用 
ユー ザ 傾 域 





8 インチ 両面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で は , サー フェ ス 
0, トラ ッ ク 0 は] セク タ 128 バ イト の 単 密度 に な っ て いる 
た め , BASIC で は 使用 で きま せん . 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 読み 書き 可能 な 最小 単位 は セク タ で す が , BASIC が 管理 する 最小 単位 は クラ 
スタ と 呼び ます . 

5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 8 セクタ , 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー 
ディ スク と 8 イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 26 セ クタ を ひと まとめ に し て 1 クラ スタ と し ま 
す . クラ スタ と サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ の 関係 は 下 の 表 の よう に な っ て いま す . 


場合 


に 
いっ 
〇 1 
ES 
マ 
KN 
羽 
局 
E 
活 
77/ 
中 

| 
ロ 

(で 

| 

ER 

X 
N 
NO) 


9H-10H 
1H- 8H 
9H-10H 
1Hー 8H 











1H- 8H 
9H-10H 











5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス クノ 
8 インチ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 
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ディ レク トリ , FAT 


ュー ザ か ら 指 定 さ れ た ファ イル 名 を , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の アド レス (サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 
番号 , セク タ 番 号 ) に 変換 する た め に , BASIC で は 2 つの 表 を 管理 し て いま す . ディ レク トリ と FAT 
(File Allocation Table の 略 ) が それ で す . 

ディ レク トリ は , その ディ スク に 格納 され て いる ファ イル の ファ イル 名 , 属性 , 格納 され て いる 先頭 
の 場所 の 表 で す . 各 デ ィ レ クト リ は 16 バ イト か ら と 成り , 下記 の よう な 内 容 を 持っ て いま す . 

ファ イル 名 の 先頭 バイ ト (0 バイ ト 目 ) の 内 容 が FF(16 進 数 ) の と き , その ディ レク トリ が 使用 され て 
いな いこ と を 示し ます . 00 の と き , 削除 (KILL) さ れ た ファ イル で ある こと を 示し ます . 


属性 は 下 の よ うら に な っ て いま す . 


264 








16 バ イト 





その ファ イル が 格納 され て いる 
先頭 の クラ スタ 番号 


ファ イル 名 

拡張 子 

属性 

その ファ イル が 格納 され て いる 
先頭 の クラ スタ 番号 

未 使用 


アス キー 形式 

機械 語 フ ァイル 

アス キー 形式 , 書き 込み 禁止 

アス キー 形式 , リー ドア フタ ー ラ イト 
非 ア スキ ー 形 式 , 

非 ア スキ ー 形 式 , 書き 込み 禁止 

非 ア スキ ー 形 式 , 吐 号 化 

非 ア スキ ー 形 式 . リー ドア フタ ー ラ イト 


第 15 章 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と ファ イル の 構造 


FAT は , 各 ク ラス タ の 使用 状態 を 示す 表 で す . FAT は 3 セク タ に わた っ て 書き 込ま れ て お り , 3 セ 
クタ と も 全く 同じ 内 容 が 書か れ て いま す . フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を アク セス し た と き に , FAT の 内 容 
(3 セク タ ) が メモ リ に コピ ー さ れ ま す . 1 クラ スタ に つき 1 ベイ ト で その クラ スタ の 使用 状態 を 表し ま 
す . 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 , 各 セ クタ の 0 て 159 バ イト が クラ スタ 番号 
0 て 159 に それ ぞ れ 対応 し て いま す . 5.25 イ ンチ 両面 高 審 度 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と 8 イン チ 両 面 倍 
密度 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 , 各 セ クタ の 0 て 153 バ イト 目 が クラ スタ 番号 0 て 153 に それ ぞ れ 対応 し 
て いま す . そし て , 各 バ イト の 持っ て いる 値 が 各 ク ラス タ の 使用 状態 を 示し て いま す . 

表 の 説明 で 「 連 続 し た クラ スタ |」 と いい まし た が , これ は 物理 的 (地理 的 ) に 連続 し た クラ スタ と い 2% 意 
味 で は あり ませ ん . BASIC で 管理 され る ファ イル は 一 般 に , 物理 的 に 飛び 飛び の クラ スタ を つない で 構 
成 さ れ て いま す . 


バイ ト の デー タ Q6 介 ) 


クラ スタ の 使用 状態 








5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 の と き 
0H-9FH 
5.25 イ ンチ 両面 高富 度 と 


使用 中 , 連続 し た クラ スタ の 一 部 で あり , 
後続 する クラ スタ を 持つ . 値 が , 後続 する 
クラ スタ の 番号 を 示し て いる . 


8 イン チ 両 面 倍 密度 の と き 
0H-99H 





5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 の と き | 使用 中 , 連続 し た クラ スタ の 最後 の クラ ス 
C1H 一 C8SH | タタ で あり , 下 4 (両面 高密 度 ま た は , 8 イン 


5.25 イ ンチ 両面 高密 度 と チ の と き は トド 5) ピッ ト の 内 容 が , その クラ 

8 イン チ 両 面 倍 密度 の と き スタ で 実際 に 使わ れ て いる セク タ の 数 を 表 
C1H-DAH | す . 

子 約 済み の クラ スタ で , ファ イル と し て 使 

うこ と は で き な い (ディ スク コー ド , IPL, 

ディ レク トリ , FAT 自身 を 含む クラ スタ が 

これ で ある ). 


未 使用 
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ID 








ID に は 1 セク タ ( 三 256 バ イト ) が 割り 当て られ て いま す . 各 バ イト は 右 の よう な 意味 を 持っ て いま す . 
最初 の 1 ベイト は , その フロ ッッ ピー ディス ク 全 体 の 属性 を 示し て いま す . 値 の 意味 は 次 の と お り で 
1 


属性 BASIC テ キス ト 





1 バイ ト 1 バイ ト 254 バ イト 


WOeg 


読み 赤 さき | 
書き 込み 侍 止 





リー ドア フタ ー ラ イト 


通常 の シス テム ディ スク で は , 〈 フ ァイル 数 > と し て 255(16 進 数 で は FF) が 指定 され て いま す . この 場 
合 , シス テム 起動 時 に キー ボー ド か ら フ ァイル 数 を 入力 する 必要 が あり ます . この ファ イル 数 に 0 て 15 
を 指定 する と , BASIC を スタ ー ト させ る と き に 


How many files(0-15)? 


を 表せ ず に , 自動 的 に その ファ イル 数 が 設定 され ます . 

ファ イル 数 の 設定 が 終わ る と (ファ イル 数 を 設定 せ ず に "How many files(0-15)?" に 対し て キー ボー 
ド か ら 入 力 を 行っ た 場合 で も ), 次 の BASIC テキ スト の 内 容 が 自動 的 に 実行 され ます . つま り , 
BASIC を スタ ー ト させ る 場合 , ンス テム ディ スク の ID に 書か れ て いる BASIC テキ スト の 内 容 は 常に 実 
行 さ れ ま す . 

ID の 通常 の 状態 は , ファ イル 数 が 255(FFH) , BASIC と テキ スト が すべ て 0 か 32(OH か 20H) に な っ て い 
ます . 


00 05 72 75 6E 22 41 00 ………iliimi 00 


し - 倒 | (r)(D(n) で う (A) 6 進数 ) 





この 例 の よう に ID セク タ の 内 容 が 書か れ て いる 場合 , 自動 的 に 5 個 の バッ ファ が 用 意 さ きれ, "A'" と い 
う プ ログ ラム が 走り 出し ます . 

ID の 書き 換え を 行い た い 場合 は , ンス テム ディ スク に 入っ て いる ディ スク ユー ティ リティ を 使っ て く 
だ さい . ID の 書き 換え 方 法 に つい て は , 第 16 章 1 節 を ご 覧 くだ さい . 
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PC-680]MH が さら に 使用 する こと の で きる 
その 他 の フォ ー マ ッ ト の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 








1 飾 か ら 5 飾 ま で で は , 次 の 3 つの タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 構造 に 関し て 述べ まし た . 
5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (両面 倍 密 度 )* 
5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (両面 高密 度 )* 
8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク (両面 倍 衝 度 )* 
玉 一 般 に 2D と 呼ば れ て いま す . 
玉 玉 一般に 2HD と 呼ば れ て いま す . 


し か し , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト に は , 上 の 3 つの ほか に も いく つか 種類 が あり , 
PC-8800 シリ ー ズ や PC-9800 シリ ー ズ 用 の 市 販 の ソフ トウ ェ ア や , BASIC DISK Version な ど で 使 われ 
て いま す . ここ で は , PC-8801MH で 両面 倍 密度 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う 方 法 と , さら に 使用 する こ 
と の で きる 2 つの タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に つい て 説明 を し ます . 


5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク  ( 提 面 倍 寂 度 )* き 

5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (両面 倍 密 度 倍 トラ ッ ク )* 生 * 
玉 六 玉 一 般 に 1D と 呼ば れ て いま す . 
来 玉 玉 来 一 般 に 2DD と 呼ば れ て いま す . 


] 5 イソ チミ ニ フ PC-8000 シリ ー ズ , PC-8800 シリ ー ズ の 従来 機 BASIC DISK Version , 
ロッ ピー ディ スク お よび PCH880IFH の NarBASIC DISK Version で は この フォ ー マ ッ ト を 
(両面 倍 密 度 80 を 


PC-8801MH で も , ディ スク ユー ティ リティ の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作 
成 」] こ よっ て 両面 倍 密 度 の Na BASIC ン シス テム ディ スク を つく り , これ 
で Ns-BASIC DISK Version を スタ ー ト すれ ば , 従来 機 で つく っ た ファ 
イル を 使用 する こと が で きま す . 

5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ( 両 面 倍 密度 ) の 構成 と 「 ン システム 
ディ スク の 作成 」 は , 第 16 章 の 1 節 と 7 節 を 参照 し て くだ さい . 


SS 0 イン チミ ニッ 


ロッ ピー ディ スク 
(片面 倍 密 度 ) 
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3. 5. インチ ミニ フ 前 ペー ジ の 2. は , PC-8801, PC-8001 な ど に 片面 用 ば ドラ イブ 
ロッ ピー ディ スク PC-8031-1W を 接続 し た シン ステ ム で 用 いて いた フォ ー マ ッ ト で す . 3. 
(両面 僅 密 度 倍 ト ラ は , PC-9800 シ リー ズ で 使用 し て いる フォ ー マ ッ ト で す . 

ッ ク ) これ ら の フォ ー マ ッ ト で 作ら れ て いる ファ イル は , ディ スク ユー ティ 
リティ の 「 フ ァイル 転送 」 を 使っ て , PC-8801MH で 使用 で きる フォ ー 
マッ ト に 転送 し て か ら 使い ます . 


上 記 の よう に し て , PC-8801MH で 両面 倍 密度 の ファ イル を 
読み 込み 書き 込み を する こと が で きま す . 
た だ し , この よう に し て つく っ た ファ イル を 従来 機 で 読み 込 
む お 場合 , 正常 に 動か な いこ と が あり ます . 
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デイスク 関係 の 
ユー ティ リティ ブロ グラ ム 





Nsg-BASIO シス テム ディ スク に は , Nse-BASIC _DISK 
Ver8IOn お よび Nge- 日 本 語 BAGICO で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 扱 
うと き に 便利 な ユー ティ リティ プロ グラ ム が 入っ て いま す . 

0 デス ベク コー デイ リリ ディ ば ツ ス チム ディ スク を 作っ た だ りう 
ロッ ピー ディ スク の コピ ー や , ファ イル 転送 を 行っ た りす る も の で 
す . 





ディ スク ドラ イブ が 装備 され て いな い PO-BBUI1FH の モデ ル 10 を 
お 持ち の 方 は , 別売 の 増設 ディ スク ドラ イブ を お 買い 求め くだ さい . 




















ディ スク ユー ティ リティ の 
概 宮 








ディ スク ユー ティ リティ は , 以下 の 7 つの 働き を し ます . ここ で は , それ ぞ れ の 働き が どの よう な も 
の か を 説明 し ます . また , それ ぞ れ に 必要 な プロ グラ ム の ファ イル 名 を 表 に まとめ て お きま す . 


ロウ ロー ディ スグ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に セー ブ さ れ た ファ イル は 壊れ る こと が あり ま 
の コピ ー( そ の ] ) 。 す . た と えば , 間違え て 必要 な ファ イル を KILL 命令 で 消し て し まっ た 
(copy.JB/ り , DSKOS 命令 で ファ イル の 内 容 を 壊し た り , また , ノイ ズ な ど ハ ー ド 
CODy 1.JB8) ウェ ア の トラ ブル な ど で 壊 れる 可能 性 も あり ます . 

そこ で , 重要 な 情報 が 記録 され て いる フロ ッッ ピー ディスク は , 定期 的 
(に コピ ー を 作っ て お いて , も し ファ イル が 壊れ て も , その コピ ー フ ァ イ 
ル を 用 いて その 被害 を 最小 限 に と ど め る こと か が 必要 で す . この よう な っ 
ピー を 行う た め に , この プロ グラ ム を 使い ます . 

な お , この プロ グラ ム は ュ コピー を 行う 前 に 自動 的 に 物理 フォ ー マ ッ ト 
を 行い ます (実際 の 手順 に つい て は , 「 ユ ー ザ ー ズ ガイ ド 」 の 第 3 章 を 参 
照 し て くだ さい ). 


に comlPkdg-) 
も と に な る ディ スク 





PC-8801MH 


科 
NE 

ゃ |IBHI 

に ※ 
いう 
SN 





dskut2.j88 
dskut2*bin 


ES3 
に 
AN 











PC-8801FH 





に 
に 
3 

















dskut1 .j88 
dskut1* bin 
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. フロ ッ ピ ビー ディ スク 
の コピ ー( そ の ら ) 
(dskut ら .J8/ 
dskut1.J8) 


d. シス テム ディ スク の 
作成 (dgkut. 
J88/dskut 1. 
J8) 


と ルン 


この プロ グラ ム も 1. と 同じ ファ イル の コピ ー を 実行 し ます が , 物理 
フォ ー マ ッ ト を 「 行 う 」,「 行 わな い 」 の 選択 が で きま す . すでに 物理 
フォ ー マ ッ ト が 済ん で いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で あれ ば , いち いち 物理 
フォ ー マ ッ ト を 行わ な いで , ファ イル の コピ ー が で きる の で す . し た 
が っ て , この プロ グラ ム は 物理 フォ ー マ ッ ト の 済ん で いる フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 対し て は , 1. の プロ グラ ム よ り , ファ イル の コピ ー を する 手 
間 と 時 間 が 省け ます . 


Na-BASIC DISK Version や Na 日 本 語 BASIC を 使う と き に は , シス テ 
ム デ ィ ス ク が 必要 で す . Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク は , ディ スク コー 
ド を 含ん で いる ディ スク の こと で , Ns-BASIC の スタ ー ト の と き に , こ 
の ディ スク ュ コード が 本 体 の メモ リ に 読み 込ま れ て , Ns-BASIC が スタ ー 
ト し ます . 

Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に は , ディ スク コー ド の ほか に 辞 
書 や 外字 フォ ント な ども 書き 込ま れ て いて , 日 本 語文 字 を 入力 する 際 に 
も 使わ れ ま す . 

「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 」 で は , 既存 の シス テム ディ スク か ら 新 し い 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に , IP し と ディ スク コー ド だ け を コピ ー し ます 
PL, ディ スク コー ド に つい て は , 第 15 章 を 参照 し て くだ さい ). 
Ns- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク の 場合 は , さら に 辞書 と 外字 フォ ン 
ト も コピ ー し ます . 

この と き , も と に な る シス テム ディ スク が Ns-BASIC の も の な ら , 新 
し く 作 られ る ディ スク も , NaaBASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に な り ま す . 
Na 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 作る 場合 も 同様 の 関係 に な り ま 
す . 

また , Na-BASIC の シス テム ディ スク は , も と に な る シス テム ディ ス 
ク の タイ プ (PC-8801FH な ら ば 両面 倍 密度 , PC-8801MH な ら ば 両面 高 
密度 ) 以 外 の タイ プ ( た と えば , 両面 倍 密度 倍 ト ラッ ク や 8 イン チ フ ロッ 
ピー ディ スク な ど ) 上 に も 作成 する こと が で きま す . 

Na 日 本 語 BASIC の シス テム ディ スク は , 同じ タイ プ の フロ ッ ピ ー 
ディ スク 上 に だ け 作 成す る こと が で きま す . 

な お , シス テム ディ スク は , Ns-BASIC の スタ ー ト 使う だ け で な く , 
プロ グラ ム や デー タ を 書き 込む こと も で きま す . 
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4 デー タデ ィ ス ク の 買っ た ば か り の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , プロ グラ ム や デー タ を 書き 
作成 (dSkut. 込む こと は で きま せん . 未 使用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に シス テム フォ ー 
J コ /dskut 1. マッ ト を 行う と , 読み 書き 可能 に な り ま す . 本 機 で は 「 デ ー タ ディ スク 
J) の 作成 ] か これ に あたり ます . 


これ に よっ て 処理 され た フロ ッッ ピー ディス ク は , プロ グラ ム や デー タ 
の 読み 込み 書き 込み が で きる 状態 に な り ま す . 

た だ し , デー タデ ィ ス ク は ディ スク コー ド を 含ん で いま せん の で , 
Ns-BASIC DISK Version や Na- 日 本 語 BASIC を 起動 すね こと は で きま 
せん . 

な お , デー タデ ィ ス ク に は , Ns-BASIC と Na- 日 本 語 BASIC の 区 別 は 
あり ませ ん . 























































PC-8801MH 
8 イン チ 
PC-8801FH 隊 還 
2 8 イン チ dskut2 .j88 
< 昌 上 | dSKut2* bin 
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ロロ. | リセ クタ の 書き 換え 
(dskut ら . J88/ 
dskut1. JB8) 


B. ファ イル 転送 
(xfiles. JB) 
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シス テム ディ スク の ID セク タ に は , BASIC の スタ ー ト 時 に BASIC 側 
か ら た ず ね て くる "How many files(0-15)? "に 対す る 値 と , BASIC が ス 
ター ト し た 直後 に 自動 的 に 実行 させ た い BASIC 命 令 を 書き 込む こと が 
で きま す . 

IID セ クタ の 書き 換え 」 で は , 以下 の シス テム ディ スク の ID セク タ の 
設定 を 行い ます . 


















































































ID セクタ を 甘 き 換え る 
SI シス 2226 スク | フロ クラム 
2np| Ne 
、 RS dskut2.j88 
cssoiun | | 一 生生 no | RON 
8 イン チ | Nsm 
王 生 [一 秦 | 二 
モテ ル 30 =| Ne 
生生 L _ 回 語 dskut2.j88 
PC-8801FH 「 ー | 回 dskut2*bin 
| 吊 妥 8 イン チ | Ne 
| 呈 符 | |+ 
モデ ル 20 









































「 フ ァイル 転送 ] は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 書き 込ま れ て いる ファ イル 
の 一 部 また は すべ て を , 他 の 異な っ た 種類 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ファ 
イル に 転送 する 機能 で す . 

「 フ ァイル 転送 」 は , 次 の 5 つの タイ プ ( た だ し , PC-8801FH の 場合 , 
本 体 の み で は (1) と (② の タイ プ は 使え ませ ん ) の の フロッピー ディスク の 間 
で , どの 方 向 に で も ファ イル を コピ ー し ます . 


(1) 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2HD) 
(②) 両面 倍 密度 倍 ト トラック ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2DD) 
(3③) 両面 倍 密度 ミミ ニ フロッピー ディ スク (2D) 
(4⑭) 片面 倍 密度 ミニ フロ ッッ ピー ディスク (1D) 


と 


5) 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 


これ に よっ て , 本 機 と 異な ちる タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使用 する 
機種 で 人 作っ た ファ イル を 使う こと が で きま す . 
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シス テム 構成 











PC-8801MH 

















xfiles .j88 
xfiles* bin 



































PC-8801FH 









































注 1) ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , 2HD, 2DD, 2D, 1D の 4 つ 
の タイ プ が 使用 で きま す . 

注 2) ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , 片面 倍 客 度 (1D), 両面 倍 密 
度 (2D) の 2 つの タイ プ が 使用 で きま す . 


「 フ ァイル 転送 ]」 の も と の ディ スク , 転送 先 の ディ スク に に は, 
Ns-BASIC や Na 日 本 語 BASIC な どの BASIC の 種類 , シス テム ディ ス 
ク , デー タデ ィ ス ク と いっ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 種類 に 制限 は あり ま 
せん . 


注意 PC-8801MH で (②, ⑬③, (4) タ イプ の フロ ッッ ピー ディス ク に ヒ に 
ファ イル を 書き 込ん だ 場合 , トラ ッ ク の 幅 が 異な る た め 
PC-8801MH 以 外 の 機種 で は 正常 に 読み 出せ な いこ と が あり 
ます -。 


"xfiles .j88" は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト は 行い ませ ん か 
ら , ファ イル が 書き 込ま れる 側 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , すでに フォ ー 
マッ ト し て ある も の で な けれ ば いけ ませ ん . 適当 な , フォ ー マ ッ ト さ れ 
て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が な いと き は , "dskut2 .j88" の 「 ン ステム 
ディ スク の 作成 」,「 デ ー タ ディ スク の 作成 」 を 用 いて , 新しい フロ ッ 
ピー ディ スク を フォ ー マ ッ ト し て と 使用 くだ さい . 

ファ イル が 書き 込ま れる 側 の フロ ッッ ピー ディスク は , すでに いく つか 
ファ イル が 書き 込ま れ て いる も の で か まい ませ ん . "xfiles .J88" は , こ 
れ ら の ファ イル は その まま に し て , さら に 新しい ファ イル を 追加 し て い 
きま す . た だ し , 転送 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に だ 同じ 名 前 の ファ イル が 
あっ た と き は , 新しい ファ イル に 書き 換え られ て し まい ます か らち 注意 し 
て くだ さい . 
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7. ディ スク コー ド の 
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コピ ー(sysgn ら . 
J88/syggn 1. 
J) 


「 フ ロッ ピー ディ スク の ュ コピー] や 「 フ ァイル 転送 ] は , フロ ッ ピ ー デ ィ 
スク に 入っ て いる ファ イル を コピ ー し ます . し か し , デー タデ ィ ス ク と 
し て 使っ て いた も の を シス テム ディ スク に し た いと き な ど , ディ スク 
コー ド だ け コ ピー し た い 場 合 に は , Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に 入っ 
て いる "sysgn2 .j88", また は "sysgnl .j88" を 使い ます . 

"sysgn2 .j88" は 2 ドラ イブ 用 で , 両面 高 夫 度 ミニ ミニ フロッピー ディ スク 
(PC-8801FH の 場合 , 両面 倍 密 度 ) お よび 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 
間 で , どの 方 向 に で も ディ スク コー ド を コピ ー で きま す . 

ミニ フロ ッ ピ ーー ディスク ドラ イブ 1 ドラ イブ 用 に は "sysgnl .j88" を 
使い ます . 


シス テム 構成 も と に な る 新しく 作ら れる 
0 シス テム テア ィ ス ク 。 シス テム ディ スク 





Nes Nss 





Nes 
2. 
PC-8801MH sySgn2 .j88 











p 
チ 
D Nss | SySgn2*bin 
チ 


























SySqgn2 .j88 
PC-8801FH ySdl 
sySgn2 .bin 










































































Sysgn1 .j88 
SysSgn1*bin 























フロ ッ ピ ー デ ィ ス の 種類 





本 機 に 添付 し て いる ンス テム ディ スク を その まま 使う 場合 , フロ ッッ ピー ディスク の タイ プ は , 
PC-8801MH なら ば 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (2HD) , PC-8801FH な ら ば 5.25 イ ン 
チ 両 面 倍 審 度 ミミ ニ フロッピー ディ スク (2D) に な り ま す . 

また , 本 機 に 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト を 接続 する こと に より , さら に 8 イン チ 両 面 倍 密 
度 フ ロッ ピー ディ スク (2D) が 使用 で きま す . 

本 機 の ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム は , 主 に 上 記 の 3 つの タイ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 対象 
に し ます が , PC-8801FH の 場合 | シス テム ディ スク の 作成 」 で は , 5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー 
ディ スク (2HD) を Na-BASIC/N。a- 日 本 語 BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク に する こと は で きま せん . 

ある い は 「 フ ァイル 転送 ] で は , 上 の 3 つの タイ プ の ほか に , 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 倍 ト ラッ クミ ニ フ 
ロッ ピー ディ スク (2DD) や 5.25 イ ンチ 片面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (1D) 上 の ファ イル を 扱う こ 
と が で きま す . 異な る 機種 の 間 で BASIC の プロ グラ ム フ ァ イル を 転送 する 場合 は , アス キー セー ブ し た 
も の を 使っ て くだ さい . た だ し , PC-8801FH で は 2HD を 使っ て プロ グラ ム フ ァ イル を 転送 する こと は 
で きま せん . 

下図 は , それ ぞ れ の ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 特徴 な ど を まとめ た も の で す ( 上 記 の フロ ッ ピ ー デ ィ ュ 
スク と ファ イル の 構造 に つい て は , 第 15 章 を ご 覧 くだ さい ). 

各 フ ロッ ピー ディ スク の まとめ 





NEC 製 。 注 1| 読 4: 





使用 方 法 (BASIC) 





ロビ ニュ アリ 2 の 





使用 機種 
e PC-8801MH 

















5.25 イ ンチ 両面 高密 度 | 添付 の シス テム ディ ス PC-9836.M 
ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス | ク で BASIC を スタ ー ト | W 従 来 の PC-8800 シ リ 
ク する . ー ズ +PC-8831-MW 
(2HD) @ PC-9800 シ リー ズ 
5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 | 「 フ ァイル 転送 」 で 、 フ | @PC-8801MH PC-9836-4 
倍 ト ラッ クミ ニ フ ロ ッ アイ ル を 2HD ま た は 2D| PC-9800 シ リー ズ 
ビー ティ スク ト 上 に 移し て か ら 使う . 
(2DD) 
8 イン チ 両 面 倍 密度 8 イン チ フ ロッ ピー デ | wPC-8801MH PC-8886 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 | @PC-8801FH (物理 フォ ー マ ッ ト 済 ) 
(2D) する . @ PC-8800 シ リー ズ 
@ PC-9800 シ リー ズ 

5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 | 注 2「 シ ステ ム デ ィ ス ク の | @PC-8801MH PC-8036-2 
ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス 作成 」 で 2D 用 の シス テ | @ PC-8801FH 

ム デ ィ ス ク を 作り 、 こ | @PC-8800 シ リー ズ 
の れ を 使っ て BASIC を | @PC-9800 シ リー ズ 
(2D) スタ ー ト する . @ PC-8000 シ リー ズ 
5.25 イ ンチ 片面 倍 密度 |「 フ ァイル 転送 で , フ ァ | @ PC-8801MH PC-8036 
ミニ ミニ フロッピー ディス | イル を 2HD また は 2D | 9 PE-8809 レ リー テ ュ | PC.8036.2 
ク 上 に 移し て か ら 使 う 、 | 。5C_ao9 ソ リー デュ 
(1D) PC-8031-1W 




















注 1 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ に よっ て それ ぞ れ 専用 の 製品 が 用 意 き され て 
いま す . タイ プ の 人 違う も の に 使用 し た 場合 は , 動作 が 保障 され ませ ん . 

注 2) PC-8801FH の 場合 、 添 付 の シス テム ディ スク で BASIC を スタ ー ト で きま 
> 


27Z 





] . 物理 フォ ー マ ッ ト 


ど . シス テム フォ ー マ ッ ト 
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物理 フォ ー マ ッ ト と 
シス テム フォ ー マ ッ ト 





サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ ( 第 15 章 参照 ) と いっ た アド レス を フ 
ロッ ピー ディ スク に 付け る こと を 「 物 理 フォ ー マ ッ ト 」 と いい ます . 
未 使用 の つ フ ロッ ピー ディ スク は , 必ず 物理 フォ ー マ ッ ト を 行わ な けれ 
ば な り ま せん . NEC が 供給 し て いる 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク (PC-8886) 
は 物理 フォ ー マ ッ ト 済 み で す の で , その 必要 は あり ませ ん . 

物理 フォ ー マ ッ ト を 行う と , DSKI$, DSKO$ 命令 を 使え を る よう に な り 


ます が , 他 の コマ ンド , ステ ー ト メン ト を 使用 する こと は で きま せん . 


FAT, ディ レク トリ , D の 初期 化 を 行う こと を 「 シ ステ ム フ ォ ー マ ッ 
ト 」 と いい ます (FAT, ディ レク トリ , ID に つい て は 本 書 第 15 章 を 参照 し 
て くだ さい ). シス テム フォ ー マ ッ ト を 行う こと に より , その フロ ッ 
ピー ディ スク に 対し て , BASIC の コマ ンド , ステ ー ト メン ト を 実行 で き 
る よう に な り ま す . 

5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 買っ て きた ば か り の 新しい も の 
は , 必ず 上 記 の 2 段階 の フォ ー マ ッ ト を し な いと , BASIC で 使う こと は 
で きま せん . 

他 の パソ ュ ン で 使っ て いた フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 再 利用 する 場合 も , 
物理 フォ ー マ ッ ト が 違っ て いる 場合 が あり ます か ら , 物理 フォ ー マ ッ ト 
か らし な お し た 方 が よい で し ょ う . この 章 で 説明 する ディ スク ユー ティ 
リティ の うち 次 の も の は , 必要 に 応じ て フォ ー マ ッ ト を し て くれ ます . 

s「 フ ロッ ピー ディ スク の コピ ー] 
*・「 シ ステ ム デ ィ ス ク の 作成 」 
・「 デ ー タ ディ スク の 作成 


フォ ー マ ッ ト を 行う こと は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 扱う 上 で 大 切な こ 
と で す が , 大 切な デー タ が 書き 込ま れ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 誤っ て 
フォ ー マ ッ ト し て し まわ な いよ う , 特に 注意 し な けれ ば な り ま せん . 

フォ ー マ ッ ト を する と , 前 に 書き 込ま れ た デー タ は すべ て 消さ れ て し 
まい ます . 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ライ ト 
プロ テク ト (書き 込み 禁止 ) 








ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , 図 の よう に 切り 込み (ノッ チ と いい ます ) が 付け られ て いて , この 部 分 
(に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼る こと に より , その フロ ッ ピ ピー ディスク を 書き 込み 禁止 に する (これ を 
ライ ト プ ロ テク ト を か ける と いい ます ) こ と が で きま す . 


ライ ドブ プ 呈 クト 
シー ル を 貼る 








は が す 





書き 込み で きる 書き 込み で き な い 


大 切な シス テム ディ スク や , 重要 な デー タ の 書き 込ま れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は , 誤操作 で , 
も と の デー タ が な く な っ て し まわ な いよ うに , ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼っ て お きま し ょ う . 

「 フ ロッ ピー ディ スク の コピ ー」 や 「 デ ィ ス クコ ー ド の コピ ー」 を する と き は , 誤操作 に よっ て デー タ を 
消し て し まわ な いよ うに , も と に な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に は 必ず ライ ト プ ロ テク トシ ー ル を 貼っ て お 
く よ う に し まし ょ う . 
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ドラ イブ 番号 











本 体 に 内 蔵 き まれ て いる ドラ イブ だ け を 使う 場合 は , 向かっ て 右側 が ドラ イブ 番号 1 の ドラ イブ , 左側 
が ドラ イブ 番号 2 の ドラ イブ で す . 

本 機 に は , 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク ユニ ッ ト を 接続 する こと が で きま す . 8 イン チ デ ィ ス ク ュ 
ニッ ト を 接続 し た と き は , 8 イン チ ド ラ イブ の 方 に 若い ドラ イブ 番号 が 割り 当て られ ます か ら , 注意 し 
て くだ さい . 

下 に , いろ いろ な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 接続 し た シス テム を 想定 し て , それ ぞ れ の ドラ イブ 
の ドラ イブ 番号 を まとめ まし た . 

@ 各 ドラ イブ に 割り 当て られ る ドラ イブ 番号 

PC-8801MH の 場合 
内 蔵 ド ライ ブ の み 


2 1 
・ ラ _aag19 
内 蔵 ド ライ ブ 十 PC-8881 還 同 時 同 
4 3 












































十 
PC-880IFH の 場合 
2 し _ | に 還 
モデ テル 20 
1 
モデ ル 30 ーー た 
モデ ル 30 
2 1 
L】 
モデ ル 20 二 PC-8881 ⑩ PC-8881 と 同じ 機能 で ,。 ドラ イ 
プ が 左右 逆 に 付い て いる PC-8881 
人 負 | + (と いう モデ ル を 接続 する こと が 
で で きま す . この と き は , 左側 が ド 
ライ ブ 1, 右側 が ドラ イブ 2 で す . 
モデ ル 30+PC-8881 \ 
一 全 に 全 | 
モテ ル 30 
4 3 





上 の 図 で , モデ ル 20, モデ ル 30 と は , PC-8801FH 本体 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が それ ぞ れ 1 
台 , 2 台 内 蔵 さ れ て いる も の を 意味 し ます . つま り , モデ ル 10 に 増設 ドラ イブ を 1 台 付 けれ ば モデ ル 20, 2 人 台 
付け れ ば モデ ル 30 と 同じ こ に な り ま す . 
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]. ヨイ ンチ 
ディ スク ユニ ッ ト を 
接続 し て いな いと き 








ユー ティ リティ プロ グラ ム の 
スタ ー ト 





(1) Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ 1 に セッ ト し て , 
Ns-BASIC DISK Version を スタ ー ト させ ます (VI モー ド , V2 モ ー ド 
の どちら で も か まい ませ ん ). 


% ニ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム は , 必ず ドラ イブ 1 に セッ ト き さ 
れ て いる ディ スク か らち 読み 込ん で 実行 し て くだ さい . 
@ ユ コーティ リティ プロ グラ ム は , BASIC と を スタ ー ト し た 直 
後 な ら そ の まま 使え ます が , 拡張 命令 カラ ー コ ピー ュ ユー 
ティ リティ な ど が 使え る 状態 に な っ て いる と き は , それ ら 
を キャ ン セ ル し て か ら で な いと 使え ませ ん . また , 
Nss- 日 本 語 BASIC で も ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使用 す 
る こと が で きま す . この と き は , Ns 日 本 語 BASIC の ス 
ター ト 時 に , "How many files(0-15)?" に 対し て 6 以下 の 数 
を 指定 し て くだ さい . 


(2) ディ スク ュー ティ リティ プロ グラ ム を 読み 込み ます . た と えば , 
"dskut2 . 88" を ロー ド す る 場合 は 次 の よう に 入力 し ます . 
load "dskut2 .j88" 
次 (に , run 衝 と 入力 し て プロ グラ ム を 実行 させ ます . 
火 の よ うな メッ セー ジ を 表示 し な が ら , 必要 な 機械 語 プ ログ ラム を 
読み 込み ます (ここ と で は , ファ イル 名 に "bin" と いう 拡張 子 が 付い て い 
る 機械 語 の プロ グラ ム を 読み 込ん で いま す ). 





機械 語 ブ ログ ラム を 読み 込み 中 で す 。 し ば らく お 待ち くだ さい 。 





読み 込み が 終わ る と , ユー ティ リティ プロ グラ ム が 始ま り ま す ( も 
し , ドラ イブ 1 に 機械 語 プ ログ ラム が 入っ て いな か っ た ら 「 フ ァイル 
"dskut2 玉 bin" が 見 つか り ま せん 。」 と いう メッ セー ジ が 表示 され ます . 
この よう な と き は , も う 1 度 , 機械 語 プ ログ ラム の 入っ て いる シス テ 
ム デ ィ ス ク を 使っ て スタ ー ト を や りな お し て くだ さい ). 
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ら ロイ ンチ (1) NsBASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 使っ て , NarBASIC DISK Version を 
ディ スク ユニ ッ ト を スタ ー ト させ ます . 


き 
接続 し て いる こき e ニ ユー ティ リティ プロ グラ ム は , BASIC を スタ ー ト し た 直 


後 な ら そ の まま 使え ます が , 拡張 命令 カラ ー ュ ピー ユー 
ティ リティ な ど が 使え る 状態 に な っ て いる と き は , それ ら 
を キャ ン セ ル し て か ら で な いと 使え ませ ん . 

* Ng 日 本 語 BASIC で も ユー ティ リティ プロ グラ ム を 使用 す 
る こと が で きま す . この と き は , Ng 日 本 語 BASIC の ス 
ター ト 時 に "How many files(0-15)?" に 対し て 6 以下 の 数 
を 指定 し て くだ さい . 





初め て 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 使う と き は , ミニ フロ ッ ピ ー 
ディ スク ドラ イブ に シス テム ディ スク を セッ ト し て BASIC を スタ ー 
ト し ます . 
(2) ディ スク ユー ティ リティ プロ グラ ム を 読み 込み ます . た と えば 
"dskut2 .j88" を ドラ イブ 3 か ら 読 み 込 む 場合 は , 次 の よう に 入力 し ま 
まく 


load "3 : dskut2 .j88" gl 


3) 次 に , rmn 和 ig と 入力 し て プロ グラ ム を 実行 し ます . 
4) 画面 に 次 の メッ セー ジ が 現れ ます . 





ユー ティ リティ プロ グラ ム の は いっ て いる ドラ イブ 番号 ? 較 








ドラ イブ 3 に 入っ て いる 場合 は 3 人 と 入力 し ます . 
(5) 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 接続 し て いな いと き と 同 様 に , 次 の よ 
うな メッ セー ジ を 表示 し な が ら , 必要 な 機械 語 プロ グラ ム を 読み込み 
ます . 





機械 語 プ ログ ラム を 読み 込み 中 で す 。 し ば らく お 待ち くだ さい 。 








(⑥) 読み 込み が 終わ る と , ユー ティ リティ プロ グラ ム が 始ま り ま す . 
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第 16 章 ディ スン 関係 の ユー ティ リティ プロ グラ ム 


ご, ユー ティ リティ 一 度 終了 の 操作 を 行っ た あと で も , ユー ティ リティ プロ グラ ム を 読み 
ブロ グラ ム を 終了 込ん だ 状態 な ら ば , RUN コマ ンド で 何 度 で も 再 ス ター ト す る こと と が で 
し た あと , も う 一 度 きま す . た だ し , ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ だ け の シス テム な ら 
スタ ー ト する ドラ イブ 1 から, また, 8 イン チ デ ィ ス ク ユ ニッ ト が 接続 され て いる シ 
ステ ム た な ら 指 定 し た ドラ イブ か ら 機 械 語 プ ログ ラム を 読み 込ん で プロ グ 
ラム を スタ ー ト させ ます か ら , シス テム ディ スク の セッ ト を 忘れ な いよ 

うに し て くだ さい . 
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各 ユ ー テ ィ リ ティ の 操作 手順 











各 テ ユー ティ リティ の 使い 方 を 説明 し ます . シス テム の 構成 に よっ て , 使用 する プロ グラ ム が 違い ます 
か らち 注意 し て くだ さい . 
も し 誤っ た 操作 を し て し まっ た ら , | 晶 』 を 押し て , も う 1 度 プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい . 


]. フロ ッ ツ ピ ー デ ィ ス ク (1①) dskut2 .j88 
の コピ ー ここ で は , 次 表 の よう な シス テム 構成 の 場合 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
の コピ ー を 説明 し ます . 










3 


で て 
hb 
『 
> 
ぶ 


ウー で で きる 使用 する 
ア ィ スク プロ グラ ム 





シス テム 構成 





せ 


RY 
に 1 
に 】H 間 還 2 
す すま 
SS DO の] 
2 に 
玉 ら 晶 











PC-8801MH 









E3 
ES 
RS 
Ni 
3 











dskut1 .jB8 
dskut1 * bin 












PC-8801FH 


| IN ょ 2 
て 
HIOH 
すま まま 
ES 
は 
2 
下 



































まず , "dskut2 .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に メニ ュー が 表示 され ます . 


さき 





きき 出 に 代 。 
| 


* 
1] 
し の 
思 
4 
己 


を 
1 本 
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第 16 章 ディ スン 関係 の ユー ティ リティ プロ グラ ム 


キー ボー ド か ら 1 2 と 入力 し て くだ さい . する と , 画面 に は 次 
の よう に 表示 され ます . 





【 フロ リッ ピー ディ スク の コピ ー 】 
コピ ー し た い フ ロッ ピー ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 時 





コピ ー し た い フ ロッ ピー ディ スク (た と えば , Ns-BASIC シ ステ ム 
ディ スク な ど ) を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ま 
す . ドラ イブ 1 に セッ ト し た 場合 は , 1 人 9』 と 入力 し ます (ドラ イブ 
番号 の 指定 に 誤り が ある と き は , エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され て , 直 
前 の 画面 に 戻り ます ). 

次 に , 新しい ディ スク を ドラ イブ に セッ ト す る よう に 指示 し て きま 
す . 





新しい フロ ッ ピ ビー ディス ク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 較 








新しい フロ ッッ ピー ディスク (また は , すべ て 消し て も か まわ な い フ 
ロッ ピー ディ スク ) を セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . た 
と えば ドラ イブ 2 の 場合 は , 2 作 W と 入力 し ます . 
次 に 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す . 





物理 フォ ー マ ッ ト を し ます か (y ノ n) ? 還 








物理 フォ ー マ ッ ト を する 必要 が ある 場合 (特に , 開 装 し た ば か り の 
新しい ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク , また は 別 の こと 使用 し て いた ミニ 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ) に は , ここ で 

y 
と 入力 し ます . n 作 ②M』 と 入力 する と , 物理 フォ ー マ ッ ト を せ ず に ュ 
ピー が 始ま り ま す ( ユ ー テ ィ リ ティ プロ グラ ム の 場合 , y は , 

y を 省略 し て 人 9M だ け で も か まい ませ ん ). 

物理 フォ ー マ ッ ト を する と , 前 に 書き 込ま れ て いた デー タ は すべ て 
消え て し まう の で , ここ で も う 1 度 確 認 の た め , 次 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す . 
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ドラ イブ ら の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます 。 
よろ し いで すか ( ャ プ n) 『 











y と 入力 すれ ば , 物 理 フォ ー マ ッ ト が 始ま り ま す . また , 
n と 入力 する と , 直前 の 画面 に 戻り ます . 


物理 フォ ー マ ッ ト 中 で す 。 





物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ る と コピ ー が 始ま り ま す . 

コピ ー さ れる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入っ て いる ドラ イブ と , 新しい 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 入っ て いる ドラ イブ ラン プ が 順に 点灯 する と 同 
時 に , 画面 に コピ ー し て いる トラ ッ ク 番 号 が 表示 され ます . た と えば 
ドラ イブ 1 か ら ド ライ ブ 2 に コピ ー す る 場合 な ら , 次 の よう に な り ま 
お 











e ト ラッ ク 番 号 は 連続 し て いな いこ と も あり ます . 
8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク を フォ ー マ ッ ト す る と き は , 
トラ ッ ク 番 号 を 表示 し な が らち 行い ます . 
@ フ ロッ ピー ディ スク が 汚れ て いた り , 傷 が 付い た り し て い 
る 場合 は , "1/O エ ラー" と 表示 され て コピ ー が 中 断 し ます . 
他 の の フロッピー ディスク を 使っ て コピ ー し な お し て くだ さ 


い . 
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無事 に 終了 すれ ば 次 の よう に 表示 され ます . 





終了 し まし た 。 
ディ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け ます きか (y ノ n) ? 








yt 
と 入力 すれ ば , "dskut2 .jJ88" の メニ ュー 画面 に 戻り , 
n 和 
と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" を 終了 し ます . 
(2) dskut1 .j88 
ここ で は , ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 台 だ け を 使っ て フ 
ロッ ピー ディ スク の コピ ー を 行う 手順 を 説明 し ます . 






Ro そ な も と に な る ラコ ピー し て で きる | 使用 する 
ンス テス 構成 ディ スク ディ スク 


まず , "dskutl .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に メニ ュー が 表示 され ます . 





















dskut1.j88 
dskut1*bin 


PC-8801FH 


ドカ 
ei 
2 














N/ 
Oi 




















28/ 


キー ボー ド か ら 1 作 9 と 入力 し ます . 
画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 




















(2 回 ビー ニ デ ルズ ク の 年 
物理 フォ ー マ ッ ト を し ます か (y プ n) 『 較 - 











新しい ミニ フロ ッッ ピー ディス ク の 物理 フォ ー マ ッ ト が 必要 な 場合 


は , 
y 
と 入力 し ます Cn 9』 と 入力 する と , 物理 フォ ー マ ッ ト を せ ず に コ 
ピー が 始ま り ま す ). 
物理 フォ ー マ ッ ト を 行う 場合 は , 





新しい は フロッピー ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し て くだ さい 。 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 園 








と 表示 され ます の で , 新しい ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に 
セッ ト し, 


公 


と 入力 し て くだ さい Cn 作 2 と 入力 する と , "dskutl .J88" プ ログ ラム 
が 終了 し ます ). 








物理 フォ ー マ ッ ト を 行っ て いま す 。 





と 表示 され て , 物理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す . 

次 に , すべ て の ファ イル が コピ ー さ れる まで , 以下 の ① と ② の 操作 
を 繰り 返し ます . 
① 次 の よう に 表示 され た ら , コピ ー さ れる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入 
れ ま す . 








マス ター ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し て くだ さい 。 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 園 
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正しく セッ ト で きた ら , 


y 公 ! 
を 入力 し て くだ さい Cn 作 ⑦M と 入力 する と , "dskutl .88" プ ログ 
ラム が 終了 し ます ). 


読み 込み を 行っ て いま す 。 
トラ ッ ク 0 
ドラ ッ ウ ク 1 
トラ ッ ク 性 








と 表示 され な が ら , ー タ が 読み 込ま れ ま す . 
② 次 に , 





読み 込み が 終わ り ま し た 。 


新しい フロ ッ ピー ディス ク を ドラ イブ に セッ ト し て くだ さい 。 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 園 





と 表示 され た ら , マス ター ディ スク を 取り 出 し て , 新しい ミニ フ 
ロッ ピー ディ スク を 入れ ます . 
上 正しく セッ ト で きた ら 


個 


を 入力 し て くだ さい Cn と 入力 する と , "dskutl .)88" プ ログ 
ラム が 終了 し ます ). 


テ 


込み を 行っ て いま す 。 
ツ 四 

4 

ツ 


み 
2 
ク 
有 








と 表示 され な が ら デ ー タ が 書き 込ま れ ま す . 書き 込み が 終了 する と 
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シス テム ディ スク の 
作成 


⑪) 


書き 込み が 終わ り ま し た 。 











と 表示 され ます . ① の 操作 に 戻り ます . 
③ すべ て の ファ イル が コピ ー さ れる と , 


終了 し まし た 。 


ディ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け ます か (y ノ n) ? 較 














と 表示 され , 終了 し ます . 


と 入力 すれ ば "dskutl .j88" の メニ ュー 画面 に 戻り , 


と 入力 すれ ば "dskut1 .jJ88" を 終了 し ます . 


dskut2 .」88 


ここ で は ば は, 次 表 の よう な シス テム ュ 構 成 の 場合 の シン ステ ム デ ィ ス ク の 
作成 の 手順 を 説明 し ます . 


シス テム 構成 


も と に な る 


新しく 作ら れる 











PC-8801MH 


ns 議 較 ・L Ne 
HBD 当 1 

ニニ | Nas 計 と Nas 
2 H D | 昌夫 是 |? 2 HD| 日 相 
4 に LE 























叶 8 イン チ 





PC-8801FH 


280 





























に い ) 
に 


】 
に 
四 
を 


に い ) 
=』 
1 昌 


8 イン チ 


8 イン チ 


すま 。 ま 8 ます も 
に 77 
に f 


】 


の 7 


に 
Y 
1 吾 


ん 


さい 
マ 
還 


に 
1 


に / 


EEE 





dskut2.j88 
dskut2 * bin 
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まず , "dskut2 .jJ88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に メニ ュー が 表示 され ます か ら , 


財 





HUK 


こ I ワ IS 口中 
は JIE ょ 


る 

1 
2 
に 地 
人 4 1 
5 終 


実行 し た い 処 理 の 番号 を 入力 し て くだ さい ? 較 





2 八 9M と 入力 し ます . する と , 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 





【 シス テム ディ スク の 作成 】 
シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 園 





も と に な る シス テム ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 
番号 を 入力 し ます . ここ と で セッ ト し た シス テム ディ スク と 同じ タイ プ 
の シス テム ディ スク が 作ら れ ま す (Na-BASIC つ Na-BASIC, 
Nss- 日 本 語 BASIC つ N。 日 本 語 BASIC) . 

た と えば , ドラ イブ 1 の 場合 は 1 人 WM と 入力 し ます . 

する と , 画面 に 





新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ?. 較 











と 表示 され ます の で , 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト 
し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . た と えば , ドラ イブ 2 の 場合 は 
2 州 9』 と 入力 し ます . 
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Na-BASIC で は , シス テム ディ スク と 新しい フロ ッ ピ ー 
ディ スク は , ミニ , 8 イン チ の よう に 種類 が 違っ て いて も 
か まい ませ ん . 

Ns-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク を 作成 する と きのみ , どちら の タイ プ 

の シス テム ディ スク を 作る か を 指定 し ます . も と に な る シス テム ディ ュ 

スク と 異な る タイ プ で も か まい ませ ん . 


PC-8801FH の 場合 , ンス テム ディ スク の タイ プ の 指定 は 
で きま せん . 


イン チ 両 面 高 密度 (2HD) 
5 イン チ 両 面 倍 密度 (2D ) 


ドラ イブ ら の ディ スク タイ プ ? 園 








た と えば , 両面 高密 度 (2HD) の シス テム ディ スク に し た いな ら 
1 人 4⑦M| と 入力 し ます (PC-8801FH で は , この 画面 は 表示 され ませ 
ん ). 

シス テム ディ スク の タイ プ が , これ で よい か どう か を 確認 し て きま 
す . 








5. ら 5 イ ンチ 両面 高密 度 (GHD ) タイ プ の シス テム ディ スク を 作成 し ます 。 
よろ し いで すか ( ッ プ n) ? 園 








これ で よけれ ば , y 人 9M と 入力 し ます (n 人 と 入力 する と , 直 
前 の 画面 に 戻り ます ). 

次 に , 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す . 

物理 フォ ー マ ッ ト の 必要 が ある 場合 は , y 人 2 と 入力 し ます 
Cn 人 9 と 入力 する と , シス テム フォ ー マ ッ ト に 移り ます ). 





物理 フォ ー マ ッ ト を し ます か (y ノ n) ? 男 











確認 の た め に も う 1 度 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . 
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イラ の の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し まま す 。 
し いで すか (y ン n) 7 園 


R 妥 
よろ 





フォ ー マ ッ ト し て よけれ ば ぱ ば, 


y 9| 


\ 


と 入力 し ます (物理 フォ ー マ ッ ト を する と , 前 に 書き 込ま れ て いた 
デー タ は すべ て 消え て し まう た め , ここ で も 2 1 度 確認 し て いま す . 
n 和 9』 と 入力 する と , 直前 の 画面 に 戻り ます ). 

條 の よう な メッ セー ジ が 表示 され て , 物理 フォ ー マ ッ ト が 始ま り ま 
す . 








物理 フォ ー マ ッ ト 中 で す 。 











物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ る と , 続け て 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 
され て シス テム フォ ー マ ッ ト が 行わ れ , FAT, ディ レク トリ , ID が 初 
期 化 され ます . 





2 オー マッ ト 中 で す 。 


ンス テム 








シス テム フォ ー マ ッ ト が 終わ る と , IP し と ディ スク ュー ド ( シ ステ 
ム ) の コピ ー を し ます . 





ッ ス テム を コピ ー 中 で す 。 


ほ 








と 表示 され て , シス テム の コピ ー が 行わ れ ま す . 
次 の よう に し て 表示 され れ ば 終わ り で す . 





終了 し まし た 。 
ディ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け ます か (y ノ n) 7 略 
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y 


と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" の メニ ュー 画 | 


「 ( 局 














と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" を 終了 し ます . 


(2) dskut1 .j88 


男 に 戻り , 


ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 1 台 だ け 使 っ て シス テム ディ ス 


ク を 作成 し ます . 


も と に な る シス テム ディ スク と , 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 1 つ 


の ドラ イブ に 交互 に セッ ト し な が ら 操 作 し ます . 


も と に な る 
シス テム ディ スク 


新しく 作ら れる 
シス か ASK グ N20L ボ クス アベ 














PC-8801FH 





モテ ル 20 











まず , "dskutl .jJ88" を スタ ー ト し ます . 


画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 


dskut1.j88 
dskut1* bin 


(1 ドラ イブ 用 ) 


実行 し た い 処 理 の 番号 を 入力 し て くだ さい ? 
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2 人 9 と 入力 する と , 次 の メッ セー ジ が 現れ ます . 








ここ で , も と に な る シス テム ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し, 


y 
と 入力 し ます Cn 放 ⑦M を 入力 する と "dskutl .J88" プ ログ ラム が 終了 
し ます ). する と , 











新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し て くだ さい 。 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 園 





と 表示 され ます の で , 新しい ミニ フロ ッッ ピー ディスク を ドラ イブ に 
ャ ッ ト し , y 作 と 入力 し て くだ さい . 
次 に , 








物理 フォ ー マ ッ ト を し ます か (y プ n) ? 園 








と 表示 され ます の で , 新しい ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 物理 フォ ー 
マッ ト か 必要 な 場合 は , 


ya 


と 入力 し ます (n 作 』 と 入力 する と , 物理 フォ ー マ ッ ト を せ ず に ュ 
ピー を 始め ます ). 








物理 フォ ー マ ッ ト を 行っ て いま す 。 





と 表示 され て , 物理 フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す . 
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次 に , 








ジス テム フォ ー マ ッ ト を 行っ て いま す 。 











と 表示 され , シス テム フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す . 








シス テム ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し て くだ さい 。 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 較 














と 表示 され ます の で , シス テム ディ スク を セッ ト し , 
y 避 


と 入力 し ます . 


ディ スク コー ド を 読み 込ん で いま す 。 








と 表示 され , ディ スク コー ド が 読み 込ま れ ま す . 
ディ スク コー ド が 読み 込ま れる と , 次 の よう に 表示 され ます . 








読み 込み が 終わ り ま し た 。 


新しい フロ ッ ピー ディ スク を ドラ イブ に セッ ト し て くだ さい 。 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 園 











ここ と で シス テム ディ スク を 取り 出し , 物理 フォ ー マ ッ ト が 終わ っ た 
ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し ます . 正 し く セ ッ ト したら,y 


人 と 入力 し ます . 





ディ スク コー ド を 書き 込ん で いま す 。 





と 表示 され , ディ スク コー ド が 書き 込ま れ ま す . 
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ディ スク コー ド が 書き 込ま れる と , 次 の よう に 表示 され ます . 





書き 込み が 終わ りき し た 。 











すべ て の ディ スク コー ド が 書き 込ま れる と , 次 の よう に 表示 され ま 
す . 








父 f ま し だ 5 3 
ディ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け ます か (y ノ n) ? 里 











y 4 の 1 と 入力 すれ ば , "dskutl .J88" の メニ ュー 画面 に 戻り ng 
と 入力 すれ ば , "dskutl . 88" を 終了 し ます . 


。 デー タデ ィ ス ク の どの よう な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 持つ シス テム で も , 
作成 "dskut2 .j88" を 使っ て デー タデ ィ ス ク を 作る こと が で きま す . 
まず , "dskut2 .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に メニ ュー が 表示 され ます . 


実行 し た い 処 理 の 番号 を 入力 し て くだ さい ? 軒 





3 と 入力 する と , 次 の メッ セー ジ が 現れ ます . 
新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 番号 
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を 入力 し ます . 





【 デー タデ ィ ス ク の 作成 】 
新しい フロ ッ ピ ビー ディスク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 園 











次 に 物理 フォ ー マ ッ ト を する か どう か 聞い て きま す . 








物理 フォ ー マ ッ ト を し ます か (y ノ n) ? 園 





物理 フォ ー マ ッ ト か が 必要 な 場合 は , 
y 介 


と 入力 し ます . 
y 9 と 入力 する と , た と えば 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が ドラ イ 
ブ 2 に セッ ト さ れ て いれ ば 





ドラ イブ ら どの ディ スク を フォ ーー マット し ます 。 
よろ し いで すか (y プ n) ? 軒 








と 確認 し て きま す . 実行 する 場合 は , y 人 9M と 入力 し て くだ さい . 
の メッ セー ジ が 表示 され て , 物理 フォ ー マ ッ ト が 始ま り ま す . 





物理 フォ ー マ ッ ト 中 で す 。 





次 に シス テム フォ ー マ ッ ト が 行わ れ ま す . 








シス テム フォ ー マ ッ ト 中 で す 。 
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デー タデ ィ ス ク を 作り 終わ る と , 次 の よう に 表示 され ます . 





終了 し に 3 陸 だ 8 
ディッ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け ます か (y ノ n) ? 自 








入 
と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" の メニ ュー 画面 に 戻り , 


n 


\ 


と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" を 終了 し ます . 


4. | セク タ の まず , "dskut2 .j88" を スタ ー ト し ます . 
書き 換え 画面 に は 次 の よう に 表示 され ます か ら , 





4 9 と 入力 し ます . 
画面 に 次 の メッ セー ジ が 現れ ます . 





【 ID セク タ の 書き 換え 】 
シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 時 
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ID セク タ を 書き 換え た い シ ステ ム デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し , そ 
の ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . た と えば ドラ イブ 2 に セッ ト し た 場合 な 
ら , 2 と 入力 し ます . 


炎 に, ID セク タ に 書き 込む 内 容 を 設定 し て いき ます . 





同和 に オー プン する 最大 ファ イル 数 (ロー 1 5。 設定 し な いと き は -1) ? 里 








と た ず ね て くる の で , BASIC の スタ ー ト 時 に "How many files(0-15)?" 
と いう プロ ンプ ト に 対し て 答え , 同時 に オー プン し た い 最 大 の ファ イル 
数 を 入力 し ます ( 作 ⑳』 だ け を 入力 する と , 0 が セッ ト され た こと に な り 
ます ). 

た と えば , 3 つ オ ー プ ン さ せ た い 場合 な ら , 


3 人 避 


と 入力 し ます . 

この と き 一 1 を 入力 する と , ID の ファ イル 数 に は 255(16 進 で FFH) が 
セッ ト さ れ ま す . この 場合 , ファ イル 数 は セッ ト さ れず , BASIC を ス 
ター ト す る た びに ファ イル 数 を 尋ね る よう に な り ま す . 
次 に 








実行 し た い BAS 1 O 命 令 を 入力 し て くだ さい 。 








と 表示 され ます か ら , BASIC の スタ ー ト と 同時 に 実行 し た い BASIC 命 
令 ( コ マン ド や ステ ー ト メン ト ) を 入力 し ます (半角 文字 だ けが 入力 可能 
で す . ここ とこ では, Ng- 日 本 語 BASIC で 使わ れる 文字 を 入力 する こと は で 
きま せん ). 

た と えば , "test .n88" と いう プロ グラ ム を スタ ー ト させ だ たい 場合 は 


run "test . n88" gl 


と 入力 し ます . 
も し , ここ で 入力 し た BASIC の 命令 が 長 すぎ た 場合 は 





限度 ( ら 36 バ イト ) を 越え て いま す 。 
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と 表示 し て ブザー を 鳴ら し , ゃ う 1 度 BASIC 命 令 を 入力 する よう に 指 
示し て きま す . 

以上 の 入力 が 終わ る と , 確認 の た め に , 今 ま で セッ ト し た 内 容 が 表示 
され ます (オー プン する ファ イル 数 を 一 1 と 入力 し た 場合 , "オー プン す 
る ファ イル 数 は スタ ー ト 時 に 入力 。" と 表示 され ます ). 


【 ID セク タ の 書き 


オー プン する ファ イル 数 


実生 BS 


よろ し いで すか (y ン プ n) ? 較 








この 内 容 で ID セク タ を 書き 込ん で よけれ ぱぴ ば, 


y 《 
と 入力 し ます (や りな お お し た いと き は , n 衝 ②』 と 入力 すれ ば , 直前 の 画 
面 に 戻り ます ). する と , 次 の よう に 表示 され , セッ ト し た 内 容 が 書き 込 
まれ ます . 











ID セク タ の 書き 換え が 終了 し , 次 の よう に 表示 され ます . 





1 議 


終了 し まし た 。 
デイ スク ユー ティ リティ の 作業 を 続け すま すか ( ッ プ n) ? 園 


H 








ッ 
と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" の メニ ュー 画面 に 戻り , 
n 


と 入力 すれ ば , "dskut2 .j88" を 終了 し ます . 


S301 


ロ . ファ イル 転 
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送 


ここ で は , 次 表 の よう な ファ イル の 一 部 また は すべ て を コピ ー す る 手 
順 を 説明 し ます . 
も と の ファ イル の 書 転送 し た ファ イル が 


き 込 まれ て いる フロ 青き 込ま れる フロ ッ に 
ッ ピ ー ア ィ スク ビー ディ スク プロ グラ ム 
































l 労 | + 


PC-8801MH 




















8 ンチ | * 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ は 
2HD. 2D. 2DD. 1D の 4 つが 使 
そま す . xfiles.j88 
xfiles * bin 








7 
日 


/ カロ 
昌 


7 
1 





7/ 
i 


[- 】 

っ |7 テ 
PC-88OIFH 2 
に 








講 
上 


イン チ イン チ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の タイ プ は 
2D, 1D の 2 つが 使え ます . 






































まず , "xfiles .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 








くく ファ イル 転送 >> 
マス ター ディ スク の ドラ イブ 番号 ? 園 








転送 され る も と の ファ イル が 書き 込ま れ て いる ディ スク (マス ター 
ディ スク ) を ドラ イブ に セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . 


注意 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は , それ ぞ れ シス テム フォ ー マ ッ ト さ れ 
て いる ディ スク で な けれ ば な り ま せん . 


た と を ば ドラ イブ 1 な ら , 1 狼 』 と 入力 し ます . 





転送 先 デ ィ ス ク の ドラ イブ 番号 ? 較 











転送 され た ファ イル が 書き 込ま れる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し 
て , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . た と えば ドラ イブ 2 な ら 2 
と 入力 し ます (この 場合 , すでに ファ イル が 書き 込ま れ て いて も, それ 
ら は , その まま で 新しい ファ イル を 追加 し て いき ます ). 
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次 に , ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使っ て いる 場合 は , ディ スク の タイ 
プ を 聞い て きま す . 


イン チ フ ロッ ピー ディ スク の ディ スク タイ プ を 指定 し て くだ さい 。 
面 高 密度 ( ら HD ) 
両面 倍 密度 倍 ト ラッ ク (2DD) 
両面 倍 密度 ( ら D) 
片面 倍 密 度 (1D) 


ドラ イブ 1 の ディ スク タイ ブ ? 2 人 gd 
ドラ イブ ら の ディ スク タイ ブ ? 圏 


い 








マス ター ディ スク , 転送 先 デ ィ ス ク , それ ぞ れ の タイ プ を 1 て 4 で 答 
えま す (PC-8801FH の 場合 , 1. 両面 倍 密 度 (2D), 2. 片面 倍 客 度 (1D) 
の 2 種類 の み が 表 示さ れ ま す ). 

ここ で は , ドラ イブ 1 に 2DD タ イプ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を , ドラ イ 
ブ 2 に 2HD タ イプ を 入れ た と し ます . 

次 の よう に 確認 の メッ セー ジ が 現れ ます . 


2 人 | 
転送 先 デ ィ ス ク ・・・・・ ド ライ ブ 2 (5。 


ドラ イブ 1 か ら ド ライ ブ ら へ フ ァイル を 転送 し ます 。 
ろ し いで すか (y プ n) 7? 園 
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これ で よけれ ば , y 9M と 入力 し ます (指定 に 誤り が あれ ば , 
n と 入力 し て ファ イル の 転送 の 作業 を 初め か ら や りな お し ます ). 
次 の よう に 聞い て きま す . 








すべ て の ファ イル を 転送 し きす か (y ン n) ? 較 





マス ター ディ スク の 中 の 一 部 の ファ イル を 転送 する の な ら , 


和 
と 入力 し ます (ファ イル を すべ て 転送 する 場合 は y 6 と 入力 し ま 


す ). 
転送 する ファ イル を 選び ます . 


< 計り ニュ ジン 








ファ イル 名 が 枠 の 中 に 7 つま で 表示 され ます か ら , |[ 状 と 尼 』 を 
使っ て , 転送 し た い フ ァイル 名 の 位置 まで 矢印 を 移動 し , 作 ⑳W を 押し 
ます . ファ イル 名 は リバ ベー ス 表 示 に な り , 選択 され ます . 複数 の ファ イ 
ル 名 を 続け て 選択 で きま す . 一 番 下 まで 矢印 を 移動 し て , さら c [IM 
を 押す と , 枠 内 の ファ イル 名 が スク ロー ル し て いき ます (ファ イル 名 に 
グラ フィ ッ ク シ ン ボ ル を 使っ て いる 場合 , 漢字 や ひら が な な どの 全角 文 

字 に 変換 され て 表示 され る 場合 が あり ます ). 

1 度 選 択 き れ た ファ イル の 転送 を や め た いと き は , も う 1 度 矢印 を 合 
わせ て 作 ⑦M を 押し ます . 
転送 し た い フ ァイル を 選び 終わ っ た ら , | を 押し ます . 
確認 を 求め る メッ セー ジ が 現れ ます . 





よろ し いで すか (y ン n) ? 園 
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これ で よけれ ば , 
y ? イ 9 


と 入力 し ます (n と 押す と , 直前 の 画面 に 戻り ます ). 
ファ イル 名 を 表示 し な が ら 転送 が 行わ れ ま す . 


も し, 転送 され る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 未 使用 セク タ 数 よ 
り , マス ター ディ スク が 使っ て いる セク タ 数 の 方 が 大 きい 
場合 は , 途中 で "ディ スク が いっ ぱい で す 。" と いう エラ ー 
メッ セー ジ が 表示 され ます . この プロ グラ ム を 実行 する 前 
に , 転送 で きる か 確認 する よう に し て くだ さい . FILES 文 
(に よっ て 各 フ ァイル の 大 き さ ( ク ラス タ 数 ) を , DSKFE 関 数 
(に よっ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 空き 領域 の 大 き さ ( ク ラス 
タ 数 ) を 調べ る こと が で きま す . また , 転送 され る フロ ッ 
ピー ディ スク に 同じ ファ イル 名 の も の が ある と , その ファ 
イル は 転送 する ファ イル の 内 容 に 置き 換わり ます か ら , 注 
意 し て くだ さい . 


Filel2.bas 1 


っ 


F っ FTF つ 


Filel4.bas 1 
Filel5.bas 1 








転送 が 終わ る と , 終了 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





終了 し まし た 。 
ファ イル 転送 ユー ティ リティ の 作業 を 続け ます か (y ン nh) 7 較 





と 入力 すれ ば , "xfiles .J88" プ ログ ラム が 終了 し ます (続け て ファ イル 転 
送 を 行い た いと き は y 作 9W と 入力 し ます ). 
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己 。 デイ スク コー ド の (1) sysgn2 .j88 
コピ ー ここ で は , 次 表 の よう な シス テム 構成 の 場合 で の ディ スク コー ド の 
ュ ピ ビー 手順 を 説明 し ます . 


















も と に な る 
シス テム ディ スク 


新しく 作ら れる 
シス テム ディ スク 












本 | 


1 ウロ 


PC-8801MH 











sysgn.j88 
ミ ーー 人 sySgn* bin 
yp | Ne | きつ 25p | Nm 

も r | Ne |* 8 イン チ | Ne 
8 イン チ [w も | Ne 


8 イン チ | Nga | 只 8 イン チ | Nes 




















PC-8801FH 





















































まず , "sysgn2 .j88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 








ag 和 Xe に の 2 
シス テム ディ スク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 園 





も と に な る シス テム ディ スク を セッ ト し , その ドラ イブ 番号 を 入力 
し ます . た と えば ドラ イブ 1 な ら , 1 衝 』 と 入力 し ます . 








コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し た ドラ イブ 番号 ? 甘 





メッ セー ジ に 従っ て , ディ スク コー ド を 書き 込み た い フ ロッ ピー 
ディ スク (すでに フォ ー マ ッ ト さ れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で な け 
れ ば な り ま せん . デー タデ ィ ス ク と し て 使っ て いる も の や , バー ジョ 
ン の 違う Na-BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク な ど が 対象 に な り ま す . コピ ー 
先 の ディ スク に 入っ て いる ファ イル は その まま 残り ます ) を セッ ト し 
て , その ドラ イブ 番号 を 入力 し ます . 

た と えば ドラ イブ 2 なら, 


2 fg 


ヽ 


と 入力 し ます . 
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確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 





コピ ミド ョ ライブ 1 つ ドラ イィ イブ ら 2 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 較 








ディ スク コー ド の コピ ー を 始め て よけれ ば , 
y 1 


と 入力 し ます Cn と 入力 する と 直前 の 画面 に 戻り ます ). 





た だ いま コピ ー 中 で す 。 








と 表示 され て ディ スク コー ド の コピ ー が 行わ れ ま す . た だ し , コピ ー 
先 の ディ スク 上 に ディ スク コー ド を 書き 込む 領域 が 十分 に な い 場 合 な 
ど は , エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され , ディ スク コー ド の コピ ー は 中 断 
し ます . 

コピ ー が 終了 する と 次 の よう に 表示 され ます . 





コピ ー が 終了 し まし た 。 
ディ スク コー ド の コピ ー 作 業 を 続け ます か (y ノ n) ? 園 








, 師 
と 入力 する と , "sysgn2 .j88" が 終了 し ます . ほか に も ディ スク コー ド 
を コピ ー し た い デ ィ ス ク が あれ ば 。 y と 入力 し て くだ さい . 
(2) sysgn1 .j88 


ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 台 だ け を 使っ て , ディ スク ュー 


ド の コピ ー を する 手順 を 説明 し ます . 
















も と に な る 新しく 作ら れる 
シス テム ディ スク シス テム デア ィ スク | ブロ グラ バム 





シス テム 構成 


に 
モデ ル 20 

















SySgn1.j88 
SySgn1* bin 


PC-8801FH 
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まず , "sysgnl .jJ88" を スタ ー ト し ます . 
画面 に は 次 の よう に 表示 され ます . 





(1 ドラ イブ 用 ) 


ッ ト し て くだ さい 。 








ドラ イブ に , も と に な る シス テム ディ スク を セッ ト し , 


' 思 


と 入力 し ます Cn 1g と 入力 する と , "sysgnl .J88" プ ログ ラム は 終 
了 し ます ). 





シス テム の 読み 込み を 行っ て いま す 。 











と 表示 し て 読み 込み を 行い ます . 終了 する と 次 の メッ セー ジ が 現 れ ま 
= お 。 





BI 


読み 込み が 終了 し まし た 。 


込 
書き 込み を 行い た い フ ブロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し て くだ さい 。 
よろ し いで すか (y ノ n) ? 甘 





ディ スク コー ド を 書き 込み た い フ ロッ ピー ディ スク を ドラ イブ に 
セッ ト し て , 


人 


と 入力 し ます . 
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と 表示 し て , 書き 込み が 行わ れ ま す -. 
ディ スク コー ド の コピ ー が 終了 する と , 次 の メッ セー ジ が 現れ ま 




















師 
と 入力 する と "sysgn1 .j88" プ ログ ラム が 終了 し ます (ほか に も ディ ス 
クコ ー ド を コピ ー し た い デ ィ ス ク が あれ ば , y 州 M と 入力 し ます ). 
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コン ピュ ー ダ タコ ミュ ニケ ーション 





本 機 は , 背面 に HG-6329 ビ イン タフ ェ ー ス と 呼ば れる コネ クタ を 持 
っ て いま す . HH5S-P386 〇 O インタフェース は , 日 選 -P326C ケー ブル 
(クロ ス ) で 直接 コン ピュ ー タ 同士 を つない だ り , 音響 カプ ラ や モデ 
ム を 接続 し た 上 で 電話 回 線 や 専用 回 線 を 介し , 遠く 離れ た コン ピュ 
ー タ と プロ グラ ム や デー タ の や り と り を する た め の も の で す . 
この 日 6086 じ イジ タン エー ス を 使っ て , 他 の コン ピュ ー タ と ヨミ 
ユニ ケー ショ ン を 行う 方 法 と し て , 次 の つつ が あり ます . 
①、 BASIC モー ド に より , HH-63P 〇 を 1 つの ファ イル と し て 
扱い 。、BASIO の 管理 下 に お いて 使用 する . 
⑤ ター ミナ ルモード に より , 外部 の コン ピュ ー タ の ター ミナ ル 
と し て 使用 する . 
本 章 で は , 上 記 の 順に 従っ て , 通信 手続 き を ご 紹介 し ます . 












































BASI ご モー ド で の 通信 








ここ では, BASIC モ ー ド に よる RS-232C を 1 つの ファ イル と し て 扱い , BASIC の 管理 下 に お いて 使 
用 する 方 法 を 説明 し ます . 

RS-232C を 使っ て ファ イル 操作 を する 場合 も , 基本 的 に は シー ケン シャ ルフ ァイル と 同様 に 扱え ま 
す . つま り , 一 般 の 入出 力 命令 が 使用 で きる わけ で す が , 他 に 細か い 注 意 が いろ いろ と 必要 に な っ て き 
ます . 


] . 通信 仕様 の 設定 RS-232C を BASIC で 使用 する 場合 , モー ド の 指定 は ファ イル ディ ス 
クリ プ タ で 行い ます . デベ イス 名 は "COM:", ファ イル 名 に あたる 部 分 
に は , た と えば E73XS の よう に 大 文字 で モー ド を 指定 し ます . モー ド に 
つい て , 詳し く は リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル の TERM コマ ンド の 項 を 見 
て くだ さい . た だ し , ボー レー ト は ファ イル ディ スク リプ タ で 変更 する 
こと は で きま せん . また , RS-232C を ファ イル と し て 扱う 場合 , いわ ゆ 
る ファ イル 名 (ユー ザ が 自由 に つけ られ る ) と いら の は 存在 し ませ ん . 
モー ド 指 定 は 省略 が 可能 で す . その 場合 は , セッ ト ア ッ プ モー ド に 
よっ て 設定 され た 値 が 採用 され ます . 初期 設定 は 以下 の ひよ うに な っ て い 
ま : ず 。 


放 基 衣 下 


7 マル 還 抽 
1 放 9 偽 : 80『/403 
| 太 00 太 : 25h/206 散 誠 
20095 肢 : 斉 22/ ROM 





也 PDD 1/F | ま 上 上 / 條 用 1: 期 簡 

竹中 介 : ON/OFF っ c: 疾 玩 

狼 AH9 ト 2 人 サ : 31/ 7 f5: 琴 災 
四半 
謀 : 期 箇 





PC-8801MH の 場合 , 拡張 スロ ッ ト タ イプ の 項目 は あり ませ ん . 


313 


314 





を 押す と , RS-232C 設 定 の 画面 に な り ま す . 


RS2320 続 
s 本 [| 還 


ェ ュー 


9 導 000.10.20, 本 10 


や ー 内 
状 半 2 に - 


gl 沙 計 小間 一 」ーー 


1 1 
HBh 


区 誠 


11: 紅 衝 
2c: 前 先 
f5: 世 英 
四 : 術 

貫 : 期 角 


し っ 


人 yy : 
テー9Fy ト 
6 た 9 
DEL コ ユー ド 
州 7 れ 97 : 


% 


トイ 


に 
に 
lo 


く 、 


へ 、 こ 、 て 


選 抽 mnT rf anT GS nh つう rT 二 ド 


で 


以下 。 7 
変更 する 場合 は , 第 2 章 で ご 紹介 し た 操作 法 に より 変更 し て くだ さい . 
(1) 通信 速度 (ボー) 

1 秒間 に 送受 信 可 能 な ビッ ト 数 の こと . ボー レー ト が 大 きく な れ 
ば , 短 時 間 に 大 量 の デー タ が 送ら れる 計算 で す が , モデ ム や 音響 カプ 
ラ を 使用 する 際 は , その ハー ド 的 制約 に あわ せ て 設定 する 必要 が あり 
ます . 

(2) 通信 方 式 ( 半 二 重 プ 全 二 重 ) 

全 二 重 モ ー ド で は , デー タ の 送信 , 受信 が 同時 に 行え ます . 半 二 重 
モー ド で は , 送信 , 受信 の どちら か が 行わ れ て いる と き に は , 1 行 分 
の デー タ の 送信 (受信 ) が 終わ る まで (CR コー ド が 来る まで ) 次 の 受信 
(送信 ) は 行え を ませ ん . 詳し く は 第 3 人 節 の 資料 「 通 信 モ ー ド 」 を 参照 し て 
くだ さい . 

(3) X パ ラメ ー タ 

パラ メー タ を 有効 に する と , デー タ 転 送 用 バッ ファ の 4 分 の 3 ま 
で デー タ が 入る と , 自動 的 に ホス トコ ンピュータ (命令 を 送る 側 ) に 
CTRL-S ュ コー ド を 出力 し て デー タ 転 送 の 一 時 停止 を 要求 し , 4 分 の 1 
(に な る と CTRL-Q を 出力 し て 転送 の 再開 を 要求 し ます . この 機能 は , 
ホス トコ ンピュータ が XX ペラ メー タ を 処理 する 機能 を 持つ 場合 に 限っ 
て 有効 に な り ま す . 
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(4) スト ッ プ ビッ ト 長 
RS-232C を 介し て の デー タ の 送受 信 は , 通例 , スタート ビッ ト (1 
ビッ ト ) 十 デー タビ ッ ト (7 ビ ッ ト ま た は 8 ビッ ト ) 二 パリ ティ ビッ ト 
(1 ビット) キス トッ プ ビ ッ ト の 形式 を と り ま す . この 最後 の スト ッ プ 
ビッ ト を 1 ビッ ト に する か 2 ビッ ト に する か が この パラ メー タ で す . 
(5) デー タビ ッ ト 長 
7 ビッ ト で は アス キー キャ ラク タ , 8 ビッ ト で は ANK キ ャ ラク タ 
(アス キー キャ ラク タ に カタ カナ な ど を 加え た も の ) が 送れ ます . 
(6) S パ ラメ ー タ 
S パ ラメ ー タ を 有効 に する と , 7 ビッ トモ ー ド で カナ を 送受 信 す る 
こと が で きま す . つま り , SO コー ド が くる と , それ 以後 の デー タ を カ 
ナ と みな し , SI コー ド が くる と , それ 以後 の デー タ を 英 数 字 と みな し 
ます . 
(7⑰) DEL コー ド 
DEL コード を 受信 し た 場合 , その 処理 を 行う か , 無視 する か を 定め 
ます . 
(8) パリ ティ チェ ッ ク 
パリ ティ と は , デー タ が 正確 に 送ら れ た か どう か を 検査 する た め の 
も の . 具体 的 に は , 偶数 パリ ティ に する か 奇数 パリ ティ に する か を あ 
ら か じ め 決 め て お き , 文字 デー タ を 送る ご と に , 1 な いし 0 を 送り , 
文字 デー タオ パ リティ ビッ ト の 和 が 決め られ た パリ ティ に な る よう 操 
作 し ます . 
(9) パリ ティ (偶数 奇数 ) 
上 記 パ リティ チェ ッ ク を , 偶数 で 行う か 奇数 で 行う か を 決め ます . 


本 機 と コン ピュ ー タ と を 接続 する 場合 は , 接続 する ュ ン 
ピュ ー タ の 仕様 を 十分 に 調べ た うえ で 使用 し て くだ さい . 
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己 . デー タフ ァイル お 
よび アス キー 形式 
の BASIC ブ ログ 
フ ム の 転送 


9. UN COM 
GOSUB 文 (割り 
込み 処理 ) 
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基本 的 な サン プル プロ グラ ム を 載せ ます . この よう に RS-232C も 他 の 
ファ イル と 同じ に 扱え ます が , 通信 速度 を 高速 (1200 ボ ー 以 上 ) に し た 場 
合 は , デー タ の 取り 出し 速度 より 受信 速度 の 方 が 速く , エラ ー( た と え 
ば , "Buffer over flow" など) の 出る こと が あり ます の で 注意 が 必要 で 
す . 





所 


100 ' デー タフ ァイル を 送信 する PROGRAM 
110 " 

120 INPUT "送信 する ファ イル の 名 前 は ":FILE$ 
130 OPEN FILE$ FOR INPUT AS #1 

140 OPEN "com:E73XS" FOR OUTPUT AS #2 

150 * 

160 WHILE NOT EOFK〈1) 

170 LINE INPUT 1,A$ 

180 PRINT #2,A$ 

190 WEND 

200 END 


100 '" デー タフ ァイル を 受信 する PROGRAM 
110 " 

120 INPUT "受信 する ファ イル の 名 前 は ":FILE$ 
130 OPEN "com:E73XS" FOR INPUT AS #2 
140 OPEN FILES FOR OUTUT AS #1 
150 " 

160 WHILE NOT EOF(1) 

170 LINE INPUT #1,A$ 

180 PRINT 2,AS 

190 WEND 

200 END 





次 に , RS-232C に よる 割り 込み を 説明 し ます . ON COM GOSUB 文 で 


割り 込み が 起こ っ た 場合 の 処理 ルー チン を 定義 し ます . COM ON で 割 


り 込 み を 許可 し ます . これ 以後 , RS-232C か ら 入 力 割 り 込 み が あ る と , 
定義 され て いる 処理 ルー チン へ 制御 を 移し ます . RETURN 文 で 中 断 し 
た と ころ か ら 表 開 し ます . 

ト 記 の プロ グラ ム は 送信 , 受信 の 両方 に 使用 で き , 割り 込み に よっ て 
受信 され る よう に な っ て いま す . 割り 込み が な い 場 合 は 160 て 180 行 の 処 
理 を 繰り 返し , キー ボー ド か ら は 1 文字 ずつ 入力 され る の で , その 文字 
を デー タ と し て 1 文字 ずつ 送信 し , また , 入力 が な い 場 合 も 160 て 180 行 
の 処理 を 繰り 返し ます が , 何 も 送 信 は し ませ ん . また , この 間 に 割 り 込 
み が 発 生 す る と RECEVCHAR の ルー チン に 飛ん で , 送信 され て くる 文 
字 を 画面 に 表示 し , RETURN 文 で 戻り , 160 て 180 行 の 処理 を 繰り 返し 








ntfs 





199 FALSE= の 

11 の TRUE=NOT FALSE 

12 の 9 ECHO=TRUE 

13 の OPEN "COM:E73XS" AS #1 
14 の 9 ON COM GOSUB *RECEVCHAR 
15 の 9 COM ON 

16 の C$=INKEY$ 
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17 の 9 IF C$<>"" THEN PRINT #1,C$::IF ECHO THEN PRINT CS: 
18 の GOTO 169 

19 の 9 *RECEVCHAR 

2 の 9 の IF LOC(1)= の THEN RETURN 

21 の 9 N$=INPUT$S(LOC(1 ) ,#1) 

229 の PRINT _N$: 

23 の RETURN 





4 ダイ レク トモ ー ド ディ スク な どの 場合 と 同様 , LOAD, SAVE( 機 械 語 フ ァイル に つい て 
で の プログ ラム の は BLOAD, BSAVE) ュ マ ンド を 用 いま す . た だ し , RS-232C で は ファ 
転送 イル の 終端 を 示す マー ク が な く , 受信 側 (LOAD 側 ) で は いつ まで も コマ 


ンド か ら 抜 け 出 ませ ん (た だ し , プロ グラ ム は 正常 に 受信 され て いま 
す ). し た が っ て , 時 機 を みて 受信 側 で 傍 引 (ある いせ は 全 引 件 ) を 
押す 必要 が あり ます . よっ て , 離れ た 相手 同上 で の 通信 で は 注意 が 必要 
で す . 


入出 力 命令 を 使っ て プロ グラ ム モ ー ド で プロ グラ ム フ ァ イル 
を 送信 する 場合 , 他 の ファ イル 操作 に も 関連 し ます が , 送受 
信 さ れる プロ グラ ム フ ァ イル は アス キー 形式 で な けれ ば な り 
ませ ん . バイ ナリ 形式 の ファ イル や 機械 語 ファ イル で は , 純 
粋 な 文字 以外 に ュ ユン トロ ー ル 文字 "chr$(&HO) て chr$(&H21)" 
(「 キ ャ ラク タコ ー ド 表 ] 参 照 ) が 含ま れ て いる こと が ある た 
め , 画面 の 表示 が 乱れ た り , プロ グラ ム が 停止 する な どの 誤 
動作 が 起こ る 場合 か ある か ら で す . 


ロ . その 他 (1) 使用 可能 な 命令 (一 般 の ファ イル と は 意味 の 違う 命令 る ね あり ます ) 

e BASIC で 使用 で きる 入出 力 命令 

BLOAD 機械 語 プ ログ ラム を 入力 (受信 ) し ます . 

BSAVE 機械 語 プ ログ ラム を 出力 (送信 ) し ます . 

CLOSE ファ イル を 閉じ ます . RS-232C に よる 送受 
信 を 終了 し ます . 

EOF( 関 数 ) ベッ ファ が 空 で ある と 値 を 真 と し ます . 

GET ファ イル 中 の デー タ を バッ ファ に 読み 込み 
ます . 

INPUT 井 / RS-232C と インタフェース ファ イル バッ ファ 

LINE INPUT 半 か ら , デー タ を 入力 (受信 ) し ます . 


INPUT 井 文 の デー タ の 区 切り は , 文字 型 で 
は (,)(CRDC" ), 非 文字 型 で は (,)(CR) の 
いずれ か で す . 

LINE INPUT 韻 文 の デー タ の 区 切り は 
(CR) だ け で す . (CR) 以 外 は すべ て デー タ 


317 


318 


INPUT$( 関 数 ) 


LOAD 


LOC( 関 数 ) 


LOF( 関 数 ) 
OPEN 


PRINT 半 


PRINT 韻 USING 


PUT 


WRITE 韻 


SAVE 
WIDTH 


と し て 入力 し ます . 

ファ イル 番号 で 指定 され た ファ イル か ら , 
指定 し た 文字 数 の 文字 列 を 読み 出し ます . 
プロ グラ ム を 受信 し ます (プロ グラ ム の 受 
信 が 終了 し て も LOAD コマ ンド は 自動 的 
に 終了 しま せん. | 旬 四 に より 強制 的 に 終 
了 さ せ て くだ さい ). 

入力 (受信 ) バ ベッ ファ 中 に 受信 され て いる 
デー タ の 文字 数 を 知ら せま す . 

バッ ファ の 残り ベイ ト 数 を 知ら せま す . 
通信 の 形式 を 定義 し , RS-232C イ ンタ 
フェ ー ス ファ イル バッ ファ を 開設 し ます . 
デー タ を 出力 (送信 ) し ます . 式 と 式 の 区 切 
り に は , (,) か (j) を 使い ます . 

フォ ー マ ッ ト 付 き で , デー タ を 出力 (送信 ) 
じ ま ず 。 

バッ ファ 中 の デー タ を ラン ダム ファ イル に 
書き 出し ます . 

PRINT 井 文 と 同様 で す が , 区 切り 記号 と し 
て ュ ン マ を 必ず 出力 し , 不要 な 空白 の 出力 
は 行い ませ ん . 

プロ グラ ム を 送信 し ます . 

RS-232C と ボー ド に 対し , 指定 され た サイ ズ 
の デー タ を 送出 し た 後 , CR コー ド を 生成 , 
送出 し ます . 





ター ミナ ルモード で の 通信 








ここ で 説明 する ター ミナ ルモード は , 本 機 に 内 蔵 さ れ て いる 人 簡単 ター ミナ ルプ ログ ラム を 使う 場合 で 
す . この ター ミナ ルプ ログ ラム は 日 本 語 を 扱う こと が で きま せん . 
モデ ム を 接続 し て ター ミナ ルモード を 使用 する 場合 に は , 以下 の 制限 が あり ます . 


1) 調歩 同期 モー ド (非同期 モー ド ) モ デム だ けが 使用 可能 で す . 同期 モー ド の モデ ム は 使用 で きま 


せん . 
全 二 重 モ デム (送信 , 受信 それ ぞ れ の 回 線 を 使う 形式 ) だ けが 使用 可能 で す . 

制御 線 を 使っ て 通信 する 半 二 重 モ デム は 使用 で きま せん . 

本 機 を ター ミナ ル と し て 使う こと に よっ て , 遠く 離れ た ホス トコ ンピュータ (命令 を 送る 側 ) か ら 送 らち 
電話 回 線 を 通し 各種 の コン ピュ ー タ サー ビス を 受け る な ど , 幅広 く 応 


② 


れ て きた デー タ を 受け 取っ た り , 

用 する ご こと が で きま す . 

本 機 と 他 の コン ピュ ー タ と を 接続 する 場合 は , 接続 する コン ピュ ー タ の 仕様 を 十分 に 調べ た 
うえ で 使用 し て くだ さい . 


本 機 を 他 の コン ピュ ー タ (ホス トコ ンピュータ ) の ター ミナ ル ( 端 末 ) と 
し て 使用 する に は , ター ミナ ルモード 人 切り 替え て 使用 する の が 便利 で 


す . 
ター ミナ ルモード に する に は , 次 の 3 つの 方 法 が あり ます . 


]. ター ミナ ルモード 
へ の 切り 替え 


(1) BASIC モ ー ド か ら TERM 文 に よっ て 切り 替え る 
(2) BASIC モ ー ド か ら NEW ON 文 に よっ て 切り 替え る 
(3) あら か じ め セ ッ ト ア ッ プ モー ド に よっ て , ター ミナ ルモード 
に 設定 し て お く 
本 機 を ター ミナ ルモード で し か 使用 し な い 場 合 は , (3) の 方 法 が 便利 で 





多大 
また , 本 機 が ター ミナ ルモード に な っ て いる と き に , シフト 当 を 押し 


な が ら 中 提 有 を 押す と , BASIC モ ー ド に 切り 奉 わ り ま す . 
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己 . ボー レー ト の 設 


d. 「EHM 文 を 使用 し 
て BASIC か ら 
ター ミル 中 デー ド 
に 切り 替え る 方 法 
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term XXX 19 






電源 ON 一 = 


セッ ト ア ッ プ モー ド 








ーー に よる タダ ターミナル 0 
モー ド の 設定 


ター ミナ ル で 使用 する に は , あら か じ め セ ッ ト ア ッ プ モー ド に よっ て 
ボー レー ト ( 通 信 速 度 ) を 切り 替え て お きま す . 出荷 時 は 300 ボ ー に セッ 
ト さ れ て いま すか ら , ホス トコ ンピュータ の 仕様 に 合わ せ て 設定 し て く 
だ さい . 設定 画面 に つい て は , 前 節 を ご 参照 くだ さい . 


BASIC を スタ ー ト させ , 次 の TERM 文 を 入力 し ます . 
term "com: く パリ ティ 〉 く <〈 ビ ッ ト 長 >〈 ス トッ プ ビ ッ ト >〈X パ ラメ ー 
タ 〉 く 〈S パラ メー タ >〉"[,〔 く < 通信 モー ド >〉][, く スタ ッ ク 長 >〕]]〕 
各 パ ラメ ー タ は , 次 の リス ト 中 の 希望 の も ゃ の を 選び , 右側 に 示さ れ て 
いる 英 数 を 大 文字 で 使用 し ます ( 各 パ ラメ ー タ の 意味 に つい て は , 前 節 
を ご 参照 くだ さい ). 


く 〈 く ペリ ティ 〉>: パ リティ チェ ッ ク の 指示 を 行う . 


偶数 ペ リティ (even parity) る が あ 生 る (8 aret ら ee SIeSSIe BE 
奇数 パリ ティ (odd parity)Cetnt… O 
パリ ティ チェ ッ ク な し (non parity)… tt… N 


<〈 く ビッ ト 長 〉 データ の ビッ ト 長 を 示す . 


<〈 ス トッ プ ビ ッ ト 〉: ス トッ プ ビ ッ ト の 長 さ を 表す . 





1 ビッ トー ドーーー 1 
1.5 ビ ッ ト ト ーー 2 
2 ビッ トー ドー 3 


〈 メ パラメータ >〉: 双 パ ラメ ー タ の 有効 , 無効 の 切り 替え を 行う . 


X メ ペラ メー タ 和 無効 …… N 
ペラ メー タ 有 効 …… 駐 


4. NEW ON 文 を 使用 
し て BASIC モ ー ド 
か ら ダ ー ミ ナル モー 
ド に 切り 葵 える 方 法 
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パラ メー タ 和 省略 …… セッ ト ア ッ プ モー ド の 値 が 採用 され る . 
〈S パ ラメ ー タ >: S ペ パラ メー タ の 有効 , 無効 の 切り 替え を 行う . 
S パラ メー タ 有 効 …… S 
S パラ メー タ 和 舞 効 …… N 
S パラ メー タ 省 略 …… セッ ト ア ッ プ モー ド の 値 が 採用 され る . 


全 一 重 …ーーーーーーーーー F 
- 重 ee H 
省略 …ーーーーーーーーーーー セッ ト ア ッ プ モー ド の 値 が 採用 され る . 


〈 ス タッ ク 長 〉>: ターミ ナル モー ド で も , ホス トコ ンピュータ か と 送ら 
れ て きた BASIC の ュ マ ンド を 実行 する こと が で きま 
す が , その と き , 使用 する 演算 スタ ッ ク の 大 き さ を 指 
定 し ます . 省略 する と 1024 バ イト が 設定 され ます . 
term "com : E72X" , 昌 gl 


偶数 パリティ, デー タ 長 7 イ ビット , ス トッ プ ビ ッ ト 
1.5 ビ ピット , 双 パ ラメ ー タ 有効 , 半 二 重 モ ー ド の ター 
ミナ ルモード に な り ます . 

TERM 文 の パラ メー タク は , 次 の よう 省略 する こと が 
で きま す . 


term "com : " 
term " 『" 1g 


この 場合 は , 各 パ ラメ ー タ と も セッ ト ア ッ プ モー ド の 
値 , また は 標準 値 ( ス タッ ク 長 ) が 設定 され ます . 

ター ミナ ルモード に な っ て いる 本 機 か ら ホ スト ュ コン 
ピュ ー タ に Bresk 信 与 を 送る 場合 は , | 属 則 を 入力 し 
ます . 


BASIC を スタ ー ト させ , 次 の NEW ON 文 を 入力 し ます . 


new on< 式 > 


NEW ON 文 は シス テム モー ドス イッ チ , セッ ト ア ッ プ モー ド に よる 


各 モ ー ド の 設定 を ソフ トウ ェ ア に よっ て 行う た め の も の で , <〈< 式 > の 値 は 
シス テム モー ドス イッ チ , メモ リス イッ チ の 1 個 が 1 ビッ ト 人 対応 し た 
(ON の と き 1 , OFF の と き 0)16 ビ ッ ト 表 現 の 値 を 指定 し ます . 


NEW ON 文 に よっ て 指定 で きる の は , 次 の シン ステ ム モ ー ド スイ リッチ 


お よび メモ リス イッ チ で す . その 詳細 に つい て は , 次 節 お よび 「 リ ファ 


レン スマ ニュ アテ ル NEW ON 文 」 を 参照 し て くだ さい . 
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. セッ ト ア ッ プ モー ド 
_ で ター ミナ ルモード 
に 切り 替え る 方法 
(詳細 は 第 章 参 照 ) 
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シス テム モー ド 
スイ ッ チ [し] msie モー ーーーーーーーーーーーーー SN 
放っ 攻 だ ツー ニー 
< 行 あ た り の 文字 数 > 
< 画面 あたり の 行 数 > 
<$ パ ラメ ー タ > ーーーーーーーーーーーーーー 
<DEL コ ー ド > ーーーーーーーーーーーーーー 


く パ リティ チエ ッ ク )〉 ニ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ 
く パ リティ > 
く < く デ ー タ ビッ ト 長 >-ーーーーーーーーーーーー 
< ズ ストップ ピッ トド: 肖 >》ー コ ニニ ニー テニ デー ニー 
く X パ ラメ ー タ >ーーーーーーーー ニ ーー ニーー 
< 通信 方 式 > 








( 注 ) 0, 6, 7, 14,。 15 ビ ッ ト は 意味 を 持た な い の で 0 に し て くだ さい . 








例 


new on 4866 1gM 


と すれ ば (BASIC で は 一 般 に 数 値 は 10 進 で 表記 され ます ), 例 で は 
term "com : E71X" ,H { 引 








と 同じ ター ミナ ルモード に な り ま す ( た だ し , この 場合 , 数 値 は メモ リ 
スイ ッ チ に よっ て 設定 され て いる 画面 の 桁 数 , 行 数 に よっ て 異な っ て き 
ます ). 


Q) IPCN を 押し な が ら , リセット ボタ ン ま た は 電源 スイ ッ チ を 押す こと 
(に により, セットアップ モー ド に し ます . 

第 1 画面 の 第 1 項目 , 立ち 上 げ モ ー ド を ター ミナ ル 側 に し ます . 
第 2 画面 の 各 パ ラメ ー タ に つい て も , 選択 , 設定 し ます . 

4) セッ ト ア ッ プ モー ド を 終了 する と , 最初 か ら り タ ー ミ ナル モー ド が ス 
ター ト し ます . 


( 
( 


ーー 





1 . 通信 モー ド 





ター ミナ ルモード の 機能 





本 機 を ター ミナ ルモード に し て デー タ の 送受 信 を 行う と き , 通信 モー 
ド は 全 二 重 モ ー ド また は 半 二 重 モ ー ド で 行い ます . 
(1) 全 二 重 モ ー ド 





入力 装置 






(9 を ON に する と 
プリ ンタ に も 出力 され る 





全 一 重 モ ー ド で は , デー タ の 送受 信 を 同時 に 行う こと が 可能 で す . 
キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ は た だ ち に 回 線 に 送出 され ます 
が , 本 機 に 接続 され て いる ディ スプ レイ , プリ ンタ へ は 表示 ・ 出 力 さ 
れ ま せん . 

受信 デー タ は 自分 の ディ スプ レイ に 表示 され ます が , その と き , 
|・8] が ON(LPT cnable) で あれ ば , プリ ンタ に も 出力 され , OFF 
(LPT disable) で あれ ば 出力 され ませ ん . 
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(2) 半 二 重 モ ー ド 




















の (中 】 を ON に する と 
人生 示 も プリ ンタ に も 出力 され る 
う 








キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ は , 本 機 に 接続 され て いる ディ ス 
プレ イ に いっ た ん 表示 され , 放 ⑦M が 押さ れる と , デー タ を 相手 に 送 
出し ます . また , この と き 人 f・8』 が ON(LPT cnable) で あれ ば , キー 
ボー ド か ら デ ー タ が 入力 され る ご と に , プリ ンタ に 出力 し ます . 

半 二 重 モ ー ド で は , 送信 , 受信 の どちら か が 行わ れ て いる と き に 
は , 1 行 分 の デー タ の 送信 (受信 ) が 終わ る まで (CR コー ド が くる ま 
で ) 次 の 送信 (受信 ) を 行う こと は で きま せん . 


本 機 の ター ミナ ルモード (BASIC モ ー ド を 含む ) は , 調歩 
同期 全 二 重 の モデ ム や カプ ラ を 対象 に 作ら れ て いま す . 
し た が っ て , 半 二 重 方 式 の モデ ム や カプ ラ は 使用 する こと 
が で きま せん . 


ら ファ ンク ショ ソン キー ター ミナ ルモード に 切り 替え る と , ファ ンク ショ ン キ ー | 記 作 一 
UN は , ター ミナ ルモード に な る 前 に BASIC モ ー ド で 定義 きれ た も 
の に な り ま す が , ファ ンク ショ ン キ ー の 人 6 て 10 は 炎 の ょ うに 


定義 きれ ます . 


fs 5| literal 


この キー を 入力 する と , コン トロ ー ル ュー ド が 実行 され ず , 文字 
と も 表示 され まず た だ し リタ ー ツ と ライ マフ ホー ド 信 突 行 
れ ま す . 


[に hal/fal 


全 二 重 , 半 二 重 の 切り 替え を 行い ます . 初期 状態 は , パラ メー タ 
また は メモ リス イッ チ で 設定 され ます . 
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d. スペ シャ ル エ スケ ー 
スシ ウー ケッ ウス 
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LPT enable 
画面 へ の 出力 を プリ ンタ へ も 出力 し ます . も う 1 度 入力 する と , 
出力 を 停止 し ます . 
初期 状態 は 出力 し な い モ ー ド に 設定 され て いま す . 
9 copy buffer 

画面 以外 の バッ ファ の 内 容 を プリ ンタ へ 出力 し ます . 
DPP'teed 


プリ ンタ に , 1 行 フ ィ ー ド する コー ド を 出力 し ます . 








ター ミナ ルモード に 切り 替え る と , BASIC の モー ド か ら 抜 け 出 て し 
まい ます が , スペ シャ ル エ スケ ー プ ンー ケン ス を 利用 すれ ば , BASIC の 
命令 を 実行 で きま す . 

スペ シャ ル エ スケ ー プ シー ケン ス は , ホス トコ ンピュータ か ら 次 に 示 
す よ うな エス ケー プ コ ー ド を 送る こと に よっ て , ター ミナ ルモード の 本 
機 に 接続 され て いる ディ スプ レイ の 画面 の 表示 桁 数 を 変え た り , 文字 の 
色 を 変え る こと が で きま す . また , BASIC の 命令 を 実行 する だ け で な 
く , プリ ンタ へ の エコ ュー バック の 切り 替え な ども , この 機能 を 用 いれ ば 
箇 単 に 行え を ます. 以下 に 個別 の 機能 を 説明 し ます . 


(1) ESC@ 
ディ スプ レイ 画面 と プリ ンタ へ の 出力 (エコ ュー バック) を 開始 する . 
(2②) ESC A 
ディ スプ レイ 画面 と プリ ンタ へ の 出力 (エコ ー バ ベッ ク ) を 解除 する . 
3) ESC “" 
本 機 の キー 入力 を 有効 に する . 
(4) ESC 圭 
本 機 の キー 入力 を 無効 に する . 
(5) ESC ! 
ホス トコ ンピュータ へ ID コー ド を 出力 する . 
(6) ESC * 
現在 スク ロー ル さ れ て いる 範囲 を クリ ア す る . 
⑰ EScY 


現在 の カー ソル 位置 か ら ス クロ ー ル され て いる 最 下位 行 ま で を クリ 
ア す る . 
(8) ESC (| は スペ ー ス を 意味 し ます ) 
ター ミナ ル の イニ シャ ライ ズ を 行う (TERM ユマ ンド を 実行 し た 直 
後 と 同じ 状態 に する ). 
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4. リモ ー ト BASIO 
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プロ トコ ル 


(9) ESC 三 <X-pos><Y-pos> 
カー ソル 位置 を 指定 する (20H の ベイ アス が か か る ). 
⑩| ESCT 
現在 カー ソル が ある 行 を 1 行 消去 する . 
⑪ ESC>BASIC STATEMENT 
BASIC ス テー トメ ント を 実行 する . 
BASIC の 実行 結果 は , ター ミナ ル と な っ て いる 本 機 に 表示 され る . 
⑫ ESC. BASIC STATEMENT 
BASIC ス テー トメ ント を 実行 する . 
た だ し , 実行 結果 は 表示 され な い . 
⑬) ESC<BASIC STATEMENT 
実行 結果 の 表示 は ホス トコ ュ ン ピュ ー タ 側 だ け . 


カー ソル の 位置 を (3 , 8) に 移動 させ る に は , 


3 つ 23H 三 ' 寺 ' 
8 っ つ 28H 三 'c" 
で すか ら , 
ESC 三 井 じ 
どじ だま 


前 節 ス ペ シ ャ ル エス ケー プシ ー ケ ンス で 説明 し た 機能 の 中 で , 
(⑪) ESC>BASIC STATEMENT 


0⑫ ESC.BASIC STATEMENT 
(⑳ ESC く BASIC STATEMENT 


の 3 つ を , リモ ー ト BASIC プロ ト ュ ル (remote BASIC protoco)) と いい 
ます . 

これ に よっ て , ホス トコ ンピュータ か ら , ター ミナ ル と な っ て いる 本 
機 の BASIC の 機能 が 利用 で きる よう に な り ま す . た だ し , この 機能 に は 
いく つか の 制約 が あり ます . 


(1) 使用 で き な い BASIC ス テー トメ ント 
リモ ー ト BASIC プロ トコ ル で は , メモ リ 内 に プロ グラ ム を 作成 し 
た り , メモ リ 内 の プロ グラ ム 変 更 , 削除 は 行え を ませ ん . また , メモ リ 
内 の 変数 テリ ア を 直接 扱う ステ ー ト メン ト ( た と えば , fre(0), clear, 
erase な ど ) も 実行 で きま せん . さら に , 同じ バッ ファ を 使っ て 入出 力 
を 行う ファ イル を OPEN させ る こと は で きま せん (com : , cas :) . 

(2) 実行 結果 の 表示 
PRINT や PRINT USING 文 な ど 実 行 結果 を 画面 に 表示 させ る 命令 
で は , 表示 を ター ミナ ル 側 に 行う か , ホス トコ ンピュータ 側 で 行う か 
を 選択 で きま す . すなわち , エス ケー プ ュ コー ド (ESC) の 後 の 符 号 (>, 
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<) に よっ て 指定 で きる わけ で す . し か し , グラ フィ ッ ク 命 令 は この 
符号 の 指定 に か か わら ず , 必ず ター ミナ ル と な っ て いる 本 機 に 接続 さ 
れ て いる ディ スプ レイ 実行 結果 を 表示 し ます . 
(3) 使用 変数 の 制限 
リモ ー ト BASIC プ ロト コル で は , 使用 で きる 変数 エリア が 定まっ 
て いま す . また , 一 度 使用 する と , その エリ ア は 二度と 別 の 変数 に は 
使え ませ ん か ら , 多く の 変数 に 値 を 代入 し て いく と , 途中 で 代入 で き 
な く な っ て し まい ます . リモ ー ト BASIC プロ ト ュ ル で 使用 する 変数 
は , 必要 最小 限 に と ど め て くだ さい . 
| 例 |@ タ ー ミ ナル に グラ フ を 表示 させ る . 
次 の よう に ホス トコ ンピュータ か ら コ ー ド を 送る と , ター 
ミナ ル に 鮮やか な グラ フ が 簡単 に 表示 で きま す . 
ESC>screen 0,0 
ESC>circle(100, 50) , 100 , 7 
ESC>a テ 100 : b ニ 100 :c 三 200 : d=50 
ESC>line(100, 50) 一 (a, b) , 7 
ESC>line(100, 50) 一 (c, d) , 7 
ESC>paint(120, 70) , 1,7 





@ BASIC か ら タ ー ミ ナル モー ド に 入っ た 場合 
次 の よう に する と , ター ミナ ル に な っ て いる 本 機 に 接続 さ 
れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に デー タ を セー ブ で きま す . 
ESC>open "2 : TEST1" for output as 壮 1 
ESC>print 井 1 , 100 
ESC>close 斗 1 
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デバ ッ グ 


プロ グラ ム が 思っ た と お り に 動作 し な いこ と を 「 プ ログ ラム に バグ 


( 申 ) が いる 」 と いい それ を な お すこ と を デバ ッ グ ( 虫 と り ) と いい 
ます . 


ここ とこ では, BASIC で プロ グラ ム を 作っ た と き の デ バッ グ の 方 法 に 
つい て 説明 し ます . 














エフ ラー メッ セー ジ を 理解 する 














BASIC は 一 般 に , 初心 者 に も わか りや すい 言語 だ と いわ れ て いま す が , それ で も 慣れ な いう らち は 正 し 
く プ ログ ラム が 組め る と は 限り ませ ん し , また , キー 入力 時 に 間違っ て 打ち 込む こと も あり ます . 
この よう な 間違っ た プロ グラ ム を 実行 する と , "Syntax error in 10" り と いう よう ら に エラ ー メ ッ セ ー ジ 
と , その 発生 行 が 表示 され て プロ グラ ム が 中 断 さ れ ま す . 

エラ ー メ ッ セ ー ジ の 意味 は 「 リ ファ レン スマ ニュ アル 」 巻 末 資 料 に まとめ て あり ます の で , これ と プロ 
グラ ム の リス ト を 見 比べ る こと で , エラ ー の 原因 の 多く は 知る こと と が で きま す . 


10 INPUT "A=",A 
20 INPUT "B=",B 
30 C= ニ 5※(A+ (B-2) 
40 PRINT "C=" iC 


Fuh 
ii| 
B=2H 
Suntax ePFoF 1h 38 








Syntax Error と は 文法 エラ ー と いう 意味 で す が , そこ で list 30 作 』 と し て 30 行 の リス ト を 見 る と , 
り " が 1 つ 足 りな いこ と が わか り ま すか ら , そこ を 修正 すれ ば よい わけ で す . 
この よう に エラ ー メ ッ セ ー ジ の 内 容 を 理解 すれ ば , 多く の 内 容 は 修正 で きる も の で す . 


edit と し て も エラ ー 行 を 表示 させ る こと が で きま す . 


上 は , エラ ー 発 生 行 に 原因 が あっ た 例 で す が , 実際 に は 発生 行 以外 に 原因 の ある こと も 多く あり ます 
か ら , その 原因 を つき と め る こと か 必要 で す . 
次 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 


SCREEN 0:CLS 2 
FOR X=0 TO 639 


C=RND*7+1 
LINE(X, 100) 一 〈X+10, 199) ,C 
NEXT 








RUN させ ます と , 青 か ら 邊 まで の 7 色 の 線 が 次 か ら 次 へ と 描か れ , 途中 で "Ilegal function call in 
40" と 表示 され て 中 断 し て し まい ます (も し 中 断 し な いと き は , も う 1 度 RUN させ て みて くだ さい ). 
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LIST 40 人 2』 と し て 40 行 を 表示 させ て みて も , 間違い が ある と は 思わ れ ま せん . 
この よう な と き に は , この 行 の 中 で 使用 され て いる 変数 の 内 容 を 調べ て みる と よい で し ょ う . 
ダイ レク ト に PRINT X,C 人 2②M と 打ち 込ん で み ま し ょ う . 


PRINT X,C 
XXX 


Ok 








XXX は XX の 内 容 , 0 か ら 639 ま で の 数 字 が 表示 され る は ず で す . 

8 と いら うら パレット コー ド は 存在 し ませ ん か ら , この C の 内 容 が 不適 避 だ と いう こと が わか り ま す . 

C は 30 行 で RND と いう 関数 に より 乱数 と し て 作ら れ て いま す . RND と いう 関数 は 0 か ら 1 未満 の 乱 
数 を 発生 させ ます か ら , C に は 1 か ら 7.9999 …… まで の 値 が 入り ます . 

LINE 文 の パレ ッ ト コ ー ド に は , その 値 が 実数 の 場合 , 四 捨 克 入 さ れ て 与え られ ます か ら , エラ ー と 
な っ た の で す . 

この よう な 場合 は 








30 C=INT (CRNDK7+1) 





と すれ ば よい わけ で す . 
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PRHINT 文 で 変数 を 調べ る 





エラ ー は 起き な い の に 動作 や 結果 が 予想 條 で ある と いう 場合 は , タイ プ ミ ス な ど で 変 数 名 が 違っ て い 
た り , 計算 式 が 不適 当 だ っ た り し た と き に よく 起こ り ま す . 
次 の 例 を 見 て み ま し ょ う . 


例 





INPUT "スウ チ (1-300)=",S 
JO0G=S\100+1 

ON JOB GOTO 100, 200, 300 
GOTO 400 


PRINT " 1-100 ノ ショ リ ヲ シマ ス . " : END 
PRINT "101-200 ノ ショ リ ヲ シマ ス . " : END 
PRINT "201-300 ノ ショ リ ヲ シ マス. " : END 
PR INT "スウ チカ ~ キテ イカ ~ イ テ ~ ス . " : END 
100 PRINT " 1-100 ノ ショ リ ヲ シマ ス . " : END 
200 PRINT "101-200 ノ ショ リラ シマ ス . " : END 
300 PRINT "201-300 ノ ショ リ ヲ シマ ス . " : END 
400 PRINT "スウ チカ ~ キテ イカ ~ イ テ ~ ス . " :END 








この プロ グラ ム で は , どの よう な 数 値 を 入力 し て も すべ て "キテ イガ イデ ス ." と 表示 され ます . 
リス ト を 調べ て みて も , 特に お か し いと ころ も 見 当たら な いよ うら です . 
そこ で , ON-GOTO 文 で 使わ れ て いる JOB と いう 変数 の 内 容 を 調べ て み ま し ょ う . 


25 PRINT JOB 


RUN 

スウ チ (1-300)=150 
0 

スウ チカ ~ キテ イカ ~ イ テ ~ ス . 

Ok 








JOB が 0 で は 30 行 の GOTO 以 下 の 行 番号 に は 無視 され ます か ら , 40 行 の GOTO 400 に 実行 が 移っ た 
わけ で す . 

この こと か ら , JOB を 計算 し て いる 20 行 に 原因 が ある らし いこ と が わか り ま す . そこ で 20 行 を 見 る 
と , JOB の つも り が JOG に な っ て いま し た . 

で は , 修正 し て 改め て 実行 し て み ま し ょ う . 


RUN 
スウ チ 〈1-300)=150 
2 


101-200 ノ ショ リ ヲ シマ ス . 
Ok 
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今度 は うま くい っ た よう で すね . 
で は , 100 や 200, 300,. 一 50 な ど で は どう で し ょ うか . 


RUN 
スチ (1-300)=200 


3 
201 一 300 ノ ショ リ ヲ シマ ス . 
Ok 








や は りお か し いで すね . 
結局 , 正しく は 





20 JOB=INTCS-1)/100)+1 








と すべ きだ っ た の で す . 
デベ バッ グ に 際 し て は , 予定 外 の デー タ を 入力 し て みて , それ ら が 正常 に 動作 する か を 調べ て みる こと 
も 必要 な こと で す . 
また , 大 き な プ ログ ラム で は INPUT 文 の 後に STOP 文 や INPUT$ 文 を 入れ て 一 時 停止 させ る と , 
ゆっ くり と 変数 内 容 を 確認 で き て 便利 で す . 
それ に は 次 の よう に し ます . 
PRINT A,B,C$ : STOP 


また は 

PRINT A,B,C$:S$ ニ INPUT$(1) 9 
STOP 文 は CONT ユマ ンド で 実行 を 再開 で きま すし , INPUT$ 文 な ら 何 か キー を 押す だ け で 続け られ 
ます . 


デベ バッ グ が 終了 すれ ば , この 行 は 消し て し まっ て も よい の で す が , も う 1 度 使用 する と きのこ と を 考 
えて , REM 文 で コメ ント 文 と し て 残し て お く と よい で し ょ うら . 
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THRHON コ マン ド を 使っ て 
プロ グラ ム の 流れ を 見 る 








プロ グラ ム の 実行 順序 が お か し い 場 合 , TRON と いう コマ ンド を 使っ て プロ グラ ム の 流れ を 見 る こと 
も で きま す . TRON コマ ンド は , 行 番号 を 表示 し な が ら 実 行 し て いく コマ ンド で す . 
た と えば 次 の プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 


10 A=0 

20 A=A+. 1 

30 IF A=1 THEN PRINT A:END 
40 GOTO 20 


RUN 











いつ まで た っ て も 終わ り ま せん ね . 
で は , TRON コマ ンド を 使っ て み ま し ょ う . 


TRON 


[10] [20] [30] [40] [20] [30] [40] [20] [30] ・・・ 








20 行 か ら 40 行 まで が いつ まで も 繰り 返さ れ て いま す . 

この よう に いつ まで た っ て も ルー プ か ら 抜 け 出 せな いこ と を 「 無 限 ル シープ に 入る 」 と いい ます . 

これ は 30 行 に 原因 が あり ます . 

コン ピュ ー タ の 内 部 で は 数 値 を 2 進数 で 処理 し て いる の で , 小数 点 以下 の 数 値 に は 誤差 を 生じ て し ま 
いま す . 実は , 0.1 は 正確 に は 0.1 で は な く , 10 回 足し て も 正確 な 1 に は な ら ず に 30 行 は 無視 され て いた の 
で ま 。 

こん な 場合 に は , 





30 IF A>=1 THEN PRINT Az:END 





と すれ ば , 正しく 動作 し ます . 


CS) 





デバ ッ グ の テク ニッ ク 








最後 に , デバ ベッ グ を 行う 際 の 注意 すべ き 点 , 参考 と な る 点 を いく つか あげ て み ま し ょ う . 


(1) わか りや すい プロ グラ ム を 書く よう に 心がけ まし ょ う . 
④ 1 行 中 (に : で 区 切っ て いく つも の ステ ー ト メン ト を つなげ る こと 
を 「 マ ル チ ス テー トメ ント 」 と いい ます が , あと で プロ グラ ム が 見 に 
くく な る の で 避け まし ょ う . 


10 INPUT "A=",A: INPUT "B=",B 
20 C=A*B:PRINT C 





10 INPUT "A=",A 
20 INPUT "B=",B 
30 C=A*※B 

40 PRINT C 








⑨ ブロ ッ ク (1 つ の 動作 を 行う ひと か た まり の プロ グラ ム ) の 先頭 に , 
その 内 容 を 表す コメント を REM( ま た は ”) 文 で 付け ます . 
また , ブロ ッ ク と ブロ ッ ク の 間 に は REM 文 で 空白 行 を 入れ ます . 
③ FOR て NEXT な どの ルー プ の 内 部 は , 2 て 3 文字 , 字 下 げ を 行い 
ま 。 


10 FOR I=82 TO 255 STEP 16 
FOR J=0 TO 15 
C=1+J 


PRINT CHRS ( 〇 ) : 
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第 18 章 デバ ッ グ 


(② 演算 子 の 優先 順位 に 注意 し まし ょ う . 

式 が 複雑 な と き や , 自信 の な いと き に は , と りあ え ず ( ) を 付け ま 
oN の 

(3③) 整数 化す る 際 の まる め 方 に 注意 し まし ょ う . 

Ns-BASIC で は , 小数 点 以下 は 四 捨 元 入 さ れ ま す . 

(4) コロ ン (:) と セミ コロ ン (:), ピリ オド ( . ) と コン マ ( ,), ゼロ 
(#) と オー(O), エル (1) と 数 字 の いち (1), ビー(B) と (8 ) が 間 
違っ て いな いか を 注意 し まし ょ う . 

⑤5) 必要 に 応じ て PRINT 文 や STOP 文 , INPUT$ 文 , TRON コマ ンド 
な ど を 用 い , プロ グラ ム の 実行 順序 や 変数 の 内 容 を 確認 し まし ょ う . 

(6) ファ イル の 出力 を 行う プロ グラ ム の 場合 , デバッグ 中 は 画面 に 出力 
し まし ょ う . 


10 DV$="SCRN:" 


20 OPEN DVS FOR OUTPUT AS #1 








デバ ベッ グ が 終了 し た ら , 10 行 を 





10 DV$="TEST. DAT" 











と 書き 換え ます . 
また , ファ イル か ら の 入力 の か わり に キー ボー ド か ら 入 力 を 行う こ 
と も で きま す . 


10 DVIN き ="KYBD:" 


20 OPEN DVIN$ FOR INPUT as #1 








⑦⑰ ON ERROR GOTO を 使っ た プロ グラ ム を デベ バッグ する 場合 , ON 
ERROR GOTO が 実行 され る 状態 で エラ ー が 形 を 変え て 現れ る こと が 
ある の で , デベ バ ッ グ が や り に くく な り ま す . 
デバッグ 中 は ON ERROR GOTO 文 を コメ ント 文 (REM を 使用 ) に 
変更 し て お きま し ょ う . 
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100 "ON ERROR GOTO 





SS2E の お 生 SER う 2 

160 

110 INPUT "XX: 72X:TINPUT "YETY 

130 IF X= ニ 0 AND Y<O THEN ERROR 250 

140 Z=XAY:PRINT " YP:PRINT " %jZ 

150 GOTO 120 

160 IF ERR=250 THEN PRINT "テイ キ "~ サレ マ を ン . “" 
170 IF ERR=6 THEN PRINT "オー ハバ“ ドー フロ ー デ " ス ." 
180 RESUME 120 

Ok 

RUN 





Xー 1024 
Undefined 1]ine number in 150 
Ok 








機械 語 モ ニタ 


この 章 は , 本 機 で 直接 機械 語 を 扱う 場合 に 使用 する 機械 語 モ ニタ に 
つい て 説明 し ます . 
本 機 に は , 独立 し た |/D コン トロ ー ル ルー チン を 持つ 強力 な 機械 
語 モ ニタ が 準備 され て いま す . この 機械 語 エ ニタ の 主 な 特長 は 次 の 
と お り で す . 

1 . ミニ アセ ンプ ブ ジラ 機能 を 持っ て いる . 

己 . 数 値 を 16 進 数, 日 進数 の どちら で も 入力 , 表示 が 可能 . 

d. |/0 ポー ト へ の 入出 力 が 可能 . 

4. 逆 ア セン ブル 機能 を 持っ て いる . 

ら . ビビ U の レジ スタ の 値 の 表示 , 変更 が 可能 . 

。 カ セッ ト テ ー プ に も フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に も ロー ド , セー ブ 

が 可能 ( ピ 避 -B88UIMH で カセ ッ ト テ ー ブ を 使う 場合 は , CMT 

イン タフ ェ ー ス ボー ドガ が 必要 ). 


/. スク リー ン エ ディ タ に よる メモ リ の 内 容 の 変更 が で きる . 
. コマ ンド の 入力 形式 を 知り た いと き の た め に , HELP コマ 
ンド が 用 意 さ れ て いる . 











機械 語 モ ニタ の 動か し 万 








機械 語 モ ニタ は , BASIC モ ー ド か らち 機械 語 モ ニタ モー ド に 切り 替え て 使用 し ます . 





] BASIC モー ド か ら Ok Ok 
機械 語 エ ニタ モー ド 邊 AN 
へ の 切り 普 え 方 法 BASIC コ マン ド が MON コマ ンド を 機械 語 モ ニタ モー 
入力 可能 . 入力 . ド に な り , h] が 表 
示さ れる . 
機械 語 モ ニタ の コ 


マン ド 入 力 が 可能 . 


ら . 機械 語 モ ニタ モー ド h) 由 合 + 佑 h) へ b 
SH 
へ 戻る た め の 方 法 





機械 語 モ ニタ の コ 記 較 と と を 同 BASIC モ ー ド に な 

マン ドカ が 入力 可能 . 時 に 押す . り , Ok が 表示 され 
て , 次 の 行 に カー 
ソル が 現れ る 。 
BASIC コ マン ド が 
入力 可能 . 
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機械 語 ブ ログ ラム の メモ リ 
配置 








BASIC を 使っ て いる と き の メ モリ マッ プ は 下図 の よう に な っ て いま す . 
XXXX, ZZZZ の 番地 は , 選ば れ て いる BASIC の モー ド な ど に よっ て 変わ り ま す . 機械 語 プ ログ ラム 
を メモ リ 上 に 書き 込む 前 に , 次 の よう に し て 番地 を 調べ て くだ さい . 


・XXXX の 調べ 方 
print hex$(peek(&HE7E9 ) *256--peek(&HE7E8)) 
・ZZZZ の 調べ 方 


print hex$(peek(&HEB1C) *256peek(&HEB1B) れ の 


機械 語 の プロ グラ ム を 作る 場合 は , CLEAR 命令 で 機械 語 エ リア を 確保 し て お か な けれ ば な り ま せん . 
clear ,YYYY gl 
と する こと で , 図 の ////// の 部 分 を 機械 語 エ リア と し て 使う こと が で きる よう に な り ま す . それ 以外 


の 部 分 は BASIC が 使っ て いま す の で , その 内 容 を 変更 する と , BASIC モ ー ド に 戻っ た と き の 動作 が 保 
障 さ れ ま せん . 








XXXX 
YYYY 
変数 エリ ア な ど 
ZZZZ 
(DISK コ ー ド ) 
ファ イル バッ ファ な ど 
チキ ス ドウ シン ドウ 
8000H 





BASIC イ ンタ プリ タ 
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コマ ンド の 種類 





機械 語 モ ニタ の コマ ンド に は , 表 に 示す よう に 22 種 類 の ュ コマ ンド が あり ます (命令 は 大 文字 で も 小 文 
字 で も 入力 で きま す ). 








A 


アセ ンプ ブル 











ダン プ メ モリ 


* ま 。 CMT イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801MH の 場合 ) と デー タレ コー ダ か が 必要 で す . 
*※*※ 。 DISK Version で の み 機 能 し ます . 








入力 し た 1 行 を ア | a(< 格 納 開始 アド レス >〕 RS 
セン プル する . EUROD 5 











数 値 の 表現 形式 を | baq ま た は bh 
変え る . 

( 8 進 選 16 進 ) 

メモ リ の 内 容 を デ | d(< 表 示 開 始 ア ドレ ス >] | 一 時 中 断 ………… 
ィ ス プレ イ に 表示 | 〔 く 表示 終了 アド レス >〕 表示 再開 ………… 
する . ママ ECKKKMLKKLKKL2 




























エディ ッ ト メ 
モリ 





スク リー ン エ ディ | e【 く 開始 アド レス >〕 カー ソル 移動 …… カ ー ソ ル 移 動 


タ の 機能 を 用 いて キー 

メモ リ の 内 容 を 変 ロー ル ア ッ プ …… ROLL UP 

更 する . ロー ル ダ ウ ン …… ROLL 
DOWN 


時 STOP, ESC 








フィ ル メ モリ 








メモ リ の 内 容 を 定 | f< 開 始 ア ドレ ス >, 
数 で 埋め て いく . | < 終了 アド レス >, く 定数 > 













ユー ザ プ ブロ グラ ム | g【< 実 行 開始 アド レス >〕 
を 実行 する . (, く プレ イク ポイ ント アド レス 12>〕 に 
〔, く プレ イク ポイ ント アド レス 2>〕 















I/O ポー ト の 値 を | i〈 パ ポー ト ア ドレ ス > 


読み 込む . 





























1(< 逆 アセ ンプ ブル 開始 アド レス >〕 | 一 時 中 断 ………… CTRL-S 
し < 逆 アセ モン ブル 終了 アド レス >〕 | 再開 ………… 終了 キー 以外 





機械 語 を 逆 ア モン 
ブル する . 















ある 範囲 の メモ リ | mx< 転 送 元 ・ 先 頭 ア ドレ ス >, 
の 内 容 を 他 の アド < 転送 元 ・ 最 終 ア ドレ ス >, 
レス の メモ リ 領 域 | < 転送 先 ・ 先 頭 ア ドレ ス > 
へ 移す . 


















1/O ポー ト ヘ へ デー 
タ を 出力 する . 


o く ポート ・ ア ドレ ス >, く < デー タッ > 
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意 。 味 


機 能 





プリ ンタ スイ 
ッ チ 


プリ ンタ へ の 出力 
を コン トロ ー ル す 
る . 





リー ド テ ー プ 


カセ ッ ト テ ー プ か 
ら デ ー タ を ロー ド 
する . 


r[< フ ァイル 名 >〕 





モッ トメ モリ 


メモ リ に デー タ を 
セッ ト す る . 


s【 く 開始 アド レス >〕 





テス トメ モリ 


メモ リ を テス ト す 
る . 





tm 





べ ベリ ファ イ テ 


カセ ッ ト テ ー プ の 
内 容 と , メモ リ の 
内 容 を 比較 する . 





メモ リ の 内 容 を カ 
セッ ト テ ー プ に セ 
ー ブ す る . 





vV【 く < ファ イル 名 >〕 





w[ く < レジ スタ 名 >〕 
く < セー ブ 開始 ア ドレ ス > 
く < セー ブ 終 了 ア ドレ ス > 





全員 また は 
CTRL-A 





CTRL-D** 


リタ ー ン 


ダシ ング デ ディ スズ 
ン 


CPU の レジ スタ 
の 値 を 調べ , 変更 
する . 

コマ ンド と その パ 
ラメ ー タ の 形式 を 
ディ スプ レイ に 表 
示す る . 





x[ く < レジ スタ 名 >〕 





CTRL-A ま た は [9 





BASIC モー ド へ 
復帰 する . 


CTRL-B 





フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク の 内 容 を ディ ス 
プレ イ に 表示 する . 


CTRL-D 

く < ドライブ >【[, く サー フェ ス # せ >], 
< トラッ クキ 1>, く セク タキ 1> 
〔, く トラ ッ ク 韻 2>, く セク タキ 2> 








フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク か ら , デー タ を 
ロー ド す る . 


CTRL-R 

く < ドラ イブ #>【〔, く サー フェ ス 北 >]」 
く ト ラッ ク 半 >, く セク タ 半 >, 

< 開始 アド レス >, く < 終了 アド レス > 





CTRL WT* 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク へ デー タ を セー 
プ す る . 








CTRLW 
く < ドラ イブ #>〔, く サー フェ ス #>], 
< く トラック 壮 >, く セク タ 壮 う 。 
開始 ア ドレ ス >,< 終 了 ア ドレ ス > 








邊 


届 


4 





入力 文字 


エディ ト 機 能 


エラ ー 表 示 


数 値 形式 





コマ ンド 使用 上 の 規則 





機械 語 モ ニタ の コマ ンド の 英文 字 は , 大 文字 で も 小文字 で も 入力 で き 
ます . 


機械 語 モ ニタ で は , BASIC と は 異な っ て : スク リー ン エ ディ タ の 機能 

が あり ませ ん (た だ し , E ュ マン ド を 参照 ). また , [ 際 退 ハ を 使っ て 入力 
し た 文字 を 消し て 修正 する こと も で きま せん . 誤っ た コマ ンド を 入力 し 
た こと に 気づい た と き は , 條 引 ま た は 公 引 (で 誤っ た コマ ンド を 
取り 消し た の ち , 改め て 正しい コマ ンド を 入力 し て くだ さい . 


機械 語 モ ニタ で は 入力 で きる キー は 少数 に 限ら ちら れ て いて , 誤っ た キー 
を 入力 する と " ? "が 表示 され ます . 


機械 語 モ ニタ で 扱う 数 値 形式 に は , 16 進 数 モー ド と 8 進数 モー ド が あ 
り ま す . この 切り 替え は B コ マン ド で 行い ます . シス テム が 起動 し た 直 
後 は 16 進 数 モー ド に な っ て いま す . 

た と えば , 16 進 数 を 入力 する と き に , BASIC の ょ うに &H を 付け て 入 
力 する 必要 は あり ませ ん . 

(1) 16 進 数 モー ド 
アド レス : 4 桁 0 て FFFF 
メモ リ の 内 容 : 2 桁 0 て FF 
(2) 8 進数 モー ド 
アド レス ・6 桁 0 て 177777 
メモ リ の 内 容 : 3 桁 0 て 377 


アド レス の 場合 は , 入力 され た 数 値 の 終わ ちり か ら 16 ビ ッ ト が 有効 に な 
り ま す . メモ リ の 内 容 の 場合 は , 終わ りか ら 8 ビ ッ ト が 有効 に な り ま 
す . 
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また , 機械 語 モ ニタ の 各 コ マン ド で アド レス や メモ リ の 内 容 を 入力 す 
る 場合 , 加減 の 演算 機能 が 使用 で きま す ( た だ し , カッ ュ や や 暴 乗 は 使え 


ませ ん ). 
hJs9000+100 1 
9100 00 一 
5. カセ ッ ト テ ー ブ の 機 彼 語 そ モニ タ に よっ て カセ ッ ト テ ー プ を 使用 する に は , R コ マン ド , 
スピ ー ド V コ マン ド , W コ マン ドド を 用 いま す . この と き , ファ イル 名 の 指定 の 方 


法 に より 転送 速度 が 決ま り ま す . 
RE よ :] [< ファ イル 名 2] 


の 
WC5:J (ファ イル 名 J, く キー プ 開 始 アド レス ), く セー プ 終 了 ア ドレ ス ) 
VC < ファ イル 名 人 


ファ イル 名 転 送 速度 
ファ イル 名 >〕 





1200bps 


1 :〔 く ファ イル 名 >] 
2:〔 く < ファ イル 名 >〕 600bps 








B. 機械 語 モ ニタ モー ド ・BASIC モ ー ド か らち 機械 語 を ニタ モー ド へ 切り 替え た 直後 は , その 直 
で の ディス プレ イ 前 の WIDTH 文 に よっ て 設定 され た 状態 が 引き つが れ ま す . 
画面 テキ スト 画面 の スク リー ン ウ ィ ン ド ウ に よっ て は , EE コ マン ド は 動作 
し な い 場 合 が あり ます . 
この と き は , 機械 語 モ ニタ モー ド に 入る 前 に , 


console 0, <17 以 上 の 値 > 


を 実行 し て お いて くだ さい . 
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A (アセンブル) 





Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク で 入力 し た 1 行 の テキ 
スト を アセ ン ブ ル し , で きた 機械 語 を メモ リ に 格 
納 し ます . その た め に , A コ マン ド は 


a 〔 く 格納 開始 番地 >〕 


の よう に , 普通 は 機械 語 の 格納 を 開始 する 番地 を 
指定 し ます (格納 開始 番地 の 指定 を 省略 し た 場合 
は , その 前 に 実行 し た A コ マン ド の 実行 終了 番地 
の 次 の 番地 と な り ま す ). 


h]a9000 


A ュ コマ ンド を 入力 する と , 格納 開始 番地 を 表示 
し て , ニー モニ ッ ク の 入力 待ち に な り ま す . そこ 
で , Intel 8080 ニー モニ ッ ク 命 令 を 入力 し , の 
を 入力 する と , その 1 行 を アセ ン ブ ル し , で きた 
機械 語 を アド レス の すぐ 横 に 表示 し , その アド レ 
ス に 格納 し ます . そし て , その 次 の 行 に , 次 に 機 
械 語 を 格納 する 番地 を 表示 し , ニー モニ ッ ク 命 令 
の 入力 待ち に な り ま す . 


h〕a9000 g 
9000 3E 01 mvi a14g| 


入力 し た ニー モニ ッ ク 命 令 に エラ ー が あっ て 
"2? "が 表示 され た 場合 に は , も う 1 度 アド レス を 
指定 し な く て も , コマ ンド だ け を 入力 すれ ば , エ 
ラー を 起こ し た と き の ア ドレ ス か とら と 実行 を 開始 し 
ます . 


h]a9000 
9000 3E 01 mvi a, 1 1gI 
9002 mvl b, 1 


この アセ ンジ ラ は すべ て , 人 2 が か 入力 され る 
まで 読み 込み を 続け ます . また [ 則 暗 が 使え ます 
か ら , 間違え て 入力 し た 文字 を 訂正 で きま す . こ 
2 
清司 人 信 を 入力 する か , 佑 引 また は 
全 + 伯 」 IN 
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この アセ ン ブ ラ で 使用 で きる ニー モニ ッ ク は 。, 
Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク 命 令 と Z80 ニ ー モ ニッ ク 
命令 の 中 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 で す . Z80 の 
の 場合 は , 絶対 アド レス 
を 入力 すれ ば , アセ ン ブ ラ が 相対 アド レス に 変換 
し て くれ ます . 

Z80 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 
下 の と お り で す . 


Z80 モニ タ で 入力 する と き 


jr < く ア ドレ ス > jmpr < アド レス > 
jr 2 < アド レス > jrz < く ア ドレ ス > 
jrnz く ア ドレ ス > 
jrc < アド レス > 
jrnc < アド レス > 
dnz < く ア ドレ ス > 


レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 


の 入力 形式 は , 





jr nz, < く アドレス > 
jr c, < アド レス > 
jr nc. く ア ドレ ス > 
dnz < アド レス > 
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B (ベー ス ) 





数 値 を 取り 扱 形 式 を 設定 する コマ ンド で す . 
数 値 を キー ボー ド か ら 入 力 し た り , ディ スプ レイ 
に 表示 する 場合 に , 16 進 数 と し て 扱う か 8 進数 と 
し て 扱う か を 決め ます . BASIC モ ー ド か ら モ ニ 
タ へ 切り 替え を た と き は 16 進 数 モー ド に な っ て い 
て , コマ ンド 入力 待ち こ な る と , 


h〕 
が 表示 され ます . 8 進 モ ー ド に 切り 替 


bq 人 9M と 入力 し ます . 


8 進数 モー ド に な る と "q]" が 表示 され ます . 


pe 公 ) 


qJ 


える に は ば , 


再び 16 進 数 モー ド へ 切り 替え る に は bh 
を 入力 し ます . 


qbh 
h) 
16 進 入力 時 の 表示 8 進入 力 時 の 表示 
bp と 入力 
咽 較 ヒー 
bh と 入力 
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D (ダン プ メ モリ ) 





メモ リ の 内 容 を ディ スプ レイ に 表示 する コマ ン 
ド で す . 16 進 モー ド に な っ て いる 場合 は , その 数 
に 対応 する アス キー 文字 も 表示 され ます . さら 
(に, プリ ンタ スイ ッ チ で プリ ント モー ド が 指定 さ 
れ て いれ ば , 結果 が プリ ンタ へ も 出力 され ます 
(プリ ンタ スイ ッ チ お よび プリ ント モー ド に つい 


て は , 「P( プ リン タス イッ チ )」 を 参照 し て くだ さ 


い ). D リ コマ ンド は 次 の 形 で 入力 され ます . 


d (< 表示 開始 アド レス >〕][, く 表示 終了 アド 
レス 2〕 


で すか ら , 実際 の 入力 は 次 の 形 に な り ま す . 


① d9000.9030 fg 
② d9000 49| 

3⑬ d,9030 
④ df 


(1) の 場合 が 標準 で , 9000H 番 地 か ら 9030H 番 地 
まで の メモ リ の 内 容 が 表示 され ます . 

(2② の よう に < 表示 開始 アド レス > だ け 指 定 し た 場 
合 は , < 表示 開始 アド レス > か ら 16 バ イト 分 の メモ 
リ の 内 容 が 表示 され ます . 

逆 に (3③ の よう に < 表示 終了 アド レス 〉 だ け 指 定 し 
た 場合 は , その 前 に 実行 され た D ュ コマ ンド の 最終 
の アド レス の 次 の アド レス か らく 表示 終了 アド レ 
ス 〉> ま で の メモ リ の 内 容 を 表示 し ます . 

(4) の よう に < 表示 開 始 ア ドレ ス 〉 も く 〈 く 表示 終 了 ア 
ド レス 〉 も 指定 し な い 場 合 は , この コマ ンド が 入 
力 さ れる 前 に 実行 され た D コ マン ド の 最終 の アド 
レス の 次 の アド レス か ら 16 バ イト 分 の メモ リ の 内 
容 が 表示 され ます . 

D ュ マン ド を 実行 中 に , その 実行 を 中 止 し た い 
』 合 は , 人 中 また は 合 崩 (e を 入力 し ます . 
画面 に スモ リ の 内 容 を 表示 し て いる 場合 , 途中 で 
表示 を 一 時 停止 させ る に は , ほ 旨 + を 入力 
0 再び 表示 を 再開 させ る 場合 に は , 偽 引 と 
に 時 M の キー の どれ か を 入力 し ます . 





また , D コ マン ド 終 了 後 に 衝 9M を 入力 する と 
と 同じ 動作 を 行い ます . 





E (エディ ッ ト メ モリ ) 


EE コマ ンド は , スク リー ン エ ディ タ の 機能 を 用 
いて , スク リー ン に 表示 され た メモ リ の 内 容 を 変 
更 す る コマ ンド で す . EE コマ ンド は 次 の 形式 で 入 
力 し ます . 

e 〔 く 開始 アド レス >〕 





く 開始 アド レス >〉 を 省略 し た 場合 は , 最後 に E コ ュ 
マン ド で 内 容 を 変更 し た メス モリ の アド レス が < く 開 
始 ア ドレ ス 〉> と な り ま す . 

EE コマ ンド を 実行 し て , スモ リ の 内 容 を ディ ス 
プレ イ に 表示 し た 後 は , カー ソル 移動 キー | 
| (人 必 : 人 (を eo た 
い メ モリ の 内 容 の と ころ へ カー ソル を 移動 させ , 
新しい 数 値 を 入力 し ます . 画面 上 で 変更 され た 数 
値 の と お り に , メモ リ の 内 容 も 変更 され て いま 
す . エディ ッ ト メ モリ を 終了 する と き は , ( 位 由 
ESCM, また は [中 (区 を 入力 し ます 








F (フィ ル メ モリ ) 





アド レス で 指定 し た 範 胃 の メモ リ の 内 容 を , 指 
定 し た 定数 の 値 に 置き 換え る 命令 で す . コマ ンド 
の 形式 は 次 の よう に な っ て いま す . 

f く 開 始 ア ドレ ス >, く < 終了 アド レス >, く < 定数 > 


RE コマ ンド で は , 各 パ ラメ ー タ を 省略 する こと 
は で きま せん . コマ ンド が 正常 に 実行 され た か ど 
うか は , D コ マン ド を 用 いて 確認 し ます . 

hJf9000, 9010.0 
hd9000,9010 49| 

9000 00 00 00 00 00 00 00 00 
9008 00 00 00 00 00 00 00 00 
9010 00 

h〕 
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6 に に 9) 





指定 し た アド レス に ジャ ンプ し て , そこ か ら プ 
ログ ラム の 実行 を 開始 し ます . この と き , 2 つま 
で ブレ イク ポイ ント アド レス を 指定 で きま す . ブ 
レイ ク ポ イン ト ア ドレ ス と は , プロ グラ ム の 実行 
中 , 実行 アド レス が ブレ イク ポイ ント アド レス と 
な っ た と き , 実行 を 中 止 し て , コマ ンド の 入力 待 
ち 状 態 に させ る アド レス で す . 

g 〔< 実 行 開始 アド レス >][ , く ブレ イク ポイ 
ント アド レス 1〉]〔, く プレ イク ポイ ント ア 
ドレ ス # オ 2>〕 


< 実行 開始 アド レス >〉 を 省略 し た 場合 , 最後 に 実 
行 し た ブレ イク ポイ ント アド レス が < 実行 開始 ア 
ドレ ス > に な り ま す . ブレ イク ポイ ント アド レス 
で 実行 が 中 断 さ れ た 場合 は , CPU の レジ スタ の 
値 は 保存 され ます . 

ネネ ブレ イク ポイ ント アド レス は , 指定 し た ア 
ドレ ス が RAM に ある と きだ け 有 有効 に な り 
ます . 


| (イン ブッ ト ) 


入力 ポー ト の 値 を 読み , 画面 に 表示 し ます . 
ポー ト ア ドレ ス を 入力 し た 後 , スペ ー ス を 入力 す 
れ は , その 行 に 入力 ポー ト の 値 を 表示 し, 
を 入力 し た 場合 は , 次 の 行 に 入力 ボ ポート の 値 が 表 
示さ れ ま す . 

i く ポ ー ト アド レス 〉 


(また は , スペ ー ス キー) 





(「O( ア ウト プッ ト )」 の 項 を 参照 し て くだ さ 
い .) 
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L (ディ ス ア セン ブル ) 





M (ムー ブ メ モリ ) 





メモ リ イ メ ー ジ を Intel 8080 ニ ー モ ニッ ク に 逆 
アセ ン ブ ル し て 表示 する コマ ンド で す . さら と, 
Z80 の レラ ティ ブ ジ ャ ンプ 命令 も ゎ も 使用 で きま す 
が , アド レス は , 絶対 アド レス で 表示 され ます . 
上 L コ マン ド の 形式 は 次 の よう に な っ て いま す . 


1 〔< 逆 アセ ン ブ ル 開 始 ア ドレ ス >〉]〔, く < 逆 了 
セン ブル 終了 アド レス >〕 














< 逆 ア セン ブル 開始 アド レス > が 省略 され た 場合 

最後 に 逆 ア セン ブル され た アド レス の 次 の ア 
ドレ ス が < 逆 ア セン ブル 開始 アド レス 〉> に な り ま 
す . また , 〈 逆 アセ ン ブ ル 終 了 ア ドレ ス 〉 が 省略 さき 
れ た 場合 は , < 逆 ア セン ブル 開始 アド レス 〉 十 15 が 
< 逆 ア セン ブル 終了 アド レス 〉 と な り ま す . 
OS 
は , 障 引 また は 全 ! ( 合 』 を 入 カ し ます 実行 

を 一 時 中 断 し た い 場 合 は , (を 引 二 低 を 入力 し 
ます . 実行 を 再開 す る に は (中 , 剛 侍 天 記 
外 の 任意 の キー を 入力 し ます . また , 上 コマンド 
で 表示 され る ニー モニ ッ ク の オペ ラン ド は , 現在 
指定 され て いる 数 値 モ ー ド で 表示 され ます . 
さら に し ュ マ ンド 終了 後に 9M を 入力 する 
と , 〈 逆 アセ ン ブ ル 開 始 ア ドレ ス 〉 と く 〈 逆 アセ ン ブ 
ル 終了 アド レス > を 省略 し た と き と 同 じ よ うに , 
〈 導 アセンブル 終了 アド レス 〉> か ら 16 バ イト 分 の メ 
モリ イメ ー ジ を 逆 ア セン ブル し ます . 
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M コ マン ド は , メモ リ 内 で , ある 位置 か ら 別 の 
位置 へ メモ リ 領 域 の ブロ ッ ク 転 送 を 行い ます . M 
ュ コマ ンド は 次 の 形式 で 入力 し ます . 

m< 転 送 す る メモ リ 領 域 の 先頭 番地 >, く 転送 
する メモ リ 領 域 の 最終 番地 >, く 転送 先 の 先 
頭 番地 〉 


た と えば , 9000H 番 地 か ら 9100H 番 地 の メ モリ 
内 容 を A000H 番 地 か ら A100H 番 地 へ 転送 する 協 
口 合 は , 


htm9000,9100,a000 2 


と 入力 し ます . この 後 , NR 





0 (アウ トブ ッ ト ) 





この コマ ンド は , 指定 し た ポー ト ア ドレ ス に に 
ー タ を 出力 し ます . O コ マン ド の 入力 形式 は , 
o〈 く ポー ト ア ドレ ス 〉, < デー タッ > 


と な り ま す . 

T コマ ンド お よび O コ マン ド は , 自作 の ボー ド 
を 機械 語 プ ログ ラム で コン トロ ー ル する 場合 な 
ど , 特殊 な 用 途 に 使用 する コマ ンド で す . 
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_P (プリ ンタ スイ ッ チ ) 





R (リー ド テ ー ブ ) 





0 ラマ ジン ドッ も コマ ンド 。 CTRED ョ マツ ギ 補 
実行 し た 結果 を , プリ ンタ に 出力 する か どう か を 
決定 し ます . 

モニ タ 人 入っ た と き は , プリ ンタ スイ ッ チ は 
OFF に な っ て いて , D コ マン ド , エコ マン ド , 
CTRL-D ュ マン ド を 実行 し て も , 結果 は ディ スプ 
レイ に 表示 され る だ け で す . この と き P コ マン ド 
を 入力 する と , プリ ンタ スイ ッ チ は ON に な り , 
以後 , 実行 され る D コ マン ド , エコ マン ド , 
CTRL-D ュ マン ド の 結果 は プリ ンタ に も 出力 され 
ます . 

プリ ンタ スイ ッ チ が ON に な る と , プロ ンプ ト 
(入力 促進 記号 ) は h), ある い は q) に な り ま す . 

プリ ンタ スイ ッ チ を ON か ら 再 び OFF に する 
に は , 再度 P コ マン ド を 入力 し ます . 





プリ ンタ スイ ッ チ DP 1 プリ ンタ スイ ッ チ 
ON OFF 





h), q) 


h〕, q] 
p 人 上 











来 モニ タ を 使用 し て いる と きゃ | 語 和 は 使用 
で きま す . 画面 の ペー ド ュ ピー を 取る 場合 
は | 還 を 使用 し て くだ さい . 


カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を ロー ド す る コマ ン 
ド で す * R コ マン ド は , 次 の 形式 で 入力 し ます . 
r〔< フ ァイル 名 >〕 


ファ イル 名 を 指定 し た 場合 は , カセ ッ ト テ ー プ 
の デー タ の ファ イル 名 を チェ ッ ク し , 指定 し た 
ファ イル 名 が 見 つか る と , その デー タ を メモ リヒ に 
ロー ド し ます . この と き , 指定 し た ファ イル 名 以 
外 の ファ イル 名 が 見 つか っ た 場合 は , 


Skip XXXX 


と ディ スプ レイ に 表示 し , 指定 し た ファ イル 名 
が 見 つか る まで 読み 続け ます . 指定 し た ファ イル 
名 が 見 つか っ た 場合 は , 


Found XXXX 


と ディ スプ レイ に 表示 し , その 下 に ロー ド し て い 
る デー タ を 表示 し ます . 
ファ イル 名 を 指定 し な い 場 合 は , 最初 に 見 つ 
か っ た ファ イル を ロー ド し ます . 
ファ イル 名 は 6 文字 以下 で す . 6 文字 を 超え た 
場合 は , 最初 の 6 文字 が 有効 に な り ま す . 
PC-8801MH で この コマ ンド を 使用 する に 
は , デー タレ コー ダ と 別売 の CMT イ ンタ 
フェ ー ス ボー ド か が 必要 で す . 
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5 (セッ トメ モリ ) 





S コ マン ド は , メモ リ の 内 容 を 確か め た り , 変 
更 す る コマ ンド で す . S コ マン ド は 次 の 形式 で 入 
力 し ます . 


s (< 開始 アド レス 〉) fg 
(また は , スペ ー ス キー) 


S コマ ンド で , < 開始 ア ドレ ス 〉 を 指定 し た 後 , 
人 ⑦M を 入力 する と , 次 の 行 に アド レス と その 内 
容 を 表示 し, 数 値 の 入力 待ち も こ な り ます . スペ ー 
スキ ー を 入力 する と , 改行 せ ず に メモ リ の 内 容 を 
表示 し , 数 値 入力 待ち こ な り ます . 

入力 する 数 値 は , 16 進 モー ド な ら ば 2 桁 の 16 進 
数 を 入力 し ます が , 2 桁 以 上 の 数 値 を 入力 し た 場 
合 は , 最後 の 2 桁 が 有効 と な り ま す . 数 値 を 入力 
し た 後 ス ペー スキ ー を 入力 すれ ば , メモ リ に 値 を 
セッ ト し, 次 の アド レス の メモ リ の 内 容 を 表示 し 
ます . また , 数 値 を 入力 し た 後 , 1⑳M を 入力 すれ 
ば , 新しい 値 が セッ ト さ れ , コマ ンド 入力 待ち に . 
な り ま す . も し , メモ リ の 内 容 を 変更 し な いな ら 
ば , 数 値 を 入力 せ ず に スペ ー ス キー を 入力 すれ 
ば , 次 の アド レス に 移り ます . アド レス を 1 つ 前 
に 戻し た い 場 合 は , 全 夫 伯 また は [ 多 を 入 


罰 人 まま 。 





TM (テス トメ モリ ) 





Ns-BASIC で 使用 され る ユー ザー ズ メ モリ 64K 
バイ ト と , グラ フィ ッ ク 用 VRAM48K バ イト を 
テス ト す る コマ ンド で す (Ng- 日 本 語 BASIC で 使 
われ る 拡張 RAM128K ベ イト の テス ト は 行い ませ 
ん ). テス ト は 次 の 順序 で 行い ます . 

(1) モニ タ ヒ 入 る 前 に 
screen 0,2 
を 入力 する . 
(2) モニ タ へ 入る . 


Imon 
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③ tm gl 

(4) 次 の 順 で チェ ッ ク し ます . 
① テキ スト VRAM 
⑨ 変数 ・ ワ ウー クエ リア 
③ グラフィック 用 VRAM 
④ テキ スト エリ ア 


この テス ト に は , V2 モ ー ド で は 約 10 分 間 , V1 
標準 モー ド で は 約 30 分 間 か か り ま す . テス ト が 無 
事 に 終了 する と , 


test completel 


と いう メッ セー ジ が 現れ ます か ら , 
ン を 押し て くだ さい . 

エラ ー が 起き た 場合 , ① で 起き た と き は ブザー 
(beep 音 ) が 鳴り 続け ます . ② 以 後 の 場合 は , エ 
ラー が 起き た 番地 を 表示 し ます . 

TM コマ ンド で エラ ー が 発生 し た 場合 は , お 買 
い 求 め の 販 売店 , あるいは 最寄り の Bit-INN に ご 
相談 くだ さい . 


リセ ッ ト ボ タ 





V (ベリ ファ イ テ ー ブ ) 
この コマ ンド は , カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ さ れ 
た デー タ と , メモ リ の 内 容 と が 一 致し て いる か ど 
うか を 比較 する コマ ンド で す * コマ ンド は , 次 
の よう に 入力 し ます . 


v〈 フ ァ ィ ル 名 9 


動作 は R コ マン ド と ほほ 同じ で , 〈 フ ァイル 名 > 
を 指定 し た 場合 は , 指定 し た ファ イル と メモ リ の 
内 容 を 比較 し , < ファ イル 名 〉 を 指定 し な か っ た 場 
合 は , 最初 に 見 つか っ た ファ イル と , メモ リ の 内 
容 を 比較 し ます . 比較 し た 結果 , カセ ッ ト テ ー プ 
の 内 容 と メモ リ の 内 容 が 一 致し た 場合 は コマ ンド 
入力 待ち 状態 と な り , 一 致し な か っ た 場合 は " ? " 
を 表示 し て コマ ンド 入力 待ち こ な り ます . 
PC-8801MH で この 命令 を 使用 する に は , 
デー タレ ュ コーダ と 別売 の CMT イ ンタ 
フェ ー ス ボー ド が 必要 で す . 








| W (5 イト デーブ) 





メモ リ の 内 容 を カセ ッ ト テ ー プ へ ヘ セ ー ブ す る ュ 
マン ド で す * W コ マン ド は 次 の 形式 で 入力 し ま 
す . 

w 〔 く < ファ イル 名 >〉〕] , < セー ブ 開始 ア ドレ 
ス 〉,〈 セ ー プ 終了 アド レス 〉 | 


8000H 番 地 か ら , 8500H 番 地 の 内 容 を "abc" と 
いう ファ イル 名 で カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ す る 場 
ブ ュ 
ロッ 


hJwabc, 8000.8500 9 


玉 PC-8801MH で この 命令 を 実行 する に は , 
デー タレ コー ダ と 別売 の CMT イ ンタ 








X (イリ ミ ン ル レジ スタ ) 





メ コ マ ンド は , CPU の 全 レ ジス タ の 内 容 の 表 
示 , お よび 変更 を 行う コマ ンド で す . 
x 〔 く < レジ スタ 名 2〕 


く 〈 く レジスタ 名 〉 は , 


ab,d,h,a,b',d'」h',s,p,x,y,i 


で す . a の よう に ダッ ン = ュ 記号 が 付い て いる レジ 
スタ 名 は , 裏 レ ジス タ を 指し ます . 

く レ ジス タ 名 〉 を 指定 し な い 場 合 は , 全 レ ジス タ 
の 内 容 を 表示 し て 実行 を 終了 し ます . < レジ スタ 
名 > を 指定 し た 場合 は , その レジ スタ の 内 容 を 表 
示し , 新しい 値 の 入力 待ち こ な り ます . 新しい 値 
を 入力 し て 9 を 入力 する と , コマ ンド ス 入力 待 
ち 状態 に な り , スペ ー ス キー を 入力 する と , 次 の 
レジ スタ の 処理 へ と 移り ます . 新しい 値 を 入力 し 
な い 坦 合 も , 9』 を 入力 すれ ば ュ マ ンド 入力 待 
ち 状 態 と な り , スペ ー ス キー を 入力 する と , 次 の 
レジ スタ の 処理 へ と 進み ます . 

各 レ ジス タ は , T レジ スタ を 除い て , すべ て の 
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レジ スタ は 16bit の ペア レジ スタ と し て 扱わ れ ま 
す . で すか ら , 8bit 分 の レジ スタ だ け 変 更 する 場 
合 は , 変更 し な い 残 り の 8bit 分 の デー タ も 入力 し 
て くだ さい . また , フラ グレ ジス タ で フラ グ を 立 
て な いと き は 一 を 入れ ます -. 





CTHL-A (ヘル プ ) 
| 問 また は [ 語 引 + 條 を 和 スカ する と , モニ 


タ で 使用 で きる コマ ンド の 種類 と その コマ ンド の 
パラ メー タ が ディ スプ レイ に 表示 され ます . 








GHZ ラ ソ ) 
| 層 員 ( 由 | を 入力 する と , BASIC モ ー ド に 


戻り ます . 








CTHL-D (ディ スク ダン プ ) 





CTRLD は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 を ディ 
スプ レイ に 表示 させ る コマ ンド で す . 


CTRL-D く ドラ イブ 韻 >[, く サー フェ ス 北 >〕 , 
く ト ラッ ク 壮 1〉> , く セク タタ 1>[, く トラ ッ ク 
韻 22, く セク タタ 圭 2>]〕 


〈 ド ライ ブ 音 > し , く サー フェ ス 韻 >], く トラ ッ ク 


菩 1>, く セク タ 韻 1〉 
1 
[表示 開始 セク タ の 指定 | 








し く ト ラッ ク 韻 2>, く セク タ 半 2>] 
1 
表示 終了 セク タ の 指定 | 











〈 ト ラッ ク 韻 22, く < セク タ 韻 2 を 指定 し な いり 場合 
は , 


< 表示 開始 セク タ >ー< 表 示 終了 セク タ > 


と な り , 表示 開始 セク タ だ け 表 示し ます . 
CTRL-D ュ マン ド を 実行 中 , 実行 を 中 止 し た い 
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上 合 は 條 昌 また は 民 中 + 信 』 を 入力 し ます . 
画面 へ の 表示 を 一 時 中 断 し た い 場 合 は 区 中 + 
陸 』 を 入力 し , 再開 する と きせ は 人 引 お ょ び 使 
[以外 の キー を 入力 し ます . 

〈 サ ー フ ェ ス 壮 > は , 両面 倍 密度 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク ユニット を 使用 し て いる と き に 指定 し ま 
す . た だ し , モニ タ で は 両面 に また が っ て アク セ 
ス す る こと は で きま せん (CTRL-R, CTRL-W も 
同じ で す ). 

ディ スク 装置 を 内 蔵 し て いな い タ イプ の 
PC-8801FH で は , この 命令 は 使用 で きま せん . 
eCTRLD,CTRL-R,CTRL_W ュ コマ ンド で , 

5.25 イ ンチ 両面 高密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 

の サー フェ ス 0, トラ ッ ク 0 を 指定 する と き 

は , セク タ 十 は 奇数 番号 だ けが 使用 で きま す . 
トラ ッ ク 0 は , 他 の 部 分 と は 異 

な り 1 セク タ が 128 バ イト か ら 成 り ま すか ら , 

一 度 に 2 セク タ 分 ずつ 読み 書き し ます . 

@ 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク で は , CTRL-D, 

CTRL-R,CTRL-W コマ ンド を トラ ッ ク 0 に 対 

し て 行う こと は で きま せん . 


@ サ ー フ ェ ス (0, 


CTHL-H (リー ド デ ィ スク ) 





CTRL-R コ マン ド は , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 
メモ リ ヘ データ を ロー ド す る コマ ンド で す . 


CTRL-R < ドラ イブ 壮 〉>[, く サー フェ ス 閉 >〕 , 
<〈 ト ラック 北 >, 〈 セ クタ 斗 〉, く 開始 アド レ 
ス >〉, く < 終了 アド レス > 


この コマ ンド は , < 開始 アド レス 〉 と く 〈 終 了 ア ド 
レス 〉 で 指定 され た メモ リ の 領域 に 格納 する デー 
タ を , 〈 ド ライ ブ 韻 江 L, く サー フェ ス 圭 2], く ト ラッ 
ク 電 >, < セク タ 北 > で 指定 され た セク タ か ら ロ ー 
ド し ます . で すか ら , 大 き な メ モリ 領域 に デー タ 
を ロー ド す る 場合 は , 複数 の セク タ , トラ ッ ク か 
ら デ ー タ を ロー ド し ます . 
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h] ~r1.0,9,3, C000,C00f 
h] 


ドラ イブ 1 の 第 9 トラ ッ ク の 第 3 セク タ か ら 16 
バイ ト の デー タ を ロー ド し て き て , CO0OOH 番 地 か 
ら COOFH 番 地 に 格納 し ます . この と き , メモ リ 傾 
域 の C010H て COFFH 番 地 の 内 容 は 変更 され ませ 
ん . 

@ 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク で は , CTRL-D, 

CTRL-R, CTRL-W コマ ンド を トラ ッ ク 0 に 対 


し て 行う こと は で きま せん . 











CTRL-W (ライ トディ スク ) 





CTRL-R コ マン ド と 逆 の 操作 を 行う コマ ンド 
で , メモ リ の 内 容 を シ を フロッピー ディ スク ヘ へ セー ブ 
EE 本 放 


CTRL-W< ド ライ ブ 持 >[, く サー フェ ス 
井 >], く トラ ッ ク 持 >, く セク タ 北 >, く 開始 アド 
レス >,〈 終 了 ア ドレ ス > 


く 開始 アド レス 〉 と <〈 終 了 ア ドレ ス 〉> は , セー ブ す 
る メモ リ 領 域 を 指定 し ます . この と き , 指定 する 
領域 は 1 セク タ 単 位 (256 バ イト ) で ある 必要 は あ 
り ま せん . た だ し , フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は セク タ 
単位 で 指定 し ます か ら , 最低 1 セク タ を 使用 し ま 
す . 

@ 8 イン チ フ ロッ ピー ディ スク で は , CTRL-D, 

CTRL-R, CTRL-W コマ ンド を トラ ッ ク 0 に 対 

し て 行う こと は で きま せん . 


この コマ ンド は , ディ スク へ 直接 書き 
込み を 行い ます . ドラ イブ 韻 , サー 
フェ ス 韻 , トラ ッ ク 韻 , セク タ 斗 の 指 
定 を 間違え る と , ディ スク を 壊す 危険 
性 が あり ます . 

ディ スク の 構造 を よく 理解 し た うえ 
で , 慎重 に ご 使用 くだ さい . 








機械 語 プ ログ ラム を 了 還 ぶ 





機械 語 は , BASIO に 比べ る と と っ つき が 悪い うえ , 〇 PU 内 の レ 
ジス タ や シス テム に つい て の 正しい 知識 が 要求 され ます . この た め , 
慣れ な いう ち は す ぐ 暴 走 し て し まい ます が , うま くい け ば , BASIO 
で は 得 ら れ な いし 実 行 速度 や ハー ドウ ェ ア の 操作 が 可能 と な り ま す . 

Nes-BASIO/Nms- 日 本 語 BAGIC に は , 機械 語 で 書か れ た プロ 
グラ ム を 呼び 出す 機能 として, UGH 関数 と 〇 ALL 文 が 用 意 さ れ 
て いま す . ここ で は , 機械 語 プ ログ ラム を 作成 する 際 の 注意 と , 

USH 関 数 , ALL 文 と の 引数 の 受け 渡し 方 に つい て 説明 し ます . 











メモ リ の 確保 (CLEAR) 








機械 語 ル シー チン を モニ タ よ り 作 成 し た り , ファ 
イル か ら ロ ー ド する 除 に は , その た め の メ モリ 領 
域 を 確保 する 必要 が あり ます . この 機械 語 ブ プロ グ 
ラム 用 の メモ リ 領 域 は , BASIC の 使用 する 領域 
と 重複 し て は な り ま せん . さも な いと , BASIC の 
動作 が 異常 に な っ た り , 逆 に BASIC の 動作 に よ 
り 準 備 し た 機械 語 プ ログ ラム が 破壊 され た り し ま 
す . 

メモ リ 領 域 の 確保 は , CLEAR 文 に より 
BASIC の 使用 する メモ リ の 上 限 を 設定 する こと 
(に より 行い ます . BASIC は , 指定 され た 上 限 以上 
の 領域 は 利用 し な く な り ま す の で , 機械 語 プ ログ 
ラム 領域 と し て 用 いる こと が で きま す (CLEAR 
文 参照 ) . 
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機械 語 ブ ログ ラム の 準備 








1. 3 つの 作成 法 

確保 し た 領域 に 機械 語 プ ログ ラム を 準備 する 主 

な 方 法 と し て は , 次 の 3 つが あり ます . 

(1) モニ タ を 用 いて 作成 する 
MON コマ ンド に より 機械 語 モ ニタ に 移り , 
モニ タ の 機能 を 利用 し て プロ グラ ム を 書き 込む 
(第 19 章 機械 語 モ ニタ 」 参 照 ). 

(2②) BLOAD に より 読み 込む 
すでに BSAVE に より セー ブ さ れ て いる 機械 
語 プ ログ ラム を ロー ド す る . 

(3) POKE に より プロ グラ ム を 書き 込む 
比較 的 短い プロ グラ ム で あれ ば , DATA 文 
に より 機械 語 プ ログ ラム を デー タ の 型 で 表現 し 
て お き , それ を READ 文 で 読み 出し た 後 , 
POKE 文 に より 書 き 込む . 





2. プロ グラ ム 作 成 上 の 注意 
また , 機械 語 プ ログ ラム を 作成 する 際 に は 次 の 

点 に 注意 し て くだ さい . 

1) BASIC に 制御 を 戻す た め に は , プロ グラ ム 
は リタ ー ン 命令 (RET) を 用 いな けれ ば な り ま 
せん . 

(2) 機械 語 シ ルー チン に 引き 渡さ れ た 引数 が 文字 列 
で あっ た 場合 に は , 引数 の 値 は 次 の よう な 3 ベ 
イト か らち 成る スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ と 呼ば 
れる 領域 の アド レス と な り ま す . 
① スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の 最初 の バイ ト 

は , その 文字 列 の 長 さ (0 か ら 255) を 保持 し 
ます . 
② 2 番目 の ベイ ト は , 文字 列 の 置か れ て いる 
先頭 アド レス の 下位 8 ビット を 保持 し ます . 
③ 最後 の ベイ ト は , 文字 列 の 置か れ て いる 先 
頭 ア ドレ ス の 上 位 8 ビッ ト を 保持 し ます . 


機械 語 ル ー チ ン で は , この 3 ベイ ト の スト リ 
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ング ディ スク リプ タ を 書き 換え て は な り ま せ 
ん . また , スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ に よっ て 
指 さ れ る スト リン グ の 内 容 は 変更 する こと が で 
きま す が , その 長 さ を 変更 し て は な り ま せん . 

(3③ 機械 語 ル シー チン か ら BASIC に 戻る と き に 
は , 呼び 出さ れ た と き と ス タッ クボ ポ インタ 
(SP) の 値 が 等 し く な っ て いな けれ ば な り ま せ 
ん . 

(4) 機械 語 ル ー チ ン が 呼び 出さ れ た と き , スタ ッ 
ク 領域 と し て は 8 レベ ル (16 バ ベイト) 分 だ け 利 用 
で きる よう に 設定 され て いま す . も し 機械 語 
ルー チン 内 で より 大 き な ス タッ ク を 必要 と する 


場合 に は , ルー チン 内 で 独自 に スタ ッ ク を 用 意 


し な けれ ば な り ま せん . また この と き , 
BASIC に 戻る 際 に スタ ッ ク ポ イン タ を も と に 
戻す こと を 忘れ て は な り ま せん . 
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USH 関数 の 還 び 出し 





1. USR 関 数 の 書式 
USR 関数 は 


USR (< 番号 >] (< 引数 >) 


と いら 書式 に よっ て 呼び 出さ れ ま す . た だ し , 
< 番号 >〉 は 0 か ら 9 まで の 数 値 で , 引数 は 任意 の 数 
値 式 ま た は 文字 式 で す . USR 関数 は 書式 上 < 引 
数 > を 必要 と し ます の で , 呼び 出さ れ た ルー チン 
が 引数 を 必要 と し な い 場 合 で も , ダミ ー の 引数 を 
ケ え る 必要 が あり ます . 


2. 各 レ ジス タ の 内 容 
USR 関数 が 呼び 出さ れ , 対応 する 機械 語 ル ー 
チン に 制御 が 移っ た と き , A レ ジス タ は , 渡さ れ 
た 引数 の 型 を 示す 値 を 持っ て いま す . その 値 と 意 
味 は 次 の よう に な っ て いま す . 
A の 値 引数 の 型 
2 整数 弄 
3 文字 列 型 
4 単 精 度 型 
8 倍 精度 型 
引数 が 文字 列 の 場合 に は , [DE] レ ジス タ ベ ペア 
が 3 バイト か ら 成 る スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ を 
指し て いま す . 
引数 が 数 値 の 場合 に は , [HLJ レ ジス タ に 浮動 
小数 点 ア キュ ムレ ー タ (FAC) と 呼ば れる 8 ベイ 
ト の 領域 の 5 バイ ト 目 の アド レス が 入っ て いま 
す . 実際 の 引数 は , この FAC の 内 に 各 型 に 応じ 
て 以下 の よう に 格納 され て 渡さ れ ま す . 
(1) 整数 型 の と き 
FAC の 5 ベイ ト 目 ([HL〕) レ ジス タ ペ ア が 指 
し て いる と ころ ) に 引数 の 下位 8 ビッ ト , 6 ズバ 
イト 目 に 上 位 8 ビ ッ ト が 入り ます . 
(2) 単 精度 実数 型 の と き 
FAC の 8 バイト 目 は 指数 部 に な っ て お り , 


(指数 一 128) の 値 が 入り ます . 小数 点 は 仮数 部 
の 最上 位 ビ ッ ト の 左 に ある と 想定 し ます . 7 ベ 
イト 目 は 仮数 部 の 最高 部 7 ビット を 保持 し ま 
す . この ベイト の 最上 位 ビ ッ ト は 符号 を 示し , 
0 で 正 , 1 で 負 を 表し ます . 6 バイ ト 目 と 5 バ 
イト 目 は , それ ぞ れ 仮数 部 の 中 部 と 最低 部 の 8 
ビッ ト を 保持 し ます . 
(③ 倍 精 度 実数 型 の と き 
5 バイト 目 か ら 8 バ イト 目 ま で は , 
数 型 と 同じ よう に 指数 部 と 仮数 部 の 上 位 3 ベイ 
ト が 入り ます . 1 バイ ト 目 か ら 4 バ イト 目 に 
は , 仮数 部 の 下位 4 ベイ ト が 入り ます . 





単 精 度 実 


文字 列 型 

A DE 
スト リン グ デ ィ ス クリ フタ スト リン グ ク 償 域 

整数 

A HL 






倍 精度 実数 型 
A HL 





ニニ ーーー ニーーー ーー 
汗 精 度 実数 型 
倍 精 度 実数 型 
浮動 小数 点 ア キュ ムレ ー タ (FAC ) 
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3. BASIC に 値 を 返す 

機械 語 プ ログ ラム 中 , RET 命 令 に 出会う と 
BASIC に 制御 が 移り , USR 関 数 を 呼び 出し た 次 
の 行 の BASIC プ ログ ラム が 実行 され ます . 

USR 関数 が BASIC に 値 を 返す に は , FAC で 求 
め た 関数 値 を 設定 し て や る こと で 行え ます . 通 
常 , 返す 値 は , 引数 と し て 渡し た 値 と 同じ 型 に な 
り ま す . 





4. サン プル プロ グラ ム 

USR 関数 の 例 と し て , 文字 列 中 に 含ま れる 小 
文字 の 数 を 返す 関数 を 示し ます . ここ で 紹介 する 
サン プル プロ グラ ム は , DATA 文 に より 機械 語 
プロ グラ ム を あら か じ め 用 意 し , 次 に POKE 文 に 
より 機械 語 プ ログ ラム を 書き 込み ます . これ に よ 
り , 機械 語 プ ログ ラム を 実行 し ます . 

機械 語 ル ー チ ン で は , まず A レ ジス タ の 値 を 調 
べ て , 与え られ た 引数 が 文字 列 か どう か を 調べ て 
いま す . ここ で は , 文字 列 で な い 場 合 は その まま 
BASIC に 戻る こと と に し て いま す . 

引数 が 文字 型 で あっ た 場合 に は , [DE] レ ジス 
タ に より 渡さ れ た スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の 番 
地 を も と に , 文字 列 の 長 さと , 実際 に 文字 列 の 軒 
か れ て いる 番地 を 求め ます . 

その 後 , スト リン グ を 最初 か ら 1 文字 ずつ 調べ 
て いき , 小文字 で あっ た 場合 に は , AN 命令 に よ 
り D。 ビ ッ ト を 0 に する こと と に より 大 文字 に 変換 
し , スト リン グ を 変更 し ます . この よう に ユー ザ 
関数 は 与え られ た 引数 自身 を 変更 する た め に , 
USRO0 の 呼び 出し 前 後 で は A$ の 内 容 が 変化 する 
こと に な り ま す . 
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19 め の 
119 の 
129 の 
139 
1 49 
159 
16 の 
179 の 
189 の 
19 の 
2 の の 
21 の 
22 の 
239 の 
2 4 の 
259 
26 の 
279 の 
28 の 
299 の 
9 の 
319 
32 の 
339 の 
349 
359 の 
36 の 9 
379 の 
38 の 9 
399 
4 の の 
41 め の 
42 め の 
43 の 
44 の 
459 
46 の 
479 の 
48 の 
499 
59 の 











So 
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” USR ファ ンク ショ ン サン ファ ル ファ "ログ ラム 
CLEAR ,&HE の 9 の 9  ' リ サーブ ~ ファ ログ ラム エリ ア 
MACHINE= &HE の の の 

DEF USR の =MACHINE 


FOR ADR=MACHINE TO MACHINE+39 
READ BYTE:POKE ADR,BYTE 'poke ML ブログ“ ラム 
NEXT ADR 


INPUT A$ 
B$=USR の (A$) 
PRINT B$ 

GOTO と の @ の 

END 


し マシ ンコ "ファ ログ ラム テ ~ー タ 


DATA &HFE, &H の 3 ・"CPI 3 : ARGUMET MUST STRING 
DATA _&HC め の ・「 RNZ 5 IF NOT,JUST IGNORE 
DATA &HEB ・「 XHCG 

DATA &H56 ・"MOV  D,M jD HAS LENGTH 

DATA &H23 に TINX HH 

DATA &H7E ・ "MOV AA,M 

DATA &H23 > INX 日 

DATA &H66 ・ "MOV H,M 

DATA &H6F ・ "MOV  L,A :HL=POINTER TO STRING 
DATA &H14 >・"INR D jiNULL STRING ? 

に LOOP: 

DATA &H15 > DCR D j DECREMENT LENGTH 
DATA &HC8 ・「RZ jFIND STRING END ? 
DATA &H7E ・ "MOV  A,M jLOAD A CHAR. 

DATA &HFE,&H61 ・*CPI 61H sjCHAR>'a' ? 

DATA &HDA, &H1B, &HE の :「 JC NOTLOW: No . 

DATA &HFE , &H7B ・"CPT 7BH 5:CHAR く <='2)  ? 

DATA @&HD2 , &H1B,&HE の :'JNC NOTLOWiNo. 

DATA &HE6 , &HDF :・ "ANI の @DFH  jCONVERT TO UPPER 
DATA _&H77 ・"MOV MM,A jSET IT 

5 NOTLOW: 

DATA &H23 > "INX HH 


DATA &HC2 , &H の B , &HE の :'「JMP LOOP 


ZERO7SRERFNIKGPASOICGEEPUISREOEPSRROIRSRSPOKG9BEP ESSPERIOSSSYISES23STEcg 
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CALL 文 











1. 引数 を 持た な い CALL 文 

機械 語 ル ー チ ン は CALL 文 を 用 いて も 呼び 出 
すこ と が で きま す . 

引数 を 持た な い CALL 文 は 機械 語 の CALL 命 
令 と 同等 で あり , 指定 され た 番地 か ら の ルー チン 
が 呼び 出さ れ ま す . BASIC に 戻る に は , USR 関 
数 と 同じ よう に RET 命令 で 戻り ます . 


2. 引数 を 伴っ た CALL 文 
CALL 文 が 引数 を 持っ て いる 場合 に は , レジ ス 
タ 中 に , 引数 で 指定 され た 変数 の 置か れ て いる 番 
地 (VARPTR 関 数 で 求め られ る 番地 と 同一 の も 
の ) が 準備 され た うえ で 機械 語 ル ー チ ン が 呼び 出 
され ます . 引数 の 番地 情報 を 渡す 方 法 は , 引数 の 
数 に よっ て 異な り ま す (VARPTR 関数 に つい て 
は 次 節 で 詳し く 述 べ ま す )、. 
1) 引数 が 3 個 以 下 の と き 
1 番目 の 引数 の 番地 は [HL] レ ジス タ 
2 番目 の 引数 の 番地 は [DE] レ ジス タ 
(も し ある な ら ば ) 
3 番目 の 引数 の 番地 は [BC] レ ジス タ 
(も し ある な ら ば ) 
に 準備 され ます . 
(2) 引数 が 4 個 以 上 の と き 
1 番目 の 引数 の 番地 は [HL] レ ジス タ 
2 番目 の 引数 の 番地 は [DE〕] レ ジス タ 
に 準備 され ます . 
3 番目 以降 の 引数 に つい て は , それ ら の 番地 
が 順番 に 並べ られ た 表 が 作成 され , LBC] レジ 
スタ に その 表 の 番地 が 準備 され ます . 
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HL 
1 番目 の 引数 の 先頭 

DE 
2 番目 の 引数 の 先頭 

BC 





3 番目 の 引数 の 先頭 


4 番目 の 引数 の 先頭 


3. CALL 文 を 用 いる 際 に は , 次 の 事項 に 注意 し 
で くだ さい 、 

(1) CALL 文 が 渡す 引数 の 番地 は , USR 関数 の 
電 合 の FAC の 番地 で は な く , VARPTR 関 数 の 
値 と 同じ , 変数 値 の 置か れ て いる 番地 で す . 

(2②) CALL 文 で は , 複数 の 引数 を と える こと が で 
きま す . また , 与え られ た 引数 の 番地 を 介し て 
BASIC に 値 を 返す こと が で きま す . 

(3③) 引数 が 文字 型 の 場合 に は , 準備 され る 番地 は 
スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ の 番地 で す . 

(4) CALL 文 は , 引数 の 個数 に つい て は 何ら 情報 
を 与え られ ませ ん . し た が っ て , これ ら を 一 致 
させ る こと に 注意 し な けれ ば な り ま せん . 
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4. ROM 内 CALL の 注意 5. サン プル プロ グラ ム 
CALL 文 を 使っ て ROM 内 の ルー チン を 使用 す CALL 文 の 例 と し て , 2 つの 数 の 最大 値 を 与え 
る 場合 , 以下 の 手順 を 必ず 踏ん で くだ さい . る ルー チン を 示し ます . A%, B%( に より 渡さ れ た 
1 2 つの 数 の うち の 大 きい 方 の 値 を C% に 代入 し ま 
(1) 一 般 的 手順 


ま 。 
<〈BASIC> ー 
CALLXx※※ 機械 語 ル ー チ ン で は [HL] レ ジス タ の 持つ 番地 


< 機械 語 〉 ' か ら A% , [DE] レ ジス タ の 持つ 番地 か ら B% の 値 


※※ メ ※ メ ※: IN 71H を 得 , 大 きい 方 を [BC] レ ジス タ の 示す C% の 番地 
PUSH PSW メイ ン ROM を に 格納 し ます . 
MVI A, FFH | セレ クト する . 
OUT 71H 


POP PSW RON の 
OUT 71H 元 へ 戻す 。 
RET 


②⑫ "A" と いう 文字 の 画面 出力 

〈BASIC> 

100 CLEAR , &HCEFF 

200 ADR=&HCF00 

300 CALL ADR 

400 END 

〈 機 械 語 

CF00: IN 71H 
PUSH PSW 
MVI AFF 
OUT 71H 
MVI  A, 41IH 
RST 3 
POP PSW 
OUT 71H 
RET 


| " 入 " を 表示 
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1 の 9 
119 
129 の 
139 
1 4 の 
159 
169 
179 
18 の 
199 
2 ひめ の 
21 め 
229 の 
23 の 9 
2 4 の 
259 の 
26 め の 
27 の 
28 の 
299 の 
3 の の 
31 め の 
32 の 
33 の 
4 ゆめ 
359 
369 
37 の 
389 の 
399 の 
49 の 
419 
429 の 
43 の 
44 の 
45 め 
46 め の 
47 の 
489 の 
499 
59 の 
519 
529 
53 
5 4 の 
559 
569 
57 の 
58 の 
599 の 
6 9 の 
61 の 
62 の 


第 20 章 機械 語 プ ログ ラム を 呼ぶ 





NIR 


ブル アロ グラ 


* CALL ステー トメント サン 
CLEAR , &HE の 9 の 9  '「 リ サー ブ ] ブロ グラ ム エリ ア 
MAX=&HE の の の 





FOR ADR=MAX TO MAX+45 
READ BYTE:POKE ADR,BYTE "poke ML “ンコ ~ 
NEXT ADR 


C を = の 

INPUT A%,B% 
CALL MAX(AX,B%,C%) 
PRINT C% 

GOTO 2 め @ め 

END 


) 。 マシ ンコ ~ ファ ログ ラム テ ^ー タ 


* 


1 MAX: 

DATA 8&HDB, &H7 1 :) IN 71H 

DATA &HF5 ・ "PUSH PSW 

DATA &H3E,&HFF ・ "MVTI  A, の FFH 

DATA &HD3 , &H7 1 ・ "OUT 71H : SELECT N88 MAIN ROM 
DATA &HCD, &H2 9 , &HE@:「 CALL GETVAL jGET A% VALUE 
DATA &HEB ・) XCHG 

DATA &HCD, &H29,&HE9:!CALL GETVAL jGET B% VALUE 
DATA &HE5 ・ "PUSH H 

DATA &HB7 ・ "ORA A jCLEAR CARRY 
DATA &H7B ・"MOV AE : A%- B% 

DATA &H95 > SUB L 

DATA &H7A ・"MOV AD 

DATA &H9C ・'SBB H 

DATA &H2E, &HFF ・ "MVI  L, の FFH 

DATA &HE2 , &H1A,&HE の ・'JPO  ※*+4 jCHECK V FLAG 
DATA &H2C > INR 上 

DATA 8&HAD > XRA L 

DATA &HE1 SEOP。 民 : ASSUME B% く A% 
DATA &HE2 ,&H2 の 9,&HE の :! JP ※+4 

DATA @&HEB ・「XCHG ) A% く =B 

DATA &H7D ・ "MOV AL jSTORE INTO C% 
DATA @H め 2 ・ "STAX B 

DATA 8&H9@3 :・ "INX B 

DATA &H7C ・"MOV  A,H 

DATA &H9 の 2 ・'STAX B 

DATA &HF1 ・ POP PSWw 

DATA &HD3 ,&H7 1 ・ "OUT 71H 

DATA &HC9 :「 RET 

い GETVAL: 

DATA &H7E > "MOV AA,M 

DATA &H23 ・"INX H 

DATA &H66 に "MOV HH,M 

DATA 8&H6F : "MOV LA 


DATA @&HC9 :「 RET 
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VARPTR 関 数 は , 指定 され た 変数 , ベッ ファ 
の 置か れ て いる 番地 を 返し ます . 

VARPTR 関 数 の 引数 と し て 変数 名 が 与え られ 
た と き に は , その 変数 の 値 の 最 下位 ベイト が 置か 
れ て いる 番地 を 返し ます . 上 位 バ イト は , 下図 に 
示す よう に この 番地 以外 に 入っ て いま す . また , 


変数 テー ブル 和久 : VARPTR の 値 で 示さ れる 
二 下位 アド レス 上 位 ア ドレ スー 
数 型 

可変 長 2 バイ ト ( 下 位 , 上 位 の 順 ) 











長 8 バイ ト 


ーーーーーーーーー ユ ーーーーー ヘ ーー 一 
可変 長 3 バイ ト 
スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ 


文字 列 格納 アド レス 
文字 列 の 長 さ 
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変数 名 


変数 の 頭 | 残り の 変数 名 (可変 長 ) 
2 文字 


文字 変数 名 が 指定 され た 場合 に は , スト リン グ 
ディ スク リプ タ の 先頭 番地 が 返さ れ ま す . 
変数 と し て 配列 要素 が 指定 され た 場合 に は , そ 
の 要素 の 置か れ て いる 番地 が 返さ れ ま す . 
引数 と し て バッ ファ 番号 が 与え られ た 場合 に 
は , その バッ ファ 領域 の 番地 を 返し ます . この 領 
域 の 最初 の 9 ベイ ト は BASIC 作業 用 の 領域 と な 
っ て お り , フ ァイル と の 入出 力 に 用 いら れる 
256 バ イト の 領域 は , VARPTR 関数 の 値 に 9 を 加 
えた 番地 か ら 始 まり ます . 





た だ し , 第 7bit が ON に な っ て いる . 
( 例 ) A 一 41H 一 C1H 
用 あぶ 


通常 
(変数 名 の 長 さ ) 一 2 負 に な っ た 場合 は 0 


( 例 ) 変数 名 abcdefg 多 


02 41 42 05 C3C4 C5 C6 CZ 


整数 型 AB 7 文字 一 2 文字 残り の 変数 名 











パ 
の 


料 


資料 1. コン トロ ー ル コー ド 
動 


* 導 と 同じ 


1 つ 前 の ワー ド に 戻る 











実行 の 中 断 ( | 呈 と 同じ ) 





カー ソル 位置 か ら 1 ワー ド を 削除 


す ] 
必 
リ 





カー ソル の 位置 か ら , その 行 の 終わ り 
まで を 消去 





1 つ 先 の ワー ド へ 進む 





還 ) 


プ ザ ー を 鳴ら す 


を 





由 


1 文字 を 削除 ( ( 量 』 と 同じ ) 





タブ 位置 ま で カー ソル を 移動 (タフ 位 
置 は 8 桁 に 設定 され て いる ) 
(タプ と 同じ ) 

イジ ガキ ビー ドイ ンー トド モー で 
2 行 に 分 割 


FE 








カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジション (左上 ス 
ミ ) に 移動 ( 「 シ フト + ( 位 | と 同じ ) 





テキ スト 画面 を 消去 する ( 條 呈 と 同じ ) 





キャ リッ ジリ ター ン ( 2 と 同じ ) 





プロ グラ ム 実 行 中 に 画面 の 表示 を 無効 
に する 
イン サー トモ ー ド に する 


( ( 麗 』 と 同じ ) 


実行 を 一 時 停止 する 














1 行 キ ャ ン セ ル 








カー ソル を 行 の 最後 に 移す 








カー ソル を へ 移動 





カー ソル を 左 へ 移動 





カー ソル を 上 へ 移 動 





カー ソル を 下 へ 移動 
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・ 画 面 家 示 の と き の 動 作 
PRINT 文 で CHRS$ 関数 を 用 いて 出力 し ます . 
例 print chr$(7) : 














動 作 





プ ブザー を 鳴ら し ます . 

タプ 設定 まで カー ソル を 移動 きせ ます . タブ 位置 は 8 桁 ご と に 設定 され て いま す . 
カー ソル を 1 つ 下 の 行人 へ 移動 きせ ます . 

カー ソル を ホー ム ボ ポジ ショ ン ( 左 上 スミ ) に 移動 させ ます . 
テキ スト 画面 を 消去 し ます . 

カー ソル を 行 の 左端 へ 移動 きせ ます . 

半角 文字 入力 モー ド に し ます .* 

全角 文字 入力 モー ド に し ます .* 

カー ソル を 1 つ 右 へ 移動 きせ ます . 

カー ソル を 1 つ 左 へ 移動 きせ ます . 

カー ソル を 上 の 行 へ 移動 きせ ます . 

カー ソル を 下 の 行 へ 移動 きせ ます . 

* Nas- 日 本 語 BASIC で の み 有 有効 で す . 


資料 つど. キャ ラク タコ ー ド 

上 位 4 ビ ピット ー 
_」IOl1l2|3|4|5|6|7|8lgIAIBICIDIEIF 
Ll IOl@lPl jp| 時 -| タ ミ 手 層 
A 記 本 。| ア | チ | ム | 日 

blr 四 還 | | イツ | メ 
Lcls 較 昌 」| ウ | テ | モ 日 月 
ヤレ 人 日 






































































ー で = 革 ゴ 


思 IOII と IOIO|N|OIOI よ IOIN|-|OI 












| エ | の |m[m| ら [olg| テ | 
人 
せ 
| 


回 回 回 還 還 回 












lnlu| ュ 
土日 寺 
KKI>1NI 芝 





因 固 回 加 回 回 回 回 回 回 回 回 


RS 


2 








RSS 


VI 


ら |=| ミ | ビ |=| こ |ー 












NJ 
因 同 語 誠 
き 


人 
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資料 ヨ . キー ボー ドレ イア ウト 


ペレ ーー./| [g] 
回 回 回 
レーーー/ 回 












































キー の 配列 











ULLL MGS SI 




































































グラ フィ ッ ク シ ン ボ ルキ ー の 配列 
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資料 4. ロー マ 字 か な 変換 規則 
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つっ 


か な の 小文字 「 っ 」 は 子音 を 重ね て 変換 し 
ます . 








( 例 > ・ き っ さ …k issa 
・ ち っ そ 一 t isso 
・ り っ と うーrittou 





nn 
WTn 


n (次 の 子音 ) 


@「 ん 」 の あと に ナ 行 また は ヤ 行 の か な が くる と き は ,「 ん 」 は 「nn」 か 

「wn」 で 変換 し ます . 
< 正誤 例 > ・ あ ん な い 正 annnai 誤 
3 


annai 
・ い ん よう 正 innyou 誤 inyou 














び ゃ びゅ び ょ 
bya byu byo 
ぴゃ ぴゅ ぴょ 
pyY34 pPYUu DPYO 








人 ヴィ ヴ ッ ツェ ヴォ 
V a vi V u V e vo 


@ ヴァ 行 は カタ カナ と し て 入力 され , これ 
ら を ひら が な に 変換 する こと は で きま せ 
ん . 





@ 文字 以外 の 変換 
一 (長音 ) - 一 (マイ ナス 記号 ) 





。 (句点 ) 一 . (ビリ オド ) 
、( 読 点 ) て , (カン マ ) 
テン キー か ら 入 力 し た 場合 は , マ イナ ス 、 
ピリ オド , カン マ の まま 入力 され ます . 








資 料 


1 (』 
資料 弓 . メモ リマ ッ プ 
本 機 の 々 モリ マップ は , 次 の よう に な っ て いま す . ここ と こと で, GVRAM は グラ フィ ッ ク ビ デオ RAML, 
TVRAM は テキ スト ビデ オォ RAM, EROM は エン ハン スト (拡張 )ROM, ERAM は エン ハン スト (拡張 ) 


RAM を 意味 し ます . 
FFFFH FFFFH| FFFFH 
mae] 
GVRAM0 GVRAM1| IGVRAM 2 
COOO0H 


メイ ン 


MI 7 7FFFH 
に -| - に | 開 回 ーー 上 証 
Ne-BASIC 6000H 
ERAMO ERAM1 ERAM2 ERAM3 メイン 
ROM 
0 0 


メイ ン CPU の メモ リマ ッ プ 


<PC-8801MH の 場合 〉 


83FFH 
8000H 


7FFFH 


Nss-BASIC 
と 1 
ROM 





Ns-BASIC V1 で 使わ れる メモ リ 
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GVRAM0 GVRAM1 GVRAM 2 
EROM 1 EROM 2 





GVRAM0 GVRAM 1 GVRAM 2 


EROM 1 EROM 2 
Nss-BASIC 


メイ ン 
ROM 


回 に 


Ng 日 本 語 BASIC で 使わ れる メモ リ 





1 
! 
0 
1 
1 
1 
| 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
! 
1 
1 
I 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


372 


く <PC-8801FH の 場合 > 


FFFFH FFFFH FFFFH TVBAM | 
rooodLTVRAM | 
GVRAM0 GVRAM1 GVRAM2 
CO00H 





レン 
RAM 7FFFH 7FFFH 
| EROM0 EROM2 EROM 3 
Nss-BASIC | 6000H 
ラジ 
ROM 
0 0 


メイ ン CPU の メモ リマ ッ プ 


GVRAM0 GVRAM 1 GVRAM2 
EROM 0 
Nss-BASIC 


02 シン 


ROM 





Na』-BASIC V1 で 使わ れる メモ リ 
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Nss-BASIC 
ウン 


ググ ROM 
il 





TVRAM 
GVRAM 0 GVRAM 1 GVRAM 2 


EROM 1 EROM 2 EROM 3 
Nss-BASIC 


621 ジス 


ROM 


/////// 
に il 





Na- 日 本 語 BASIC で 使わ れる メモ リ 
Ns- 日 本 語 BASIC の 使用 時 は , 拡張 RAM が な い 場 合 , プロ グラ ム テ キス ト エ リア は 16K バ ベイ ト に な 


り ま す (Na-BASIC で は 32K バイ ト で す ). 
鬼 張 RAM を 襲 着 す る こと に よっ て , プロ グラ ム テ キス ト エ リア と し て 32K 使 用 で きま す . 
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